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宝くじで40
 億当たったんだけど異世界に移住する⑤


すずの木くろ





お断り

　

　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。





カバーデザイン・百足屋ユウコ＋松田マサヨシ（ムシカゴグラフィクス）
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序章

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちは店の奥の部屋へと移動し、長テーブルを挟むようにして席に着いていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の隣にはジルコニアが座り、対面にはリーゼとエイラが座っている。

「上手いこと既成事実を作って、なし崩し的に結婚しようとしてたってことでいいのかな？」

「……」

「あ、あの、カズラ様、リーゼ様も悪気があったわけじゃ……」

　気まずそうにテーブルに視線を落とすリーゼを
庇
 かば

 うように、エイラが口を挟んだ。

　先ほどからエイラには、ジルコニアから「何とかしなさい」と言うかのような視線が送られ続けている。

「え、ないの？」

「な、ない……と思います……」

「ちょっと！　そこは言い切りなさいよ！」

「まあ、それはどうでもいいや」

「……うう」

「泣かれても困るんだけど……」

　涙目でうめくリーゼに
一
 かず

 
良
 ら

 はため息をつくと、どうしたものかと頭をかいた。

　先ほどの彼女たちの会話から察するに、今までのリーゼの態度はすべて演技だったとみて間違いない。

　金と権力目当てで結婚を狙っていたようだが、まさか夜這いをかけてこようとしていたとは。

「だって……せっかく……」

「せっかく、何？」

「……何でもないです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の突っ込みに、リーゼは再びテーブルに視線を落とす。

　いつものような凛とした雰囲気は影も形もなく、肩を落として小さく縮こまっていた。

「で、ですが、リーゼ様がカズラ様をお
慕
 した

 いしているのは本当です。毎日私と話している時も、カズラ様の話題が出ないことはないくらいですし」

「いや、『メロメロにさせてばんばん
貢
 みつ

 いでもらう』とか本人の口から聞いた後にそんなことを言われても、説得力のかけらもないんですけど」

「お、お金の話はその……リーゼ様は少しお金にがめついところがありますが、人を見る目は確かですし、悪意を持って人を
騙
 だま

 すようなかたではありません。先ほどの
台詞
 せりふ

 も、結婚したら少し豪華な生活を送りたい、といった想いが思わず漏れたものというか……」

「かなり苦しくないですか、それ……そもそも夜這いして既成事実とか言ってる時点で、やり込める気満々に聞こえるんですけど」

「え、えっと……カズラ様には親しくしている女性がいるとのことだったので、その方の下に行ってしまうのではとリーゼ様は不安だったんです！　それならいっそ、という乙女心から、つい過激な行動に出ようとしていただけなんです！」

　何とかこの状況を打破しようと、エイラは必死に言葉を
紡
 つむ

 ぐ。

　何せ、今エイラの目の前にはジルコニアがいるのだ。

　ここで何もせずに沈黙したままでいたら、後々首が飛んでしまうかもしれない。

「乙女心ねえ……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は腕組みして
唸
 うな

 りながら、リーゼに目を向ける。

　うつむきながらも
一
 かず

 
良
 ら

 の様子をこっそり
窺
 うかが

 っていたリーゼは、
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合うとしゅんとした様子でテーブルに目を落とした。

「カズラ様は、リーゼ様のことがお嫌いですか？」

「嫌いだなんてことはないですが……」

「でしたら、これを機にリーゼ様とお付きあいしてみてはくださいませんか？　先ほどのことで心証を害してしまったかとは思いますが、リーゼ様がカズラ様を
慕
 した

 っているというのは本当です。もう一度チャンスをあげてください」

「ええ……どんな超展開ですか、それ。話が一気に飛躍しすぎでしょう……」

　やたらとぐいぐい押してくるエイラに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
若
 じやつ

 
干
 かん

 引き気味だ。

　いくらなんでも話が強引すぎる。

「……ダメですか？」

「ダメです」

「うう……」

「いや、泣かれても」

　ぴしゃりと
一
 かず

 
良
 ら

 が断ると、今度はエイラも涙目でうつむいてしまった。

「あ、あの、色々と腹立たしく思われたこともあるかとは思いますが、せめて今までどおり、お仕事だけでもリーゼをご一緒させていただけないでしょうか」

　話の雲行きが怪しくなってきたと感じたのか、今度はジルコニアが口を挟んできた。

「今後はおかしな真似をしないように、後できつく言っておきますから……リーゼも反省しているようですし、嫌いにならないであげてください。この娘がカズラさんを
慕
 した

 っているのは本当のことだと思いますから」

「それはもちろんかまいませんよ。リーゼさんが領内のために一生懸命頑張っていたことは知っていますから。それに、別に嫌いになったりはしていないので、今までどおり仕事は手伝っていただきたいです。これが原因で支援を止めたりはしませんから、安心してください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ジルコニアはほっとした様子で息をついた。

　まさかリーゼが夜這いをかけようとするほど、
一
 かず

 
良
 ら

 を気に入っていたとは思ってもみなかった。

　もし
一
 かず

 
良
 ら

 にリーゼの計画がばれていなければと内心悔しい思いはあるが、ばれてしまったものは仕方がない。

　幸いなことに、自分が２人をくっつける計画にこっそり加担していたということはばれていないようにみえる。

　ここはそれを有効に使い、できる限り
穏
 おん

 
便
 びん

 に場を収めることに尽力したほうがよさそうだ。

　リーゼの本性については何となく察してはいたのだが、まさかここまで積極的な性格だったとは思っていなかった。

　今はしゅんとしているが、一度転んでもそれでへこたれるような性格ではないはずなので、交流さえ保てれば少しずつ盛り返してくれるだろう。

　もっとも、
一
 かず

 
良
 ら

 が本当にリーゼに嫌悪感を抱いていなければ、の話だが。

「でも、今後はもう変な画策はしないでください。夜這いで既成事実を作って結婚なんて、半ば相手の気持ちを無視したやり方じゃないですか。色々と思うところはあったのかもしれませんが、あまり感心できるようなことではないですよ」

　現在進行形で多くの人を
騙
 だま

 している自分が言えた口か、と内心突っ込みを入れながらも、
一
 かず

 
良
 ら

 は顔をしかめてリーゼに言った。

　正直なところ、もし夜中にリーゼが部屋にやってきて誘惑されていたら、どうなっていたか自分でも想像がつかなかった。

　資料室で迫られた時のような態度で再度迫られていたら、そのまま
陥
 かん

 
落
 らく

 していた可能性が非常に高い。

　リーゼの策略どおり、イステール家の
婿
 むこ

 
養
 よう

 
子
 し

 となっていたかもしれない。

「はい……ごめんなさい……」

　涙目で
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げ、素直に謝るリーゼ。

　あまりにもへこんでいる様子に、
一
 かず

 
良
 ら

 もそれ以上何かを言う気が失せてしまった。

　何より、今まで一生懸命に仕事をこなし、少しでも
一
 かず

 
良
 ら

 の手伝いができるようにと努力していたことは事実なのだ。

　先ほどの会話でリーゼの本当の性格を知った時は衝撃を受けたが、実害が出ているわけでもないので、この場でこれ以上責めても仕方がないだろう。

　ただし、エイラとジルコニアが何度も言っていた、「
一
 かず

 
良
 ら

 のことを
慕
 した

 っているのは本当だ」という
台詞
 せりふ

 に関しては、信用できなかった。

　先ほどの「メロメロばんばん」発言を聞いた後では、とてもではないが信用できるはずがない。

「まあ、それくらいにしておいてやりなよ。この娘だって好きでもない男と連日面会させられて、気苦労が絶えないはずなんだ。そこにようやく気に入った男が現れたとなったら、多少舞い上がって強引な手を使ってしまうのも仕方がないだろう？」

　それまで黙ってお茶の準備をしていたクレアは、皆の前に陶器のコップを差し出しながら
一
 かず

 
良
 ら

 を
諌
 いさ

 めた。

「いや、仕方がなくはないと思うんですが……」

「男が細かいことを気にするんじゃないよ。それに、お前さんは嬢ちゃんの何が気に食わないっていうのさ。こんなに美人で家柄も申し分ない。そのうえ、貴族と市民の両方に人気のある女なんて、国中捜したって他にはいないよ」

「そ、それはそうかもしれませんが、金目当てで捕まえようとしていたなんて知って、それでもいいやってなるわけがないでしょう？」

「普通はなるだろ。結婚後の利益が大きけりゃ、多少のことには目を
瞑
 つぶ

 るもんだよ」

　何を馬鹿なことを、といった様子でクレアが言い切る。

「お前さんもクレイラッツの有力者なら、嬢ちゃんと結婚することで得られる利益がどれだけ大きいかってことは分かるだろう？　それに、お前さんがクレイラッツでどれだけ発言力を持ってるのかは知らないが、こっちの国で嬢ちゃんと結婚して婿入りしちまえば、将来的にはイステール領の領主様じゃないか。こんないい話を断ったら、お前さん後で絶対後悔するよ」

「え？　……あ、そうか」

　ものすごく真剣な表情で説得してくるクレアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は一瞬きょとんとした。

　だが、すぐにその言葉の意味を理解して、涙目でこちらを
窺
 うかが

 うリーゼに目を向ける。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が漏らした「あ、そうか」の意味をどうとらえたのか、その
瞳
 ひとみ

 には少しだけ期待感がにじみ出ていた。

　だが、残念ながら、それはリーゼが期待しているような意味で漏らした言葉ではない。

　リーゼもクレアも、『自分のことをクレイラッツの有力者だと思い込んでいる』、といったことに気づいて漏れた言葉なのだ。

　クレアはともかくとして、後でリーゼには
一
 かず

 
良
 ら

 がグレイシオールであるということについて話しておいたほうがいいだろう。

　今後も仕事を手伝ってもらう都合上ということもあるが、グレイシオールだと信じてもらえれば、リーゼも結婚については
諦
 あきら

 めてくれるはずだ。

「まあ、その件については後ほどリーゼさんとじっくりお話しすることにしますよ。それよりも今は、この宝石についてです。ジルコニアさん、お願いします」

「はい」

　ジルコニアは話を振られると、クレアに向き直って本来の目的について説明を始めるのだった。





第１章　約束

　

「色付き
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 を大量に、か……」

　差し出されたいびつな形の青色ガラスを手に取って、クレアは真剣な表情で
唸
 うな

 った。

「何とか目立たないような形で、他領か他国に売ってもらいたいのだけど、できるかしら？　引き受けてくれるなら、領内でのあなたの身の安全は保証するわ。それに、今後の商売でも融通を利かせてあげられると思うの」

「ほう、それは引き受けなければどうなるか分からないぞ、ってことかい？」

「そうは言ってないわ。もし引き受けたくないのなら、お互い今日のことはすべてなかったことにすればいい」

「『今日のことは』、か。……まあ、私にとって、いい
儲
 もう

 け話には違いないね」

　クレアはガラスを置き、陶器のインク瓶と羽ペンを手元に引き寄せた。

「引き受けよう。ただし、扱う品物が希少なうえに高額だから、換金にはかなり時間がかかるよ。仕事の代価は、今後の領内での商売や土地の融通と、衣類と家具用品の卸の優先権でどうだい。これなら、そちらから回される宝石販売の手数料はタダでかまわないよ」

「……商売と土地の口利きは問題ないけど、卸関係についてはこの場では判断できないから、少し時間をもらえないかしら。とりあえず、それで仕事を引き受けてくれるとありがたいんだけど」

「さて、どうしたもんかね」

「クレア……」

　クレアが渋い顔をしていると、それまで沈黙していたリーゼが声をかけた。

　クレアはリーゼの表情を見ると、やれやれ、とため息をついた。

「分かったよ。とりあえずそれで引き受けよう」

　クレアがそう言うと、リーゼはちらりと
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

　そして目が合うと、再びしゅんとした様子でテーブルに目を落とした。

「卸の優先権は……まあ、ある程度の都合をつけてくれればそれでいいよ。後で都合のつく品物のリストを作って寄越しておくれ」

「分かったわ。でも、あまり期待はしないでおいて」

「
既
 き

 
存
 そん

 の権益との絡みもあるだろうからね。そこは分かってるから安心しな」

　クレアはそう言いながら、手近にあった皮紙に羽ペンを走らせる。

　あれよあれよと言う間に、即席の契約書が出来上がった。

「ほら、これに署名しな。今もう一枚作っちまうからね」

　――何というか、ずいぶんとたくましい人だな……。

　実に堂々とやり取りをするクレアに、
一
 かず

 
良
 ら

 はそんな感想を抱いていた。

　今まで会った大工職人や井戸掘り職人たちは、ジルコニアを前にすると
萎
 い

 
縮
 しゆく

 しているように見えたので、クレアの反応は新鮮だった。

　普通なら敬語くらいは使いそうなものだが、それすら見られない。

「その前に、どこにどう売り払っているのか教えてもらえないかしら。こちらとしても事情が込みいってるから、流通経路は知っておきたいのよ」

「専門の仲買人を通して、こちらの指定する国の仲買人に声をかけてもらってるんだよ。出所がばれることはないさ」

「私たちが用意する商人を同行させることは可能かしら？」

「無茶言わないでおくれ。できるわけがないだろう」

「そう……あと、契約書に署名する前に、明日もう一度屋敷でお話しできるかしら。
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 内容をまとめなおして契約書にも記載しておくから。仕事内容と合わせて、その時もう一度話を詰めることにしましょう」

「……分かったよ」

　この場では署名する気がない様子のジルコニアに、クレアはため息をつくとペンを置いた。

「ありがと。明日の午後、都合のいい時に来てくれればいいから」

「あいよ。午後の適当な時間に伺わせてもらうよ」

　約束を取り付け、ジルコニアはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　完全にクレアに交渉の流れを握られずに済んで、ほっとしているようにも見える。

「話はまとまりましたか。では、今後ともよろしくお願いしますね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はクレアに頭を下げて席を立つと、うつむいたままでいるリーゼに目を向けた。

「リーゼさん、一緒に帰りませんか？」

「……はい」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると、リーゼはしょぼくれた表情のまま、よろよろと立ち上がった。

　

　帰宅後。

　夕焼け色に染まる屋敷の一室で、
一
 かず

 
良
 ら

 はハーブの入ったガラスポットにお湯を注いでいた。

　その
傍
 かたわ

 らでは、リーゼがしゅんとした様子で席に着いている。

　部屋には
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼしかいない。ジルコニアはナルソンに先ほどの交渉の結果を報告しに行っており、エイラは夕食の支度に取り掛かっている。

「まあ、そんなに気を落とさないでください。はい、お茶どうぞ」

「ありがとうございます……」

　ハーブティーの注がれたティーカップを差し出すと、リーゼはぎこちなく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　ガラスポットやティーカップを見て一瞬固まっていたが、それらについて質問する気はないようだ。

　自室から持ってきておいたクッキーをテーブルに出し、
一
 かず

 
良
 ら

 も椅子に座る。

　昨晩、エイラが
一
 かず

 
良
 ら

 のためにと作ってきてくれた、彼女の自信作だ。

「さて、昼間の話の続きなんですが」

「あの、カズラ様、確かにあの時は失礼なことを言ってしまいましたが、私は本当に……」

「うん？」

　席に着いた
一
 かず

 
良
 ら

 が続きをうながすと、リーゼは気まずそうにテーブルに目を落とした。

「その……お
慕
 した

 いしているのは、本当です……」

「ああ……うん……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はカップを手に取ると、一口すすった。

　その様子を
窺
 うかが

 うように、リーゼは少しだけ顔を上げてちらりと見やる。

「でも、メロメロにさせてばんばん
貢
 みつ

 がせるとか言ってるのを聞いちゃうと、ちょっとね……」

「……うう」

　再び涙目でうつむくリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 はどうしたものかとため息をついた。

　領主の娘という彼女の立場を考慮すれば、これは将来を見据えてできるだけ条件のいい人物と結婚したいという考えからとった行動なのだろうと理解はできる。

　理解はできるのだが、あんな発言を直接耳にしては、引くなというほうが無茶だろう。

「リーゼさんのこと、すごく素敵な人だなってずっと思ってたんです。私が至らないようなことにまで手を回してくれたり、自分で色々と考えて一生懸命手伝ってくれたり。とても感謝していますし、尊敬もしています。それは今も変わりません」

「はい……」

「それでも、というか、だからこそさっきの
台詞
 せりふ

 はかなり堪えたんです。クレアさんはああ言ってましたが、好きなわけでもないのに権力とお金のために既成事実を作って無理矢理結婚っていうのは、私にはちょっと受け入れがたいっていうか」

「……でもっ」

「うん？」

「……いえ、本当にごめんなさい」

　何かを言いかけて顔を上げたリーゼは、
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合うと再びうつむいて黙ってしまった。

　そんなリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 はやれやれといった様子で頭をかいた。

　泣きそうな表情のリーゼを見ていると、まるで自分が彼女をいじめているかのように錯覚してしまう。

　依然、心の中に不快感は残っているが、このまま気まずい間柄になってしまうのもごめんだ。

「リーゼさんと私とでは生まれも育ちも違いますし、価値観に違いがあるのは当然だと思います。今回のことも、リーゼさんにとっては受け入れて当然のことでも、私には衝撃的な話だったってだけで」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、リーゼは様子を
窺
 うかが

 うように少しだけ顔を上げる。

「正直引いてしまったのは事実ですが、今回のことが原因で、これからずっと気まずい状態で過ごすのは嫌なんです。リーゼさんも謝ってくれましたし、この件についてはこれでおしまいにして、これからはお互い正直に接していきませんか？　リーゼさんがもっといい生活ができるように、領内の復興というかたちで私はこれからもお手伝いしますから」

「……はい、ありがとうございます」

　リーゼは消え入るような声で答えると、そのまま口を閉ざして再びうつむいてしまった。

　少しの間待ったが何も話し出す様子がない彼女に、
一
 かず

 
良
 ら

 はため息をついた。

「じゃあ、こうしませんか。今後はお互い、建前なしの素の状態で接するっていうのは」

「え？」

　その言葉に、リーゼは困惑した様子で顔を上げた。

「素の状態……ですか？」

「そう、素の状態。演技も敬語も一切なしで、お互い誠実に接するというのはどうでしょう。どうやらリーゼさんは日頃から演技することに慣れてしまっているみたいなので、そのほうが手っ取り早いかなって思うんです。クレアさんとかエイラさんに普段接しているような態度で、私にも接していただければと」

「そ、そんなことは！　演技とかそういうのではなくてですね！」

「リーゼ」

　慌てた様子で取り
繕
 つくろ

 うリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は真剣な表情で名を呼んだ。

　今の彼女のしゅんとした態度すら演技なのだろうかと疑ってしまうこの状況が、
一
 かず

 
良
 ら

 は嫌で仕方がなかった。

　このままでは本気で彼女のことを嫌いになってしまいそうで、そうなってなるものかと真摯に訴えかける。

「急にこんなこと言われて、困惑するだろうし不安にも感じるだろう。だけど、俺は君とはこれからも仲良くしていきたいんだ。急に態度を改めるのは難しいかもしれないが、何とか頑張ってみてはくれないかな。打算とかそういう考えは一切やめて、俺と友達になって欲しい」

「と、友達……ですか」

「そう、友達。ダメかな？」

　それまでの硬い表情を崩して、
一
 かず

 
良
 ら

 は笑顔を向けた。

「……いえ！　よろしくお願いします！」

　最悪の状況はまぬがれたと気づき、リーゼはぱっと表情を輝かせた。

　自分の扱いに困っているかのような
一
 かず

 
良
 ら

 の態度に、さすがのリーゼも完全に嫌われてしまったと思った。

　だが、
一
 かず

 
良
 ら

 は自分を頭ごなしに
叱
 しつ

 
責
 せき

 したり突き放したりはせず、良好な関係を築いていこうと手を差し伸べてくれた。

　素の状態で接する、という点は気になるが、ここは
頷
 うなず

 く以外の選択肢はないだろう。

「うん、よろしく。あと、今から敬語は禁止。演技もダメ。素の状態で接するように」

「は、はい」

「……まあ、いきなりは難しいと思うから、少しずつでいいよ。それと、俺の
素
 す

 
性
 じよう

 も伝えておかないといけないか……。俺のことをクレイラッツの有力者って勘違いしたことが、今回の騒動の原因でもあるように思えるし」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、リーゼは驚いたように目を見開いた。

「えっ、カズラ様って、クレイラッツのかたじゃないんですか!?
 」

「敬語禁止。あと、俺のことはカズラでいいよ。様付けなんてしなくていいから」

「あっ、ごめんなさ……ごめん」

　何ともやりづらそうなリーゼに、思わず噴き出しそうになってしまう。

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 を見て、リーゼは
若
 じやつ

 
干
 かん

 不服そうな視線を向けた。

「いや、ごめん。で、出身なんだけど、俺はクレイラッツの人間じゃないんだ。グリセア村の雑木林の奥にある、別の世界から来たんだよ。村の人やナルソンさんたちには、グレイシオールって呼ばれてる」

「……え？」

　世間話でもするかのような軽い口調で語る
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼはぽかんとした。

「グレイシオールの言い伝えって聞いたことある？」

「そ、それはありま……あるけど、カズラ……がそのグレイシオールだっていうの？」

　無理矢理言葉遣いを矯正しながら、リーゼが聞き返す。

　急に何を言い出すんだろう、といった雰囲気が、表情からにじみ出ている。

「まあ、いきなりそんなこと言われても信じられないよな。証拠を見せるよ。今から俺の部屋に行こう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言って立ち上がりかけ、しかしテーブルの上のティーカップとクッキーに目をとめると、座りなおした。

「その前に、せっかく
淹
 い

 れたしお茶を飲んでからいこうか。ぬるくなっちゃったかな……」

　すっかり冷めてしまったハーブティーを口にして、「ぬるい」と顔をしかめる
一
 かず

 
良
 ら

 。

　リーゼも慌ててティーカップを手に取ると、
一
 かず

 
良
 ら

 の様子を
窺
 うかが

 いながら口をつけた。

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼを連れて自室に戻ると、エアコンのリモコンを手に取った。

　リーゼは冷蔵庫やノートパソコン、大量に積まれたダンボールの山を見て、
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした表情で棒立ちになっている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリモコンをエアコンに向けると、『冷房』ボタンを押した。

　部屋の
隅
 すみ

 に設置されたエアコンが、ゆっくりと送風口を開く。

「適当に座って。いくつか道具を見せるからさ」

「あ、あの、あそこで勝手に動いている箱は何なのですか？」

　思わず敬語をやめることすら忘れ、エアコンを凝視したままリーゼが質問する。

「あれはエアコンといって、部屋を暖めたり涼しくしたりする道具なんだ。近くにいってごらん」

「は、はい」

　うながされるまま、リーゼはエアコンの下に歩み寄る。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリモコンを操作して、風量を強、設定温度を16
 度にした。

「あ、風が……涼しい！」

　エアコンが吹き出す冷風を顔に浴び、リーゼは驚嘆の声を上げた。

　その気持ちよさに、思わず表情が緩み始める。

「気に入った？」

「気持ちいいです……」

　よほど気持ちがいいのか、リーゼは至福の表情で冷風を浴び続けている。

　完全に表情が緩みきってしまっていた。

「冷たい飲み物も出そうか」

　そう言って
一
 かず

 
良
 ら

 は冷蔵庫から麦茶入りのピッチャーを取り出し、一緒に冷やしておいた銀のコップに注いだ。

「はい、冷たい麦茶。
美味
 おい

 しいよ」

「あっ、ありが……冷たい!?
 」

　キンキンに冷えた麦茶入りのコップを受け取り、リーゼは再度、驚嘆の声を上げた。

「ほら、氷も追加しようじゃないか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はさらに製氷室から氷を取り出すと、リーゼの持つコップにいくつか入れた。

　氷は、カラン、という音とともに麦茶に沈み、パキパキと独特な音を立てる。

「えっ、氷!?
 　今、夏ですよね!?
 」

「うん、夏だねえ」

「な、なんで夏なのに氷があるんですか!?
 」

「これは冷蔵庫っていう道具で、食べ物を冷やして保存したり氷が作れたりするんだ。まあ、とりあえず一口飲んでみなよ」

「は、はい、いただきます……
美味
 おい

 しい！　冷たい！」

「そうだろう、そうだろう」

　ころころと表情を変えて喜ぶリーゼに
頷
 うなず

 くと、
一
 かず

 
良
 ら

 は部屋の
隅
 すみ

 に置いてあったボストンバッグを手にテーブルの椅子に腰かけた。

「いくつか道具を見せるから、そこに座ってくれるかな？」

「は、はいっ！」

　リーゼが席に着くのを待ち、バッグの中身をあさる。

　リーゼはその様子を、麦茶の入ったコップを両手で持ったまま、じっと見つめる。

「ええと、ＬＥＤランタンとライターと……」

「あっ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が道具をテーブルに並べ始めると、ライターに気づいたリーゼが声を上げた。

「それって、商業区画でカズラ様とお会いした時に私が拾ったやつですよね？」

「そうそう。あの時はこっそり遊びに来てただけだったから、リーゼにライターを拾われた時は焦ったなあ」

「はい、あの時は私もびっくり……あ、ご、ごめんなさい！　つい敬語が……」

　ずっと敬語のままになっていたことに気づき、リーゼはばつの悪そうな表情になった。

「いいよいいよ。慣れるまでは時間がかかるだろうし」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はライターを手に取ると、火力メモリが最小になっていることを確認してからリーゼに差し出した。

「はい、どうぞ。前みたいに大きな火は出ないようにしてあるから、押してごらん」

「う、うん」

　リーゼはコップを置くと、ライターを受け取った。

　左手でライターを握り、おっかなびっくりといった様子で右手の人差し指を添える。

　ぐっとボタンを押し込むと、カチッという音を立てて小さな火が出現した。

「おおっ」

　リーゼはライターの点火ボタンをカチカチと押しては、火の出る様子を見て声を上げている。

「これ、いったいどういう仕組みになっているの？　押しただけで火が出るなんて……」

「中に燃える空気が入ってて、ボタンを押した時に出る火花で火をつけるんだ。そこのツマミで火の大きさも調節できるよ」

「そうなんだ……」

　分かっているんだか分かっていないんだか、リーゼは神妙な面持ちでライターをいじくる。

　そして、火力メモリを最大にして再び点火し、火の大きさに「おおっ」と驚きの声を上げた。

「これ、すごい道具だね。火起こしってすごく大変だから、こんな便利なものが使えればみんな助かると思うんだけど……」

　この世界では、火起こしにはキリモミ式と呼ばれる発火法が用いられている。

　溝を掘った木の板に木の棒を垂直に立て、両手で棒をこすりつけるように回転させる方法だ。

　
摩
 ま

 
擦
 さつ

 で出たおがくずが
摩
 ま

 
擦
 さつ

 熱によって火種となるので、そこに木屑や綿などをくべて息を吹きかけて発火させる。

　熟練者ならわずかな時間で火を起こすことができるのだが、不慣れな者だといつまでたっても火を起こせない。火が必要になるたびにこんなことをしているわけにもいかないので、普段は灰の中に火種を保存している。

　グリセア村のバリン邸では、
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 である程度燃やした薪に灰を被せ、翌朝の火種として用いていた。

　炭化した薪は、灰を被せておけば翌朝まで火が消えずにゆっくりと燃え続ける。

　そのため、朝になってから灰を除けると、真っ赤になった炭を取り出すことができるのだ。

　ちなみに、火種に使う以外の燃えた薪は壷の中に入れてフタをし、火を消して消し炭として保管する。消し炭は着火しやすく、火にくべれば薪と同様にしばらく燃え続けるので、良質な燃料となる。

「確かにそうなんだけど、そういう道具はかなり目立つから、あちこちに配って歩くわけにもいかないんだ。出所はどこだって話に絶対なるだろうし、あんまり騒ぎになると内政どころじゃなくなるからね」

「そっか……うん、そうだよね。カズラのことがばれてグレイシオール様が現れたぞってなったら、大騒ぎになっちゃいそう」

　意識して言葉遣いを矯正しながら、努めて自然な口調になるようにリーゼが話す。

　まだ気持ちの切り替えがまったくできていないだろうが、
一
 かず

 
良
 ら

 に合わせようと必死のようだ。

「そういうわけだから、俺の持ってる道具については内密にしておいて欲しいんだ。で、次の道具なんだけど」

「あ、あの……」

　続けて
一
 かず

 
良
 ら

 がＬＥＤランタンを手に取ると、リーゼがおずおずと口を挟んだ。

「ん？」

「１つ、聞きたいことがあって」

「聞きたいこと？」

「うん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が小首を傾げると、リーゼは真剣な表情で
頷
 うなず

 いた。

「最近、お母様の髪とか肌がすごく
綺
 き

 
麗
 れい

 になったように見えるんだけど、あれってもしかして、カズラが何かしたの？」

「ああ、あれか。うん、したよ」

「な、何をしたの!?
 」

　よほど興味があるのか、リーゼは身体を前のめりにして問う。

「肌の手入れ用の化粧品とか、洗髪用の洗剤とかを持ってきてプレゼントしたんだ。あと、お風呂に入れる入浴剤もあげたかな」

「化粧品……それって、そんなに効果があるものなの？」

「うん、ちょっと特殊な代物でさ。ジルコニアさんを見て分かってると思うけど、こっちの世界で使われてるものとは比べ物にならないくらい効果があるよ」

「そ、そうなんだ……」

「リーゼも使ってみる？」

　ごくり、と喉を鳴らしそうにしているリーゼにそう申し出ると、その表情がぱっと輝いた。

「いいの!?
 」

「いいとも。その代わり、今まで以上に張り切って働いてもらえると助かるかな」

「うん！　任せて！」

　先ほどまでのたどたどしさはどこへやら。

　期待とやる気に満ち溢れた表情でリーゼが
頷
 うなず

 く。

　リーゼは普段から髪や肌の手入れには人一倍気を使っているようなので、すさまじい効果のある化粧品と聞いては興味が湧いて仕方がないのだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバッグの中から、保湿ゲルなどの化粧品、シャンプーやコンディショナー、さらに入浴剤を取り出した。テーブルに並べられたそれらの容器を見て、リーゼは
瞳
 ひとみ

 を輝かせた。

「すごく
綺
 き

 
麗
 れい

 ……こんな
綺
 き

 
麗
 れい

 な入れ物、今まで見たことないよ」

　保湿ゲルのプラスチック容器を見つめ、リーゼは感嘆の声を漏らした。

　光沢を放つプラスチックの容器はとても美しく、高級感溢れる雰囲気を
醸
 かも

 し出している。

　こちらの世界では、どれも絶対に手に入らない代物だ。

「化粧品の入れ物って、どれも
綺
 き

 
麗
 れい

 なものばかりだからね。どれだけ種類があるのかは俺も知らないけど、１００種類以上は優にあるんじゃないかな。今はこれしか持ってきてないけど」

「そ、そんなにあるんだ……」

「今度、追加でいくつか持ってきてあげようか」

「えっ、本当!?
 」

「うん。リーゼに合いそうなものを、いくつか
見
 み

 
繕
 つくろ

 ってくるよ」

　何やら物で
釣
 つ

 っているような状態になってしまっているが、本人はやる気満々になってくれたようだ。

　先ほどまでは緊張と不安で凝り固まっているように見えていたが、大好きな化粧品の話でいくらか気持ちがほぐれたのだろう。

　保湿ゲルの容器を手に取って「やった！」と嬉しそうにしている様子が、実にかわいらしい。

　今見せている笑顔は素のものだと信じたいが、リーゼにたびたび贈り物をしてくる者たちはこの笑顔に心を奪われたのだろう。

　これで
頬
 ほほ

 を染めて「ありがとうございます！」などと言われた日には、ドキッとしない男はいないはずだ。事実、以前
一
 かず

 
良
 ら

 がリーゼにペンダントをプレゼントした時も、その笑顔のかわいらしさに内心悶えたものだ。

「それじゃあ、今から使い方を説明しようか。シャンプーとか入浴剤もあげるから、今日から使ってみるといいよ」

「うん！　ありがとう！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は保湿ゲルの容器を受け取ってフタを開けると、うきうきとした様子で期待に
瞳
 ひとみ

 を輝かせているリーゼに使い方を説明するのだった。

　

　それから約１時間後。

　屋敷のダイニングルームで、
一
 かず

 
良
 ら

 とイステール一家は夕食をとっていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とナルソンはいつものように、雑談を交えながら仕事の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 と今後の施策について話し合っている。ジルコニアも時々話を振られて口を挟んでいるのだが、先ほどからちらちらと斜め向かいに座るリーゼに目を向けていた。

「にゅふふ……」

　――ええ……何なのこれ……。

　何やらやたらと上機嫌な様子で
頬
 ほほ

 を緩めながら、ぱくぱくと料理を口に運ぶリーゼにジルコニアは困惑していた。

　昼間の一件があったので、今日の夕食はお通夜状態になるだろうと覚悟していた。

　だがフタを開けてみれば、
一
 かず

 
良
 ら

 は特に機嫌が悪いようにも見えないし、へこんでやってくると思っていたリーゼにおいては、
頬
 ほほ

 が緩みっぱなしである。

　もう何が何やら、さっぱり意味が分からなかった。

　壁際に控えているエイラも、その様子を見て目が点になっている。

「リーゼ、ずいぶんと機嫌がいいようだが、何かいいことでもあったのか？」

　ジルコニアがそんなことを考えていると、リーゼの様子に気づいたナルソンが声をかけた。

「はい、とてもいいことがありました。……うふふ」

「ほう、何があったのか教えてはくれないかな？」

　娘の嬉しそうな表情に、ナルソンも目元を緩める。

　リーゼはいつもニコニコと愛想よくしているが、このように上機嫌な様子を家族に見せることはかなり珍しかった。

「先ほど、カズラ様からお肌の手入れ用の化粧品や洗髪剤をいただいて、それを使うのが楽しみで……」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 にやけた表情のまま答えるリーゼ。

　その顔には『嬉しくて仕方がない』と書いてあるようだった。

「何、カズラ殿から？」

　ナルソンが
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けると、
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソンに笑顔を向けた。

「ええ、いつもリーゼさんにはとても助けてもらっていますから、そのお礼にと思って。以前ジルコニアさんに渡したものと同じものを差し上げました」

「おお、そうでしたか。気を使っていただき、ありがとうございます。ですが、それらの品物については……」

「あ、それについては大丈夫です。実は今日の昼間に、ジルコニアさんに相談してリーゼさんにも私のことを話すことにしたんです。もう全部説明してあるので、品物についても分かってもらえていますよ」

　それを聞くと、ナルソンは少し驚いたような表情になった。

　ここ最近、リーゼにはかなり仕事を手伝わせていたので、そろそろ
一
 かず

 
良
 ら

 の
素
 す

 
性
 じよう

 を話してもいいか相談しようと考えていた矢先だったのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 自ら
素
 す

 
性
 じよう

 を明かすことを提案したと聞いて、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 に認めてもらえたのだろうと内心
頷
 うなず

 いた。

「何と、そうだったのですか。リーゼ、よかったな。今後もしっかり頼むぞ」

「はい、頑張ります。……にゅふふ」

　――え、
餌
 え

 
付
 づ

 けされている……！

　２人のほんわかしたやり取りを見て
微
 ほほ

 
笑
 え

 む
一
 かず

 
良
 ら

 に黒いものを感じつつも、ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼの仲が険悪にならなくてよかったとほっとしていた。

　物に
釣
 つ

 られてリーゼは上手く操縦されているようだが、表面上の関係は良好に見える。

　ここからどう盛り返せばいいのかを考えると頭が痛くなるが、とりあえずはこの状況で満足しておいたほうがよさそうだ。

「ところでジルコニアさん、そろそろ北西の山岳地帯に製氷用のため池を造る場所を探しに行きたいんですが、都合つきますか？　私はあと10
 日くらいでいったんグリセア村に戻らないといけないので、それまでに済ませてしまいたいのですが」

「では、予定を整理して、近日中には向かえるようにしますね。リーゼも同行させてよろしいですか？」

「ええ、もちろんです。当日は職人さんたちにも同行してもらいたいので、リーゼさんが一緒だと助かります。リーゼもそれでいいかな？」

「うん、大丈夫。エイラ、後で私の予定を調整しておいて。この際、断れそうな面会は断っちゃっていいから」

「か、かしこまりました」

「……ん？」

　急に砕けた口調で言葉を交わした
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼに、ナルソンは目が点になっている。

　ジルコニアも、
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした様子で口を半開きにしていた。

「当日は大工職人を連れて行けばいいかな……。あと、モルタルという建築材料を作るので、
石
 せつ

 
灰
 かい

 や砂、ほかにもいくつか材料を用意して欲しいんです。後で必要なものを紙に書いて渡しますね」

「わ、分かりました。すぐに用意させますね」

「山岳地帯に向かう前に、一応試作もしてみましょう。今後も大量に使うことになるので、材料はたくさん仕入れておいてください」

　直近でモルタルを使う予定があるのは、今のところため池造りだけだ。

　だが、今後は河川工事や貧民街で問題になっている建物の倒壊の対応もしなければならない。

　すさまじい量のモルタルを使うことになるはずなので、あらかじめ材料を大量に仕入れておく必要がある。

「カズラ殿、そのモルタルという建築材料ですが、石膏とはどのように違うのですか？」

「使い方は石膏と同じようなものなんですが、石膏に比べて水に強くて丈夫なんです。モルタルを使ってため池を造れば水が地面に抜けてしまう心配もないので、製氷用のため池に使えるなと思いまして」

　それを聞くと、ナルソンは「おお」と声を漏らした。

「石膏よりも丈夫で水に強く、材料は
石
 せつ

 
灰
 かい

 と砂ですか。それは使い勝手がよさそうですな。何より安く上がりそうです」

「安くて大量に生産することができるんで、今後も大活躍すると思いますよ。あちこちで使うことになるので、専門の業種も立ち上げないといけないですね」

「石膏職人に兼任させてはどうでしょうか。作業内容が似ていれば、モルタルの使用に慣れるのも早いかと」

「そうですね、それがいいかもしれません。あと、陶器職人に兼任させてみてもいいですね。廃棄された陶器片も材料として使うので、彼らがいれば何かと勝手がよさそうです」

「ほう、陶器片も使うのですか。郊外には使われなくなった陶器をまとめて捨てている場所があるので、後で回収させておきましょう」

「あ、そんな場所があるなら、そこの近くにモルタル材料の貯蔵庫を作ってしまってもいいですね。輸送の手間が省けます」

「なるほど、それもそうですな……。リーゼ、石膏職人や陶器職人たちに顔は利くか？」

　ナルソンが話を振ると、リーゼは「はい」と笑顔で
頷
 うなず

 いた。

「陶器職人の工房は何度も訪ねたことがあります。石膏職人とは話したことはありませんが、付きあいのある別の職種の方に口利きをしてもらいますね。腕のいい人を回してもらえるようにお願いしてみます」

　リーゼは昔から、化粧品やアクセサリーを入れる容器を直接自分で陶器職人に注文していた。

　自ら工房に足を運んで職人たちとコミュニケーションもとっており、ちょっとした口利きなども行っていたので、リーゼが頼めば多少の無理は利いてくれるだろう。

「うむ。人数などの詳細は、また後でまとめて伝えよう」

「分かりました。お任せください」

「やっぱりリーゼは頼りになるな。これからもよろしく頼むよ」

「うん！　……にゅふふ」

　――の、乗せられている……！

　そんなこんなで、いつもよりも少し変わった雰囲気の中で夕食の時間は過ぎていった。

　

　その日の深夜。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はいつものように、薄暗い調理場でエイラとお茶を飲んでいた。

　エイラは毎日欠かさず調理場で
一
 かず

 
良
 ら

 を待っているので、深夜のお茶会は２人にとって日課となっていた。

「カズラ様、リーゼ様の雰囲気がいつもと違って見えたのですが、何があったのですか？」

　夕食時のリーゼを思い出しているのか、エイラは困惑している様子だ。

　昼間はこの世の終わりのようなへこみ方をしていたというのに、そのわずか数時間後にあんなデレデレな表情になっていては、困惑して当然である。

「私の
素
 す

 
性
 じよう

 とか持ってる道具のこととかを話して、私がグレイシオールだって信じてもらったんです。その時に、話の流れで手持ちの化粧品や入浴剤をプレゼントしたんですが、とても気に入ってくれたみたいで」

「そ、そうでしたか……あの、もうリーゼ様のことは怒っていらっしゃらないのですか？」

「怒ってませんよ。あれから２人で話し合いもしたんですが、リーゼもちゃんと謝ってくれましたし、もう気にしてないです」

「そうですか……よかった」

　それを聞き、エイラはほっと胸をなでおろした。

　屋敷に戻って夕食の支度に取り掛かっている間も、２人の仲が険悪になってしまうのではと気が気ではなかった。

「ですが、お２人の様子がいつもと違っているように見受けられたのですが……いったい何があったのですか？」

「ああ、あれですか。お互い、これからは素の状態で付きあおうって提案したんですよ。リーゼは演技することが
癖
 くせ

 になっているみたいだったんで、そうしたほうが彼女の本音を引き出しやすくなるかなと思って」

「す、素の状態ですか。それで、お２人とも話し方が変わっていたのですね……大丈夫かな」

「まだ
若
 じやつ

 
干
 かん

 ぎこちないですが、たぶん大丈夫だと思いますよ。それに、素の状態で話せるようになれば彼女も肩の力が抜けるはずですから、気楽に付きあえるようになると思います」

「そ、そうですね」

　思わずエイラが漏らした「大丈夫かな」の意味をだいぶ違った方向に解釈している
一
 かず

 
良
 ら

 に、エイラは慌てて同意するように
頷
 うなず

 く。

　リーゼの素の性格は演技をしている時とかなり開きがあるので、
一
 かず

 
良
 ら

 が引いてしまわないかとエイラは心配していた。

　特段
酷
 ひど

 い性格だとは思わないが、演技時の性格があまりにも
完
 かん

 
璧
 ぺき

 すぎて、素の状態と比べるとギャップが半端ではないのだ。

「エイラさんも、今後は変にリーゼを
推
 お

 すような真似は止めてもらえると……あ、エイラさんの立場上、今までの行動は仕方がなかったっていうのは分かっていますから、そこは気にしないでください」

「はい、申しわけございませんでした……」

　ここ数日、エイラは毎晩
一
 かず

 
良
 ら

 とお茶をするたびに、リーゼを持ち上げるような話題を出していた。

　最近はその効果もあったのか、以前にも増して２人は仲良くなっているように見えていた。

　だが、昼間の一件ですべてが台無しである。

　夕方にあったジルコニアとの面談では、お互いが口をつぐんでお通夜状態だった。

「まあ、今回の件はこれでおしまいにしましょう。これからもよろしくお願いしますね」

「はい、ありがとうございます」

　いつものように朗らかに言う
一
 かず

 
良
 ら

 に、エイラもほっとした様子で
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。
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　数日後の夕方。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼやジルコニアとともに、イステリア北西にある山岳地帯にいた。

　今いる場所は、山の中腹付近の川べりである。

　ここから少し歩いた先に、
放
 ほう

 
棄
 き

 された農場があるとのことだ。

　すでに空は夕焼け色に染まっており、周囲では兵士と従者たちが野営準備を始めている。

「こ、腰が痛え。いくらなんでもあの馬車揺れすぎだろ……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は腰に手を当て、身体を反らすように背伸びをした。

　ここまで３人は馬車で移動したのだが、車内の揺れは
酷
 ひど

 いものだった。

　ショックアブソーバーのような機構がないため、振動が直に伝わるので当然である。

　馬車の移動に不慣れな
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼはゆっくり休むこともできず、酔い止めの精油を染み込ませたハンカチをずっと握り締めていた。

　次に日本に戻ったら、馬車の歴史を調べて振動軽減の手法をこちらの世界に持ち込んでみてもいいだろう。

「リーゼ様、大丈夫ですか？　こちらに座ってください」

「うん、大丈夫。ありがとう」

　エイラが荷馬車から引っ張り出した丸椅子に腰掛け、リーゼは小さくため息をついた。

　かなり疲れているようで、ぐったりとしている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちの近くでは、エイラとマリーが他の従者たちにまじって夕食の準備を始めている。

　２人ともいつものような
侍
 じ

 
女
 じよ

 服姿ではなく、屋外でも行動しやすいようにと身軽な服装だ。

　履物も、いつものような靴ではなく革のブーツを履いている。

「カズラさん、大丈夫ですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が腰を押さえてうめいていると、ジルコニアが心配そうに声をかけてきた。

「何とか大丈夫です。でも、馬車の移動が４日も続くとさすがに辛いものがありますね……」

「道中、かなり揺れましたからね。エイラ、夕食後にカズラさんの腰を揉んでさしあげて」

「かしこまりました」

「あ、いや、そこまでは大丈夫です。少し休んでいれば治りますから」

　エイラに指示を出すジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌てて断りを入れる。

　エイラたち従者とて、長時間の移動で疲れているはずなのだ。

　立場的に奉仕してもらうのは当然なのかもしれないが、そこまでしてもらうのは気が引ける。

　ちなみに、エイラたちのような従者や職人たちも、馬車で移動させている。

　徒歩での移動は、護衛の兵士やその他の使用人、作業人員の募集に集まってきた一般市民の労働者たちだ。

「分かりました。ですが、あまり無理はなさらないでくださいね。今カズラさんに倒れられたら、私が過労で死んでしまいます」

　遠慮する
一
 かず

 
良
 ら

 に、冗談めかしてジルコニアが言った。

　もうずっと朝から晩まで顔を合わせているせいか、ジルコニアからは以前のような堅苦しさがとれて、最近では冗談も言い合うようになっていた。

　ナルソンやアイザックたちも同様で、最近では身の回りのことなどの雑談もよくするようになっていた。

「その時は元気になる薬をたくさんあげますから、それをがぶ飲みして頑張ってください。私は草葉の陰から応援しています」

「ぜ、絶対に嫌です……というか、私ではなくカズラさんがその薬を飲むべきですよ。私たちは後回しでいいですから」

「あー……あの薬って、こちらの人たちに特化したものなので、私にはあそこまでの効果がないんですよね。まったく効かないというわけじゃないんですが」

　そう言うと、ジルコニアは少し驚いたような表情を見せた。

　だがすぐに、「そうなのですか」と
頷
 うなず

 き、作業を続ける従者たちに視線を戻した。

　もういつものことだが、こういった内容について突っ込んだ質問をするつもりはないらしい。

「それにしても、ここまで来るのにずいぶんと時間がかかってしまいましたね。まさか移動だけで４日も使うとは思わなかったな……」

　山道は思いのほか険しく、山のふもとからここに到着するまでに２日も費やしてしまった。

　また、イステリアから山のふもとに到着するまでに２日使っているので、本日で野営４日目である。

「連れて来ている人数も多いですし、モルタル用の材料や野営道具をたくさん持ってきていますからね。４日でたどり着けたのは、むしろ上出来だと思います」

　野営地の周囲には、イステリアから持ってきた
石
 せつ

 
灰
 かい

 や砂などの物資を載せた荷馬車が停められている。

　
氷
 ひ

 
池
 いけ

 用のモルタルを造るにはまだまだ材料が足りないので、今後も何回かに分けて輸送しなければならない。この場所に職人と労働者を何十人か常駐させて作業を行わせるので、食料も定期的に運ばせる必要がある。

　
氷
 ひ

 
池
 いけ

 とは、氷を作るために水を貯めるため池のことだ。

「水車を設置する位置は決めることができたので、明日は早起きしてすぐに他の作業に取り掛かりましょう。日暮れまでには職人たちにすべての作業指示を出してしまわないと。できることなら、
明後日
 あさつて

 の早朝にはこちらを発ちたいですね」

　そう言うジルコニアの表情には、疲労感は
微
 み

 
塵
 じん

 も感じられない。彼女は激しく揺れる車内でも動じることなく、壁にもたれかかってすやすやと仮眠をとっていた。

　あの揺れの中でよく眠れるものだと、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは
唖
 あ

 
然
 ぜん

 としたものだ。

「そうですね。
明後日
 あさつて

 の早朝に出発するとなると、グリセア村に行くのは早くても７日後か……まあ、工事計画書の受け取りにはちょうどいい頃合ですかね」

　間もなく治水工事計画書の一度目の引渡し期日となるので、できればそれまでには日本に戻っておきたい。

　数日受け取りが遅れたところで問題にはならないが、設計をしてくれている建設会社の取締役は
一
 かず

 
良
 ら

 に連絡がつかない状態だ。いつまでたっても音沙汰なしでは、いくら前金を払っているとはいえ不安がられてしまうだろう。

　ちなみに、河川工事計画書については、すでにジルコニアたちに話してある。

　次にグリセア村に戻る理由も、その計画書の回収が目的だと説明済みだ。

「カズラさんがグリセア村に行っている間に、作業員の募集をかけておきますね。何人くらい必要ですか？」

「えっと……計画書の中身がどうなっているのか私も詳しくは知らないんで、どれだけの人数が必要なのかはまだ分からないんです。大工職人や石膏職人は、ある程度確保しておいたほうがいいと思いますが」

「大工職人と石膏職人ですか……大工職人はすでにあちこちで引き抜いている状態なので、あまり大人数が必要にならなければいいのですが……」

　さらに職人を引き抜くと聞き、ジルコニアは不安そうな表情になった。

「来年の雨季までに部分改修を終えることができればいいので、期間的にはまだ余裕があります。職人が確保できないようならば、計画を全体的に少し後ろ倒しにしましょう。こればかりは仕方がないですよ」

「そうですね……作業の内容にもよりますが、軍に所属していた者のほとんどは野営地や
要
 よう

 
塞
 さい

 構築の経験があります。簡単な大工仕事なら慣れているはずなので、軍経験者を優先して動員しましょう」

「なるほど、それはいい考えですね」

　今回行われる河川改修工事は部分的なものなので、そこまで大人数は必要にはならないだろう。だが、あちこちで職人を引き抜いているために、職人の数が圧倒的に不足していた。

　工作機械の開発を遅らせるわけにはいかないので、河川工事が遅れるのは仕方がないだろう。

「あと、今回の作業にあてる市民には、部分改修後の本改修や街道整備などの仕事にもついてもらいたいんです。なので、今回の工事が終わった後も解散させずに契約は継続したままにしておいてください。雨季の間は他の仕事に回してもらってもいいんで」

「分かりました。ある程度資金には余裕が出そうですし、失業者の受け皿として契約は継続させましょう。雨季の間は、街の防壁の工事に当たらせますわ」

「……ねえ、カズラ」

「ん？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニアが話し込んでいると、それまで黙って聞いていたリーゼが声をかけてきた。

「カズラの国って、他にもカズラみたいな人がたくさんいるの？　オルマシオール様とかガイエルシオール様とか」

　周囲の兵士たちに聞かれないようにと気遣っているのか、小声で話すリーゼ。

　オルマシオールとは戦いの神、ガイエルシオールとは商売の神のことだ。

「いるといえばいるよ。それっぽいのが色々と」

「そ、そう。……だったら、その分野の人を直接連れて来て手伝ってもらえばいいんじゃない？　カズラは、慈悲……ええと、救済と豊穣が管轄なんでしょ？　何もカズラが全部１人でやらなくてもいい気がするんだけど」

　いぶかしむような表情で言うリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は何と答えるべきかと言葉を詰まらせる。

　かなり際どい内容の話だが、思えば今までこういった話が出なかったことのほうが不思議に思えた。いっそのこと神様設定を
放
 ほう

 
棄
 き

 してしまい、全部ぶっちゃけてしまってはどうだろうかという考えが頭に浮かぶ。

　現在までの
一
 かず

 
良
 ら

 の行いは、グレイシオールの言い伝えをはるかに凌ぐほどの内容であることは誰の目にも明らかだ。

　もし
一
 かず

 
良
 ら

 が「実は私は神様じゃなくて、別の世界からやってきた普通の人間なんです」と白状したとしても、嘘つき呼ばわりされて投獄されるようなことにはならないだろう。

　しかし、ぶっちゃけた場合のメリットといえば、めんどくさい嘘の説明をする必要がなくなるということと、嘘をついているという後ろめたさがなくなるといったことくらいだ。

　逆にデメリットは何だろうかと考えると、知識の吸い上げのために
一
 かず

 
良
 ら

 自身が監禁や拷問をされたり、グリセア村の村人たちが人質に取られたりするかもしれないといった、嫌な考えがいくつも浮かんだ。

　ナルソンたちはそんなことをするような人間ではないとは思うが、こればかりは断言できない。だが、
一
 かず

 
良
 ら

 がグレイシオールという神だと信じているからこそ、ナルソンたちは何も探りを入れてこないし、
一
 かず

 
良
 ら

 の行動に何も制限をかけてこないということは確かだろう。

　こうして考えてみると、あえて自分から正体を明かすメリットはほとんどないように感じられた。このままぐだぐだ状態な神としての設定でも、上手くいっているのならそのまま通したほうがよさそうだ。

　神様とはこういうものだ、といった指針など存在しないので、ナルソンたちからしてみれば「こういうものなのか」と思わざるを得ないだろう。

　――ていうか、『神様』っていったい何なんだろうな……。

「カズラさんにも色々と事情があるのよ。私たちが無理を言って助けてもらっているのだから、あまり困らせちゃダメよ？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそんなことを考えて押し黙っていると、ジルコニアがリーゼを諭すように口を挟んだ。

「え、私そんなつもりじゃ……」

「さてと、私は今のうちに畑までの道を確認してきますね。夕食は先に食べていてください」

　ジルコニアはそう言うと、１人で薄暗い森の方へと歩いて行ってしまった。

　去っていく彼女の背を、リーゼは釈然としない表情で見つめていた。

　

　約１時間後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼと並んで岩に座り、川を眺めながら夕食をとっていた。

　２人が座っているのは、川べりに鎮座する大きな平たい岩だ。

　それぞれの隣には布が敷かれ、煮込み料理の入った木の
椀
 わん

 や、パン（
焚
 た

 き火に入れて熱した壷の壁面に生地を貼り付けて焼いたもの）や果実酒が置かれていた。

　本来ならば天幕の中で食事をとるのだが、
一
 かず

 
良
 ら

 の提案で、川べりで食事をとることになった。

　近くで燃える
焚
 た

 き火の炎が周囲を柔らかく照らし、さらさらと川を流れる水の音が辺りに響いている。転地効果というのか、こうして美しい自然の中で食べる食事は、ここ数日の間で一番
美味
 おい

 しく感じられた。

「なるほど、確かにそんなことをされたら、『死ねばいいのに』って言いたくもなるよな」

「でしょう？　前にも身体を触ってきたことが何回かあったし、もう本当に気持ち悪くて……あー、思い出したらまた腹が立ってきた！」

　パンを千切って口に放り込みながら、リーゼはぷんすかと怒っている。

　今２人が話している内容は、リーゼの面会相手についてだ。

　頻繁に行われる面会にヘロヘロになっているリーゼを見て、どんな人たちがやってくるのかと、以前から
一
 かず

 
良
 ら

 は気になっていた。

　そこで、この間の雑貨屋での一件も交えて何気なく話を振ってみたのだが、
鬱
 うつ

 
憤
 ぷん

 が溜まっていたリーゼの口から
堰
 せき

 を切ったように愚痴がこぼれだすという結果となった。

「でも、そんなに嫌なら断っちゃえばいいんじゃないか？　そいつと結婚するつもりがないなら、別に無理して面会を続ける必要はないだろ」

「んーん、そうもいかないの。簡単に断って悪い評判を広められるのも嫌だし、たいていの人は商業取引とか仕事の口利きとかでイステール家を支援してくれてるのよ。私が面会するようになってから色々と融通してくれるようになった人も多いから、無下に断ったらお父様やお母様に迷惑がかかるわ」

　そう話すリーゼからは数日前まで感じられたような遠慮や堅苦しさは
微
 み

 
塵
 じん

 も感じられない。

　リーゼは敬語をやめて素の状態で付きあおうという
一
 かず

 
良
 ら

 の提案どおり、完全に素の状態で接するように心がけていた。

　だが正直なところ、まだ完全には慣れておらず、やりにくさも感じてはいた。

「え、ということは、みんなリーゼが目当てで色々とイステール家に気を使ってるってこと？」

「領主の地位が目当てで言い寄ってきてる人もたくさんいるから、全員が私目当てってわけじゃないと思うよ。でも、もう何年も前からずっとこんな感じかな」

　何の
感
 かん

 
慨
 がい

 もなさげに、淡々と話すリーゼ。

「だから、ある程度権力があってお金持ちの相手とじゃないと結婚するつもりはないの。とはいっても、気持ち悪い奴とか、領主になって好き勝手やってやろうって考えているような奴は絶対嫌だけど。あと、逆にケチケチしすぎてる人も嫌かな」

「マジか。リーゼも苦労してるんだな……みんな最初から結婚を狙って言い寄ってくるのか」

　何ともしんどい立場にあるように思え、同情するように
一
 かず

 
良
 ら

 が言う。

　言い寄ってくる者がたくさんいたとしても、領主の娘というステータスが大きすぎるゆえ、気軽に恋愛などできるはずがない。

　しかも面会に来る者の中には、常識はずれな男も何人かいるようだ。

　そういった者たちの相手もしなければならないというストレスは、年若いリーゼにとってかなりの負担になっていることだろう。

「領主の娘なんてこんなものでしょ。まともに恋愛して結婚なんて、できるわけがないよ」

　リーゼはそう言いながら、川に目を向けてぱくぱくと料理を口に運ぶ。

　その達観しているような様子に、
一
 かず

 
良
 ら

 は何とも寂しい気持ちになった。

「でも、言い寄ってくる奴らから色々貰えるから、それを売って
美味
 おい

 しいもの食べたり
綺
 き

 
麗
 れい

 な服買ったりはしてるけどね。まあ、それくらいやってもバチはあたらないでしょ」

「なるほど、贈り物を売ったお金で遊び歩いてるのは、面会のストレス発散なわけか」

「うん」

「でも、そんなにたくさん面会者が来るなら、１人や２人よさそうなのはいなかったのか？」

「……いたらとっくに結婚してるよね」

「……それもそうか」

　リーゼは食事の手を止めて、ジト目で
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

　そして持っていたパンを敷布に置くと、「あーあ」と言って視線を川に戻した。

「やっといい人見つけたと思ったんだけどな。その人には思いっきり嫌われちゃうし、もうこれからどうすればいいんだろ」

「いや、別に嫌ってはいないって」

「本当？」

「本当だよ」

「私と結婚してくれる？」

「それとこれとは話が別だろ」

「ぶー」

　
頬
 ほほ

 を膨らませているリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は少し笑ってしまった。

　辛気臭くなった雰囲気を気遣って、少しふざけてみせたのだろう。

「ところで、ジルコニアさん、ずいぶんと遅くないか？　畑ってそんなにここから遠いのかな」

「イステリアを出発する前に地図を見たんだけど、そんなに距離はなかったと思うよ。……確かに、ちょっと遅いね」

　リーゼは事前に地図を見て、周辺の地形を頭に叩き込んでいた。

　畑は川から10
 分ほど歩いた場所だったはずなので、確かに帰りが遅すぎるようにも思える。

「向こうで何か問題でもあったのかな。様子を見に行ったほうがよくないか？」

「でも、護衛も付いて……」

　そこまで言いかけて、リーゼはジルコニアが去って行った時の様子を思い出した。

　ジルコニアは、誰も連れずに１人で森へ入っていった。

　つまり、今彼女はこの暗い森の中を１人きりでいるのだ。

　野生の獣が出るかもしれない夜の山を１人で歩き回るなど、危険極まりない行為だ。

「……護衛、付いていってないよな。急いで迎えにいこう。何かあったのかもしれない」

「待って」

　慌てて立ち上がった
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を掴んで、リーゼが引き止める。

「もう少しだけ、待ってみよう？」

「いや、すぐに迎えに行くべきだろ。何かあったら取り返しがつかないぞ」

「あそこって、たぶんお母様の故郷だと思うの」

「……故郷？」

「うん」

　いぶかしむような表情をする
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼが
頷
 うなず

 いた。

「だって、ここらはもうずっと前から誰も住んでないんだろ？　この先にある村も廃村だって……」

「10
 年くらい前に、この辺りの村がいくつか
野
 や

 
盗
 とう

 に襲われて、住民が皆殺しにされる事件があったの」

　予想だにしていなかった話に、
一
 かず

 
良
 ら

 は驚いた表情を浮かべた。

「皆殺しって……じゃあ、ジルコニアさんは……」

「うん。たぶん、その村の生き残りなんだと思う」

　リーゼはそう言うと、ジルコニアが歩いていった暗い森を見つめて目を細めた。

「だから、もう少しだけ、待ってみよう？」

「……分かった」

　２人はそのまま押し黙り、暗い森をじっと見つめていた。

　

　その頃、ジルコニアはこんもりと土が盛られ石が積まれた３つの墓の前に座り、月を眺めていた。

　１つの小さな墓が２つの墓に挟まれるような形で鎮座しており、青白い月の光が辺りを照らしている。それぞれの墓の前には、彼女が道すがら摘んできた山花がいくつも置かれていた。

　小さい墓の前には、毛糸で作られた女の子の格好をした小さな人形も置かれている。

　ジルコニアはそのまましばらく月を眺めていたが、小さく息をつくと立ち上がり、墓に背を向けて野営地へと戻っていった。

　

　次の日の朝。
一
 かず

 
良
 ら

 たちはジルコニアに案内され、資材を積んだ荷馬車や職人たちとともに
放
 ほう

 
棄
 き

 された農場へとやってきた。

　農場は辺り一面に草が生い茂って荒れ果てているが、一帯は平地となっていて、
氷
 ひ

 
池
 いけ

 を造るには適しているようだった。元が畑なので、土を掘り起こすのも容易だろう。

「川までの道も平坦ですし、水車を使えば水も簡単に引けると思います。排水用の溝も斜面に向かって少し掘るだけでいいので、この場所が最適かと思いますが」

「ここはいい場所ですね。周辺の木とも少し離れているし、柵を作れば落ち葉も入りにくくできそうです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は答えながら、横目でちらりとジルコニアの顔を盗み見た。

　特段いつもと変わらない様子で、暗い顔をしているといったこともない。

　昨晩、彼女はあれから30
 分ほどしてようやく戻ってきた。

　その後、すぐに自分の天幕に入ってしまい、食事も天幕内でとったらしい。

　気落ちしていたりするのだろうかと心配していたのだが、それは
杞
 き

 
憂
 ゆう

 で済んだようだ。

「それでは、早速作業指示を出してしまいましょうか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、ついてきていた職人たちに作業手順を説明し始めた。

　実際に目の前でモルタル作りを実演し、あれこれと質問してくる職人たちに丁寧に答えながら説明を続ける。

「こんな感じで、出来上がったモルタルはヘラを使って丁寧に塗って平らにしてください。
石
 せつ

 
灰
 かい

 は吸い込むと毒なので、口には布を巻いて作業してくださいね」

「材料に使っている
石
 せつ

 
灰
 かい

 は虫除けのためですか？」

「いえ、
石
 せつ

 
灰
 かい

 を砂や土と混ぜて水でこねると、時間とともに固まるモルタルができるんです」

「雨が降ったらモルタルが溶けて固まらないのではないですか？」

「このモルタルはたとえ水の中でもしっかりと固まる特殊なものです。陶器片を混ぜると水硬性のモルタルができるんです。とはいっても土砂降りのような雨だと表面が雨粒でぼこぼこになってしまうので、そういった場合は作業を中断してください。小雨程度なら作業を続けても大丈夫ですが」

　陶器片を混ぜると水硬性のモルタルができる、と
一
 かず

 
良
 ら

 が説明したが、これは人工ポゾランの効果によるものだ。焼いた粘土に含まれている可溶性シリカと、水を混ぜた
石
 せつ

 
灰
 かい

 の水酸化カルシウムが反応し、ポゾラン反応というものを起こす。これにより、本来は乾燥させて硬化させる気硬性モルタルが、水中でも硬化する水硬性モルタルとなる。

　これは古代ローマで使われていた『ローマン・コンクリート』と同様のものだ。

　軽石や火山灰、火山性土を混ぜても同様のものを作ることができる。

　この山岳地帯では
稀
 まれ

 に
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 が産出すると以前ジルコニアが言っていたので、探せば火山性土を見つけることができるだろう。

　といっても、イステリア郊外には陶器片が大量に捨てられているので、わざわざ山の中を探し回る必要はないのだが。

「次にろ過装置ですが、使う石や木材はきれいに洗うようにしてください。材料が汚れていたら元も子もありませんから」

　ここで用いるろ過装置とは、水車が送り出してくる川の水から細かいゴミを取り除くためのものだ。四角い木のカゴの中に玉石を入れた脱着可能な小型のろ過装置を１段目とし、２段目として風呂の湯船くらいの大きさのモルタル製のろ過装置を設置する。

　２段目のろ過装置は、大きな石、玉砂利、川砂を、順番に下から敷き詰めて作る。

　
氷
 ひ

 
池
 いけ

 は１メートルちょっとの深さにする予定で、底も壁もモルタル製にする。

　地面を掘るのにもモルタルを乾かすのにも時間がかかるので、完成までにはある程度日数がかかるだろう。

「それでは、作業を開始してください。しばらくここに滞在してもらうことになるので、必要な物資があれば今のうちに言っておくように」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、職人の中の１人が手を挙げた。

「この先に廃村があると聞いたのですが、そこの建物を解体して薪として使ってもよろしいでしょうか。鍋や
鍬
 くわ

 などの道具も残っていれば使いたいのですが」

「いや、それは……」

「構わないわ。好きに使って」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がやんわりと断ろうとすると、隣にいたジルコニアが口を開いた。

「ただ、あそこにはお墓がたくさんあるから、それらを踏みつけたりして荒らさないように注意してね。余裕があったら、お墓の手入れもしてあげてちょうだい」

「かしこまりました」

　職人たちはジルコニアに一礼すると、離れた場所で待機していた労働者たちを呼び集めた。

　

　その日の夜。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちがいる野営地から数キロ離れた山の中に、バレッタはいた。

　炭窯の入口で火を
焚
 た

 きながら膝を抱え、こっくりこっくりと舟をこいでいる。

　すぐ隣に敷かれたムシロの上では、ニィナがマントを被って横になっていた。

　炭窯は１メートル50
 センチほどの高さで丸みを帯びており、排煙用の煙突が１つ付いている。上部はのっぺりとした土で覆われ、入口の部分はレンガで枠組みがされていた。

　炭窯に使われている材料は、すべてバレッタが村人たちと協力して作り上げたものだ。

　レンガは、山で手に入れた粘土を木製の型に入れて天日干しをして固めた日干しレンガだ。

　それらを使って窯の外枠を作り、内側には原木を敷き詰めた。

　そして、村から持ってきた
石
 せつ

 
灰
 かい

 と砂を混ぜ合わせてモルタルを作り、それに山の土をこね合わせ、カマツチと呼ばれるものを作った。

　それから団子状にしたカマツチを原木の上から叩きつけて全面を覆い、棒で叩いて土を締め、数日かかって窯を作り上げた。

　窯が出来上がったのが今から７日ほど前の話で、今は窯の乾燥を促進させるために、窯の入口で火を
焚
 た

 いているところだった。

　まったく雨が降らず極度に乾燥しているため、かなり早く窯を乾かすことができるだろう。

　念のため、窯の周囲には柱が立てられ、雨が降っても大丈夫なように屋根を取り付けてある。

　近くには村から持ってきた薪が山積みにされており、炭窯が乾燥したらその薪を使って炭を焼く予定だ。

　ちなみにこれは、しばらく前に村で租税用にと切っておいた木材を、薪のサイズに切り分けたものだ。

　結局、木材は租税としてイステール家に
納
 おさ

 めていないため、切り出した大量の木材は村で少しずつ使われていた。

「……ん」

　舟をこいでいたバレッタは、ふと目を
醒
 さ

 ました。

　背後に視線を感じ、背伸びをしながらぼんやりとそちらに視線を向ける。

　暗がりの
藪
 やぶ

 の中、そこには牛ほどの大きさの狼のような獣が自分を見つめていた。

　――あ、ウリボウだ。

　自分を真っ直ぐ見つめてくる獣――ウリボウ――（この世界の森に広く生息する大型の肉食獣）と目が合い、バレッタはぼんやりとした頭で考えた。

　そして数秒、ようやく自分が何と
対
 たい

 
峙
 じ

 しているのかを理解し、全身が総毛立つような感覚に襲われた。

　視線の先にいるウリボウは、今までに見たこともないほどに巨大だった。

　昔、ロズルーが山で仕留めたウリボウの
死
 し

 
骸
 がい

 を見せてくれたことがあったが、それよりも確実に２回り以上は大きい。

　火を
焚
 た

 いていればウリボウは近寄ってこないと聞いていたのだが、炭窯の入口で
焚
 た

 かれている程度の大きさの火では効果がなかったのだろうか。

　バレッタは慌てて立ち上がり、腰に挿していた短剣の柄を握り締めた。

　柄を握りながら、ウリボウの動きを注視する。

　相手は獣なので、フェイントなどの不規則な攻撃はしてこないだろう。

　今の自分なら、上手くいけば一撃でその脳天に短剣を突き立てることができるかもしれない。

　だが、下手に噛み付かれでもしたら、絶対に
怪
 け

 
我
 が

 では済まない。

　戦うにしても命がけになってしまうので、できることならこの場から立ち去って欲しい。

　しかし、そんなバレッタの願いも空しく、ウリボウはこちらへ歩を進めてきた。

　
唸
 うな

 り声などは上げず、静かにこちらを見つめたまま、ゆっくりと進んでくる。

　実に堂々とした出で立ちだった。

　バレッタが覚悟を決め、短剣を抜いてかまえた時。

　５メートルほど先でウリボウが歩みを止め、その場に座った。

「何をしておる」

　自分のものではない声が、辺りに響いた。

「……え？」

　予想外の出来事に、バレッタは思わず目を見開いた。

　キョロキョロと周囲を見回してみるが、そこには暗い森が広がるばかりで、当然ながら誰もいない。

「何をしておる」

　もう一度、声が響いた。

　バレッタは固まったまま、目の前のウリボウを凝視する。

　ウリボウが、口を開いた。

「何をしておるのだ」

「す、炭窯を作っています」

　明らかにウリボウの口から発せられたその言葉に、思わずバレッタは答えた。

　何がどうなっているのかさっぱり分からないが、答えねばならないような気がした。

　途端に、金縛りにあったかのように身体が動かなくなった。全身から脂汗が吹き出てくる。

「ずいぶんと変わった形をした炭窯だな」

　ウリボウはそう言うと、バレッタの右方向に顔を向けた。

「どうしてこんなにたくさんの炭窯があるのだ」

　バレッタが目だけを動かしてそちらを見ると、そこにはさらに９基の炭窯が設置されていた。

　それぞれの炭窯の入口からは、
焚
 た

 き火の灯りがぼんやりと漏れている。

「これから鉄を作ろうと思って、それに使う木炭がたくさん必要なんです」

「どれほど必要なのだ」

「とてもたくさんの量が必要です」

　聞かれるがままに、答えが口をつく。

　自分ではしゃべっている自覚がないのだが、口が勝手に動いていた。

「それは、山の木をすべて切り倒さねばならぬほどにか」

「それは分かりませんが、たくさんの木が必要になることは確かです。でも、山の木をすべて切るつもりはありません」

「奴らは手当たり次第に、目に付くすべての木を切り倒していたぞ」

「……奴ら？」

　言葉の意味が分からず、バレッタは聞き返した。

「この山も、それと同じようにするつもりなのか」

　ウリボウはそれに答えず、そのまま質問を続けてきた。

　その声や表情からは、感情は読み取れない。

「そのようなことはしません」

「口だけならば何とでも言えよう」

「禿山にならないように、山のすべてを切り開いたりはしないようにするつもりです。木を切った跡地には、植林も行います」

「好き勝手に山を荒らせば、皆が地獄を見るぞ」

「洪水や地すべりのことですか？」

　バレッタがそう聞くと、ウリボウは目を細めた。

　否定も肯定もせず、その場からゆっくりと立ち上がる。

「強く硬い木は切ってはならぬ。乾いて死にたくなければな。そのうちもう一度、聞きに来る」

　そう言うと、
踵
 きびす

 を返してゆっくりと森へと向かって歩き出した。

「待ってください！」

　大声でそう叫んだ時、バレッタは目の前に現れた光景に言葉を失った。

　そこには炭窯の入口で
焚
 た

 かれている火が揺れているだけで、先ほどまでいたウリボウの姿はどこにもなかった。

　自分も膝を抱えて座っている状態で、抜いたはずの短剣も腰に挿したままだった。

　慌てて周囲を見回してみると、バレッタの大声に驚いたニィナが目を
醒
 さ

 ましてバレッタを見つめていた。

「ど、どうしたの？　急に大声出して」

「あ、あれ、今ウリボウが……」

「えっ!?
 」

　バレッタの
台詞
 せりふ

 に驚き、ニィナは慌てて
傍
 かたわ

 らの
短
 たん

 
槍
 そう

 を引っ掴んで立ち上がった。

　だが周囲を見渡しても、延々と真っ暗な森が広がるばかりだ。

「ウリボウなんてどこにもいないけど……本当に見たの？」

「……ごめん。ついうとうとしちゃって、たぶん夢を見てたんだと思う。そのウリボウ、しゃべってたし」

　バレッタがそう言うと、ニィナは呆れたような表情になった。

「もう、
脅
 おど

 かさないでよ。眠気がどっかにいっちゃったじゃない」

「ご、ごめんね」

「あなた、最近あんまり寝てないでしょ？　きっと疲れてるんだよ。火の番は私が代わるから、朝まで寝てなさい」

「えっと……じゃあ、３時間だけ」

　バレッタは近くに置いてあったアナログ式の目覚まし時計を手に取ると、タイマーの針を３時間後にセットした。時計は、
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタに置いていってくれた物だ。

「もっと寝てたほうがいいんじゃない？」

「ううん、大丈夫。起きたらまた、３時間後に交代しよう？」

「ん、分かった」

　バレッタはニィナと入れ替わり、ムシロに横になった。

　――大きなウリボウだったな……。

　毛布代わりのマントを身体にかけ、目を閉じる。

　するとすぐに、眠気がやってきた。

　――動物の腱も、もっと欲しいな。

　夢に出てきたウリボウからはどれだけの腱が取れたのだろうとぼんやり考えながら、バレッタは眠りに落ちていった。

　

　５日後の朝。

　山岳地帯から戻ってきた
一
 かず

 
良
 ら

 は、自室にてリーゼとナルソンとともに、資料の整理を行っていた。

　今まではナルソンの執務室（石造りで窓なし）で仕事をしていたのだが、湿気が少ないとはいえ周囲を石材で覆っているため、昼間はどうしても暑い。

　それならば、エアコンのある
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋で仕事をしようとなったわけだ。

　部屋の中央には長テーブルが運び込まれ、書類を置いておくための棚も１つ追加された。

　室内は冷房でほどよく冷やされていて、実に過ごしやすい。

「いやしかし、このエアコンというものは実に素晴らしいですな」

　ナルソンは手にした書類をテーブルに置き、冷風を吐き出すエアコンに目を向けた。

「こんなに快適な環境で仕事ができるようになるとは、思ってもみませんでした」

「今までいくらなんでも暑すぎましたもんね。次に戻ってくる時はもう１台エアコンを持ってくるので、隣の部屋に設置して仕事部屋として使いましょう……ただ、少し薄暗いですね」

　エアコンを効かせるために、窓は完全に締め切っている。

　
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 とランタンで灯りを取っているので、部屋の中はかなり薄暗い。

「少しくらい暗くても、私は涼しいほうがいいな。もうずっとここにいたい」

　銀のコップを手に取り、ストローで飲みながらリーゼが言う。

　コップの中身は、冷蔵庫で作り置きしておいた冷たい麦茶だ。

　リーゼはナルソンの前でも
一
 かず

 
良
 ら

 に対して素の状態を見せるようになったが、ナルソンはそれに対して特に何か言うつもりはないらしい。

　最初は驚いた目でリーゼを見ていたが、よく分からないが
一
 かず

 
良
 ら

 と仲良くなっているようだし別にいいか、という結論に達していたようだ。

　そんなことを話しながら、それぞれ自分の仕事を片付けていく。

　といっても書類のコピーや確認程度なので、のんびりとお茶を飲みながらの作業だ。

　間もなく
一
 かず

 
良
 ら

 はグリセア村に向けて出発する予定で、今頃屋敷の広場では着々と準備が進められているはずだ。

　ジルコニアはこの場にはおらず、軍部に赴いている。

　イステリアを離れている間に溜まってしまった仕事を、大急ぎで消化しているとのことだ。

「このプリンタって道具、本当にすごいね。ボタンを押すだけで、同じことが書かれた紙がどんどん出てくるなんて」

　リーゼはプリンタのスキャナ部分に皮紙をセットすると、スタートボタンを押した。

　すぐに独特な機械音とともに、内容を完全に複写したコピー用紙が吐き出されてくる。

　リーゼはコピーした資料にフセンを張って見出しを書き込むと、穴あけパンチを使いファイルに閉じていく。

「文章の複写はものすごく手間がかかりますが、この道具があればかなりの経費節約になりますな……むしろ、この道具一つで国を支配することすらも可能に思えます」

　ナルソンはテーブルに積まれたコピー用紙を１枚手に取って質感を確かめながら、プリンタの横にあるダンボール箱に目を向けた。

　箱の中には、大量のコピー用紙が入れられている。全部で５０００枚はあるだろう。

「国を支配、ですか？」

「情報は力ですからな。情報を制したものが世界を制すると私は思っています。このプリンタがあれば、一度に大量の情報を矢継ぎ早に拡散することができるでしょう」

　それを聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は新聞を思い浮かべた。

　この世界のように印刷物をすべて手書きで書き写しているような世界では、情報の伝わり方は口伝が一般的だろう。

　だが、それだと拡散する範囲がまちまちであるし、情報の正確性もかなり怪しくなる。

　国の端から端までに情報が到達する頃には、元々の情報とはまったく別のものになっていてもおかしくない。言い伝えやおとぎばなしも、その一例といえるだろう。

「こちらの意図した情報を正確に拡散することができれば、民意を誘導することが今よりはるかに容易になります。ただし、紙の安価な量産と、その手法の独占が前提ではありますが」

「なるほど……商業的にもかなり役に立ちそうですね」

「もちろんそうですな。紙が量産できて複写が容易なら、本を量産することもできます。本は非常に高価ですから、それを売るだけでも莫大な利益を生むことができるでしょう。ですが、それによって民の持つ情報量や知識力が急激に向上すると、今度は民意の誘導が難しくなる可能性があります」

「知識力の向上による経済の発展を取るか、経済の発展を
諦
 あきら

 めてでも統治のしやすさを優先するかですか。私としては前者を
推
 お

 したいですね」

「今の情勢なら、そうしたほうが有益でしょうな」

「あの、ちょっといい？」

　話を聞いていたリーゼが何か思いついたのか、口を挟んできた。

「街中の商店を紹介するような文章をあちこちに配るのはどうかな。街中にある立て看板の内容を書いたものを、無料であちこちの家に配るの」

「なるほど、宣伝チラシか。リーゼ、冴えてるな」

「うむ、それはいい考えだな」

　リーゼの提案を受け、
一
 かず

 
良
 ら

 とナルソンが感心した様子で
頷
 うなず

 く。

　イステリアでどの店に何が売っているのかという情報を得るには、直接店に赴くか、街なかにある立て看板を見るしかない。

　立て看板は木版や石版に必要最低限のことが書かれた物がほとんどで、得られる情報がかなり少ないうえに、あまり内容の更新もされない。

　木板に皮紙を貼り付けて、インクでびっしり文字が書かれた看板もあるにはある。

　だが、内容を更新するには一から皮紙に書き直さなければならない。

　手間がかかるうえに費用対効果があまり期待できないせいか、ほとんど見かけることはなかった。

　石版に『ろう石』という柔らかい鉱石を加工した石筆で文字を書いた看板もあるが、風雨による風化が早いために店の前の看板や店内のメニュー表として使われている程度だ。

「今までそういうのがなくて、何がどこに売ってるのか簡単に知ることができたらなって思ってたんだ。欲しいものがどこで手に入るのかが分かれば、街の反対側にあるお店でも足を延ばしたりすると思うよ」

「そうなると、今度は街中に巡回馬車みたいな交通機関も欲しいところだな。料金設定を安くして、街中をぐるぐる何台も回るようなものにすれば、皆利用してくれそうだ」

「領内の交流が活発化すれば経済も活性化しますな。今やっている施策が一段落して余裕ができたら、ぜひともやってみたいものです」

　そんなことを話しながら、３人は資料を整理してはファイルに閉じていった。

　ナルソンは数十枚もの書類がとじられたプラスチック製の大型ファイルをぱらぱらとめくり、満足そうに
頷
 うなず

 いている。どうやら、とても気に入ったようだ。

　――こっちの世界の言語で書き込めるソフトとかあったらすごく便利だな。日本に帰ったら業者をあたってみるか。

　印刷関連の話でそんなことを思いつき、
一
 かず

 
良
 ら

 は手にした資料を眺めながら漠然と考えた。

　表計算ソフトや文章作成ソフトを使ってこちらの言語で書類を作れるようになれば、そういった宣伝チラシの作成も容易だろう。

　木版印刷や活版印刷といった手法を導入するという手もあるが、手元にはプリンタという反則的な性能を持つ機械がある。

　プリンタを使えば印刷技術が外に漏れるという懸念は
皆
 かい

 
無
 む

 なので、プリンタによる大量印刷は理にかなっている。もし本当に大量印刷を行うのならば、トナーを使った業務用プリンタを導入する必要があるが。ちなみに、木版印刷とは、木の板を削って文章や絵を彫り、それにインクをつけて紙に押し当てて印刷する手法だ。

　対して活版印刷は、金属で作った文字のハンコを並べて、それにインクをつけて紙に押し当てて印刷する手法だ。どちらも、この国には存在していない手法である。

「カズラ様、出発の準備が整いました」

　そのまま作業を続けていると、部屋の扉が開いてマリーが入ってきた。

「前回使った布袋も用意できてますか？」

「はい。輸送用の荷馬車も用意してあります。アイザック様が部隊を取りまとめて、広場で待機しています」

「分かりました。……さて、また私はしばらく留守にするので、後のことはよろしくお願いします。なるべく早く戻ってくるので」

　そう言って
一
 かず

 
良
 ら

 が席を立つと、ナルソンとリーゼも立ち上がった。

「かしこまりました。お気をつけて」

「他の仕事はできるだけ片付けておくから。あと、身体に気をつけてね。カズラが
怪
 け

 
我
 が

 したり病気になったりするのか分からないけど」

「ありがとう。前にリーゼから貰ったお守りもあるし、大丈夫だよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はポケットから、リーゼから貰った『親愛のブレスレット（赤）』を取り出すと、手首に着けてみせた。

「えっ……」

　その様子に、リーゼは驚いて目をぱちくりさせた。ナルソンはぎょっとした様子でリーゼに目を向けている。

「どうかした？」

「う、ううん、なんでもない。行ってらっしゃい」

「うん。行ってきます」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼに笑顔を向けると、マリーに連れられて部屋を出て行った。

　

　２日後の夜。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はグリセア村の入口で、バリンをはじめとする村人たちに出迎えられていた。

　村の入口には跳ね橋がかかっており、前回は作りかけだった見張り塔も完成していた。

　さらに堀の上にはモルタル製の水道橋が架けられ、村の中の水路へと繋がっていた。

　水路は以前見た時よりも格段に大きくなっており、壁面は完全にモルタルで固められていた。深さも以前より増しており、水量も多く流れも速いように見える。

　まるで専門業者が手がけたような、実に立派な水路である。

「ただいま戻りました。あの、バレッタさんは？」

　バリンにそう言いながら、
一
 かず

 
良
 ら

 はきょろきょろと辺りを見渡す。

　出迎えてくれた村人たちの中に、バレッタの姿がなかった。

「何でも炭焼きと資源採集をするとかで、何人かで山に篭っていましてな。部隊の松明が見えてからすぐに迎えを出したので、もうすぐ戻ってくると思います」

「山？　近くに山なんてありましたっけ？」

「ええ、ありますぞ。あの山です」

　首を傾げる
一
 かず

 
良
 ら

 に、バリンは遠目に見える山を指差した。

　月明かりでぼんやりと輪郭が見えるその山は、イステリア北西にある山岳地帯の山だ。

　ナルソンから借りた地図でだいたいの距離は
把
 は

 
握
 あく

 していたが、確かここから40
 キロは離れているはずだ。

「えっ……あの山って、かなり遠いですよね？」

「確かに遠いですが、走ればたいして時間はかからないようです。私はまだ行ったことはありませんが」

「いや、走ってって……かなりの距離がありますよ？」

「今の我々なら以前よりもかなり速く走ることができますから、あの程度の距離なら遠いうちに入りませんよ。そのうちバレッタも戻ってくるでしょうし、屋敷に入っていましょうか」

「そ、そうですね……」

　何やら恐ろしいことを聞いたような気がするが、とりあえず荷物をまとめて屋敷に行くことにする。

　少し離れた所で待機していたアイザックとハベルに声をかけると、すぐに駆け寄ってきた。

　ハベルの隣にいたマリーも、小走りでハベルに付いてくる。

「では、私はまた明日から神の国に行ってきます。戻ってくるまでは自由にしてていいので、各自ゆっくり休んでいてください」

「かしこまりました。何日くらいかかりそうですか？」

　ハベルの質問に、
一
 かず

 
良
 ら

 は日本でやるべきことを思い起こした。

　工事計画書の受領はすぐにできるだろうが、物資の買い入れにかかる日数は未定である。

　ホームセンターに発注している脱油機も、もしかしたら受領できるかもしれない。

　その場合は取り寄せになるので、最低でも１日はかかるだろう。

「そうですね……長くても３日といったところでしょうか。たぶんですけど」

「了解です。妹と
釣
 つ

 りでもしながら、のんびり過ごしていますね」

「お、いいですねぇ。たくさん
釣
 つ

 れたら、私にもご
馳
 ち

 
走
 そう

 してください」

「ご期待に添えるよう頑張ります」

「マリーさんも頑張ってくださいね」

「は、はい！　頑張ります！」

　何ともほのぼのとした会話をしている３人の横で、アイザックは誰かを探すかのように村人たちに目を向けている。

「アイザックさんも、たまにはゆっくり休んでくださいね」

「はっ。しっかり休ませていただきます」

「誰か探しているんですか？」

「い、いえ、その……」

「おーい！　バレッタさんが見えたぞー！」

　見張り塔から響いてきた声に、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは山の方へと目を向けた。

　遠目に見える月明かりに照らされた大地の上で、何か黒い点が動いていた。

「あれは……何かがこちらへ向かってきてますね。それもかなり速い」

　段々と大きくなってくる影に、ハベルが目を凝らす。

「え、あれがバレッタさん？」

「いやまさか……動きから見て、おそらくラタより速いですよ」

　ハベルは
一
 かず

 
良
 ら

 が漏らした声に答えながら、不審げに人影に目を向けている。

　そうこうしている間にも、影はどんどん大きくなっていく。

　そのまま少し待っていると、
一
 かず

 
良
 ら

 たちの目の前を猛烈なスピードでバレッタが駆け抜けていった。どうやら暗さで目測を誤ったらしく、止まることができなかったようだ。

　10
 メートルほど先でようやく足を止めたバレッタは、息を切らせながら気恥ずかしそうに
一
 かず

 
良
 ら

 に歩み寄ってきた。

「はあっ、はあっ……お、お帰りなさい……カズラさん……」

「た、ただいまです。速かっ……いや、早かったですね。大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫です……カズラさんが帰ってきたと聞いて、急いで戻ってきました……疲れた」

　バレッタは
顎
 あご

 から汗を
滴
 したた

 らせ、苦しそうに胸に手を当てて呼吸を整える。

　その様子を、ハベルとマリーは
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした表情で見つめていた。

　周囲で野営準備をしていた兵士や従者たちも何人か見ていたようで、夢でも見ていたかのような表情で立ち尽くしている。

「とりあえず村に入りましょう。カズラさん、お夕飯は食べましたか？」

「いえ、まだ食べてないんです。昼からずっと移動しっぱなしだったんで」

「そしたら、先にお風呂に入ってください。その間に何か用意しておきますね」

「えっ、お風呂を作ったんですか？」

「はい。本に載ってた五右衛門風呂を作ってみました。自信作ですよ」

　そんなことを話しながら村へと入っていく２人を、ハベルはあっけにとられた様子で見送る。アイザックはその肩をポンと叩くと、野営地へと戻っていったのだった。





第２章　守るべきもの

　

「あれから、カズラさんが持ってきてくれた銅と
錫
 すず

 で青銅を作って、いくつかお風呂を作ったんです」

「五右衛門風呂の作り方って詳しく知らないんですけど、どういうふうに作るんですか？」

「えっと、山でとってきた砂岩で鍋みたいな形の底板用の
鋳
 い

 
型
 がた

 を作って、それに溶かした青銅を流し込んで……」

　屋敷に向かって歩きながら、バレッタは楽しそうに話す。

　風呂は村人たちと共同で製作したとのことで、製造方法は彼らも理解しているらしい。

　
鋳
 い

 
型
 がた

 を砂岩製にしたことで、粘土製の
鋳
 い

 
型
 がた

 と違って何度も使い回しができる。

　青銅の材料となる銅や
錫
 すず

 は、以前
一
 かず

 
良
 ら

 が５００キロずつ持ち込んでいたので、気兼ねなく製作に取り組めたとのことだ。

「まだ数個作っただけで、今も生産中なんですけどね」

「それはすごいですね……量産体制に入ってるのか」

「そこまで大掛かりなものじゃないですよ。皆で暇を見つけて少しずつ作ってる状態なんで」

　２人の後には他の村人たちも付いてきており、各々の家の近くまで来ると、２人に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をして家へと戻っていった。

　バリンは例のごとく見張り塔で見張りを続けるとのことで、村の入口に残っている。

「そうなんですか……あ、お風呂があるのって、あの小屋ですか？」

　村人が戻っていく家の敷地には、三角屋根の小屋が１軒建てられていた。

「はい。せっかくなので、小屋を建てて中に洗い場も作っちゃいました」

「あれを全部の家に作るんですか？　ずいぶんと立派に作りましたね」

　小屋は遠目に見てもしっかりした造りで、ちょっとしたログハウスのようになっていた。

　小屋の外には屋根付きの小さな物置が付いており、手頃な大きさに切られた薪が山積みになっている。

「せっかく作るなら、ちゃんとしたものを作らなきゃと思って。材料は租税用として切り出した木材がたくさんありましたし、製材機のおかげで木板も量産ができるので、そこまで大変じゃなかったですよ」

「製材機も作ったんですか!?
 」

　軽く言ってのけるバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は目を
剥
 む

 いた。

　イステリアでも製材機の製造には取り掛かっているが、まだ試作機すら出来上がっていない。

　それにもかかわらず、すでに村では製材機が稼動状態にあるという。

「１機だけですけど、出来上がった試作品をそのまま使っています。村の人に作ってもらった片刃ノコギリを使って、縦型製材機（刃が上下に往復する製材機）を作りました」

「ノコギリも自分たちで作ったんですか。
鍛
 たん

 
造
 ぞう

 とかできる人っていましたっけ？」

「戦争の初期から軍にいた人たちが中心になってやってくれました。武器や防具の簡単な修理は自分たちでやっていたみたいで、
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人の仕事も見ていたみたいなんです。いくつか失敗しましたけど、まあまあの物を作ってくれましたよ。ただ、刃が青銅なので、耐久性に難があるんですけどね」

「６年近くも前線で戦い続けてたら、ある程度のことはできるようになってるんですかね」

「そうかもしれないですね。それに、村で使うノミとかの修理もその人たちがやっていたので、小慣れてはいたみたいです」

「その製材機って、村の中にあるんですか？」

「ありますよ。あそこの小屋の中です」

　バレッタが指差す方向に目を向けると、月明かりに照らされた小屋が遠目に見えた。

　小屋から少し離れた場所には、水車が２台設置されているようだ。

　その水車は川べりで使っていた物よりも大きく、車輪の直径が５メートル近くはあるように見えた。

「何やらずいぶんと大きな水車がありますね。製材機の動力ですか？」

「いえ、あれは動力水車に水を送るための
揚
 よう

 
水
 すい

 水車です。製材機には上掛水車を使いたかったので」

　暗闇に目を凝らしてみると、その水車の横に水受け用の水路が設置されているのが見えた。

　水路は小屋に向かって延びているので、そこに動力水車が設置されているのだろう。

　上掛水車とは、水車の車輪に上方向から水を掛けて使う水車のことだ。

　水の重さで車輪が回り、受けた水は水車の最下位置まで水を保持し続ける。作業効率がよく、高馬力が出る仕様だ。

　
揚
 よう

 
水
 すい

 に使っている下掛水車は大きさの割に馬力が出ないので、製材機などの大きな力を必要とする機械の動力としては、下掛水車よりも上掛水車が望ましい。

「この短期間でよく作りましたね……上掛水車の設計図ってありましたっけ？」

「簡単な説明が書いてある文献はあったんですけど、詳細な設計図はなかったですね。なので、少し工夫して自分で図面を引いてしまいました。カズラさんに貰った製図板のおかげで、
綺
 き

 
麗
 れい

 な図面が引けましたよ」

「そ、そうですか」

　バレッタの言葉に
頷
 うなず

 きながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は村を見渡した。

　よく見れば、新しい建物がいくつか建っており、２メートル近い高さの柵がついた飼育小屋のようなものもあった。

　しばらく留守にしている間に、グリセア村は驚異的な発展をとげてしまったようだ。

「あれって何かの飼育小屋ですか？　ずいぶんと大きいですけど」

「あれは根切り鳥の飼育小屋です。日本の飼料を食べさせるようになってから鳥たちが元気になりすぎちゃって、低い柵だと飛び越えて逃げちゃうんです」

「えっ、あの鳥って跳ねるんですか？」

　以前
一
 かず

 
良
 ら

 が根切り鳥の世話をしていた時は、きわめて温厚なニワトリのような印象だった。

　滅多に飛び跳ねたり走り回ったりせず、たとえ飛び跳ねたとしても10
 センチがせいぜいだった。

「私もあそこまで跳ねるなんて知らなくて、初めて見た時はびっくりしました。たぶん私たちみたいに、身体が強化されてるんだと思います」

「ふむ、やはり人間だけじゃなくて動物も強化されるのか。巨大化はしてないですか？」

「ものすごく元気になったってだけで、大きさはそのままですね。卵もたくさん産んでくれますし、雛も何羽か生まれましたよ」

「おお、それはよかった。逃げられないようにしないとですね」

「前に逃げ出した時はすごかったですよ。朝起きて卵を取りに行ったら、２羽が一斉に飛び跳ねて柵を乗り越えて、すごい速さで逃げて行っちゃったんです」

「ま、まるでニワトリみたいだな……捕まえられたんですか？」

「それが、すばしっこくって全然捕まえられなくて……結局森の中に逃げられちゃったんですけど、
美味
 おい

 しいご飯が森にはなかったみたいで、夕方頃にしょんぼりと戻ってきました」

　そんなことを話しながら、２人は屋敷に戻っていった。

　

「なるほど、五右衛門風呂ってこうなってるのか」

　大きな水桶のような形をした五右衛門風呂に浸かりながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は風呂の造りを確認していた。

　風呂の側面は木製で、青銅が使われているのは底の部分だけのようだ。

　底板の上には木板が敷かれており、金属部分に直接足が触れないようになっている。

　板の上には大きな石が載せられていて、板が浮き上がらないようになっていた。

「壁に排煙用の穴も付いてるのか。洗い場もあるし、ずいぶんしっかり作ってあるな」

　室内の床はモルタルで固めてあり、その上に下駄を履かせた木の板が敷かれている。

　床には排水用の溝も設けてあり、屋敷の外に向かって延びていっているようだ。

　風呂の中で立ち上がり、壁についた小窓から外をのぞいてみる。

　小屋の外では、薪の煙がもくもくと天に向かって伸びていた。

　遠目に見える家々の灯りが、点々と村の中に浮かんで見える。

「カズラさん、湯加減はどうですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が外を眺めていると、窓の外からバレッタが顔を見せた。

「いい感じですよ。でも、もうちょっと熱いほうがいいかな」

「分かりました。薪をくべますね」

　バレッタは薪を取ってしゃがみこむと、壁の穴に放り込んだ。

　パチパチと薪の
爆
 は

 ぜる音が響き、ゆっくりと湯の温度が上がっていく。

「それにしても、たった１ヶ月でよくここまでできましたね。水路は全部モルタル製になってるし、新しい建物もたくさん増えてるし……」

「村のお年寄りたちが全員現役になったので、色々と手が回るようになったんです。足りない材料があっても、皆が森とか山から取ってきてくれるんで、とても助かってます」

「あ、やっぱり足りない材料がありましたか。まだ何か必要なものはありますか？　あれば買ってきますけど」

「えっと、製材機に使う鋼鉄製のノコギリか円刃が欲しいです。あと、化学肥料も使ってみたくて……」

「化学肥料ですか。今まで堆肥とか
鶏
 けい

 
糞
 ふん

 とかしか使ってなかったから、確かに効果が気になりますね」

「ええ。農業の本に色々書いてあったので、こちらではどれだけ効果があるのか気になって。色々と試してみたいので、できればたくさん欲しいです。窒素肥料とカリウム肥料と……それに、硫黄も」

「分かりました。また山ほど持ってきますね」

「ありがとうございます。自分でも色々と配合を試してみたいので、混ざって肥料の状態になってないものがあればそれをお願いしたいんですけど……」

「混ざってない状態のものですか。ホームセンターか農協に行けば売ってるのかな……探してみますけど、なかったら肥料の状態になってる物でもいいですか？」

「はい、それで構わないです」

　すごい探究心だと
一
 かず

 
良
 ら

 が感心しているうちに、お湯の温度がちょうどいい具合になってきた。

　薪を入れるのを止めてもらい、肩まで浸かって深く息を吐く。

　ここ１ヶ月の疲れがすべて抜けていくようで、とても心地よかった。

「そういえば、あれからイステリアの郊外で
開
 かい

 
墾
 こん

 作業を始めたんですよ。手が回らないかと思ったんですけど、思ったより順調に進みそうです」

「……」

「手押しポンプとかも試作を始めているんで、近いうちに作れるかな。バレッタさんも手押しポンプを作るって言ってましたけど、もう作っていたりするんですか？」

「……」

「……バレッタさん？」

「えっ？　あっ、ごめんなさい！　ぼーっとしてて……」

　何も返事をしないバレッタに声をかけると、はっとしたような声が返ってきた。

「何か考えごとですか？」

「えっと……」

　少し間を置いて、バレッタは口を開いた。

「日本のことを少し考えていたんです。前にカズラさんが、日本では武器も持たずに生活している、みたいなことを話していたのを思い出して」

「ん？　……ああ、キャリーケースから剣が出てきた時の話ですか。そんな話もしましたね」

　以前、父から受け取ったキャリーケースを確認していた折のやりとりを思い出す。もう２ヶ月近くも前の話だ。

「日本って、もうずっと戦争はしていないんですか？」

「そうですね、最後にあった戦争から、もう何十年も経っていますね。私が生まれるずっと前の話です」

「地域同士の小競り合いみたいなものもなかったんですか？」

「こっちでいうところの戦争とか紛争みたいなのはなかったですね。悲惨な事件は色々とあったみたいですけど」

「そう……ですか……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、再びバレッタは沈黙した。

　どうしたんだろう、と
一
 かず

 
良
 ら

 は首を傾げる。

「事件や戦争に興味があるなら、戻った時に調べてきますよ？」

「いえ、大丈夫です。日本って、すごく平和なんですね」

「そうですね。私の実家の辺りなんか、父が子どもの頃はすごく治安がよかったみたいですよ。戸締りする必要がまったくないくらいだったそうです。今はさすがに無理ですけど」

「そうなんですか。……どうすれば治安ってよくなるんだろう」

「うーん……貧困が解消されて統治の仕方を上手くやれば、ある程度は良くなるのかな。元々の国民性も関係するかとは思いますけど」

　それから少しの間、２人は窓越しに日本についてあれこれと話をするのだった。

　

　その後、２人は交代で風呂を済ますと夕食を食べ、早々に就寝することとなった。

　バレッタは自室に戻ると戸を後ろ手に閉め、自分の机の上に目を向けた。

　そこには、何枚ものＡ２用紙が重ねて置かれていた。

　それらはすべて、機械や道具の設計図だ。

　机の上にあるランタンにライターで火を灯すと、部屋の窓際に置かれた製図板がぼんやりと浮かんだ。

　製図板には描きかけの図面が置かれており、図面の左上には『スコーピオン』と書き込まれている。

　図面には張力計算や製造に関するメモ書きもされており、それらはすべて日本語で書かれていた。

　スコーピオンとは、古代ローマで使われていた小型
弩
 ど

 
砲
 ほう

 だ。同様の兵器を大型化したものは『バリスタ』と呼ばれている。

　弓を横にしたような形の兵器で、動物の腱を使って張力を生み出し、大型の矢を射出する強力な兵器だ。

　射程は３００メートル近くもあり、鎧を着た人間を一撃で貫くほどの威力がある。

　バレッタは製図板に歩み寄ると、静かに椅子に腰かけた。

　そして、描きかけの図面をじっと見つめるのだった。

　

　次の日の朝。

　２人は朝食を済ませると、
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋で１枚のメモ紙を前に話し合っていた。

　メモは、バレッタが昨晩のうちに書いておいた、
一
 かず

 
良
 ら

 に調達してきて欲しい品物のリストだ。

「ええと、鋼鉄の円刃と肥料と釘と……お、耐火レンガですか。もしかして、鉄を作るつもりだったりします？」

『耐火レンガ』という文字に目を留め、
一
 かず

 
良
 ら

 は顔を上げた。

「はい。カズラさんに貰った本に色々と書いてあったので、作ってみたいなと思って」

「なるほど、それで炭を焼いていたんですか。でも、近くに森もあるし、わざわざ山で炭焼きをしなくてもよかったんじゃないですか？」

「えっと、炭窯を作るのにカマツチというものを使わないといけないんですけど、その材料となる土は山のものを使うんです。なので、わざわざ村まで土を運ぶのが面倒で……走って移動する分には大して時間がかからないので、山で全部やってしまうことにしたんです」

　カマツチとは、
珪
 けい

 
酸
 さん

 分を多く含む土をモルタルに練りこんだ耐火モルタルのことだ。

　山で見つけた白みがかった土を使って作ったもので、炭窯作りには必要不可欠なものである。

　今回バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 に耐火レンガを頼んだ理由は、日本の耐火レンガのほうが自分で作るものよりもはるかに高品質だからだ。

　
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 から鉄を精製する
塊
 かい

 
鉄
 てつ

 
炉
 ろ

 を作るだけならば、カマツチを整形して焼成した耐火レンガでも問題ない。だが、バレッタの思惑は別のところにあった。

「ああ、走って山まで行けるんでしたっけ……てことは、山で
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 を見つけたんですか？」

「はい。鉄の
大
 だい

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 を見つけました」

「……マジで？」

「マジです」

　目を
剥
 む

 いて驚く
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「山の川沿いで偶然見つけました。砕けた
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 も、河原にたくさん落ちてましたよ。たぶん鉄砲水か何かで砕けたものが、少しずつ貯まっていったんだと思います」

「そんなところがあるんですか……どの辺りにあるのか、教えてもらえますか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が地図の入ったファイルを差し出すと、バレッタはぱらぱらとめくって山岳地帯の地図が入ったページを開いた。地図は、Ａ３用紙にコピーした複製品だ。

「この川沿い一帯に
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 があります。本に載っていた『
縞
 しま

 
状
 じよう

 
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
床
 しよう

 』の写真と外観が完全に一致していたので、間違いないと思います」

　バレッタは地図上の一本の川に指を這わせると、
傍
 かたわ

 らに置いてあった『金属精錬の歴史』というタイトルの本を開いた。

　開いたページには、『
縞
 しま

 
状
 じよう

 
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
床
 しよう

 』と名が付いたカラー写真が記載されていた。

　赤黒い
縞
 しま

 
模
 も

 
様
 よう

 の岩壁を撮影したものだ。

「だいたいこの辺りです。川の上流まで
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 が続いていて、片側にある河原には砕けた
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 がたくさん落ちてました」

「ふむふむ、この川は村まで繋がってるのか……埋蔵量がすごいことになっていそうですね」

「岩肌を切り崩せばかなりの量が採掘できると思います。河原に落ちてるものだけでもすごい量なので、使い放題ですよ」

「それはすごい。製鉄技術の導入をどうしようかと考えていたので、近場に材料があると知ってほっとしました。もし採掘することになったら、少し手伝ってもらってもいいですか？」

「はい！　最近山の中をあちこち探索してるんで、今度色々と案内しますね！」

　やたらと嬉しそうに
頷
 うなず

 くバレッタに
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くと、再びメモ紙に目を落とすのだった。

　

「うお、こりゃすげえ……」

　日本への出発準備を整えた
一
 かず

 
良
 ら

 は、屋敷の玄関を出たところで驚嘆の声を漏らした。

　昨晩は暗くてよく分からなかったのだが、明るい今なら村の全容がはっきりと見て取れる。

　村の中を流れるモルタル製の水路を始めとして、あちこちに設置された大小さまざまな水車。

　村をぐるりと取り囲むように作られた木柵と、その四方に設置された見張り塔。

　新しく建築中の建物も何軒か見られ、柱や壁板とみられる木材が大量に地面に横たえられていた。

「カズラさん、お弁当です」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が村の様子を眺めていると、バレッタが木の弁当箱を持って屋敷から出てきた。

　朝食を作る時に、一緒にぱぱっと作って詰めてくれたものだ。

「お夕飯までには帰ってこれそうですか？」

「そうですね、特に時間がかかりそうな予定もないですし、戻ってこれると思います」

　その返事を聞き、バレッタは嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「よかった。ごちそう作って待ってますね」

「なるべく早く戻ってくるようにしますね。リストに書いてあったもの以外に、追加で買ってくるものはないですか？」

「たぶん大丈夫だと思いますけど……あ、そうだ。お父さんが、『あの酒がもう一度飲みたい』ってうわごとのように言ってました」

「酒ですか。そしたら日本酒以外にも色々と買ってくるか」

　そうして、いってらっしゃい、と手を振るバレッタに見送られ、
一
 かず

 
良
 ら

 は屋敷を後にした。

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 を見送った後、バレッタは洗い物と洗濯を済ませると、村の外の野営地へとやってきた。

　手近にいた兵士にアイザックを呼んでもらい、野営地内の景色に目を向ける。

　兵士たちは私服の者が多く、鎧を着込んでいる者は少数だった。

　のんびりとした雰囲気が流れており、皆が臨時休暇を楽しんでいるようだ。

　
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を手に川の方へと歩いていく者や、近場の森に向かう者の姿もちらほらと見られる。

　森に向かう者たちのお目当ては、この付近の特産品であるアルカディアン虫だ。

　そんな光景をバレッタが眺めていると、ほどなくして鎧姿のアイザックが歩いてきた。

「アイザックさん、おはようございます」

　バレッタがぺこりと頭を下げると、アイザックは笑顔を見せた。

「おはようございます。カズラ様はもう神の国へ行かれたのですか？」

「はい、今出かけたところです」

「そうですか。では、早速始めますか？」

「お願いします。でも、その前にいくつか相談したいことがあって……」

「分かりました。私の天幕でお聞きしましょう」

　アイザックはそう言うと、バレッタを連れて野営地の中を進み始めた。

　途中、２人を見た兵士たちが、「アイザック様、かわいい娘連れて来たな」とか、「アイザック様もやる時はやるんだな。俺も声掛けに行ってこよう」などと、あからさまに勘違いした
台詞
 せりふ

 をぼそぼそと漏らしていた。

　アイザックは気にする素振りも見せずにさっさと歩き、自分の天幕へと移動する。

「こちらへどうぞ。入口は開け放っておきましょう」

　アイザックは天幕に入ると、入口を
紐
 ひも

 でしっかりと固定した。

　奥にある簡易テーブルの椅子を引き、バレッタに勧める。

「それでは、用件を聞きましょう。できる限り協力しますので、何でもおっしゃってください」

　バレッタを座らせてから自身も椅子に座り、アイザックは朗らかな笑顔を見せた。

　少し緊張気味だったバレッタは、そんな彼の様子に肩の力を緩めた。

「ありがとうございます。まず１つ目の相談なんですが、『ろう石』の手配をお願いしたいんです」

「ろう石ですか。文字を書くのに使うのですか？」

　ろう石とは、
蝋
 ろう

 のような乳白色をしたやわらかい鉱石のことだ。

　石筆としても使われ、チョークのように石板などに線を引くことができる。

　イステリアの街中で、店先の石板に書かれている文字はこのろう石で書かれたものだ。

　風雨によって数日でかすれてしまうので、長期間設置する看板などには利用されない。

　イステール領では、
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 が採掘された場所からろう石も採掘される。

　わりとありふれた鉱物で、非常に安価である。

「いえ、あるものを作るのに使います。できれば、荷馬車１台分くらい手配していただきたいのですが」

「あるもの、ですか。それも、カズラ様から教えていただいた技術のものですか？」

「そうです。ただ、まだどんなものなのかとはアイザックさんにも言えなくて……ごめんなさい」

「いいんですよ。カズラ様のお手伝いをするために使うんですよね？」

　申しわけなさそうなバレッタに、アイザックは笑顔を向けた。

　バレッタが作ろうとしているものは、ろう石を粘土に混ぜて作る、ろう石レンガだ。

　それを型にはめて整形し、窯で焼き上げれば耐火レンガになる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 に持ってきてもらう耐火レンガを使って丈夫な
炉
 ろ

 を作り、高温で焼き上げれば、かなりの高温にも耐えられる高品質な耐火レンガをいくらでも製造することができるだろう。

「はい。もしカズラさんがその技術をアルカディアに導入すると決めた時のために、今から準備しておこうと思って。カズラさんにも、私が準備していることは言ってないんですけどね」

「えっ、カズラ様にも言ってないのですか？」

「はい、あまりカズラさんの手を煩わせたくなくて。心配もさせたくないですし……」

　準備とはいえ、
一
 かず

 
良
 ら

 に秘密で作業を進めると言うバレッタにアイザックは驚いた。

　だが、すでに
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタにその技術を教えている様子である。

　未知の技術を先んじて教えられるほどに、バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 から信頼されているのだ。

　それならば、自分がとやかく口を出すべきではないだろう。

　ちなみに、バレッタが言った「
一
 かず

 
良
 ら

 の手を煩わせたくない」や「心配させたくない」は、半分本音で半分嘘である。

「ふむ……分かりました。私もカズラ様には何も言わないでおきましょう。ろう石の手配も任せてください」

「ありがとうございます。それと、２つ目の相談なんですが、現在カズラさん主導で行っているイステリアでの作業の内容を詳しく教えていただきたいんです。あと、今後行う作業計画と、作ろうとしている道具の種類も教えていただきたいです」

「それはかまいませんが、カズラ様に直接聞いてみたりはしないのですか？」

「カズラさんにも色々と話を聞いてはいるんですけど、あまり細かい内容を聞くのは、その……悟られてしまいそうで……」

「悟られる？　何をです？」

　歯切れ悪く口ごもるバレッタに、アイザックは不思議そうに首を傾げた。

　バレッタは机の上に視線を泳がせながら少し黙っていたが、顔を上げると口を開いた。

「私、カズラさんの
傍
 そば

 でお手伝いがしたいんです。でも、親しいからという理由だけで、
傍
 そば

 に置いてもらうのは嫌なんです」

「……ん？　どういうことです？」

　意味がよく分からず、アイザックが再度問い返す。

「カズラさんに、実力を認めてもらいたいんです。お願いして
傍
 そば

 に置いてもらうんじゃなくて、必要とされて
傍
 そば

 にいたいんです。もう足手まといには、なりたくないから……」

　顔を赤くしながら恥ずかしそうにうつむくバレッタに、アイザックは少しの間首を捻って考える。だが、すぐに「ああ、なるほど」と
頷
 うなず

 いた。

「そういうことですか。なるほど、なるほど」

　うんうん、と
頷
 うなず

 くアイザックに、バレッタはうつむいたままさらに顔を赤くした。

「しかし、バレッタさんのやろうとしていることは……いや、すみません。バレッタさんならやってのけるでしょう」

「はい、絶対にやってみせます」

　バレッタは顔を上げると、真剣な表情で
頷
 うなず

 いた。

「なので、色々とアイザックさんにも協力してもらいたくて……お願いできますか？」

「もちろんです。私にできることなら、何でも協力しましょう。ぜひとも頑張ってください」

　頼もしく返事をするアイザックに、バレッタはほっと息をついた。

「よかった。あと、最後の相談……というか、もし知ってたら教えて欲しいことがあるのですが……」

「遠慮はいりませんよ。何でもおっしゃってください」

「えっと……」

　バレッタは再び机に視線を泳がせながら口ごもっていたが、やがて口を開いた。

「リーゼ様とカズラさんって、その……親しい間柄なんですか？」

「……」

「……あの？」

　表情を失って彫刻のように固まるアイザックに気づき、バレッタが心配そうに声をかけた。

「あ、すみません……そうですね、とても親しくされているように見えます」

　アイザックはバレッタから視線を逸らすと、遠い目をした。

「その、お付きあいしてたりは……」

「……そこまでは私も分かりません。ただ、リーゼ様はカズラ様のことをとても気に入っているように見受けられます」

「そ、そうですか……あの……何かごめんなさい」

　急激にローテンションになってしまったアイザックに、バレッタはどうしていいか分からず謝った。すると、アイザックはバレッタに真剣な表情を向けた。

「バレッタさん」

「は、はい」

「頑張ってください」

「が、頑張ります」

　妙な迫力に冷や汗をかきながら、バレッタは何とか
頷
 うなず

 いた。

　

　一方その頃。

　ハベルとマリーは川べりに並んで腰をかけ、
釣
 つ

 りの準備をしていた。

　
釣
 つり

 
竿
 ざお

 はハベルが自宅から持ってきたもので、
餌
 えさ

 は付近の石をひっくり返して採った虫である。

　ハベルたちの他にも、部隊の兵士や従者たちが川辺に腰かけて
釣
 つ

 りをしていた。

　遠くの下流では、川に入って水浴びをしている者たちもいるようだ。

「今日こそはたくさん
釣
 つ

 らないとな。カズラ様やアイザック様にも差し入れできるように頑張ろう」

「ハベル様、前回もそうでしたが、やはり奴隷の身分の私が仕事を休むわけには……」

　ハベルが差し出した
餌
 えさ

 付きの
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を受け取りながら、マリーは困ったような表情を見せた。

「せっかくのカズラ様のご厚意なんだ、ありがたく休ませてもらっておけよ。それに、休める時には休んでおかないと、うちにいた頃みたいにまた倒れるぞ」

　マリーは幼い頃、よく熱を出しては寝込んでいた。

　奴隷という身分のせいで連日休みなしで働かされていたのと、元々病弱気味だったうえにストレスが重なったというのが原因である。

　ストレスの主な要因は、義兄であるアロンドだ。

「で、でも、全部他のかたに任せっぱなしというわけにも……」

「いいんだよ。それに、遊んでこいって言ってくれたのに、それを断って働くのもどうかと思うぞ。厚意に感謝して、しっかり遊んでおけ」

　今朝方、いつもどおり仕事を始めようとするマリーに、他の従者たちは「遊んでこい」と声をかけてくれた。

　ナルソン邸で働く使用人の中ではマリーが最年少で、一番年の近い者でも３つ上である。そんななか、文句１つ言わずにせっせと働くマリーは、皆から妹のようにかわいがられていた。先輩の言うことには絶対に逆らわず、常に周囲を手伝おうと動き回る姿勢も高評価だったようだ。

「ナルソン様の屋敷には兄上もいないんだし、もう少し気楽にかまえていてもいいんだぞ」

　ルーソン邸にいた頃、兄のアロンドはことあるごとにマリー対して
難
 なん

 
癖
 くせ

 をつけ罵倒し、時には暴力も振るっていた。そのため、マリーは極力アロンドの機嫌を損ねないように、常に周囲に目を配って動くような性格になった。

　一生懸命働く姿勢の裏には、他人に対する恐怖心が存在する。

　幼い頃からマリーを気にかけるハベルは、軍に入る以前に一度だけ、アロンドにマリーへの暴力行為を止めるように直言したことがあった。

　だが、激昂したアロンドに思い切り殴り飛ばされてしまった。

　普段は比較的友好的に接してきていたアロンドの突然の行為に、ハベルは完全に
萎
 い

 
縮
 しゆく

 してしまい、その後はマリーを遠巻きに見守るだけになってしまった。

　他の使用人たちも被害の飛び火を恐れて見て見ぬふりをするなか、マリーの母だけは身を挺してマリーを守っていた。しかしその母も、５年ほど前に病気がちなのを理由に、父のノールによって売り飛ばされてしまった。

　ハベルが軍に入隊したのは、その直後だった。

　戦時中の入隊ということもあって、入隊後は軍部で速成訓練を受けた後に戦場へと赴き、休戦まで家に戻ってくることはなかった。

　戦地から戻ってからは、ハベルはアロンドがマリーに対して辛く当たっているのを目にすると、堂々と
庇
 かば

 うようになった。

　当然のように何度も殴り合いの喧嘩になったが、見かねたノールに２人とも殴り飛ばされてからは、暴力沙汰は起こっていない。

　ちなみに、殴り合いの喧嘩をした次の日には、アロンドは喧嘩などなかったかのようにけろっとした様子でハベルに接していた。

　といっても、癇に触るような軽口を叩き、からかってくることは多々あったので、ハベルとしてはもやもやしっぱなしだったのだが。

「はい……」

　複雑そうな表情で
頷
 うなず

 くマリーを気にするでもなく、ハベルは川に顔を向けたまま
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を振る。

「毎日かなり忙しそうだが、身体は大丈夫か？　だるかったり体調を崩しそうだなと感じたら、すぐにカズラ様やエイラさんに言うんだぞ」

「それは大丈夫です。ナルソン様のお屋敷で働くようになってから、何だか毎日すごく身体の調子が良くて」

「そうか。他の使用人たちとは上手くいっているか？」

「はい、皆さんすごく良くしてくれます。特に、エイラさんがとても気にかけてくれて……」

「エイラさんは面倒見がよさそうだもんな。優しい先輩でよかったじゃないか」

「はい……あの、私なんかのために本当にありがとうございます。何とお礼を言ったらいいか」

　ちらちらと顔色を
窺
 うかが

 うように見てくるマリーに、ハベルは水面に目を向けたまま苦笑した。

「俺にはもう少し砕けた態度で接してくれると嬉しいんだけどな。無理にとは言わないけどさ」

「も、申しわけございません！　え、えっと……兄さん……」

　慌てた様子で兄と呼んでくるマリーの頭を、ハベルはぽんぽんと
撫
 な

 でた。

　心中はやるせない気持ちでいっぱいだが、それを表情に出したりはしない。

「ほら、そうやって
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を持っていても魚は
釣
 つ

 れないぞ。魚は水の中にいるんだ。知ってたか？」

「は、はい！　よっと……あ！　針が服に！」

　服に引っかかった針を竿ごと振り回して、慌てふためくマリー。

「自分を
釣
 つ

 ってどうするんだよ……」

　ハベルはやれやれと自分の
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を
傍
 かたわ

 らに置くと、マリーを押さえつけて針を外すのだった。

　

　日本に帰還した
一
 かず

 
良
 ら

 は、建設会社の会議コーナーで取締役と会っていた。

　テーブルの上には、印刷された工事計画書が重ねて置かれている。

「前回話したとおり、今回の作業は本改修の前の事前改修って扱いだ。本改修は来年の雨季の後に、地区ごとに分けて取り掛かることになる」

　図面の見方を説明してもらい、概況の説明に入る。

　図面は赤黄図面と呼ばれるもので、赤色で描かれた部分が改修部位、黄色で描かれた部分が撤去部位と色分けされていた。

「こっちの旧河川は、この部分が不自然に広がって見えるだろ？　おそらくこれは、過去の増水で本来あったはずの陸地が
洗
 せん

 
掘
 くつ

 されて決壊したうえに、川裏まで土が削れて川幅が広がっちまったんだな」

「ふむふむ……あの、『
洗
 せん

 
掘
 くつ

 』ってどういう意味ですか？」

「堤防が水流で削り取られることだ。補強はされているようだが、このままだとまたここから決壊するだろうな。それで、この部分の対策には上流側の
擁
 よう

 
壁
 へき

 から全部作り直す必要があってだな……」

「『
擁
 よう

 
壁
 へき

 』って何ですか？」

「川の斜面が削られないようにするための壁のことだ。……そうか、そういった用語も付録に付けておくべきだったか」

　こりゃまいったと、取締役が頭をかく。

「勉強不足ですみません……」

「いや、元々数千年前の人間にも分かるように計画書を作るって話だったからな。もっと気をつけるべきだったよ。本改修の図面は、もっと丁寧に作っておく」

　そんなやりとりをしながら、計画書の説明を受けること数時間。

　打ち合わせを終え、
一
 かず

 
良
 ら

 は事前改修計画書が入った封筒を受け取り、席を立った。

　取締役は終始ノリノリな様子で、『山から水道橋を引っ張って噴水とか作るのはどうだ』とか『せっかくだから街の全域に上下水道を引いてみるか？』などと、説明の合間に冗談交じりに言っていたりもした。

　彼からしてみれば、ほぼ好き勝手に内容をいじれるうえにお金も貰えるという、気楽で楽しい仕事なのだろう。

「説明ありがとうございました。これで雨季には間に合いそうです」

「満足してもらえてよかったよ。木製の
聖
 せい

 
牛
 ぎゆう

 なんて学校で習ったきりだったが、まさか仕事で使うことになるとは思わなかったな。何でも勉強しておくもんだ」

　一仕事終えた、といった様子で、取締役は満足そうな表情だった。

　
聖
 せい

 
牛
 ぎゆう

 とは、水の勢いを和らげるために川底に設置する装置のことだ。

　束にした丸太の上に石を載せたもので、イステリアでも簡単に製作することができるだろう。

「それでは、また本改修の図面が仕上がる頃に伺います。よろしくお願いしますね」

「おうよ、任せておいてくれ。……ところで、１つ聞きたいことがあるんだが」

　会社を後にすべく
一
 かず

 
良
 ら

 が一礼すると、取締役が引き止めてきた。

「工事を行った後の現場のＣＧも、この間見せてもらった写真と同じような具合で作ったりするのか？」

「そうですね。せっかくなので作るつもりです」

「そうか！　もしよければ、俺にもそのＣＧを見せてもらいたいんだが……どうだろう」

「かまいませんよ。ただ、コピーして差し上げたりすることはできないんで、見せるだけになっちゃいますけど」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう答えると、取締役は嬉しそうに目元を綻ばせた。

「ああ、もちろんそれで構わないよ。楽しみにしてる。今後ともよろしく」

　満足気な取締役に正面玄関まで見送られ、
一
 かず

 
良
 ら

 はその場を後にした。

　取締役は去っていく
一
 かず

 
良
 ら

 の背を見送りながら、
感
 かん

 
慨
 がい

 深げに「ふむ」と
唸
 うな

 った。

「写真をコピーできないってことは、俺が作った工事計画書とＣＧをセットにして本でも作るつもりかな？　素っ頓狂だが、なかなか面白い着眼点だ。出版したらそこそこ話題になるだろうな」

　取締役は１人納得すると、作業の続きをすべく社内へと戻っていった。

　

　建設会社を後にした
一
 かず

 
良
 ら

 は、バレッタが持たせてくれた弁当を車の中で食べた後、県内のとあるソフトウェア会社を訪れていた。

　来社の目的は、数日前にナルソンやリーゼと話していた時に思いついた『異世界の言語で書き込めるソフト』の開発依頼だ。

「それで、まったく新しい文字をキーボードでローマ字を打つような感じで、メモ帳みたいなものに出力するソフトを作って欲しいんですけど」

　テーブルの対面に座る女性社員が、
一
 かず

 
良
 ら

 の質問に首を傾げる。

「それは俗語を作るということですか？」

「俗語というか、創作言語を作ってそれを使えるようにしたいんです。どう説明すればいいのかな……」

「えっと……簡単にいえば、オリジナルフォントを作ってそれに文字などを連動させるといった認識でよろしいでしょうか？」

「あ、そうそう、それです。できますかね？」

　素人丸出しな
一
 かず

 
良
 ら

 の質問に、女性社員は
頷
 うなず

 いてみせた。

「できますよ。というか、それなら私どもに開発をご依頼されなくても、
既
 き

 
存
 そん

 の市販ソフトで十分対応できます」

「え、そうなんですか？　それって、表計算ソフトとか文章作成ソフトとかでも、作成したフォントが使えたりします？」

「ＷＥＢ上で第三者が閲覧するのは無理ですが、その辺りは普通のフォントと同じ扱いでいいと思います。自分のホームページを作って、そこにそのフォントを第三者でも閲覧可能なように工夫をすれば大丈夫ですよ」

　女性社員の説明に、
一
 かず

 
良
 ら

 は「おお」と声を漏らした。

　工夫がどうのと言われてもさっぱり分からないが、オフラインでしか使う予定はないので問題ない。

「あ、ＷＥＢに上げたりするつもりはないんで、そこは大丈夫です。そのソフトってどこで手に入るのか教えてもらってもいいですか？」

「確かダウンロード版とパッケージ版があったと思います。パッケージ版でもネットの通販で注文すれば、明日には手に入りますよ。ソフト名は○○で、値段は６０００円くらいだったかと思います」

「ありがとうございます、早速注文してみます。……何か、質問だけしに来たみたいになっちゃってすみません」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が申しわけなさそうに謝ると、女性社員はにこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「いえいえ、お役に立ててよかったです。また何かありましたら、いつでもお声掛けくださいね」

　こうして、タダでお茶だけ飲んで情報を貰い、
一
 かず

 
良
 ら

 はソフトウェア会社を後にした。

　その後、ネットでオリジナルフォント作成ソフトを注文した
一
 かず

 
良
 ら

 は、もはや行き付けとなったホームセンターへとやってきた。

　いつものように園芸コーナーに向かうと、顔なじみの主任店員が近寄ってきた。

「
志
 し

 
野
 の

 様、ご来店いただきありがとうございます」

「お久しぶりです。今日は耐火レンガを……あれ？　役職変わりました？」

　ふと主任店員の名札に目をやると、そこには『主事　フロアマネージャー』と肩書きが記載されていた。

「ええ、この間昇進しまして、主事になったうえにフロアの統括を任されることになったんです。といっても、なるべく売り場には出ているつもりなので、今までどおりお申し付けいただければと思います」

「おお、それはよかったですね！　おめでとうございます！」

「ありがとうございます。今後とも頑張りますので、ご
贔
 ひい

 
屓
 き

 にしていただきたく思います。それでは、耐火レンガですが、こちらに何種類かありまして……」

　主任店員改め主事店員は、
一
 かず

 
良
 ら

 に深々と頭を下げると、レンガの売り場へと移動した。

　途中、農薬コーナーに硫黄粉末が置いてあったので、根こそぎ取り置きしてもらった。

「レンガは全部でいくつご入用ですか？」

「んー、どれくらい必要なんだろ。
製
 せい

 
鉄
 てつ

 
炉
 ろ

 を作ろうと思ってるんですけど」

　バレッタからレンガを頼まれはしたが、どれくらい必要なのかを聞いていなかった。

　バレッタの口ぶりからすると「試しに作ってみたい」といった程度の話だったので、そこまで大量には使わないだろう。

「
製
 せい

 
鉄
 てつ

 
炉
 ろ

 ですか。
炉
 ろ

 の大きさにもよりますが、少し多めに用意しておいたほうがいいかと思います。耐火モルタルも必要になると思うので、合わせてご案内いたしますね。燃料はコークスでしょうか？」

「いえ、燃料には木炭を使う予定なんです」

　コークスとは、石炭を蒸し焼きにして作った燃料のことだ。

　木炭に比べて持続性も安定性も優れているので魅力的だが、使い方によっては石炭内の硫黄分のせいで鉄を駄目にしてしまう恐れがあるので、注意が必要だ。

　バレッタは山で炭焼きをしているということなので、燃料に使うのは木炭だろう。

　以上の情報は、バレッタに買っていった金属精錬の本に詳しく記載されていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はまだ細かく読み込んではいないので、すべては理解していない。

「木炭ですか。
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 のような本格的な
炉
 ろ

 を作るようなら、かなりの量の耐火レンガが必要になるかと思います。お作りになろうとしている
炉
 ろ

 は、どんな形式のものですか？」

　
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 とは、塔のような形をした大型の
炉
 ろ

 のことだ。

　１日で軽く１トン以上の鉄を生産できる優れもので、高さは４メートルから５メートルに達する巨大なものである。

「いや、手動のフイゴで風を送りながら
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 を溶かして、それをひっぱたいて作るような原始的な製鉄なんで……というか、ずいぶんと詳しいんですね」

「フロアマネージャーですので」

　きりっとした表情で答える主事店員。

　彼は質問すれば何でも答えてくれるので、非常に頼りになる。

　ちなみに、
一
 かず

 
良
 ら

 が言っている
炉
 ろ

 は、『レン
炉
 ろ

 』といわれる原始的な
炉
 ろ

 のことだ。

　１日の生産量は数キロがいいところで、量産には向いていない。

　バレッタはどんな
炉
 ろ

 を作るとは言っていなかったが、作るとしたらレン
炉
 ろ

 だろう。

「そ、そうですか。じゃあ、とりあえず少し多めに買って行くことにします。だいたいの数を
見
 み

 
繕
 つくろ

 ってもらえますか？」

「かしこまりました。それでは、店内の在庫すべてということで……」

「うん、それ少し多めとかいうレベルじゃないですよね」

「す、すみません、少し調子に乗りました」

　そんなこんなで、主事店員に協力してもらい、
製
 せい

 
鉄
 てつ

 
炉
 ろ

 作りに必要な部材を
見
 み

 
繕
 つくろ

 ってもらった。

　燃料として備長炭を強く勧められたので、せっかくだからと何箱か購入した。

　その他にも、モルタル作りの際に使う簡易マスクや防塵ゴーグル、ナルソン邸で使うＬＥＤライトなども一緒に購入した。

　バレッタに頼まれた他の品物も、一通りそろえることができた。

　メモ紙には、木製の樽、針金、鋼鉄製の円刃や方位磁石など、村や山で使うと思われる品物が色々と記載されていた。

　以前頼んだ脱油機もメーカーに在庫があるとのことなので、明日着で屋敷まで届けてもらうことにした。

「とりあえずこんなものですかね。また立ち寄った際はよろしくお願いします」

「毎度ありがとうございます。
志
 し

 
野
 の

 様のご注文には最優先で対応させていただきますので、なにとぞ今後ともよろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げる主事店員に見送られ、
一
 かず

 
良
 ら

 はホームセンターを後にした。

　

「思ったより時間かかっちゃったな。バレッタさん、待ちくたびれてるかな……」

　その後もグンマー牧場で堆肥の発注を済ませたり、スーパーでグリセア村用の食料品を買い込んだりしているうちに、いつの間にか時刻は19
 時を回っていた。

　大慌てで屋敷へと戻り、買い込んだ荷物は屋敷に置き去りにして、ボストンバッグ片手に異世界への扉に向かって走る。

　そんなに遅くならないとバレッタには言ってしまっていたので、きっと今頃心配していることだろう。

「お、雨が降ったのか」

　異世界への敷居を跨いで石畳の通路を抜けると、一面水浸しの地面が目に飛び込んできた。

　かなりの大雨が降ったようで、あちこちに小さなぬかるみができている。

　それに加えて、雑木林には濃い霧がかかっていた。

「こりゃすごい霧だな……全然先が見えないぞ」

　完全に日が落ちて真っ暗なうえに、ライトで照らしても濃霧のために一寸先すら見えない。

　だが、村までの道のりは一直線だ。

　万が一にも道に迷うことはないだろうと、そのまま雑木林へと踏み込んだ。

　そうして歩くこと、約30
 分。

「……やばい、迷った」

　ものの見事に、
一
 かず

 
良
 ら

 は
遭
 そう

 
難
 なん

 した。

「おかしいな、真っ直ぐ歩いてきたはずなんだけど……」

　周囲をきょろきょろと見渡してみるが、今自分がどこにいるのかさっぱり分からない。

　来た道を引き返そうかとも考えたが、歩き慣れた道を逸れて迷子になっている現状では、それすらおぼつかないように思えた。

　慣れた場所だと甘く見ていたが、霧の中で方向感覚が狂ってしまったようだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は近場にあった木の根に腰を下ろすと、どうしたものかとため息をついた。

「朝になって霧が晴れればいいけど……というか、霧が晴れても森から抜けられるのか？」

　明るくなって霧が晴れたとしても、現在位置が分からなければ戻りようがない。

　それに、本来ならば徒歩５分ほどで着くはずが、もう30
 分も森を彷徨ってしまっている。

　村とは見当違いの場所にいるとみて、まず間違いない。

　昼間に買った方位磁石があれば簡単に戻れただろうが、手持ちのバッグにはスーパーで買った日本酒や洋酒、それと着替えくらいしか入っていなかった。

　幸いエネルギーバーとリポＤはいくらか持っているので、数日の間なら持たせることができるだろう。

「朝になったら生木を燃やして狼煙を上げるか。誰か助けに来てくれるかもしれないし」

　ポケットに常備されたライターを
擦
 こす

 りながら、深くため息をついた。

　思い返してみれば、今いる森のことや野生動物のことなど、ほとんど何も知らないに等しい。

　
焚
 た

 き木や木の実などを得るために森に入ることは何度かあったが、その時は常にバレッタが一緒だった。そう考えた途端、周囲の森が得体の知れない存在に思えて、何とも不安な気持ちになってしまった。

「バレッタさん、心配してるだろうな……」

　夕飯のメニューは何だったのだろうかとぼんやり考えていると、昼間の疲れが出たのか、
一
 かず

 
良
 ら

 は次第にこっくりこっくりと舟をこぎ始めた。

　

「カズラ様、カズラ様」

「ん……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそのまま寝入っていると、不意に名前を呼ばれて身体を揺すられた。

　寝ぼけ眼で顔を上げると、そこには遠出用の軽装をまとった若い女がおり、
一
 かず

 
良
 ら

 の肩に手をかけていた。服装からして、部隊の使用人だろう。

　手には松明を持ち、心配そうな表情でこちらを見つめている。

　整った優しげな顔立ちと、１つに結ばれた長い黒髪が印象的だ。

「よかった、気づかれましたか。お
怪
 け

 
我
 が

 はありませんか？」

「大丈夫です……あの、もしかして、私を探しに来てくれたんですか？」

　辺りをきょろきょろと見渡してみるが、この場にいるのは彼女だけのようだ。

「はい、カズラ様のお帰りが遅いので、この霧で迷ってしまったのではないかと、周辺の森を捜索するように村長に依頼されたんです。他の者たちも、あちこちを捜索しているはずです」

「うえ、マジですか。やっちまったな……」

　眠りこけている間に、何やら大事になってしまったようだ。

　この分では今頃、村は大騒ぎになっているだろう。

「でも、助けに来てくれて助かりました。急いで村に戻りましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言って立ち上がったのだが、急に足元がふらついて倒れこみそうになった。

　彼女は慌てて抱きとめるようにして、
一
 かず

 
良
 ら

 の身体を支える。

「あっ、まだ無理ですよ！　身体がかなり冷えていますから、少し暖をとってから戻ることにしましょう」

　彼女の
台詞
 せりふ

 に、
一
 かず

 
良
 ら

 は自分の身体を
擦
 こす

 ってみた。

　いつの間にやら、全身が恐ろしいほどに冷たくなっている。

　四肢の動きも鈍く、思うように動かせない。

「
焚
 た

 き木を拾ってきますね。少し待っていてください」

　彼女は
一
 かず

 
良
 ら

 を木の根に座らせると、松明を地面に突き刺し、森の中へと消えていった。

　霧は
若
 じやつ

 
干
 かん

 晴れてきているようで、周囲にはうっそうとした暗い森が広がっている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が身を震わせながら待っていると、彼女が手にたくさんの
焚
 た

 き木を抱えて戻ってきた。

　そして手早くそれらを積み上げ、松明の火を添える。

　雨と霧で湿気ているだろうと思ったのだが、
焚
 た

 き木はあっという間にパチパチと音を立てて燃え始めた。

「しばらく、ここで火にあたっていきましょう」

「あれ、ずいぶん簡単に火が点きましたね。
焚
 た

 き木は湿気てませんでしたか？」

「コツがあるんですよ。雨の後でも、注意して探せば濡れていない枝が落ちているものです」

　首を傾げる
一
 かず

 
良
 ら

 に、彼女は柔らかく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでみせた。

　地面にぬかるみができるほどの大雨でも濡れない場所とはどこだろうかと考えてみるが、まるで見当が付かない。

「そうなんですか……ううむ、全然分からん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が首を捻っていると、彼女もその場に座って火にあたり始めた。

　――……あれ？

　ふと
一
 かず

 
良
 ら

 は、彼女が座る地面に目を向けた。

　そこは大雨でぬかるんでいるはずなのに、彼女の周辺だけ、
綺
 き

 
麗
 れい

 に円を描くように乾いていた。

「……あと、４年ですね」

　何が何だか分からずに
一
 かず

 
良
 ら

 がいぶかしんでいると、火を見つめていた彼女が口を開いた。

「４年？　……ああ、休戦協定の期限切れまでですか？」

「はい」

　彼女は
頷
 うなず

 き、じっと火を見つめている。

　赤々とした火に照らされたその顔は、どこか
儚
 はかな

 げで悲しそうに見えた。

「また、たくさんの命が失われますね。人も、獣も、大勢死んでしまいますね」

　急にそんな話をし始めた彼女の顔を、
一
 かず

 
良
 ら

 はじっと見つめる。

　何と返せばいいのか、言葉が見つからなかった。

「次の戦争でも、アルカディアはバルベールを追い払うことができると思いますか？」

　火を見つめたまま、彼女が言う。

「もちろんです。前回だって守りきったじゃないですか。大丈夫ですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は即答した。

　相手は一般市民で、自分は領地の内政に深く関わる者だ。

　弱気な発言など、できるはずがない。

「それに、まだ戦争が再開されると決まったわけではありませんよ。同盟国がしっかりと手を取り合えば、バルベールも簡単には攻めてこられないはずです」

「攻めてきますよ。絶対に」

　彼女は即答した。

　顔は相変わらず
焚
 た

 き火に向けたまま、こちらにちらりとすら視線を向けない。

「どうしてそうおも……っ!?
 」

　言いかけて、
一
 かず

 
良
 ら

 は彼女の背後に信じられないものを見て言葉を詰まらせた。

　そんな様子を気にするでもなく、彼女は再び口を開く。

「すべて、決まっていたんです。攻め込まれて、追い立てられて、何もかも焼かれて、それでおしまい」

　そう言うと、彼女は
一
 かず

 
良
 ら

 にすっと顔を向けた。

「そう、すべて決まっていたんです。ほんの数ヶ月前まで、すべて決まっていました」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はじっと見つめてくる彼女の顔を見た後、再び彼女の背後に目を向けた。

　そこには、
焚
 た

 き火の灯りに映し出された影があった。

　小さな影があるはずのそこに、巨大な何かが揺らめいている。

　目の前に座っている彼女とはまったく違う、獣のような形をした巨大な影。

「でも、あれからどんどん霧が濃くなっていって、今では何も見えなくなってしまいました」

　彼女はそう言うと、再び
焚
 た

 き火に視線を戻した。

「この土地に住む人も獣も、みんな死んでしまうのでしょうか。決まっていたことよりも、もっと
酷
 ひど

 いことになってしまうのでしょうか」

　まるで自分自身に問いかけるように、彼女が言う。

「……カズラ様」

　彼女は
焚
 た

 き火をじっと見つめたまま、つぶやくように
一
 かず

 
良
 ら

 の名を呼んだ。

　彼女を見つめたまま、
一
 かず

 
良
 ら

 は動けなかった。

　目の前にいる
華
 きや

 
奢
 しや

 な女性が、いったい何者なのかさっぱり分からない。

　言っていることも脈絡がなく、まったくもって意味不明だ。

　だが、
焚
 た

 き火に揺らめく獣のような影は、今も変わらずそこに存在している。

「我々を救ってくださいますか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はじっとりとした汗をかきながら、影から彼女に視線を戻した。

「『我々』……とは？」

　しぼりだすような声で
一
 かず

 
良
 ら

 が問い返すと、彼女はそのままうつむいた。

　
頬
 ほほ

 にかかっていた髪がさらりと流れ、その表情を隠してしまう。

「邪魔になることは、分かっています。
酷
 ひど

 いお願いだとも、分かっています」

　質問に答えず、一方的に話を続ける彼女。

「それでもどうか、お願いします。代わりに、最後の時は、私がお迎えにあがります」

　彼女はそう言うと、うつむいたまま立ち上がった。

　同時に、今まで煌々と灯っていた
焚
 た

 き火が一瞬で消え、辺りは
闇
 やみ

 に包まれた。

　周囲には月明かりすらなく、自分の手元すら見ることができない。

「霧が晴れます。参りましょう」

　あまりの出来事に
一
 かず

 
良
 ら

 が表情を引きつらせていると、ぐいと手を掴まれて立ち上がらされた。

　手を引かれ、真っ暗な森の中を早足で歩く。

　半ば引きずられるように数分歩くと、暗闇の中に家々の明かりが見えてきた。

　どうやら、森を抜けて村に着いたらしい。

　ふと気がつくと、掴まれていた手の感触がなくなっていた。

　呆然と周囲を見渡すが、近くには誰もいない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は少しの間立ち尽くし、やがて村へと向けて歩き出した。

　

　屋敷に着いて中に入ると、バリンとバレッタが
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 の前に座っていた。

　バリンはあぐらをかいたまま居眠りしており、バレッタは本を読んでいた。

　床には料理の盛られた皿が置かれ、夕食の支度が整っている。

　バレッタは本から顔を上げると、
一
 かず

 
良
 ら

 ににっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「お帰りなさい、カズラさん。ご飯できてますよ。……カズラさん？」

　ぼうっと立ち尽くす
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが首を傾げた。

「あ、すみません」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は居間に上がると、
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 の前に座った。

　バレッタに揺すられて、バリンも目を
醒
 さ

 ます。

「おお、これは失礼しました。すっかり寝入ってしまってましたな」

「いえ、私のほうこそ遅くなってすみませんでした。はい、これお
土産
 みやげ

 です」

　ボストンバッグから数本の日本酒と洋酒を取り出すと、バリンの
瞳
 ひとみ

 が輝いた。

「よ、よろしいのですかな!?
 　よろしいのですかな!?
 」

「よろしいので好きにやってください」

　受け取った酒瓶を抱えて躍りだしそうな勢いで喜ぶバリンに苦笑しながら、
一
 かず

 
良
 ら

 はご飯の盛られた
椀
 わん

 をバレッタから受け取った。

「カズラさん、何かあったんですか？」

　先ほどの
一
 かず

 
良
 ら

 の様子が気になっているのか、バレッタが心配そうに声をかけた。

「さっき、森で……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は先ほどの出来事を話そうと口を開きかけ、言葉を詰まらせた。

　あまりにもわけの分からない話すぎて、どうにも説明のしようがない。

　ポケットから携帯電話を取り出して時間を確認してみると、まだ20
 時を少し回ったところだった。体感的には、深夜を過ぎていてもおかしくないと思ったのだが。

「いや、たぶん疲れすぎておかしな夢を見たんだと思います。何だか混乱してしまって」

「夢、ですか？　どんな夢だったんです？」

「えっと……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は体験したままの内容を口にしかけて、思いとどまった。

　ただでさえ村が
野
 や

 
盗
 とう

 に襲撃されてからのバレッタは、そういった方面に過敏になっている様子なのだ。

　戦争で大勢死ぬだの、絶対にバルベールは攻めてくるだのといった話を、たとえ夢の話だとしてもするべきではないだろう。

「森の中で、
綺
 き

 
麗
 れい

 な女の人とお話しする夢を見ました」

「……」

「……あの、バレッタさん？」

「知りません」

「これは
美味
 うま

 いなあ！　ほれ、カズラさんも飲みましょう!!
 」

　何やらむくれるバレッタに
一
 かず

 
良
 ら

 が焦っていると、バリンがコップを手渡してきた。

　その後、やたらと盛り上がるバリンに引きずられるような形で酒盛りが始まった。

　そして朝、目を
醒
 さ

 ますと、２人して居間に倒れこんでいた。

　

　朝食後、
一
 かず

 
良
 ら

 は日本に戻ると、電気屋でエアコンや追加のノートパソコンといった家電を購入し、リーゼと約束した化粧品などの買い出しと各種情報収集を行った。

　パソコンを購入した際には、百科事典のＤＶＤも購入した。

　
書
 しよ

 
籍
 せき

 に比べて非常にコンパクトなうえに、これならば情報の検索も容易になるだろう。

　今までのように情報が必要になるたびに日本に戻るといった状況も、ある程度緩和することができそうだ。

　そして郷土資料館にも赴き、職員に馬車の振動対策について詳しく教えてもらった。

　色々と聞いた結果、イステリアでも使えそうな『
懸
 けん

 
架
 か

 
式
 しき

 』という方法を知ることができた。

『
懸
 けん

 
架
 か

 
式
 しき

 』とは、座席を
紐
 ひも

 や鎖で車体からぶら下げることによって、走行時の振動を軽減させる方法だ。バネを用いたサスペンションには劣るが、今までのように車体へ直に振動が伝わっていた状態よりはだいぶマシになるだろう。

　参考文献も購入できたので、イステリアに戻ったらすぐに製作に取り掛かれそうだ。

　午後になってから村に戻り、バレッタと２人でのんびりと過ごした。

　村の近況を聞いたり、鳥小屋や畑を見て回ったりと、久しぶりにゆったりとすることができた。

　イステリアでの作業の話もちらほらと出たが、それが主な話題になることはなかった。

　ナルソン邸での生活や、マリーが用意してくれる料理の内容などにバレッタは関心がある様子だった。

　その日の夜は早めに就寝し、それから早起きして出立準備を済ませ、村の入口へと向かった。

　村の入口には、
一
 かず

 
良
 ら

 を見送るためにすべての村人が集合していた。

　今は、バレッタに別れの
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしているところだ。

「次に戻ってくるのは、おそらく３ヶ月後になると思います。時間に余裕ができたら早めに戻ってくるようにしますから、心配しないでください」

「分かりました。でも、村は大丈夫ですから、カズラさんも無理はしないでくださいね。健康第一です」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が長期間村に戻らないと聞いても、バレッタは明るい表情を崩さなかった。

　村人たちの大半は不安そうな表情を見せているが、それを言葉にするような者はいない。

　バレッタも寂しがるだろうと思っていたので、拍子抜けすると同時に逆に自分のほうが寂しさを感じてしまった。

「バレッタさんも、あまり無理しすぎないでくださいね。毎日ほとんど休まないで動き回ってるって、ニィナさんからタレコミがありましたよ」

「う……気をつけます」

「本当に？」

「ほ、本当です」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はやれやれと苦笑すると、村の皆に向き直った。

「では、行ってきますね。しばらく会えませんが、元気にしていてください」

「……きっと、もっと早く会えます」

「え？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がきょとんとして目を向けると、バレッタはくすっと笑った。

「いってらっしゃい。お元気で」

「い、いってきます」

　意味がよく分からないままそう答え、
一
 かず

 
良
 ら

 は馬車に乗り込んだ。

　

　次の日の深夜。

　一行がナルソン邸の広場に到着すると、ナルソンとジルコニアが出迎えてくれた。

「カズラ殿、長旅お疲れ様でした。首尾はどうでしたかな？」

「ただいまです。必要な物はすべてそろいました。工事計画書も用意できたので、早急に工事を開始しましょう。人員の確保はできていますか？」

「できています。カズラ殿が出発した後すぐにガラスの売り上げの一部が入ってきましたので、初期費用としてそれを用いました」

「おお、クレアさんがやってくれましたか。まだ半月くらいしか経ってないのに、よく売り払えましたね」

「リーゼにせっつかれていたようで、工事の費用にと大急ぎで少量を売却してくれたようです。残りはもう少し待てと言っておりましたな」

　クレアには、加工済みのガラス玉を数十個渡してある。

　手持ちを全部渡していないのは、ナルソンから待ったがかかったからだ。

　全部でいくつあるのかは明かさず、継続的に一定量を手渡したいらしい。

「その売り上げで、しばらくは持ちそうですか？」

「初期費用としては十分ですが、長期間持たせることはできません。一応別枠で予算は組んであるので、資金不足になる心配はありませんが」

　それなりの額が入ってきたようだが、大人数を動員した工事費用としては心もとないようだ。

　定期的にクレアが資金を調達してきてくれればいいが、あまりあてにしすぎるのもよくないだろう。

「安定した収入源とは言いがたいですもんね。残りのガラス玉はどれくらいで換金できるんだろうか……何か聞いてます？」

「とりあえず小粒のものを数個売却したとのことで、残りはまだ取引に出していないとのことです。少しの間様子を見て、時期をみながら売りに出すとか」

「ふむ……まとめて売却とはいかないんですね」

「そうですな。あまり一気に数を出しすぎると価格の暴落にも繋がりかねませんし、なにより目立ちすぎるのでしょう。彼女に渡すのもしばらくは小粒のものを小出しという形にして、時折大粒のガラス玉を用意して、数でなく質で売却価格を調整させたほうがよいかと思います」

「なるほど、それがよさそうですね」

　自室には、まだ未加工のガラスロッドが５キロ以上ある。

　ピンポン玉サイズだろうが野球ボールサイズだろうが、必要に応じて作ることができるだろう。

「さて、今日のところは休ませてもらいますかね。明日は工事計画の調整でいいですか？」

「それが、その前に少しご相談したいことがありまして……」

「ん、何かあったのですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問い返すと、ナルソンの代わりにジルコニアが口を開いた。

「カズラさんがいない間に、王都、グレゴルン領、フライス領、そしてクレイラッツから、面会の申し入れに使者がやってきました。水車の
噂
 うわさ

 が、ついに彼らの耳にも入ってしまったようでして」

　それを聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は顔をしかめた。

　いつかはくるだろうと思っていた時が、ついにきてしまったようだ。

　他の地域に情報が伝わるまでにはまだ時間がかかると思っていたのだが、予想外に早い。

　使者が来ているということは、相手方は情報源の特定と真偽の確認も済んでいるのだろう。

「とうとう来ましたか……クレイラッツの使者も、王都とかの使者と同じ用件ですか？」

「同じは同じなのですが、別の件についても話し合いの場を設けたいとのことです。そちらは軍事関連の内容ですので、私が対応いたしますわ」

「ふむ……どんな内容なのか、後で教えてもらってもいいですか？」

「もちろんです。詳細はまだ私も知りませんので、会談が終わった後にお話しさせていただきますね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の申し出に、ジルコニアは
微
 ほほ

 
笑
 え

 み
頷
 うなず

 いた。

　アルカディアの外交状況については早急に情報を集める予定だったので、会談の内容と一緒にジルコニアから話を聞くのがいいだろう。

「他にもいくつか問題が起こりまして、ご相談させていただきたい話がありましてな……とりあえず詳細は明日にということにして、今日のところはお休みください。風呂の用意もできておりますので」

「そうですね、そうさせてもらいます」

　どんな話か気になるが、今は旅の疲れでくたくただ。

　運んできた荷物の荷解きもしないといけないので、勧めに応じて部屋に戻ることにした。

　

　荷物をアイザックたちに任せて風呂に直行し、一汗流してから自室へと戻る。

　ふとテーブルに目を向けると、便箋と布の小袋が置かれていることに気がついた。

「なんだろ……お、クッキーか」

　袋を開けてみると、中には四角いクッキーがたくさん入っていた。

　便箋には
綺
 き

 
麗
 れい

 な文字でメッセージが書かれている。差出人はリーゼのようだ。

「『お帰りなさい。エイラに教わりながらクッキーを焼いてみました。
美味
 おい

 しくできたのでおすそ分けです。　リーゼ』……忙しい身だろうに、ホントにマメだな。いただきます」

　ポリポリとクッキーを
齧
 かじ

 りながら、ノートパソコンを起動する。

　その間に床に積まれたダンボールを開封し、中から『オリジナルフォント作成ソフト』を取り出した。説明書をぱらぱらとめくり、使い方に目を通す。

「なになに、『手書きの文字をスキャナで取り込んで登録します』……せっかくだからリーゼに手伝ってもらうか。俺よりよっぽど字が上手だし」

　ソフトをインストールし、軽くいじってみる。

　特に複雑な操作は必要なく、簡単にフォント作成ができそうだった。

「これで文書作成ソフトとかにフォントを対応させれば、書類作成の効率が格段に向上するな。エイラさんとかにも手伝ってもらえるだろうか」

　エイラやマリーにパソコンで書類作成を頼むことができれば、
一
 かず

 
良
 ら

 やナルソンの負担は大幅に軽減されるだろう。

　情報によっては機密扱いになるだろうが、そういったものはリーゼやジルコニアに頼むこともできる。

　とはいえ、彼女たちにパソコンの扱いを覚えてもらうという前提があるので、仕事を頼めるようになるまでには多少時間がかかるだろうが。

「……バレッタさんだったら、何でもぱぱっと覚えてくれそうだよな。あっという間に俺より使いこなせるようになりそうだ」

　昨日別れた時のバレッタの笑顔を思い出し、少ししんみりとしてしまう。

　彼女の驚異的な飲み込みの速さならば、文章作成ソフトどころか表計算ソフトまで簡単に使いこなしてしまいそうだ。

　気心も知れているので、
傍
 そば

 にいてくれれば最高に心強い。

　だが、いないものは仕方がない。

　村の人間にはなるべく迷惑をかけないと決めたのは自分なので、雑念を振り払って荷解きを再開する。

「化粧品、とりあえず10
 種類くらい買ってきたけど、使い方は全部同じでいいのかな……てか、同じものが１個もないんだけど、そっちのほうが問題だったりするんだろうか」

　そうしてぶつぶつ言いながら荷解きを行い、結局寝たのは明け方だった。

　

　次の日。いつものように
一
 かず

 
良
 ら

 とナルソン一家で朝食を済ませると、全員がそのまま、
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋に移動した。

　隣室からは、ノミで壁を削る鈍い音が響いてくる。

　隣室を快適な作業場とするべく、エアコン設置のために職人が壁に穴を開けているのだ。

　監督はルートに任せており、
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋にはアイザックとハベルもいた。

　部屋に入った２人は、エアコンの涼しさに「おお……」と声を漏らした。

　テーブルを囲むようにして皆で席に着くと、ナルソンが口を開いた。

「では、昨晩の話の続きをさせていただきます。まずは水車について話を聞かせろと使者が来た件ですが、そちらは私が対応いたします」

「お願いします。イステリアの技術者が作ったことにするんですか？」

「そうするつもりです。すでに構造を熟知している職人には口裏を合わせてあるので、特に怪しまれることもないでしょう。幸い、手押しポンプや製材機などは試作機が出来上がったばかりで、話は漏れていないようです。そちらはすっとぼけておこうかと思います」

「あ、試作機できたんですか。どんな具合ですか？」

「製材機と
既
 き

 
存
 そん

 の水車を改良した動力水車の試作機が完成しまして、とりあえずは使用に耐えられそうだとのことです。ですが、手押しポンプの動作に少々難があり、水漏れが発生して動作不良を起こすことがあるようです」

「え、そうなんですか。どの部分がダメだったんです？」

「製作当初は問題なく動作していたとのことですが、何日か使わずに置いておくとピストン部分から水漏れが起こると言っておりました。ピストンの木材が乾燥すると収縮してしまうことが原因だろうとのことで、代えの部品を用意しておく必要があるとのことです」

「なるほど……ここ最近、かなり空気が乾燥してましたもんね。でも、その程度の問題なら毎日使っていれば大丈夫そうですね」

　手押しポンプのピストンには木玉と呼ばれる円錐台の形をした部品が使われているが、現代ではゴム製が一般的である。

　イステリアではゴム部品を手に入れることができないので、代わりに木製の木玉に動物の皮を巻きつけたものを使用した。

　これは戦後の日本でも使われていた部品と同等のものであり、手押しポンプを購入した会社で買ってきた本にも説明が記載されていた。

「また、あまり長く使い続けると、逆にピストン部分が
膨
 ぼう

 
張
 ちよう

 して詰まってしまい、ハンドルが動かなくなってしまうとのことです。かなり微妙な調整が必要とのことなので、ピストン部分を製作する工房は一箇所に限定して専門に作らせることにしました」

「分かりました。量産はできそうですか？」

「製材機は量産が可能です。手押しポンプは製作に手間がかかるので時間がかかりそうですが、試作中の鍛造機が完成すれば、多少は早く製作できるようになると思われます。これは私からの提案なのですが、今後は予定されていた製粉機の試作をいったん取りやめ、製材機と鍛造機の生産を優先させてはどうかと思うのですが」

「そうですね、そうしましょうか。早めに手押しポンプの数をそろえてしまいましょう」

「かしこまりました。では、次の話ですが、隣のグレゴルン領との塩の取引で問題が発生しました」

「塩、ですか？」

　今まで
一
 かず

 
良
 ら

 がまったく手を出していなかった、輸出入関連の話のようだ。

　イステール領には海がないので、塩の都合は他の地域に頼っているのだろう。

「はい。現在、領内で流通している塩は主に西のグレゴルン領と南のフライス領から輸入しています。ですが、先日グレゴルン領の商人から、塩の取引規模を縮小したいとの申し出がありました」

「え、いきなりですか？　いったい何があったんです？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問うと、ナルソンは合点がいかない様子で眉を寄せた。

「それが、グレゴルン領の沿岸では天候不順が続いているとかで、製塩作業が行えない状態だと商人は言っていたのですが……どうにもよく分からない部分がありましてな」

「分からない部分？」

「はい。４日前にこのあたりにも雨が降りまして、ようやく日照りは終わりを迎えたようなのです。おそらくグレゴルン領でも雨が降り始めたのだろうとは思うのですが、製塩作業に支障をきたすほどの天候不順が以前から続いていたとは予想外でしてな。この時期にそこまで長雨が続くことは珍しいものでして」

「今までの取引では問題なかったのですか？」

「はい、昨年の同時期は量も価格もいつもどおりでした。こんなことは今回が初めてです」

　その話に、
一
 かず

 
良
 ら

 は首を傾げた。

　天候不順で製塩作業ができないという話は分かるが、急に取引規模を縮小したいと申し出ることなどありえるのだろうか。

　長期間の天候不順が続いていたというのなら、それに関連する話が以前からナルソンの耳に入っていてもおかしくないはずだ。

「グレゴルン領で作られる塩は、他の地域と比べて圧倒的に高品質です。なので、天候不順によって塩の品質を維持できなくなったのかとも考えましたが……彼らの製塩方法は極秘扱いのため、手法がさっぱり分からず確証が得られません」

「うーん……その商人、他の地域と取引をするために嘘をついているんじゃないですか？　もっと高値で買ってくれるところが見つかったとか」

　取引縮小の理由が天候不順によるものではないとすると、そう思うのが普通だろう。

　だが、ナルソンは首を縦には振らなかった。

「それはないでしょう。グレゴルン領が塩の取引をする相手は、我が領とフライス領、そして王都くらいしかありません」

「クレイラッツと取引しているとかは？」

「クレイラッツとの塩の取引は、我が領がグレゴルン領との間に入って卸をしている状態です。事前連絡なしにグレゴルン領がクレイラッツと直に取引を行うと我々と
摩
 ま

 
擦
 さつ

 が生じるので、事実を隠蔽してまでそれを行うメリットはありません」

「なら、隣接しているバルベールと取引してるとかは？」

「休戦状態ではありますが、バルベールとの商業取引は王家から自粛するように指示が出ております。それに、バルベールも長い海岸線を持っているので自国で製塩を行っています。確かにグレゴルン領の塩は高品質で人気はありますが、現状でそれを理由に大規模な取引を行うといったことはないでしょう」

　――その他の理由だと……グレゴルン領が裏切っているっていう可能性もありえるよな。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の頭に不穏な考えが浮かんだが、口には出さないでおく。

　ナルソンからしてみれば、グレゴルン領は先の戦争をともに戦い抜いた盟友であるはずだ。

　詳しい話を知らない現状では、あまり分かったような口はきけない。

　両陣営が限界まで戦ったような状況で最後まで手を取り合っていた仲間に対して、「実は裏切っているんじゃないか」などと軽々しく口にすべきではないだろう。

「そうなると、バルベールが大金を積んでグレゴルン領から塩を買ってるってのもありえないですよね。グレゴルン領としても危険を冒すことになりますし、バルベール側からすると敵国に資金提供するようなことになりますし」

「そうなのです。なので、ことさら不思議でしてな。まあ、どちらにせよ取引が縮小されることには変わりがないので、フライス領からの輸入を増やさざるを得なくなりました」

「あ、そうか、フライス領から買えばいいんですもんね。そっちの商人とは話はしたんですか？」

「はい。来ていた商人に相談したところ、『可能な限り融通するようヘイシェル殿に進言するが、生産が追いつかないと思う』とのことで……フライス領には今まで何かと無理な頼みばかりしているので、こちらとしてもこれ以上強く言えません。かといって塩の価格が高騰するのも困りますし、何とかならないかと思いまして」

　塩の価格が高騰すると、市民の家計を圧迫することになるので何とかしたいところだ。

　どのような製塩手法をとっているのかは分からないが、日本で行われている製塩手法を取り入れれば、多少なりとも増産することができるだろう。

　ちなみに、ヘイシェルとはフライス領の領主であるヘイシェル・フライスのことだ。

「となると、自分たちで塩を作るしかないですね……私が製塩技術を提供しましょう。グレゴルン領の海岸線が天候不順で使えないとなると、フライス領の海岸線で製塩させてもらえるといいんですが。話をつけることはできますか？」

「利権の問題があるので簡単にはいきませんが、技術提供のみを行うというのなら問題はないはずです。ただ、我々が製塩技術を有しているというのもおかしな話になってしまうので、現地に行って
試
 し

 
行
 こう

 
錯
 さく

 
誤
 ご

 するふりなどをして、共同開発という形にする必要はあるかと思います。それでもだいぶ苦しいですが」

「そうですね……でも、塩が足りなくなるのは死活問題なので、そこは何とか押し通しましょう」

「かしこまりました。製塩作業協力の打診をしてみます。我が領からフライス領までは大きな川が流れているので、場所によっては輸送に船が使えます。塩の増産が軌道に乗れば輸送コストも安く済むので、塩の価格を抑えられるでしょう。グレゴルン領との取引量もなるべく減らさずに済むよう、交渉に当たる文官に対応させます」

　ふと
一
 かず

 
良
 ら

 が視線を感じて隣を見ると、リーゼと目が合った。

　何やら表情が
曇
 くも

 っており、元気がないように見える。

　声をかけようと
一
 かず

 
良
 ら

 が思った時、ナルソンが話の続きを口にした。

「では、次の話です。ここ最近、市民の間で、イステリアにグレイシオール様が現れたとの
噂
 うわさ

 が流れているようでして……」

　ナルソンの
台詞
 せりふ

 に、
一
 かず

 
良
 ら

 はぎょっとした。

「それはあれですか、護衛にくっついてきていた兵士か従者が
噂
 うわさ

 の出所ですか？　もしくは屋敷の使用人とか」

「いえ、出所は
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯で作業をしていた使用人たちのようです。先日１ヶ月遅れで収穫を始めたのですが、生き残った作物の成長具合が著しく、昨年の収穫高とほぼ同量を収穫することができました。その際に
噂
 うわさ

 が広がり始めたようでして」

「昨年と同量ですか。それなら
噂
 うわさ

 が立っても仕方がないか……」

　撒いた肥料は通常の50
 分の１にまで薄めたのだが、それでもかなりの効果があったようだ。

　北側と西側の川やため池から離れた場所の作物の大半は枯れてしまっていたので復活しなかったが、南側と東側の作物は健在である。

　作物自体に大きな被害は出てしまったが、肥料を撒いた範囲の生き残った作物からの収穫量はかなり多かったようだ。

　使用人たちには肥料を撒く理由を簡単に説明してあったが、このような結果が出るとは夢にも思わなかっただろう。

　魔法か奇跡のような出来事に感じて当然だ。

「それが、きっかけはそれではないようです。以前カズラ殿が
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯で作業の説明を行った際、使用人の中にこの国の言葉がまだほとんど話せない者が１人いたようで、そこから
噂
 うわさ

 が立ってしまったようなのです。そこに先日の収穫量を受けて、
噂
 うわさ

 が再燃したのでしょう」

「……ん？　どういうことです？」

　説明の意味が分からず、
一
 かず

 
良
 ら

 が問い返す。

「言葉の分からない者もカズラ殿の説明を聞いて理解したため、まさか、となったようです。私も使用人の出身地を調べておくことを失念しておりまして……」

「……んん？」

「どうかなさいましたか？」

　話の意味がすぐには分からず、
一
 かず

 
良
 ら

 は首を傾げた。

　その様子を見て、ナルソンも首を傾げる。

　話が噛み合っていないというか、お互いの思考の整合性が取れていないようだ。

「ええと、私の話を聞いて、この国の言葉が分からない人たちも話を理解したから、なんじゃこりゃってなったってわけですか？」

「そのとおりです。先ほどの説明は分かりにくかったですかな。申しわけありませんでした」

　どうやら
一
 かず

 
良
 ら

 の話す言葉は、この国の言語を理解していなくとも、誰もが内容を理解できるらしい。

　考えてみれば、以前
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソンとジルコニアから複数の言語で話しかけられた際、そのすべてを理解できていた。

　その時に、今回明らかになったような事象もありえると予想しておくべきだった。

「ただ、今のところカズラ殿がグレイシオール様だと思っている者は少数に限られるようです。少なくとも職人たちは、作物の成長や道具の開発は同盟国の技術協力の結果と捉えています。それ以外の者たちの心境までは分かりませんが」

「でも、その使用人たち経由で私がグレイシオールだという
噂
 うわさ

 が広まりそうですね……たとえ私のことがばれなかったとしても、肥料を運び出したグリセア村にグレイシオールがいるといった認識が広まってもおかしくないような」

「そうでしょうか？　グリセア村は元々グレイシオール様が現れたという伝説が残っている土地なので、周囲の森には加護の力が強く備わった土があるという
噂
 うわさ

 をこちらから流せば問題ないはずです。我々が
噂
 うわさ

 を流すまでもなく、すでに
噂
 うわさ

 として広まっているかもしれませんが」

「そ、そんなに上手くいくものですかね？」

　半信半疑な
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンは当然のように
頷
 うなず

 いた。

「運んできた土を撒いて収穫量が増え、それの出所がグリセア村だという
噂
 うわさ

 が流れれば、そう考えるのが普通かと。もし本当にグレイシオール様が現れたのならば、そんなことをせずとも国中の作物が勝手に復活して大豊作になると考えるでしょう」

「な、なるほど……」

「それに、カズラ殿はこう……ええと、何とも親しみやすいというか、実に人間味があるというか……」

「グレイシオールに見えない？」

　言い難そうにするナルソンに代わって
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、その場にいる全員が
頷
 うなず

 いた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も内心、『俺もそう思う』と同意しておく。

　寝不足でクマを作りながら青白い顔で働いている人を指して、『あれが神様だ』と言われても、信じる人間などいないだろう。

「あ、その……ご気分を害されましたら大変申しわけなく……」

「いや、いいんですよ。お気になさらず。実際こんなんですし」

　特に気にした様子もない
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンはほっとした。

　ナルソンは極力
一
 かず

 
良
 ら

 の機嫌を損ねないようにと気を使っており、あまり踏み入ったことや気に障りそうなことは言わないように心がけている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が本物のグレイシオールであるかといったことはどうでもよく、現在行われている支援を継続してもらうことが重要である。

　最近ではだいぶ親しくなってきたと感じてはいるが、油断は禁物だ。

「とはいえ、グリセア村周辺の森に加護があるという
噂
 うわさ

 が広がると、土や食料を狙ってやってくる者が現れるかもしれません。村はすでに
要
 よう

 
塞
 さい

 化が進んでいると伺っていますが、万が一外部から接触者が現れた場合に備えて、村の近くに防衛部隊を駐屯させていただければと思うのですが」

「確かに、そうしたほうが安全ですかね……」

　村には迷惑をかけないと決めていたにもかかわらず、事態は完全に迷惑をかける方向に進んでしまっていた。

　
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯が全滅寸前で一刻の
猶
 ゆう

 
予
 よ

 もなかったとはいえ、肥料の大量輸送はやりすぎだったかもしれない。

　だが、あの時はあれ以外に方法が思いつかなかったうえに、そこまでしても作物の半数は枯れてしまったのだ。

　肥料袋をイステリアで作らせたり、人目に付かないよう夜中にイステリアに搬入したりと手を尽くした結果なので、仕方がないといえば仕方がないだろう。

　後で村の皆に
詫
 わ

 びを入れなければ、と
一
 かず

 
良
 ら

 はため息をついた。

「では、そのようにいたしましょう。アイザック」

「はっ」

　ナルソンの呼びかけに応じ、アイザックが姿勢を正す。

「誰か信頼のできる者を選出しろ。その者に駐屯軍の指揮を任せる」

「私の一存で構わないのですか？」

「うむ、一応私も確認はするがな。カズラ殿、よろしいですかな？」

「いいですよ。アイザックさんが選んだ人なら安心です。戦闘技術よりも、人柄優先でお願いしますね」

「はっ！　お任せください！」

　アイザックは勇んで返事をすると、一礼して部屋を出て行った。

「兵は第１軍団の近衛の
予
 よ

 
備
 び

 
役
 えき

 を使い、期間を区切って50
 名ずつ交代で配備しようかと思います。年配者ばかりで体力には劣りますが、老練で経験豊富な精兵です。今回の任には最適かと」

「そのあたりはお任せします。村の内情には
干
 かん

 
渉
 しよう

 しないようにとだけ言っておいてください」

「かしこまりました」

　グリセア村はイステリアからさほど遠くないからか、大人数を駐屯させるわけではないようだ。軍の目があるということでの治安維持もあるが、外部接触者に対する門番的な役割が大きいのだろう。

「
噂
 うわさ

 関係についてはこんなところですかな。ただ、他にもご報告することがありまして」

「分かりました。そちらが済んだら工事計画の話を詰めましょうか」

「そうですな。では、ご報告内容なのですが、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の
開
 かい

 
墾
 こん

 状況と新たな候補地の選定、街なかの井戸掘りの
進
 しん

 
捗
 ちよく

 、
氷
 ひ

 
池
 いけ

 建設の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 、
氷
 ひ

 
室
 むろ

 建設予定地の候補などがありまして……」

「む、結構ありますね。私のほうも、馬車の改良案と豆油の
搾
 しぼ

 り出しについて提案が……」

　その後、昼食の時間まで、各自の報告に時間を費やしたのだった。

　

　話し合いが一段落ついたのは、夜の10
 時を回った頃だった。

　先ほど解散し、それぞれが休憩したり別の仕事を片付けたりしている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がコーヒーを飲みながら工事計画書をぱらぱらと見直していると、部屋の扉がノックされた。

「リーゼです」

「どうぞ」

　声をかけると、そっと扉が開いてリーゼが入ってきた。

　普段なら彼女はとっくに寝ている時間なのだが、服装はドレス姿のままだ。

「あれ、まだ風呂に入ってないのか。今日は仕事はもういいから……どうかした？」

　何やらリーゼの表情が暗いことに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかける。

「うん……相談したいことがあって」

「ん、そうか。とりあえず座りなよ」

　リーゼをテーブルの席にうながし、冷蔵庫から作りおきしておいたハーブティーを取り出す。

　銀のコップに注いで彼女に渡すと、
一
 かず

 
良
 ら

 も椅子に座った。

「で、相談って？」

「その……グレゴルン領の塩のことなんだけど……」

　リーゼはそこまで言うと、いったん口を閉ざし、視線をテーブルに落とした。

　これから話すことについて、口にするのをためらっているように見える。

　その様子に、代わりに
一
 かず

 
良
 ら

 が口を開いた。

「塩のことならたぶん大丈夫じゃないかな？　一時的に価格は高騰するかもしれないけど、フライス領に手を貸せば何とかなるよ。グレゴルン領の塩と同じくらい高品質なものが作れるかは分からないけどさ」

「ううん、そうじゃないの」

　塩の融通について心配しているのだろうと話す
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼは首を振る。

「取引縮小の話なんだけど……たぶん、私のせいなの」

「え、どういうこと？」

　驚いた様子の
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼは不安げな眼差しを向けた。

「いつも私に面会しに来てるニーベル・フェルディナントっていう豪商がいるんだけど、グレゴルン領のすべての塩取引を牛耳ってる人なの。４年前に私が面会するようになってから、イステール領に対しては２割引で塩を売ってくれてたんだけど、最近態度が露骨になってきて……」

「態度？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問うと、リーゼは
若
 じやつ

 
干
 かん

 涙目になった。

「やたらと身体に触ってきたり、外に連れ出そうとしたりしてきて……今までは何とか受け流してたんだけど、ここにきて急に取引縮小の話が出たから、きっと私のせいだと思って……それに、値引きも中止になって通常価格に戻されるみたいで」

「うげ、そりゃたちが悪いな。ていうか、今までよく我慢してたな……」

　生々しいセクハラ被害の告白を受け、
一
 かず

 
良
 ら

 は顔をしかめた。

　どうやら、ニーベルという豪商は塩取引を盾にして、リーゼを手篭めにしようとしているらしい。

　ナルソンたちに相談しなかったのかとも考えたが、領内の財政状況を知っているリーゼは、言い出すことができなかったのだろう。

　午前中にナルソンが、『イステール領はグレゴルン領とクレイラッツの間に入って卸をしている』と言っていたので、塩取引は貴重な収入源だったはずだ。

「２日前にあの人と面会した時に、『本当はこんなことはしたくないが、リーゼ様がご協力してくださるのなら、私も身を切る覚悟で取り組ませていただきます』とか言ってきたの。これってどう考えても身体を差し出せってことでしょう？　その時は返答を
濁
 にご

 したけど、もうどうしたらいいか分からなくて」

「いや、そんな
脅
 おど

 しに応じなくていいから。資金はとりあえずガラスで一時的に凌げるし、作物の収穫量や鉱石の採掘量も今後は増える。そんな腐れ外道とはもう会わなくてよろしい」

「えっ、で、でも、さすがにそれは……」

「大丈夫だって。そいつだってあんまり極端なことをすると、イステール領どころか自分のとこの領主にだって目をつけられたり糾弾されることになるだろ。塩の取引量をもっとしぼったり、多少値段を吊り上げられたりはするかもしれないけど、それまでにフライス領のほうを何とかしてしまおう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言い切ると、リーゼはほっとした様子を見せた。

　この２日間、ずっと不安で仕方がなかったのだろう。

「しかし、そうなるとグレゴルン領の海岸線での天候不順っていうのもでたらめなのかな。全部そいつの出任せだったり」

「もしそうだとしたら最悪だけど、さすがにそんなすぐにばれる嘘はつかないんじゃないかな。話を盛ってる可能性はあると思うけど」

「まあ、そうだよな。別の商人とかに聞き込みしたり、グレゴルン領の領主……ダイアスだっけ？　そいつに相談すればすぐにばれるもんな」

　ニーベルはかなりの権力者のようだが、領主に対してバレバレの嘘をつくほど馬鹿ではないだろう。

　一応内偵は入れたほうがよさそうだが、話が話だけに扱いが難しい。

　リーゼはナルソンたちには知られたくないから、こうして
一
 かず

 
良
 ら

 にこっそり相談してきたのだろう。あまりおおっぴらにはしたくはないはずだ。

「よく話してくれたな。塩取引については俺が何とかするから、安心してくれ。その商人みたいなことをしてくる奴は他にもいるのか？」

「他は大丈夫。あからさまに
酷
 ひど

 いのはその人だけだから」

「そっか。重ねて言うけど、もうそいつとの面会はしなくていいぞ。リーゼから断りにくいようなら、俺がジルコニアさんに話しておくから」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言うと、リーゼは慌てて胸の前で手を振った。

「あ、そこまでしてくれなくていいよ！　次からは人のいるところで会うようにするから」

「会いたくないのに会う必要もないだろ。そんな奴相手に無理する必要もないし」

「ううん、あんまり急に面会拒否すると相手の顔を潰すことになるから。向こうの顔も立てながら上手くやるよ。護衛も付けるから大丈夫」

「でもさ……」

「大丈夫だから」

　リーゼは
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、コップを口につけ傾けた。

　ごくごくと喉を鳴らして飲み干し、立ち上がる。

　ぐっと背伸びをし、深く息をついた。

「あー、ほっとした。急に変な相談してごめんね」

「いや、変な相談なんかじゃないよ。これからも何かあったら何でも相談してくれ」

「うん」

　部屋の扉へと向かうリーゼに続き、
一
 かず

 
良
 ら

 も席を立つ。

　扉の前に来た時、くるりとリーゼが振り返って
一
 かず

 
良
 ら

 に抱きついた。

「ど、どうした!?
 」

「……ありがとう」

　突然のことに
一
 かず

 
良
 ら

 が慌てふためいていると、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の胸に顔をつけたままぽつりと言った。そしてすぐに離れ、ドアノブに手をかける。

「おやすみなさい」

　リーゼは振り返らずにそう言うと、そのまま出て行ってしまった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はしばし扉を見つめていたが、一度息をつくと先ほどの作業に戻るのだった。





第３章　武官と文官

　

　次の日の朝。
一
 かず

 
良
 ら

 は朝食を済ませた後、リーゼとともに資料室を訪れていた。

　
手
 て

 
燭
 しよく

 を持ったリーゼに先導され、薄暗い室内をゆっくりと進む。

「確かこの辺りに……あったあった。物資の輸出入関連でいいの？」

「うん、領内の資源の産出量とかも分かる資料があるといいかな。あと、他国の資料もあれば見てみたい」

　リーゼは
手
 て

 
燭
 しよく

 を
一
 かず

 
良
 ら

 に手渡すと、棚から皮紙の束を１つ取り出した。

　部屋の奥の長机に移動し、壁際の
燭
 しよく

 
台
 だい

 に火を移してから皮紙を広げる。

　内容は、隣の領地であるグレゴルン領との取引資料のようだ。

「塩の輸入記録は……あったあった」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はぱらぱらと資料をめくり、内容を確かめて机の
隅
 すみ

 にまとめる。

　必要なものだけを選別し、自室に持ち帰るためだ。

「外交情報の資料もいる？」

「いるいる。まとめて部屋に持っていこう。何度も取りにくるの面倒だし」

　２人で手分けして棚の間をうろうろと歩き、必要そうな資料を片っ端から回収する。

　しばらく集めていると、ふと『戦時記録書』と書いてあるプレートが
一
 かず

 
良
 ら

 の目に入った。

「戦争関連の書類か……すごい量だな。これ全部そうなのか」

　そうつぶやきながら、ずらりと並んだ棚を眺める。

　戦時記録書の棚はかなりあるようで、棚のすべてに大量の書類が詰め込まれていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は10
 年前の記録書の束を１つ取り出すと、長机に移動してそれらを広げた。

　内容は、開戦前後の軍の動きを時系列順に記したものだった。

「なになに、アルカディア暦５１１年５月12
 日、イクシオス・スラン将軍指揮の下、バルベール国境付近の川沿いに……ええと、ほにゃららとして……ちくしょう、軍事専門用語が全然読めねえ……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は以前に比べればだいぶ文字が読めるようになっていたが、専門用語が増えるとお手上げ状態だった。

　しばらく
唸
 うな

 っていると、ふわっと優しいラベンダーの香りが鼻腔をくすぐった。

　その方向へ目を向けると、すぐ隣でリーゼが資料を覗き込んでいた。

　以前迫られた時もそうだったのだが、薄暗い場所で見るリーゼの顔は普段よりもさらに美しく見える。正直、どきっとした。
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「あ、戦時資料ね。一緒に持っていく？」

「そ、そうだな、一応確認しておこうか」

　平静を装いながら答えると、リーゼは
頷
 うなず

 いて棚に戻っていった。

　その背を見送り、再び内容に目を落とす。

　当然ながら資料は専門用語だらけで、虫食い状にしか読むことができない。

　少しの間解読しようと奮闘したが、これは駄目だと
諦
 あきら

 めて資料探しに戻るのだった。

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋に戻った後、２人は資料の確認を行った。

　お互い隣り合って座り、
一
 かず

 
良
 ら

 の質問にリーゼが答えるかたちだ。

「まずは輸出入関連を見ていこうか」

　資料を広げ、ノートパソコンとプリンタを起動する。持ってきた資料でめぼしいものはすべてスキャンし、分かりやすく名前を付けてデータとして保存するためだ。

　ちなみに、部屋にいない他の面々は別の仕事で席を外している。

　アイザックはグリセア村の守備隊の手配。ハベルは新たな
開
 かい

 
墾
 こん

 
地
 ち

 での作業監督だ。

　ナルソンとジルコニアは、それぞれ面会の準備中である。

　クレイラッツからは軍のお偉いさんが来るようで、イステリア側からもジルコニアの他に武官の重鎮が何名か出席するらしい。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はグレゴルン領との取引資料を取り出すと、輸入記録に目を走らせた。

「ええと、塩と肉と魚の干物と……ずいぶん色々と輸入してるんだな」

「グレゴルン領は塩の質もいいし、肉とか皮も他領より安いから、たくさん仕入れるんだよね。動物がたくさんいるみたいで、質もいいよ」

「そうなのか。動物がたくさんってことは、畜産に力を入れてるのかな？」

「そこそこ大きな牧場はいくつかあるみたいだけど、他領に比べて野生動物がかなり多いみたい。塩漬けにされた野生のカフクの肉が人気あるよ。魚の塩漬けも入ってくるけど、干物も合わせるとクレイラッツから入ってくる量のほうが多いかな」

　資料によると、塩漬け製品の輸入がかなり多いようだ。

　塩取引を売りにしているだけのことはある。

「ずいぶんと塩を作ってるんだな。高品質で高く売れるなら、かなり
儲
 もう

 かるだろうし生産にも力を入れるか」

「高品質なものばかりじゃなくて、品質の劣る塩も取引してるよ。高品質なものはやっぱり値が張るから、安価で質が低いものを塩漬け品には使ってることが多かったと思う。質の低いもののほうが、量産が利くみたいで」

「なるほど、そりゃそうか」

　ふむふむと
頷
 うなず

 きながら資料を見ては、プリンタにセットしてスキャンを行う。

　塩、肉、魚、衣料品など、グレゴルン領から仕入れる物資は食料品と日用品が多い。

　中でも塩は数十年もの間安定的に供給されており、価格の変動も少ないようだ。

　唯一大きな価格変動としては、４年前から２割引になっていることくらいだろう。

　穀物の取引はほとんどなく、移民政策に伴う無償提供を除けば、
稀
 まれ

 に少量が行き来しているに留まっていた。

　イステール領からの主な輸出品は、銅や
錫
 すず

 などの金属、大理石や石膏などの鉱物資源と顔料だ。

「ずっと安定供給されていたのに急に取引縮小ってなると、よっぽど天候が悪いのかね」

「どうだろう。天候がどうなのかは分からないけど、『身を切る覚悟』をすればなんとかできるみたいだから、やってできないことはないんじゃない？」

「ふむ……それだと製塩は天候の関係なしに行えるってことになるな。屋内での大規模製塩でもしているのかな」

「たぶんある程度備蓄があるんだと思うよ。生産が止まったらすぐに塩不足っていうんじゃ、有事の際にどうにもならないでしょ」

「なるほど」

　納得したように
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 くと、リーゼがくすっと笑った。

「どうかした？」

「何か、今までは私が色々教えてもらってたのに、今日は私が教える側になってるのがおかしくて」

「この国に来てから３ヶ月くらい経つけど、内情についてはほとんど知らないからなあ……しばらくは、リーゼが先生で俺が生徒だな」

「そうなんだ。なら、しっかり教えて差し上げましょう」

「うん、色々教えてくれ。できれば優しく丁寧に」

「よくできたら、またクッキー焼いてあげる。出来が悪かったらおあずけね」

「ええ……エイラさんかマリーさんのお手製がいいなあ」

「……なんですって？」

「うそうそ！　
美味
 おい

 しかったです！　またお願いします!!
 」

　軽口を叩きながら資料を見ていくうちに、内容はフライス領と王都のものに移った。

　見たところ、フライス領からの輸入品は穀物や果物、魚が主なようだ。

　鉱物資源の生産はかなり少ないらしく、イステール領が大量に輸出している。

　輸送に河川が使えるため、輸送費は安く済んでいる。

　王都からは金細工や外来品、衣料品の輸入が多い。その他、奴隷も輸入しているようだが、資料によると一部の奴隷はタダ同然で仕入れているように見える。

　王家には献上金が定期的に送られているようなので、その見返りの１つといったところだろうか。

「医薬品の取引が全然ないみたいだけど、どうなってるわけ？」

「薬はどの領地も生産量が少ないから、自分のところで使う分だけで手一杯なの。製法は
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合が独占してるし、量産するように言ってもそうそう増やせないみたいで」

「そうなのか。そういえば、前にアイザックさんが資料を作ってくれるって言ってたな。それができてからでいいか」

　その後、クレイラッツや過去のバルベールとの取引記録も確認し、資料は軍事関連に移った。

　資料の束を手に取り、ぱらぱらとめくる。資料室で見たものの続きを読むためだ。

「あったあった。さっき少し見たんだけど、専門用語が全然読めなくてさ。読むの手伝ってくれないかな」

「うん、いいよ」

　リーゼは資料を受け取ると、上から順に読み上げていった。

「『アルカディア暦５１１年５月12
 日、イクシオス・スラン将軍指揮の下、バルベール国境付近の川沿いに設営部隊を配備。軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 の建設を開始。さらに付近の丘にて野戦築城に着手』」

「軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 って、この間見て回った軍事施設みたいなやつか？」

「状況によって規模は変わってくるけど、だいたい同じだと思うよ」

「野戦築城っていうのは？」

「戦闘に備えて作る防御陣地のこと。その時々によって造りは変わるけど、騎兵を妨害するための柵を作ったり、落とし穴を掘ったりするイメージかな」

「落とし穴ってあれか、穴の底に杭が立てられてたりするやつか」

「そうそう。あと、歩兵と騎兵の突進力を削ぐために、足を
貫
 かん

 
通
 つう

 するくらいの細さの小さな杭をそこらじゅうにつき立てたりすることもあるよ」

「うげ、想像しただけで足がむずむずするな」

　詳しい形状は分からないが、おそらく忍者が使う鉄びしのようなものや、板に釘や
尖
 とが

 った木の棒を突き立てたようなものだろう。

「規模が大きくなってくると
防
 ぼう

 
塁
 るい

 を造ったり、防御塔を建てたりもするよ」

「
防
 ぼう

 
塁
 るい

 って？」

「敵の足を鈍らせるための溝とか壁のこと。敵がもたついてる間に投石とか矢で攻撃するの」

「へー」

　
防
 ぼう

 
塁
 るい

 とは、敵の侵入を防ぐために造られた土塁や空堀のことである。

　
防
 ぼう

 
塁
 るい

 の手前には矢や投石を行うための塔が設置されることもある。

　当然ながら、傾斜地に造るとより効果的だ。

　土を掘ったり盛ったりして造ったものは雨が降ると崩れてくるため、長期にわたって用いる場合は石で補強することもある。

　地球では紀元前から用いられている防御用建造物であり、ヨーロッパでは遺跡として残存しているものが観光名所になっていたりする。
一
 かず

 
良
 ら

 が
相
 あい

 
槌
 づち

 を打つと、リーゼは続きを読み始めた。

『５月15
 日、第１軍団先発隊が軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 に到着。建設作業と資材確保に従事』

『５月20
 日、軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 と野戦築城の仮設営が完了。防衛力強化に取り掛かる』

『５月28
 日、ナルソン・イステール将軍指揮の第１軍団後続が軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 に到着』

『５月31
 日、ジルコニア・イステール将軍指揮の第２軍団先発隊と、マクレガー・スラン将軍が軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 に到着。物資の補給後、両将軍は選抜兵を率いて山岳地帯へ移動し山越えを開始。残存部隊の指揮権はイクシオス・スラン将軍に
委
 い

 
譲
 じよう

 』

「ジルコニアさん、10
 年前っていうと確か16
 歳だよな。その年で部隊を率いて山越えって……ていうか、領主婦人なのにそんなことまでやるのか」

「戦争開始直後から、お母様は常に最前線で先頭に立って戦ってたみたい。ただ、この山越えの理由はよく分からないんだよね」

　ジルコニアとナルソンが10
 年前の何月に結婚したのかは分からないが、年若い彼女に部隊を率いさせて山越えをさせるとは、いったいどんな意図があってのことだろうか。

　もう１人将軍が付いていったようなので、実質の指揮官は彼だったのかもしれないが。

　聞いたことのある名前だと思い返してみると、以前兵士の訓練の様子を見せてくれた老軍人だということに気がついた。

「資料とか残ってないのか？」

「たぶん残ってないと思う。マクレガーに聞いたこともあるけど、何も教えてもらえなかったから、聞いちゃいけない内容なんじゃないかな」

　特に
感
 かん

 
慨
 がい

 もなく言うリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は不思議そうに目を向けた。

「気にならないのか？」

「気になるけど、殺し合いをしている最中の話で記録にも残せないようなものってなると、だいたい想像つくじゃない。きっと、そういうことだよ」

　何と言ったらいいのか、言葉を詰まらせる
一
 かず

 
良
 ら

 を気にせず、リーゼは続きを読み上げる。

『６月14
 日、バルベール軍２個軍団が国境付近に接近。陣営構築を開始』

「あれ？　確かバレッタさんは『いきなりバルベールが攻めてきた』って言ってたけど、奇襲を食らったわけじゃないのか」

　以前バレッタから聞いた話では、アルカディアは突然バルベールに攻め込まれて戦争に突入したということだった。だが、実際はそういうことではなく、アルカディアが事前準備をして防衛体制を整える時間はあったようだ。

　ナルソンが攻撃を予見して、先に防衛準備を行っただけなのかもしれないが。

「……バレッタって？」

「グリセア村で泊めてもらってる家の娘さんだよ」

「ふーん」

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた視線を資料に戻し、再び口を開く。

『６月16
 日、バルベール軍より宣戦布告の通達を受ける。バルベール軍総攻撃開始。昼過ぎにこれを撃破。直接戦闘と追撃戦を行い敵は壊走。敵宿営地を破壊、物資を接収する。第１軍団の被害はきわめて軽微』

『７月１日、国境線を越え、バルベール側の農村の焼き討ちを開始。２つの村を破壊。物資の接収を行う』

「……攻めてきた敵を逆に
蹴
 け

 
散
 ち

 らして、やりたい放題じゃないか」

　数で
若
 じやつ

 
干
 かん

 自軍を上回る敵を相手に、ほぼ完勝といった戦闘結果だ。

　どんな経過だったのかこの資料だけでは分からないが、イステール領の軍は優秀なのだろう。

　驚きに目を
剥
 む

 く
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼは
頷
 うなず

 いた。

「うん、相手はこっちの国の戦力を過小評価っていうか舐めきってたみたいで、開戦直後の戦闘は上手くいったみたい。終盤になるにつれて、かなり危なくなったらしいけど」

　リーゼの返答に「へー」と
相
 あい

 
槌
 づち

 を打ちながら、続きをうながす。

『７月６日、バルベール軍大部隊が首都を発ったとの報告あり。全軍、軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 に撤収し部隊を再編成。外交官よりクレイラッツもバルベールと戦争状態に突入したとの報告あり』

『７月７日、フライス領より１個軍団、グレゴルン領より騎兵隊が来援』

『７月８日、焼き討ち部隊撤収完了。計７つの村を破壊。住民の大半は逃亡した模様。老人と病人数十名を捕縛。王都より１個軍団が来援。第２軍団の後続が到着。全軍の指揮はナルソン・イステールが継続して執る』

「あちこちから軍団が集結したんだな。一大決戦ってやつか」

「戦争初期の大会戦だね」

　その後もしばらくの間、戦時資料を確認し、他国との外交状況にも目を通した。

　その日の終わりにお
土産
 みやげ

 で持ってきた化粧品をリーゼに手渡したところ、リーゼはホクホク顔で戻っていった。

　

　翌日、ジルコニアはナルソン邸の一室で、２人の男と面会していた。

　男たちは、クレイラッツの軍司令官と外交担当官である。

　軍司令官は細身だが引き締まった体格の黒髪の男で、名前はカーネリアンという。

　歳は40
 代ほどに見え、実に堂々とした態度でジルコニアたちと向かい合っている。

　一緒にいる外交官は20
 歳そこそこの若い男で、緊張のせいか額に汗が浮かんでいた。

　ジルコニアの両脇には、２人の初老の男が座る。

　１人は第２軍団の副官であるマクレガーで、もう１人は第１軍団の副官であるイクシオス・スランだ。イクシオスはアイザックの父親であり、マクレガーの兄である。

　数日前まで国境付近に建設中の
砦
 とりで

 で監督官をしていたが、このたび急遽呼び出されてイステリアに帰還した。
白髪
 しらが

 交じりの金髪をオールバックにしており、気難しそうな顔つきからとっつきにくい印象を受ける。実際無骨な性格で、あまり無駄口を叩かない。

「軍隊進駐権？」

　カーネリアンが口にした言葉を繰り返し、ジルコニアは
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をした。

「有事に備え、互いの軍が円滑に連携を取れるように、今のうちから一定数の兵をイステール領に駐屯させていただきたい。後日、グレゴルン領にも進駐権のお願いに伺う予定です。無論、了承いただいた折には王都へも出向かせていただきます」

　軍隊進駐権とは、軍隊が他国に居座ることができるようにするための権利だ。

　現在、アルカディアはクレイラッツと同盟関係にあるが、平時における軍隊の進駐は認めていない。

　簡単に結べる類の協定ではなく、進駐時になんらかの理由で武力衝突が起こると大変な事態になってしまう。

「せっかくの申し出だが、お断りさせていただく」

　ジルコニアが答えるよりも先に、イクシオスが口を開いた。

「円滑な連携と言うが、我らとて国境線の守備は固めている。時が来れば援軍を要請することもあるかもしれんが、前もってクレイラッツの手を借りなければならないような状況ではない」

「いえ、一方的に進駐させろといっているわけではありません。イステール領軍も我が国に進駐していただきたいのです」

「なぜだ。費用がかさむばかりで、益などなかろう」

「ありますとも。先に進駐軍がいるとなれば、援軍を送った際の移動もスムーズになります。慣れない土地での戦闘となると本来の力を発揮できないことも多々ありますが、それも緩和する……という理由ではいかがでしょうか」

　真面目な顔でおかしな言い方をしながら、カーネリアンはジルコニアに目を向けた。

　ジルコニアはわずかに顔をしかめたが、イクシオスは表情を変えない。

「大きく否定はしないが、多額の費用を割いてまで行うほどのことではないな」

　イクシオスが答えるが、カーネリアンは黙ってジルコニアの目を見つめている。

　ジルコニアからの返答を貰いたいようだ。

「……申しわけありませんが、進駐を許可するわけにはいきません」

「そうですか、残念ですが仕方がありませんね。急なお願いをしてしまい、大変失礼をいたしました」

　カーネリアンは残念がる様子もなくそう言うと、テーブルに手をついて頭を下げた。

　イクシオスは何も言わず、じっとそれを見つめている。

「では、本題に移りましょう。バルベールの動きについてなのですが、近々国内で軍団の配置換えが行われる兆しがあるようです」

　そして何事もなかったかのように、ごく普通の情報交換に議題をシフトするのだった。

　

　面会終了後、カーネリアンたちが出て行くと、３人はお互いに顔を見合わせた。

「……何やら探りを入れられましたな」

　ぽつりと漏らすマクレガーに、ジルコニアは目を向けた。

　イクシオスは腕組みしたまま、黙って扉を
睨
 にら

 んでいる。

「内容の見当はつく？」

「はっきりとは分かりませんが、ジルコニア様が何かについて知っているか探ろうとしていたように思えます」

「私が？　どういうことかしら」

「我々の知らない情報を、あちらは掴んでいるということです」

　イクシオスの
台詞
 せりふ

 に、２人は彼に顔を向けた。

「それも、動揺を誘うために、探りを入れていることがばれるのを承知であのようなわざとらしい言い方をしたのです。その情報を知っていれば、ジルコニア様なら反応を見せると考えたのでしょう」

「イクシオス！」

　イクシオスの歯に衣着せぬ言い方に、マクレガーが慌てて声を上げた。

「何だ。世辞など言っても、人は成長しないのだぞ」

「いや、だからといって……言い方と言うものがあるだろう」

「ジルコニア様はそのようなことを気にするタマではない」

「マクレガー、いいのよ。きっぱり言ってくれたほうが私も助かるから」

　憮然とした態度で言うイクシオスに、ジルコニアは苦笑いしながらもマクレガーを諌めた。

　イクシオスは昔から、誰に対してもこのような態度をとる。

　そのため、合わない人間とはとことん合わず、話している相手が怒りだすこともしばしばだ。

　相手の面子を気にするマクレガーとは対照的な性格である。

「イクシオス、あなたは何か予想がついたりしない？」

「ありえるとすれば、バルベール関係です」

「バルベール関係……」

　ジルコニアは口元に手を当てて、じっと考え込む。

「敵は正面だけだとよいですな」

　イクシオスの言葉に、ジルコニアがぎょっとして目を向ける。

「なに、元からやれることは決まっています。しっかり備えることといたしましょう」

　イクシオスは椅子の
肘
 ひじ

 
掛
 かけ

 に手をつき、ゆっくりと立ち上がった。

　

　一方別室では、ナルソンが使者との面会を終え、数人の文官とともに一息ついていた。

　ナルソンの隣には、ハベルの父親であるノール・ルーソンと、その長男であるアロンド・ルーソンが座っていた。

　２人はグレゴルン領との取引を担当する文官だ。

「やれやれ、皆のおかげで上手いこと話がまとまったな。特にアロンド、よくやってくれたぞ」

　ナルソンがそう言うと、アロンドはうやうやしく頭を下げた。

　他の文官も、同意するように
頷
 うなず

 いてみせる。

「ありがとうございます。日頃から足しげくあちこちを訪問していたことが実を結びました」

「うむ。お前の意見にグレゴルン領の使者が同調してくれたのが大きかった。ノール、いい息子を持ったな」

「お
褒
 ほ

 めに与かり光栄でございます。そろそろ私は隠居の身になっても問題なさそうですな」

「父上、文官は生涯現役が鉄則です。隠居して楽をしようなどという甘い考えは捨てましょう」

「こいつめ、ナルソン様に
褒
 ほ

 めていただいたからといって、調子に乗るな」

　ノールの言葉に、部屋が笑いに包まれる。

　国内の使者たちとはまとめて面会をしたのだが、使者たちは皆、水車の製作技術の無償提供を求めてきた。

　今はバルベールとの戦争を控えた非常時であり、可能な限り協力し合うべきだと。

　だが、アロンドがそれに待ったをかけた。

　新技術を開発しても無償提供を強要されては、お互い今後の技術開発に悪影響を及ぼす。

　見合った対価は支払われるべきで、開発に関わった者は相応の利益を得てこそ、次に繋がるだろうと。

　今まで水車の開発情報を他領に伝えなかった理由については、生産が始まったばかりなうえに領内の復興が最優先でそれどころではなかったと説明をした。

　それらの意見にグレゴルン領の使者が全面的に理解を示し、なおかつ後押しするように熱弁を奮ってくれたおかげで他の使者たちも納得してくれたのだ。

　結局有償での技術提供となり、かなりの金額がイステール領に入ってくることになった。

　ちなみに、グレゴルン領の使者がこうも簡単にアロンドの意見に同調したのは、日頃よりアロンドから
賄
 わい

 
賂
 ろ

 を受け取っていたからだ。

　クレイラッツに対しては技術提供ではなく、自国での生産が落ち着いた後で完成品の販売を行うことになった。

　話し合いの中でクレイラッツはすでに水車の外観と基本動作を
把
 は

 
握
 あく

 していることが分かったので、隠そうとしてもいずれ模倣品を製作されてしまうとナルソンが判断したからだ。

　水車の特性上、設置と撤去を繰り返したり人目に付かないように使用し続けるというのは困難を極めるので、これは止むを得ない結果だろう。

　クレイラッツが自国の技術者に１から模倣品の開発をさせていないのは、勝手に模倣品を製作すると「スパイを入れていますよ」と公言するようなものなので、外交上不和が生じるからだ。

　イステール領側としても開き直られては丸損をしてしまうので、このような着地点となった。

　建前上は交易商人からの
噂
 うわさ

 話がクレイラッツ首脳陣の耳に入ったということになっているのだが、なんともめんどくさい話である。

　少しの間雑談に興じていると、ノールがナルソンに目を向けた。

「ところで以前、新たに製材機と手押しポンプというものの開発が進んでいるという話を伺いましたが、開発具合は順調でしょうか？」

「うむ、両方とも試作機が出来上がったところで、今は量産に向けて調整中だ」

「おお、それはようございました。手押しポンプは要所への設置が済んだ後にでも、我が家の井戸用に１つ購入したいものです。井戸水の
汲
 く

 み上げには皆が苦労しているようでして」

　ノールがそう漏らすと、話を聞いていたアロンドが口を開いた。

「道具は公に使用するのですか？」

「いや、それはしない。製材機は専用の加工場を建設して作業を一元化する。手押しポンプは使用場所にもよるが、作業終々後、回収して保管する予定だ」

「王都に報告はいたしますか？」

「それもしない。可能な限り秘匿する」

「かしこまりました」

「皆もこのことは心に留めておいてくれ。
横
 よこ

 
槍
 やり

 を入れられごたごたして困るということもあるが、これは我らが国内で圧倒的優位に立つ好機でもあるからな」

　ナルソンの言葉に、全員が
頷
 うなず

 いた。

　

　夕刻、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが並んで廊下を歩いていると、対面からノールとアロンドがやってきた。

　彼らは２人の姿を認めると、数歩前で立ち止まって深々と頭を下げた。

「これはリーゼ様、おひさしぶりでございます」

「おひさしぶりです、ノール様。アロンド様もお変わりありませんか？」

「毎日父にこき使われておりますが、何とかやっております。リーゼ様もお元気そうでなによりです」

　リーゼが笑顔で答えると、２人も頭を上げて
微
 び

 
笑
 しよう

 をたたえる。

　双方、素晴らしい営業スマイルだ。

「カズラ様、こちらはルーソン家のご当主であられるノール様と、そのご子息のアロンド様です。お２人はグレゴルン領との取引全般を担当している文官です」

「お初にお目にかかります、カズラと申します」

　リーゼからの紹介を受け、
一
 かず

 
良
 ら

 も
挨
 あい

 
拶
 さつ

 しながら頭を下げる。

「おお、あなた様がカズラ様でしたか。都合が合わず、今までご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 できずにいたことをお許しください」

　ノールは
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した様子で頭を下げ、アロンドもそれに続いた。

「いえ、気にしないでください。私のほうこそ、以前はいきなり屋敷に泊まりにいってしまい、すみませんでした。その節は大変厚くもてなしていただき、感謝しております」

「いえいえそんな、当日は留守にしていたためご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 すらできず……」

「いやいや、私のほうこそ……」

　お互いぺこぺこと頭を下げながら社交辞令の応酬を行っていると、頃合を見計らってアロンドが口を挟んできた。

「カズラ様には弟が大変よくしていただいていると伺っております。弟はお役に立てておりますでしょうか」

「はい、色々と私の気づかないところにも手を回してくれて、とても助かっています。彼は本当に優秀ですね」

　その答えにアロンドはとても嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。ノールも実に満足そうにしている。

「それを聞き安心いたしました。弟はまだ若輩者ゆえ、何かと至らぬ点もあるかと思いますが、今後ともよろしくお願いいたします。何かあれば私もお手伝いさせていただければと思いますので、何でも申し付けてください」

「ありがとうございます。その時はぜひ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、２人は深々と頭を下げて、屋敷の入口へと去っていった。

「あの人たちがハベルさんのお父さんとお兄さんか。感じのいい人たちだな」

　彼らの背を見送りながら
一
 かず

 
良
 ら

 が小声で感想を言うと、リーゼは「うーん」と
唸
 うな

 った。

「どうかしたか？」

「私、あの人たち苦手なんだよね」

「え、そりゃまたどうして？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は少し驚いたような顔をリーゼに向けた。

「えっとね、ノールはまあ、そこそこ分かりやすい性格だと思うの。でも、アロンドの方は何考えてるか分からないっていうか、あんまり近づきたくないっていうか……」

「何でそう思うんだ？」

「何でって……何て言ったらいいのかな。何となくそう感じるってだけなんだけど」

　そう言って、再びリーゼは「うーん」と
唸
 うな

 る。

「アロンドとは何回か面会したことがあるんだけど、その時に思ったのよ。『この人、自分以外の誰も信用してないな』って」

「誰も信用してないって、ずいぶんな感想だな。そんなにお互い突っ込んだ話をしたのか？」

「ううん、話の内容は普通だったよ。そう思ったのはただの直感だから」

「直感ねえ……今はもう面会してないのか？」

「うん、もうここ２年くらいきてないよ。何度か面会して親しくなってきたと思ったら、今度は少しずつ
頻
 ひん

 
度
 ど

 が減っていったの」

「まったくなびかないから
諦
 あきら

 めたとかじゃなくて？」

「そんな露骨な態度は取ってないと思うけど……どうだろう、気づかないうちに態度に出てたのかな」

　以前のことを思い出すように、リーゼは口元に手を当てて
唸
 うな

 る。

　
一
 かず

 
良
 ら

 としては特に悪い印象は受けていないので、半信半疑だ。

　ただ、先ほどのアロンドたちとの会話で、マリーの話題がまったく出てこなかったのが少しだけ気になった。

「まあ、話半分に聞いておいて。特別悪い
噂
 うわさ

 を聞くわけじゃないし、私がそう思い込んでるだけかもしれないから。それに、あの人に憧れてる娘も結構いるのよ」

「へえ、あの人もてるのか。まあ、そんな感じはするよな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、リーゼも
頷
 うなず

 く。

　アロンドは理知的な顔立ちで背も高く、先ほど
一
 かず

 
良
 ら

 が感じた雰囲気もとても柔らかいものだった。そのうえ領内で上級の文官の地位にあるならば、もてない道理はないだろう。

「話も上手だし、気遣いもできる人だよ。文官としても有能だし、お父様も評価してるみたい」

「でも、リーゼは苦手なのか？」

「うん。上手く言えないけど、なんか苦手。そんな感想持つの、たぶん私だけだと思うけど」

「まあ、人との相性は合う合わないがあるよな」

「そうそう。その程度に考えておいて」

　そんな話を少しした後、２人は部屋へと戻っていった。

　

　数日後の夜。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼとともに、部屋で工事計画書の翻訳作業を行っていた。

　すべて日本語表記の工事計画書を、こちらの世界の文字のものに作り直しているのだ。

　工事を行う時に職人が計画書を読めなくては話にならないので、絶対に必要な作業である。

　リーゼは時折目を
擦
 こす

 っており、かなり眠そうだ。

「無理しないで早く寝たほうがいいって」

「ううん、大丈夫。もうちょっとで終わるし」

「でも、いつもはとっくに寝てる時間じゃないか。風呂だってまだ入ってないんだし」

　時刻は23
 時に迫っており、いつもならリーゼはとっくにベッドに入っている時間だ。

　それにもかかわらず、彼女はいっこうに仕事を切り上げる素振りを見せない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がグリセア村から戻ってからというもの、連日こんな調子だった。

　しかも、段々と寝る時間が遅くなってきている。

「私がいないと作業が進まないでしょ。早く工事始めないといけないんだし、頑張れるよ」

「あー、いや……確かにそうだけどさ……」

「それに、少しずつ夜更かしにも慣れてきたから大丈夫。無理そうだったらちゃんと寝るから、気にしないで」

　リーゼは頑として首を縦に振らない。

　とはいえ、彼女の言うことはもっともで、
一
 かず

 
良
 ら

 の言語力が足りないために文章作成は半ば彼女任せとなっていた。エイラに代役をお願いすべきかとも考えたが、そんな提案をされてはリーゼもいい気分はしないだろう。

　本人もやる気になっているので、好きにやらせたほうがよさそうだ。

　書かれている日本語を
一
 かず

 
良
 ら

 が読み上げ、それに合わせてリーゼが真っ白なコピー用紙にボールペンで書いていく。

　書き終わった紙を計画書の該当部分に重ねてコピー、という作業の繰り返しだ。

　本当はパソコンを使って修正してしまいたかったが、まだこの国の文字のフォント登録すらできていない。しかも、たとえフォント登録をしたとしても、リーゼにキーボードの使い方を覚えてもらうところから始めなくてはならない。

　それらを行うのは、この翻訳作業が終わってからになりそうだ。

「あのさ、この間グリセア村の視察報告書を見たんだけど、カズラはイステリアに来る前はグリセア村にいたんだよね？」

　しばらく作業を続けていると、リーゼが書類に目を落としたまま
一
 かず

 
良
 ら

 に問いかけた。

「うん、１ヶ月間くらい住んでたよ」

「どうして急に、村にやってきたの？」

「……日照りで苦しんでる村を救うため、だけど」

「本当に？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、リーゼが顔を上げて目を向けてきた。

「本当に、そうなの？」

　もう一度、リーゼが問いかける。これでもかというくらい目が真剣だ。

　その迫力にたじろいでいると、リーゼの表情がすっと緩んだ。

「ん、やっぱり今のなし。忘れて」

「な、なんだよそれ」

「べっつにー」

　リーゼはいたずらっぽく言うと、再び書類に目を落とした。

　そしてちらりと、横目で
一
 かず

 
良
 ら

 を見る。

「前にした約束って、まだ有効だよね？」

「あ、ああ」

「……うん、分かった。続きやろう？」

　意味深な
台詞
 せりふ

 を吐くリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
曖
 あい

 
昧
 まい

 に
頷
 うなず

 いた。

　

　次の日、
一
 かず

 
良
 ら

 は皆を隣室に集めて、プロジェクターを使って河川工事の概略を説明していた。

　窓が締め切られた薄暗い部屋の中、机に置かれたプロジェクターから一筋の光が壁に延びる。

　壁にはイステリアの全体地図が映し出されており、ところどころに
綺
 き

 
麗
 れい

 な手書きの文字で注釈が加えられていた。

　地図は日本から持ってきた河川工事計画書に含まれているもので、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが翻訳したものをパソコンに取り込んで投影していた。

　地図以外にも、
一
 かず

 
良
 ら

 が撮影した河川の写真や、工事の参考画像が大量に含まれている。

　ナルソンたちに写真を見せるのはどうかとも思ったが、写真を使わないと工事の必要箇所や手法が説明しきれないので仕方がない。

　部屋にはナルソンやアイザックたちだけでなく、エイラとマリーの姿もある。

　作業を主導する人員がまったく足りていないため、彼女たちにも色々と手伝ってもらうことになるかもしれないからだ。

「まずは、洪水が起きる可能性が高い場所のみ改修工事を行います。地区はここと……」

　パソコンを操作して画像を切り替えると、工事を行う地区が赤く塗られた地図が表示された。

　過去の増水記録と合わせて簡単に現在の状況を説明し、以前ハベルと見て回った箇所の写真を映し出す。改修の必要な部位が赤線で囲まれており、写真の隣には工事手法の説明文と参考写真が載っていた。

「だいたいこんな具合です。質問はありますか？」

　いったん説明を止めて皆に目を向けると、普段事務作業に加わっていないエイラたちは目が点になっていた。

　ナルソンやアイザックたちは
一
 かず

 
良
 ら

 の持ち込む道具にだいぶ慣れてきたのか、特に大きな反応は見せていない。

　プロジェクターが投影を始めた時は「おお……」と声を漏らしたが、それくらいである。

「工事に用いる材料は木材と石材、それにモルタルだけでいいのですかな？　今のうちから用意しておく他の材料はありますか？」

「それだけで大丈夫です。来年行う本改修でも材料は同じなので、作業人員と合わせて都合をつけておいてください」

「かしこまりました。計画書は職人も閲覧できるかたちにしたいのですが、問題ありませんか？」

「かまいません。彼らにも見てもらわないと、上手く作業が進みませんし」

「まず間違いなく写真について質問されると思いますが、職人たちにはグレイシオール様の力添えがあったと説明してもよろしいでしょうか？」

「そうですね……」

　グレイシオールの
噂
 うわさ

 が広まりつつある現状として、できればそれに拍車をかけるような真似はしたくない。

　だが、下手に隠しても
噂
 うわさ

 の拡大を手伝うことになりかねない。

　ここはグレイシオールの力添えがあったということを職人頭等の責任者には説明し、そのうえで
緘
 かん

 
口
 こう

 
令
 れい

 を敷いてしまったほうがよさそうだ。

「下手に隠して不審がられるより、そのほうがいいでしょう。ただし、私がそのグレイシオールだということは伏せておいてください」

「その写真って、簡単に撮れるものなの？」

　ふいに、それまで黙って話を聞いていたリーゼが口を挟んだ。

「撮れるよ。何なら今すぐリーゼを撮って、プリンタでその写真を何枚も印刷することだってできるぞ」

「そうなんだ……撮りたいものがあるんだけど、お願いできないかな？」

「リーゼ」

　その物言いに差し出がましさを感じたのか、ナルソンが諌める。

「あ、別にいいんですよ。リーゼは何を撮りたいんだ？」

　ナルソンを制して
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、リーゼは少しうつむいた。

「家族３人で撮った写真が欲しいな……って」

　その言葉に、ナルソンは困り顔から一転、吐き出そうとした言葉を忘れてしまったかのような表情になった。対して、ジルコニアは少し驚いたようにリーゼを見つめている。

「……それはいい考えだ。ぜひ撮ろう。今撮ろう」

「あ、あの、私は……」

　ジルコニアは何か思うところがあるのか、立ち上がった
一
 かず

 
良
 ら

 に声をかけた。

「いいじゃないですか、撮りましょうよ」

「で、でも……」

　ジルコニアはそう言いながら、ナルソンとリーゼに目を向ける。

「……カズラ殿もそう言ってくれていることだし、お言葉に甘えようじゃないか」

「お母様、お願いします」

「……分かったわ。カズラさん、お願いします」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くと、デジカメを取りに自室へと走るのだった。

　

　数分後、窓を開けて明るくなった部屋で、
一
 かず

 
良
 ら

 は三脚にデジカメをセットしていた。

　椅子に座るリーゼを中心として、ナルソンとジルコニアがその後ろに立っている。

　アイザックやハベルたちは、壁際でその様子を見学していた。

「ナルソンさん！　表情が硬いですよ！」

「そ、そうですか？　……これでどうです？」

「うーん……もっとこう、にこやかに。笑って笑って！」

「そ、そう申されましても」

「お父様、肩の力を抜いてください」

「む、むう」

　緊張で顔が
強
 こわ

 
張
 ば

 るナルソンとは対照的に、リーゼとジルコニアは実に自然な微笑を浮かべている。

　なんとか緊張をほぐそうとあれこれ話を振ってみたが、どうにもならないので、もうこのまま撮ることにした。

「まあ、とりあえず１枚撮ってみますか。皆さん、カメラのレンズ……ここ、ここを見てください。３、２、１、はい！」

　パシャリとシャッターが切れ、
一
 かず

 
良
 ら

 がデジカメから顔を上げる。

「……もう終わったの？」

「おうよ。見てみるか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は３人を呼び寄せると、デジカメの画面に今撮った写真を表示した。

　それを見て、３人が「おおっ」と声を上げる。

　アイザックたちも寄ってきて、脇からデジカメを覗き込んで同じように声を上げた。

「こ、これはすごいですな……」

　思わず手で口元を押さえ、ナルソンが
唸
 うな

 る。

「でしょう？　ナルソンさんの表情、少し硬いかなと思いましたけど、これはこれで威厳があっていいですね」

「そ、そうですか？」

「ええ、かっこいいですよ」

「……まるで、この中に閉じ込められているみたいですね。私たちが２人いるみたい」

　映っている自分をしげしげと眺め、ジルコニアはとても感心している様子だ。

「本当にそのまんま撮れるんだね。肖像画とは全然違う」

　一緒に
頷
 うなず

 きながらひとしきり感心すると、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

「これって、１回だけしか撮れないの？」

「いやいや、１００回だろうが１０００回だろうが、好きなだけ撮れるぞ」

「なら、カズラも一緒に撮らない？」

「いいねえ、撮ろうか。せっかくだし、他の皆も一緒に撮ろう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 くと、リーゼはぱっと笑顔になった。

「やった！　じゃあ、皆で撮る前に２人で撮ろう？」

「２人で？」

「先に１枚だけ。その後でみんなで撮ろうよ」

「……まあ、別にいいけど。ジルコニアさん、カメラお願いしていいですか？」

「わ、私がですか？」

　ジルコニアは不安そうに
一
 かず

 
良
 ら

 とデジカメを交互に見やる。

「大丈夫ですよ、簡単ですから。画面に撮りたいものが映ったら、このボタンを押すだけです」

「えっ、それだけなんですか？」

「ええ、それだけです。簡単でしょう？　後はさっき、私がやったように合図を出してくれればいいですから」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、リーゼと一緒に壁際に並んだ。

　見学している者たちの中で、なぜかうなだれているアイザックがハベルに背中を叩かれている。

「え、えーと……撮りますよ？」

「「どうぞー」」

「３、２、１、はい！」

　パシャリ、という音とともに、シャッターが切られる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアの下に行くと、デジカメを操作して今撮った写真を表示した。

「どれどれ……おお、よく撮れてるじゃないですか。上手ですよ！」

「本当、上手に撮れてるね」

「そ、そうですか。よかった……」

　ひとしきり写真を眺めると、
一
 かず

 
良
 ら

 は皆に目を向けた。

「じゃあ、次は皆で撮りましょうか。こっちに並んでください」

「あ、でも、撮る人が必要だよね……私が先にカメラ係やるから、後でもう１枚撮ってくれる？」

「このカメラ、時間差で勝手にシャッターを切ることもできるんだよ。だから、皆入れるぞ」

「そうなんだ。ほんと、すごい道具だね」

　アイザックやエイラといった面々も並ばせて、デジカメのタイマーをセットする。

　
一
 かず

 
良
 ら

 用に空けられた中央のスペースに急いで加わり、音頭をとる。

「はい、皆さん笑ってー」

　パシャリという音とともに、記念の集合写真が撮影された。

　

　その後もなんだかんだで何枚も撮影した後、再び会議の続きを行うことになった。

　それぞれの手元には、今しがた印刷した写真が配られている。

　ハベルとマリーには、先ほどの集合写真と兄妹のツーショット写真。

　同じように、リーゼとエイラにも２人だけで撮った写真が配られた。

　撮影中、アイザックも何か言いたそうにしていたが、結局何も言い出せずに終了した。

「さて、先ほどの続きですが、河川工事の作業指揮者はリーゼが適任かと思います。リーゼ、かまわないな？」

　ナルソンの言葉に、リーゼはすぐに
頷
 うなず

 いた。

「はい、お任せください」

「そしたら、私が補佐で入りますね」

　工事には多数の職人と市民を動員することから、指揮者は市民からの人望が厚いリーゼが適任だろう。しっかりとした計画書もあるので、
一
 かず

 
良
 ら

 はその補佐として少し手を出すくらいでも大丈夫なはずだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は河川工事以外にも工作機械や農業機械の開発管理、製材所建設や
氷
 ひ

 
室
 むろ

 建設の監督も同時に行わなければならないので、１つのところに縛り付けられるわけにはいかない。

　
開
 かい

 
墾
 こん

 作業や井戸掘り作業、
氷
 ひ

 
池
 いけ

 建設などの監督までは手が回らないので、こちらはアイザックとハベルに一任することになった。

　エイラとマリーは、皆の小間使い的な立ち位置だ。

「アイザックさん、以前お話しした薬関連の資料ですが、そろそろ出来上がりそうですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がアイザックに話を振ると、アイザックは申しわけなさそうな表情で
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

「それが、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合があまり協力的ではなく、
祈
 き

 
祷
 とう

 の内容を聞き出すのに手こずっている状態でして……」

「そ、そうですか。時間がかかりそうですか？」

「はい。もうしばらく時間をいただければと……」

　
祈
 き

 
祷
 とう

 というものが本当に効くのかどうか定かではないし、
一
 かず

 
良
 ら

 はそういったものの効能について
懐
 かい

 
疑
 ぎ

 
的
 てき

 だ。

　頭から否定する気はもちろんないが、飲めば効果の出る薬のほうが、ずっとなじみがある。

　
祈
 き

 
祷
 とう

 に関しては調べなくてもいいと言ってしまえばいいのだろうが、それを言うと
祈
 き

 
祷
 とう

 を全否定することに繋がりかねないので、口には出さないでおくことにした。

　信じる信じないは、人それぞれだ。

「分かりました。薬剤の種類についてはどうですか？」

「商店で手に入るような市販品の資料は出来上がっていますが、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 が使う特殊な薬剤についてはほとんどまとまっておらず、現在交渉中です」

「あ、別に焦らなくて大丈夫ですよ。とりあえず市販品の資料だけ後で渡してもらえますか？」

「かしこまりました」

「イステリアの街なかに薬草園があると聞きましたが、そこには入れそうですか？」

「見学は可能です。ごらんになられますか？」

「そうですね、工事が一段落ついたら見に行ってみましょうか」

　以前聞いた話では、薬草の栽培は
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合が薬草園で行っており、薬の製法も独占しているとのことだった。

　薬草園の中がどうなっているのかは分からないが、何かしらの工夫はしていそうだ。

　薬剤の調合方法が分からないのは困るが、薬草の生産を何らかの手段で促進し、調合は彼らに一任してもいいだろう。

　既得権益の
摩
 ま

 
擦
 さつ

 を考えても、そうしたほうが波風が立たなくてよさそうだ。

「古来より薬の製法は彼らが独自に発展させてきたものなので、外には一切漏れてきません。薬草の栽培は非常に難しく、補助金を出して増産をうながしているのですが、あまり上手くいっていないようです」

　補足するように言うナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 が顔を向ける。

「医者は薬を使わないのですか？」

「医者は
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 から購入した薬を使っているはずです。傷薬などは自分たちで用意しているようですが」

「ふむ……では
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 は傷の治療を行わないのですか？」

「
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 は外傷の治療は行わないので、医者に頼ることになります。
祈
 き

 
祷
 とう

 で
治
 ち

 
癒
 ゆ

 を図ることもありますが、本格的な
祈
 き

 
祷
 とう

 は高価なので一般的ではありませんな」

　どうやら、
疾
 しつ

 
病
 ぺい

 の治療は
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 、外傷の治療は医者といった具合に住み分けがされているらしい。
祈
 き

 
祷
 とう

 が高価というのは少し意外だったが。

「なんとかして増産を試みましょう。肥料を使えば一発解決かもしれませんが」

「そうですな。増産ができれば輸出して収益も上げられますし、上手くやりたいところです。薬草園に行く前に、私のほうで見本の薬草を何種類か用意いたしましょう」

「そうですね、それを使って予習してから
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 たちとやり取りしましょうか」

　その後も細かな調整を行い、会議はお開きとなった。

　

「カズラさん、クレイラッツの使者との会談についてなのですが……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが機材の片付けをしていると、ジルコニアが声をかけてきた。

　他の者たちは退室しており、部屋にいるのは３人だけだ。

「あ、はい。どんな具合でした？」

「それが……」

　カーネリアンたちとの会談の内容を、ジルコニアが説明する。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はふむふむと
頷
 うなず

 いて聞いていたが、軍隊進駐権の話が終わったところで首を傾げた。

　ジルコニアは、相手が探りを入れてきたといったことは話さず、相手の要求とこちらの回答についてだけ口にした。

「休戦協定の期限切れまでって、確かあと４年ありましたよね？」

「はい、約４年あります」

「そんなに期間があるのに今から軍隊を進駐させるっていう話が出たってことは、バルベールが協定を破る可能性があるってことですか？」

「その可能性はもちろんあります。ただ、当然ながら協定破りは他国からの信用を失墜させることになります。よほどの理由がない限り、協定破りはしないと思います」

「ふむ……それにもかかわらず進駐の申し出をしてきたってことは、クレイラッツはバルベールが協定を破るという情報を掴んでいるってことですかね。軍隊の進駐はそれに備えたものでしょうか」

　推測を述べる
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアは首を振った。

「いえ、それは違うかと。おそらくですが、クレイラッツはイステール領に軍を置いておくことで、こちらの動きを
把
 は

 
握
 あく

 しようとしたのだと思います」

「……それって、クレイラッツはこちらを信用していないってことですよね。もしくはクレイラッツ自体が裏切ろうとしているとか」

「そうですね……我が国とクレイラッツは同盟関係にありますが、お互いの軍の動きまでは報告し合っておりません。クレイラッツが裏切るということならば、今回の進駐権の申し出の説明はつくかと」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそれを聞き、もしクレイラッツが裏切った場合どうなるのだろうと思い浮かべた。

　前回の戦争では、同盟国が一丸となってようやく引き分けに持ち込んだ激戦だったはずだ。

　それなのにクレイラッツが裏切るとなったら、状況は絶望的なのではないだろうか。

「土壇場になってクレイラッツが裏切るといった可能性は大いにあります。クレイラッツに対して、バルベールから何らかの接触があったのではと思うのですが」

「でも、もしクレイラッツが裏切るとしたら、今回のような話をわざわざ持ちかけてくるでしょうか」

　ジルコニアが言い終わると、考え込んでいたリーゼが口を開いた。

「どういうことかしら？」

「そんなことをして怪しまれる危険をおかすよりも、開戦直前に裏切って、バルベールに釘付けになっている我々の脇腹を突いたほうが合理的だと思うのですが……」

「そうね。でも、たぶんクレイラッツは、我々がクレイラッツとバルベールの密約について知っているのか探りを入れるために、今回みたいなわざとらしい申し出をしてきたと思うの」

「こちらが何らかの情報を掴んでいれば、進駐権の話を出した時に何らかのボロを出すと考えた……ってことですかね？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ジルコニアが再び
頷
 うなず

 く。リーゼはいぶかしんだ表情のままだ。

「恥ずかしい話ですが、私は交渉の経験が他の武官や文官のように多くはありません。そのことを、相手方は理解しているのでしょう。交渉相手はクレイラッツの軍司令官だったのですが、ずっと私の様子を
窺
 うかが

 っていました」

「もしこちらが情報を掴んでいると分かれば、相手は裏切る前提で堂々と軍を国境に配備する。我々が情報を掴んでいるのか分からなくても、あえてわざとらしさを臭わせることで、国境線に守備隊を引きずり出せる……こんな算段ですかね」

「はい。結果的に裏切りからの奇襲はできなくなりますが、こちらが情報を掴んでいることに気づかず奇襲をかければ、クレイラッツは我々の待ち伏せを食らって大損害を被ることになります。ですが、あらかじめわざと裏切りを臭わせておけば、軍の何割かを引きつけてにらみ合いという形に持ち込むことができます。クレイラッツは自軍の被害を最小限に抑えながらバルベールに面目も立つので、有効な手段かと」

「なるほど。ハナから自分たちはほとんど戦わずに、戦いはバルベールに任せようって腹積もりですか。それなら、進駐権の申し出はクレイラッツにとってメリットしかありませんね」

「はい。なので、４年後に戦争が始まるとしたら、実質我々は２正面で戦わないといけなくなります」

　ジルコニアの
台詞
 せりふ

 に、
一
 かず

 
良
 ら

 は顔をしかめた。

「……それって絶望的じゃないですか？」

「クレイラッツがまともに戦うつもりがなく、にらみ合いに徹するつもりならば、クレイラッツとの国境沿いにある街や
砦
 とりで

 の防衛力を増強すれば抑えは利きます。クレイラッツは隣のプロティアも警戒しなければいけないので、全軍を差し向けてくることはないはずです」

「なるほどねえ……どちらにせよ、きついですね」

「状況はかなり悪いですが、やるしかありません」

　ジルコニアはそう言うと、「それでは」と一礼して部屋を出て行った。

　先日の約束どおり、会談の話を
一
 かず

 
良
 ら

 に伝えただけで、助力を一切
請
 こ

 わなかった。

　

　翌日、職人たちからの質問に答えるリーゼから少し離れた所で、
一
 かず

 
良
 ら

 はぼうっとジルコニアとの会話を思い返していた。

　戦争回避の道もないわけではないだろうと考えていたが、昨日のジルコニアは確実に開戦するような口ぶりだった。

　どうしてそこまでバルベールは同盟国攻略に固執するのだろうとも考えたが、それこそ考えても仕方のないことなのかもしれない。

　地球での戦争の歴史を思い返してみても、理不尽な理由など腐るほどある。

　――このまま開戦したら、この国は確実に滅ぶよな。

　先日見た戦時資料で、
一
 かず

 
良
 ら

 はイステール領の戦力をおぼろげながら
把
 は

 
握
 あく

 していた。

　前回は敵が開戦当初にまずい手を打ち続けたために、互角以上の戦いをすることができたようだ。

　だが、敵も次は同じ手は食わないだろう。

　何らかの対策を講じてくるだろうし、隣のクレイラッツまで裏切るとなったら、勝てる見込みなど
皆
 かい

 
無
 む

 である。

　――あと４年か……これは鉄を導入せざるをえないか。結局軍事にも手を出すことになりそうだな。

　鉄器の導入によって世界の勢力図が大きく変わることは、
一
 かず

 
良
 ら

 もよく分かっている。

　鉄というパワフルで安価な金属は、青銅よりもはるかに強力だ。

　軍事だけでなく、その国のすべての産業が恩恵を受けるので、飛躍的に国力が増強される。

　しかも、加工技術や精製技術は、
一
 かず

 
良
 ら

 が伝えれば
試
 し

 
行
 こう

 
錯
 さく

 
誤
 ご

 の必要もない。

　領内に鉄の
大
 だい

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 を持つアルカディアは、一躍超大国への道を歩み始めるだろう。

　――手をこまねいて国が滅びたら
洒落
 しやれ

 にならないもんな……となると、レン
炉
 ろ

 じゃ生産量が少なすぎるから
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 が必要か。上手く作れるか心配だな……。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が１人で考え込んでいると、視界の
隅
 すみ

 にアイザックが駆け寄ってくるのが見えた。

　彼は
一
 かず

 
良
 ら

 の下にたどり着くと、姿勢を正して礼をする。

「カズラ様、市販薬の資料をお持ちいたしました」

「おお、ありがとうございます。どれどれ……」

　
革
 かわ

 
紐
 ひも

 で束ねられた皮紙を受け取り、めくってみる。内容は、薬の種類と効能、元になる薬草の一覧表だった。

「ええと、傷薬と便秘薬……あの、便秘薬のところに書いてあるこれ、何て読むんです？」

「それは『海水』ですね」

「え、海水ですか。もしかして、そのまま飲むんですか？」

　驚いた顔をする
一
 かず

 
良
 ら

 に、アイザックが
頷
 うなず

 く。

「はい。海水をお
椀
 わん

 一杯分くらい飲むと、すぐにおなかがぐるぐるいって下痢が出ます。海水は海のある地域から来た行商人が運んできますね」

「ず、ずいぶんと乱暴な方法ですね。身体に悪そうだ」

「確かに、少し体調を崩すようですね。ですが、薬草を使った便秘薬よりはるかに安価なので、飲む人は多いですよ」

　その他にも、資料には多数の薬が記載されていた。

　下痢止めの項目に『木炭』と書いてあったり、胃薬に『ミャギの乳』と書いてあったりと、薬草を用いるものとは違った薬もたくさんあるようだ。

「カズラ様、今後の私の予定なのですが」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が感心しながら資料を見ていると、アイザックが遠慮がちに声をかけてきた。

「少しの間、グリセア村を警護する守備隊のところに滞在してもよろしいでしょうか。村との
折
 せつ

 
衝
 しよう

 を行おうと思うのですが」

「あ、そうですね。そうしてもらったほうがいいかな。でも、その間はアイザックさん無しか……」

　自ら色々と動き回ってくれるアイザックがいなくなるのはかなりきついが、村と守備隊の
折
 せつ

 
衝
 しよう

 も重要だ。彼の抜けた穴は、自分とハベルでなんとかするしかないだろう。

「分かりました。こちらはなんとかしますので、しっかり守備隊を取りまとめてください。指揮官は誰にするか決めましたか？」

「はい。従姉妹にシルベストリアという者がいるのですが、彼女に任せようと思います。騎兵隊に所属していますが、部隊から引き抜くことにしました」

「騎兵隊ですか。彼女は嫌な顔しませんでしたか？」

「それは大丈夫です。年は24
 と若いですが、非常に忠誠心の高い優秀な兵士です。少し頭の固いところはありますが、信頼できます」

「ほうほう、それは頼もしい……でも、頭が固いっていうのは、あまり融通が利かないってことですかね」

「いえ、そんなことは。非常に正義感が強く、清廉潔白な人物です。
賄
 わい

 
賂
 ろ

 などの不正を極度に嫌うため、今回の任務には向いています。グリセア村に接触してきた者は、すべて一度イステリアに向かうように指示させることにしておりますので」

　アイザックがそこまで言うということは、相当な堅物なのだろう。

　アイザック自身も頭が固いというか真面目すぎるように思えるが、それを上回る人物なのかもしれない。
袖
 そで

 の下でグリセア村に接触しようとする
輩
 やから

 にも対処できそうだ。

「あ、といいましても、普段はとても気さくで朗らかな者です。子ども好きでもあるので、村の皆さんとも上手くやっていけると思います。ご安心ください」

　どれだけ堅物なんだろうかと
一
 かず

 
良
 ら

 が想像していると、それに気づいたアイザックが慌てて弁解した。

　人柄優先で選ぶように、との指示は守ってくれたようだ。

「『普段は』ってことは、怒るとすごかったりするんですか？」

「そうですね……８年前、練兵隊所属時代に、上官に
賄
 わい

 
賂
 ろ

 を渡して便所掃除を免除してもらっていた同僚を、上官もろとも半殺しにしたと聞いたことがあります。その後、『気持ちは分かるがやりすぎだ』ということで
懲
 ちよう

 
罰
 ばつ

 
房
 ぼう

 行きになったそうですが」

「こ、怖すぎる……」

　話を聞く限り、温和というよりも狂犬のような性格に思えるが、怒らせなければ問題ないらしい。

　士官候補生でありながら上官と同僚をまとめて半殺しにできたという腕っ節も恐ろしいが、上官に襲い掛かるという根性もすさまじい。

「まあ、その時の上官も彼女に対して便宜と引き換えに枕を要求したり、同僚も彼女を馬鹿にした発言をしたという
噂
 うわさ

 がありますから、自業自得なんじゃないですかね。スラン家の者とはいえ、16
 歳の小娘だと甘く見たのでしょう」

「そ、そうですか」

　そんな話をしていると、職人への説明を終えたリーゼが２人の下へ歩いてきた。

「お疲れさん。問題なさそうか？」

「うん、たぶん大丈夫。何かあったら呼びに行くから、カズラは別の作業に行っていいよ」

　リーゼは笑顔を見せると、アイザックに向き直った。

「アイザック様は、井戸掘りの監督ですか？」

「いえ、これからグリセア村へ向かいます。しばらくの間戻ってこれませんので、リーゼ様やカズラ様にはご負担をおかけしてしまうかと思いますが……」

　アイザックが答えると、リーゼはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「頼りになる方々が大勢いるので、こちらは大丈夫です。どうか心配なさらず、お身体に気をつけて頑張ってきてください」

「はい、ありがとうございます。それでは」

　アイザックは２人に深く一礼すると、歩き去っていった。

「それにしても、アイザックさんって働き者だよな。スラン家の人間ってみんなあんな感じなのかな」

　アイザックの背を見送りながら
一
 かず

 
良
 ら

 が言うと、リーゼは深く
頷
 うなず

 いた。

「あの家の人たちは生真面目な人が多いよ。マクレガーみたいに
癖
 くせ

 のある性格の人も少しはいるけどね」

　アイザックといいルートといい、スラン家の者たちはやはり真面目な者が多いようだ。

　先ほど話が出たシルベストリアは、いったいどんな人物なのだろうかと
一
 かず

 
良
 ら

 は思いをはせるのだった。

　

　それから数時間後。

　河川工事の監督官として、マリーは工事計画書を胸に労働者たちの作業を見守っていた。

　工事を行う箇所は一箇所ではないため、マリーたちはそれぞれ分散して現場監督を行っている。

　計画書は誰にでも見せていい代物ではないため、現場の職人頭にのみ見せている状態だ。

　さすがにマリー１人に任せるのは荷が重すぎるので、マリーはエイラとセットである。

　そして今、エイラはこの場にはおらず、労働者の食事を近場の食堂に取りに行っていた。

「よう」

「……あ」

　マリーは背後からの声に振り返り、言葉を詰まらせた。

「おいおい、まさかお前が作業監督なんてしてるのか。偉くなったもんだなあ」

　そこには、資材を満載した荷馬車に乗ったアロンドの姿があった。

　アロンドは御者に荷馬車を止めさせると、ひらりと御者台から飛び降りた。

　つかつかとマリーの前に歩み寄り、笑顔を見せる。
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「ナルソン様の屋敷での生活はどうだ？」

「あ、あ……」

　カタカタと身体を震わせて答えられずにいるマリーに、アロンドは少し顔をしかめた。

「さっさと答えろ。俺が『どうだ？』って聞いてるんだぞ」

「っ！　み、皆さんすごく気にかけてくださって、とても楽しくお仕事できています！」

　考えることさえ忘れ、勢い込んでマリーは答えた。

　ガチガチに緊張している彼女を見つめ、アロンドは鼻で笑ってみせる。

「『楽しく』、か。お前、何か勘違いしてるんじゃねえか？」

「……え？」

　心底呆れたような口調で言うアロンドを、マリーは不安げに見上げる。

「お前、自分が
奴
 ど

 
隷
 れい

 だってことを忘れてるだろ。なにが『楽しくお仕事できています』、だ。ふざけたこと言ってるんじゃねえぞ」

「……申しわけございません」

「お前はルーソン家の人間じゃなければ、一般市民でもない。
奴
 ど

 
隷
 れい

 なんだよ。どうにかしてハベルはお前を解放
奴
 ど

 
隷
 れい

 にしようとしているみたいだが、たとえそうなってもお前の
奴
 ど

 
隷
 れい

 の血が入れ替わるわけじゃない。
奴
 ど

 
隷
 れい

 の子は
奴
 ど

 
隷
 れい

 だ。それを忘れるな」

「はい」

　ルーソン邸で働いていた時のように、マリーはアロンドの目を見つめたまま答える。

　目を逸らさない理由は、逸らすとアロンドに殴られるからだ。

　人の目があるこの場で殴られるといったことはないだろうが、それでもマリーはアロンドの目を見ることをやめない。

　アロンドと話す際は必ず目を見ること、それをマリーは身体で覚えさせられていた。

「ったく、なんだってこんな無能をナルソン様は使うかね。父上もさっさとどこかへ売り飛ばしちまえばよかったものを」

　アロンドは吐き捨てるように言うと、作業を続ける労働者に目を向けて大きくため息をついた。

　マリーが重用されているのが嫌で仕方がない、といった様子がありありと見て取れる。

「ヘマして俺たちの顔に
泥
 どろ

 を塗るんじゃねえぞ。愛想尽かされて出戻りなんてことになったら、承知しないからな」

「はい」

　機械的に返事をするマリーを
一
 いち

 
瞥
 べつ

 すると、アロンドは再び荷馬車に乗って去っていった。

　マリーは深く腰を折り、完全に荷馬車が見えなくなってからようやく顔を上げた。

　作業の様子を見に行こうと足を動かした時、手が震えて計画書を取り落としてしまった。

「……っ」

　しゃがんで計画書を拾って胸に抱き、うつむいたまま肩を震わせる。

　だが、すぐに立ち上がると、人目に付かない場所を探して駆け出していった。

　

「こんなボロボロの建物に今までよく住んでたな……基礎の柱が腐って浮いてるぞ」

　目の前で壊されていく建物を眺めながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は
唖
 あ

 
然
 ぜん

 としていた。

　ここは街の城門に近い集合住宅地で、今は建物が取り壊されている最中だ。

　半分腐りかかったような古い柱や壁に
縄
 なわ

 が掛けられ、数頭のラタに引かせて無理矢理引き倒しているところだった。

　これからここを更地にし、製材所を建設するのだ。

「カズラ様」

　建物の倒壊についても対策をしなくちゃな、と
一
 かず

 
良
 ら

 が考えていると、背後から声をかけられた。

「おや、アロンドさん。お久しぶりです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が振り返って
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると、アロンドは爽やかな笑顔を見せた。

「ご無沙汰しております。工事は順調でしょうか？」

「あちこち見て回っていますが、今のところは順調ですね。資材の調達は問題ありませんか？」

「はい、おおむね予定どおりに仕入れることができています。先ほどリーゼ様に一部をお渡ししてきたところです」

　アロンドはグレゴルン領との取引を担当する文官だが、今は工事資材の手配を担当してもらっていた。

　何かと融通が利き、細かいところにも気が回るので、今回の作業には最適だろうとのナルソンの判断だった。

「予定よりも１割近く安く調達することができましたので、余った資金は返納いたします。後ほど明細をお渡しいたしますので」

「えっ、ずいぶん安く上がりましたね。どうやったんですか？」

「日頃私が
贔
 ひい

 
屓
 き

 にしている取引先に無理を言って、安く上げてもらいました。雨季の後の河川工事で使う資材も安くしてもらえるよう、現在交渉中です」

「雨季の後もですか……かなりの量の資材が必要になりますが、安くしてもらえるものですかね？」

「あちらも生活がかかっているのであまり無理は言えませんが、発注する量が膨大なので、割引はしてくれると思います。上手いこと話はつけておくので、ご安心ください」

　かなりの大仕事になるはずだが、アロンドは何でもないかのようにそう答えた。

　いかにも取引に慣れている、といった様子だ。

「他にも資材が必要になりそうな案件があれば、ついでに私が用意いたしますが、何かありますでしょうか」

　資材が必要になる仕事といえば、今目の前で壊されているような古い住宅の倒壊対策だ。

　見たところ建物はすでに住めるレベルの代物ではないので、新たに建て直すほかないだろう。

「今壊しているようなボロボロの建物をなんとかしないといけなくて、新たに住宅を作るのに大量の資材が必要になりますね。その時はぜひ、協力していただけると助かります」

　いずれ補助金でも出して建替えを促進するか、土地の引渡しを条件に郊外に住宅を建ててそちらに移住させる、といった方法を取ることになるだろう。

　資材管理をアロンドが一手に引き受けてくれるのであれば、これほど楽なことはない。

「住宅ですか。ここもこれから建て直すところですか？」

「いえ、ここには製材所を建設します。住宅建設に手を出すのはまだ先ですね」

「ふむ……しかしそうなると、建物を建てる土地が必要になりますね」

「そうなんですよ。城壁の内側って、まだ土地に余裕はありますかね？」

「外周部分は
若
 じやつ

 
干
 かん

 空いていますが、そこまで余裕がある状況ではないですね。他領からの移住者もいくらかはイステリアに住まわせているので、すぐにいっぱいになってしまうと思います」

「そしたら、人口の過密化を防ぐために城壁の外に街を広げることも考えたほうがよさそうですね。あぶなそうな建物に住んでいる人たちには、土地の引渡しを条件にそちらに新しく住宅を提供して住んでもらう、というのはどうでしょう？」

　街の外周部分には、他領からの移住者を受け入れるために急遽作られた集合住宅地が多い。

　そうした住宅は安い金額で突貫工事により作られたため、数年も経つとボロボロである。

　基礎に使われている木の柱が、敷石も置かずに地面に直接埋められたため腐ってしまった、といった手抜き工事も多数あるようだ。

「そうですね……街なかで仕事を持っている者だと職場との距離が問題になりますが、いい考えかと思います。ですが、城壁の外に街を広げるとなると、城壁の一部を門に改良するか壊す必要が出てくるので金がかかります。なので、近場にある
既
 き

 
存
 そん

 の村や街に資金を提供して対応させるのがよいかと。水車を使って農地を拡張すれば仕事も与えられますので」

「なるほど、そのほうがよさそうですね。そちらの資材の融通も、アロンドさんに任せて大丈夫ですか？　といっても、ナルソンさんに相談してからになりますけど」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の申し出に、アロンドはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「お任せください。もしよろしければ、移住先の建築管理と移住者の職についても任せていただきたく思います。必ずや成果を上げてみせますので」

「おお、それは助かりますね。その時はぜひお願いします」

　なんとも頼もしい申し出に、
一
 かず

 
良
 ら

 は二つ返事で了承した。

　作業指揮の人手不足で悲鳴を上げているこの状況で、そのような申し出は本当にありがたい。

　それからもしばらくの間、２人は今後の計画について話し合っていた。

　

　その頃、街なかの訓練施設の広場で、アイザックは鎧姿の女と話し合っていた。

　彼女はアイザックの従姉妹であるシルベストリアだ。

　ショートカットの美しい金髪と、活発そうな顔立ちが印象的な女性である。

　彼女はにこにこと、人懐っこそうな笑顔をアイザックに向けていた。

「重ねて言いますが、これはとても重要な任務です。何があろうとも規律を徹底し、外部から村に接触しようとする者は必ず先にイステリアに向かわせてください」

「かしこまりましたわ。アイザック様」

　朗らかに答えるシルベストリアに、アイザックは何ともやりにくいといった表情を浮かべた。

　元々シルベストリアはアイザックよりも立場が上であり、アイザックが戦地で騎兵隊に所属していた頃は直属の上官だったのだ。

　軍での立場はまだ彼女のほうが上なのだが、現状として指示を出すのはアイザックの役目となっている。

　それに、先ほどから彼女の様子が明らかにおかしい。今まで、彼女がアイザックに敬語を使ったり、様付けで呼んだりしたことは一度もないのだ。

　終始とても楽しそうな笑顔を浮かべているのが非常に怖い。
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「駐屯中は村の警護と、外部からの接触者の対応をすればいいのですね。他は何もしなくていいのですね」

「はい、村のかたに何か相談を受けたらその時は……あの、もしかして怒ってます？」

「そんなことありませんわ。アイザック様」

　にこにこと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだまま言うシルベストリアに、アイザックは冷や汗をかいた。

　話を持ちかけた当初、彼女はアイザックの頼みならばと二つ返事で任務を引き受けてくれた。

　ただし、その時は任務の期限については何の話もしていなかったのだ。

「ただ、任務期間が無期限だなんて聞いておりませんでしたから。まさかアイザック様にこんな仕打ちをされるとは夢にも思っていなかったので、少し驚いてしまって。今後は、夜の１人歩きには気をつけたほうがよいかと存じます」

「え！　いや、そんなつもりでお願いしたわけでは……」

「ふふ、別にいいのですよ。それより、アイザック様にはもう何年も剣の稽古をつけていただいておりませんでしたね。久々に手合わせをお願いしたいのですが」

「いや、だから、本当にこれは重要な任務なんですよ！　あと、お願いですから敬語はやめてください！」

　腰の剣に手をかけながらどす黒いオーラを発し始めたシルベストリアに、アイザックは慌てて弁解した。ちなみに、彼女はアイザックよりも圧倒的に強い。真剣で手合わせなどした日には、確実になます切りにされてしまうだろう。

「なら、ちゃんと説明して。国の未来を左右する重要な任務だとあなたは言ったけど、寒村の警護にそんな価値があると本気で思っているの？」

　一転して
睨
 にら

 みつけるような表情を向けてきたシルベストリアに、アイザックはこくこくと
頷
 うなず

 いた。

「重要どころの話ではありません。あの村のおかげで、今こうして領内は急速に復興し始めているのです」

「だから、その理由をさっさと話しなさい。要点以外のことを言ったら殴り倒すよ」

「……あの村には、カズラ様の大切な人たちが住んでいるのです。そのかたたちを守っていただきたいのです」

　真剣な表情で話すアイザックの顔を、シルベストリアはじっと見つめた。

「カズラ様って、領内の復興の手助けをしてくれている人のこと？」

　彼女の問いに、アイザックが
頷
 うなず

 く。

「確かどこかの大貴族だって聞いたことがあるんだけど……そう。本当はただの平民だったの」

「いえ、違います。カズラ様はグレイシオール様です」

「……グレイシオール様って、慈悲と豊穣の神様の？」

「はい」

　アイザックが答えると、彼女は再びアイザックの目をじっと見つめた。

　冗談を言っているのかどうか、目を見て判断しようとしているのだ。

「……それ本当？」

「本当です」

「そうなの……ふうん、そうなんだ」

「……あの、自分で言っておいてなんですが、疑わないのですか？」

　何やら感心した様子で
頷
 うなず

 く彼女に、アイザックは少し拍子抜けしたように問う。

「だって、そうなんでしょ？　あなたの言うことなら信じるよ。あなた、嘘つかないし」

　シルベストリアはそう言うと、今度は少し心配そうな表情になった。

「でも、そのことって私に話して大丈夫だったの？　機密中の機密なんじゃない？」

「ちゃんと話さなかったら、納得しなかったでしょう？」

「……それもそうだね。私の悪い
癖
 くせ

 だなー。反省する。ごめんね」

　先ほどとは打って変わってしおらしくなってしまった彼女に、アイザックは
戸
 と

 
惑
 まど

 いながらも
頷
 うなず

 いた。

「他に質問はありますか？」

「聞いてみたいことは山ほどあるけど、聞かないでおくよ。そのほうがアイザックも都合がいいでしょ？」

「はあ……あの、先ほどの話、本当に信じてます？」

　アイザックが再び問うと、シルベストリアはきょとんとした表情になった。

「えっ、何が？」

「カズラ様がグレイシオール様だということをです」

「うん、信じてるよ。何でそんなこと聞くの？」

「いえ、こんな荒唐無稽な話を、よく簡単に信じてくれたなと思いまして……」

　困惑気味に言うアイザックに、シルベストリアはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「他の人が言ったなら信じないけどさ、あなたの言うことなら何でも信じるよ。あなたは信頼できるから」

「ええと……ありがとうございます」

「別にお礼を言われるようなことじゃないと思うけど……そっかー、グレイシオール様かー。今度お話ししてみたいなあ」

　彼女はひとしきり
頷
 うなず

 くと、アイザックに向き直って姿勢を正した。

「任務の目的、了解いたしました。早速現地に向かいます」

「よろしくお願いします。私も後から向かうので、村の人たちには
挨
 あい

 
拶
 さつ

 だけ済ませておいてください」

　

　そして数日後、アイザックは数台の荷馬車を従えて、グリセア村の入口に到着した。

　付近にはすでに野営地が作られており、あちこちでのんびりと過ごす兵士たちの姿が見える。

　きちんと鎧を着ている者が大半だが、休暇中なのか私服姿で過ごしている者も何人かいるようだった。

　跳ね橋の前で村人と談笑している者もおり、早くも良好な関係を構築しているようである。

「アイザック様、ようこそおいでくださいました」

　アイザックがラタから降りると、１人の老兵が近寄ってきた。

　彼はシルベストリアの部隊の副官だ。

「シルベストリア様はどこにいる？」

「今は村の子どもたちと川へ
釣
 つ

 りに行っています。夕食の材料は任せておけと言っていましたが、素人がそう簡単に
釣
 つ

 れるものではないのですがなあ」

「そ、そうか」

「明日は私の番でしてな。ここはひとつ、格の違いというものを見せつけてやらねばと思いまして。
釣
 つり

 
竿
 ざお

 も家から持ってきたものが……」

「あ、いや、
釣
 つ

 りについてはまた今度聞こう。俺はシルベストリア様のところへ行ってくる。荷馬車に追加の物資が載ってるから、降ろしておいてくれ」

「む、そうですか。かしこまりました」

　アイザックは長話を始めようとする老兵の口をさえぎると、川へと足を向けた。

　

「ぜ、全然外れないよこれ!?
 　何で外れないの!?
 」

「違うって！　板を押し込むんじゃなくて押しながら捻るんだよ！　急いでやらないと死んじゃうよ！」

　アイザックが川に着くと、シルベストリアが数人の子どもたちに囲まれて大騒ぎしていた。

　手には小ぶりな魚が握られており、その口の中に
切
 きり

 
欠
 かき

 の付いた細い木の板を突っ込んでいる。

「だから！　ただ押し込むだけじゃダメなんだって！　糸も引っ張りながらじゃないと外れないよ！」

「そ、そんなこと言ったって……」

　シルベストリアは半泣きになりながら、魚の口に入れた板をこねくり回している。

　魚が飲み込んだ針を外そうとしているらしい。

　魚はじたばたと暴れていたが、突如「グェ」と謎の異音を発すると急に大人しくなった。

「あー、もう俺がやるよ。貸して！」

　見るに見かねて、周りで騒いでいた男の子の１人が魚を奪い取った。

　慣れた手つきで板を捻って針を外すと、魚を水桶の中に放り込む。

　魚は辛うじて生きていたようで、ぴくぴくと
痙
 けい

 
攣
 れん

 しながら桶の底に沈んでいった。

「あ、あの、シルベストリア様？」

「アイザック……私、
釣
 つ

 りの才能ないのかも……」

「は、はあ」

　げっそりした様子で言うシルベストリアに
相
 あい

 
槌
 づち

 をうっていると、彼女の
傍
 かたわ

 らにいた女の子が
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を持ってアイザックに駆け寄ってきた。

「アイザックさん、はい、どうぞ！」

「え？　いや、俺は……」

　満面の笑みで
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を差し出してくる女の子に、アイザックは断ろうと口を開きかけた。

「まあまあ、ちょっとくらい付きあいなよ。結構面白いよ、これ」

　しゃがみ込んで水桶の魚を眺めながら、シルベストリアが言う。

　周囲の子供たちも、そうだそうだと声を上げた。

「で、ですが、これから村に積荷の搬入をしなければいけないので……」

「それって急ぎなの？」

「そういうわけではありませんが……」

「ならいいじゃん。一緒に遊ぼう？」

　笑顔で言うシルベストリアに、アイザックは仕方なく
頷
 うなず

 いた。

　
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を受け取り、付近の石をひっくり返して
餌
 えさ

 になる虫を探す。

「コルツ君、どうかしたの？」

　アイザックと並んで腰を下ろしたシルベストリアは、少し離れた所で
釣
 つ

 り糸を垂らす男の子に声をかけた。

「な、なんでもないよ」

　アイザックが顔を向けると、コルツは慌てた様子で顔をそらした。

　それを見て、アイザックは以前彼を
騙
 だま

 して
一
 かず

 
良
 ら

 のことを聞き出したことを思い出した。

　少し心苦しく感じるが、今さらどうすることもできない。

「んー？」

　シルベストリアは小首を傾げると、立ち上がってコルツの隣に座り直した。

「ねえねえ、私へたくそで全然上手くいかないんだ。もっと
釣
 つ

 れるやり方教えてくれない？」

「……投げる場所がダメなんだよ。魚にだって
餌
 えさ

 を食べやすい位置があるんだから」

「えっ、そうなの？　どこに投げればいいの？」

「そこの岩陰とか、流れがあんまり強くないところがいいよ」

　シルベストリアはコルツの話を真剣に聞きながら、彼の指差す場所めがけて竿を振るった。

　小さな芋虫付きの針が、ぽちゃんと音を立てて水に沈む。

「これで
釣
 つ

 れるかな？」

「竿を動かさないで我慢してれば、そのうち
釣
 つ

 れると思うよ」

「むむ、我慢か。夕食用にたくさん
釣
 つ

 って帰らないといけないんだけど、ちゃんと
釣
 つ

 れるかな……コルツ君、また
釣
 つ

 れたら私に
譲
 ゆず

 ってくれない？」

「えー、やだよ。俺も持って帰って食べたいもん」

「じゃあ、後で豆の焼き菓子あげるから、それと交換ってのはどう？」

「魚のほうが
美味
 おい

 しいからやめとく」

「けちー」

　シルベストリアがコルツと話していると、周りにまた子どもたちが集まってきた。

　彼女は村に来てから２日しか経っていないはずなのだが、すでに子どもたちの人気者になっているようだ。

　そして子どもたちはしばらくわいわいと騒いだ後、それぞれ
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を手に散らばって行った。

「ずいぶんと懐かれていますね」

　コルツが別の場所に移動したのを見計らって、アイザックはシルベストリアに話しかけた。

「懐かれてるっていうか、私があの子たちに遊んでもらってるんだけどね」

　ぴくりとも反応しない木片の浮きを見つめながら、シルベストリアが笑う。

　先日
睨
 にら

 みつけられた時はどうなることかと思ったが、新たな生活を楽しんでいるようだ。

「それにしても、この村すごいね。まるで軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 みたいな造りになってるし、みんなすごく元気で、食料にも全然困ってないみたいだし。グレイシオール様が何かやったの？」

「この村にはカズラ様が直接支援を行っているんです。食料も技術も最優先で支援が行われているようなので、とても豊かになっていますね」

「へえ、言い伝えと違って技術も教えてくれるんだね」

「私も最初は驚きましたが、言い伝えよりはるかに優れた力をお持ちのようです。この分なら領内の復興も時間の問題でしょう」

「すごいね。神様って本当にいるんだね」

　彼女はうんうんと
頷
 うなず

 くと、アイザックに顔を向けた。

「えっと、村長さんには駐屯の理由を説明して
挨
 あい

 
拶
 さつ

 は済ませておいたけど、他にもやったほうがいいことってある？」

「はい、１つお願いしたいことがありまして……ただ、そのかたにも
許
 きよ

 
諾
 だく

 を得ないといけないので、それからになりますが」

「お願いしたいこと？」

　小首を傾げるシルベストリアに、アイザックが
頷
 うなず

 く。

「少し長くなりますが……」

　そう前置きすると、アイザックはバレッタから受けた相談を一から説明し始めた。

　

「……というわけで、バレッタさんに武術の指南をしていただきたいのです。私はあまり長く村にはいられないので、シルベストリア様にお願いできればと思うのですが」

「うわー、いじらしいなあ……しかも彼には秘密で頑張るってところがもうね……」

　シルベストリアは少し顔を赤くしながら、くねくねと身体をくねらせている。

「『守れるようになりたい』、か。なかなか言える言葉じゃないよね。……でもさ、アイザック」

「はい？」

「この話を私にすること、その娘から許可取ったの？」

「いえ、取っていませんが？」

「……最低」

「え!?
 　な、何でですか!?
 」

　慌てた様子のアイザックに、シルベストリアはため息をついた。

「『何でですか』、じゃないよ。バカじゃないの。どう考えても相談する順番が逆でしょ。受けた恋愛相談を勝手に第三者に話すなんて、私がその娘の立場だったら幻滅するよ」

「う……申しわけございません……」

「私に謝っても仕方がないでしょ……カズラ様についての話は聞かなかったことにしてあげるから、その娘に今のことを提案して承諾もらってから連れてきなさい。そしたら引き受けてあげるから」

「ありがとうございます。彼女はとても筋がいいので、すぐに上達すると思います。私も負けないように頑張らねば」

　アイザックがそう言うと、シルベストリアは少し驚いたような表情をした。

「アイザックがそんなふうに言うなんてめずらしいじゃん。そんなに才能がある娘なの？」

「才能もそうですが、やる気と根性がすさまじいですね。あそこまでひたむきに頑張れる人間は、なかなかいないと思います」

「へえ、そうなんだ。それは会うのが楽しみだなあ」

　それからしばらくの間、２人は
釣
 つ

 りをしながら雑談を続けた。

　結局、魚は１匹も
釣
 つ

 れなかった。

　

　先に駐屯地に戻ったアイザックは、資材を積んだ荷馬車に乗って村に入った。

　バリン邸へと向けて進んでいると、森の方からバレッタが駆けてきた。

　バレッタはアイザックと目が合うと、笑顔を見せた。

「アイザックさん、おひさしぶりです」

「バレッタさん、おひさしぶりです。頼まれていた『ろう石』を持ってきましたが、どこへ運びましょう？」

「ありがとうございます！　村の端に資材保管用の倉庫を作ったので、そこにお願いします」

「分かりました。バレッタさんもこちらへどうぞ」

　アイザックは荷馬車を止め、バレッタに手を差し出した。

　バレッタはその手を取って御者台に上ると、アイザックの隣に腰を下ろした。

　
蹄
 ひづめ

 が立てるぱからぱからという音を聞きながら、村の中をのんびりと進む。

「少し見ないうちに、村の中がまた変わっていて驚きました。よくこの短期間でここまでやりましたね」

　村の景観は、以前よりも明らかに発展していた。

　水路はすべてモルタル製になっており、道も石材で整地された部分があちこちに見られるようになった。

「あそこにある木箱は何ですか？」

　道の先に見える洗い場を見やりながら、アイザックが問う。

　水路脇にあるそれには屋根が取り付けられ、何やら大きな四角い木箱が併設されていた。

「あれは砂や木炭を利用したろ過装置です。大雨が続くと水路の水が
濁
 にご

 って
炊
 すい

 
事
 じ

 や洗濯に使えなくなってしまうので、そのために作りました」

「ろ過装置ですか。確かカズラ様が
氷
 ひ

 
池
 いけ

 の建設地にろ過装置を作ったとおっしゃっていましたが、それと同じものですかね？」

「構造を見てみないと何とも言えませんが、似たようなものだと思いますよ」

「ふむ、そうですか。……あそこにある建物はなんです？　水車が併設してあるようですが」

「あれは鍛造所です。鍛造機の試作機が中にあります」

「鍛造機ですか。イステリアでも試作が行われていますが、こちらのほうが完成が早いんですね……」

「設計図が手元にあったので、そのまま作っただけですけどね」

　いかにも簡単そうにバレッタは言うが、イステリアとて状況は同じである。

　
一
 かず

 
良
 ら

 から与えられた設計図を元に部品を製作して組み立てているのだが、部品の１つ１つにまで図面が存在しているわけではない。

　部品図がないものはだいたいの見当をつけて製作し、
試
 し

 
行
 こう

 
錯
 さく

 
誤
 ご

 しながら少しずつ作っている状況だ。

　本当ならば部品図の作製も
一
 かず

 
良
 ら

 に任せるのが一番早いのだが、多忙な
一
 かず

 
良
 ら

 にそこまで頼むのは心苦しいということで、職人に一任しているのが実情である。

「上手くいっていないようでしたら、私の描いた部品図を持って行きますか？」

「……いえ、それは止めておきましょう。作業の途中で別のところから持ってきた図面を使えと言っては、職人たちもよくは思わないでしょうから」

「あ……それはあるかもしれないですね」

　職人たちとてプライドがあるはずなので、途中で
横
 よこ

 
槍
 やり

 を入れるような真似をされてはいい気がしないだろう。

　そこまで時間がかかるとも思えないので、このまま彼らに任せておいたほうがよさそうだ。

「ところで、鍛造機の他にも何かできていたりするのですか？」

「他には、製材機、製粉機、動力水車、それと
唐
 とう

 
箕
 み

 という穀物を
籾
 もみ

 
殻
 がら

 と選別する道具などができています。あの、もしよろしければ、いくつか持って行ってもらえませんか？」

「えっ、いいのですか？」

　思わぬ提案に、アイザックは驚きの声を上げた。

「はい。それで、できればカズラさんの目に付くようなかたちで使っていただけると……」

「もちろんです。バレッタさんが作ってくれたとお伝えすれば、きっとカズラ様も驚きますよ！」

「あ、カズラさんには私が作ったっていうことは内緒にして欲しいんです。内緒のまま、実際にカズラさんの前で使っていただけると……」

「えっ、どうしてです？」

　アイザックがきょとんとした様子で聞くと、バレッタは少しうつむいた。

「その……
贔
 ひい

 
屓
 き

 
目
 め

 なしで私の作った道具を見てもらいたくて……」

　それを聞き、アイザックはなるほど、と
頷
 うなず

 いた。

「分かりました。そのようにいたしましょう。任せておいてください」

「ありがとうございます。それらを見せる時は、他の職人さんたちが作った物と一緒に見せてください」

「一緒にですか。不自然にならないように数がそろってから見せるとなると、少し先の話になりますが大丈夫ですか？」

「大丈夫です。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げるバレッタにアイザックは
頷
 うなず

 き、武術指南についての話もしておくべく口を開いた。

「話は変わりますが、以前教えたやり方で訓練は続けていますか？」

「はい、毎日ちゃんと続けています。あの、積荷を置いた後で稽古をつけてもらってもいいですか？」

「もちろんです。私は今日から３日間こちらに滞在するので、その間は毎日私が訓練しましょう。それで、その後の訓練は村の警護についている部隊の者に引き継ごうかと思います」

「部隊のかた、ですか？」

　少し不安そうに言うバレッタに、アイザックが
頷
 うなず

 く。

「あの部隊の指揮官であるシルベストリアは私の従姉妹でして、お願いすればきっと承諾してくれるはずです。剣や
槍
 やり

 の腕は私よりはるかに上なので、バレッタさんにとっても有意義かと思いますが」

「あ、従姉妹のかたなんですね……ですが、私の力のことがありますし……」

「そうですね、バレッタさんの力についてはまだ話していないので、後で私から話しておきます」

「えっ。で、でも、あまり力のことを他の人に話すのは……」

　
戸
 と

 
惑
 まど

 ったように言うバレッタに、アイザックは
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「彼女になら、何を話しても大丈夫です。絶対に秘密を他人に漏らすようなことはしません」

「ですが……」

「大丈夫です。彼女は人の信頼を裏切るような真似はしません」

「……分かりました。ですが、力については私から話します。それまでは黙っておいてください」

　きっぱりと言い切るアイザックを見て、バレッタは話を受けることにした。

　バレッタ自身がアイザックを信頼して相談を持ちかけている手前、彼が信頼しているという人物ならば自分もある程度は信用する態度を見せざるを得ない。

　とりあえずは武術指南を受けるだけなので、アイザックと戦った時のように派手に動かなければ大丈夫だろう。

「む、そうですか……分かりました。では、そのようにいたしましょう」

「お願いします。あと、アイザックさんが村にいる間はギリギリまで２人きりで訓練をお願いします」

「了解です。資材を置いたら、早速始めましょうか」

　

　３日後の朝、バレッタはアイザックに連れられて、駐屯部隊の野営地へとやってきていた。

　シルベストリアはバレッタを出迎えると、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「こんにちは。アイザックから話は聞いてるよ。武術を教えて欲しいんだって？」

「はい。頑張りますので、よろしくお願いします」

「うん、分かった。真面目にやれば結果は必ず返ってくるから、頑張ろうね」

「は、はい！」

　シルベストリアは付近の兵士に訓練用の武具を取りに行かせると、アイザックに顔を向けた。

「それじゃ、この娘は確かに引き受けたよ。一通りできるように教えればいいんだっけ？」

「はい。剣術から騎乗まで、貴族の子弟が習うことはすべてお願いします。騎乗については、ある程度乗りこなすことができるようになれば十分ですので」

「ん、了解。時間はあるみたいだし、のんびりやろっか」

「はい、よろしくお願いします」

　笑顔を向けるシルベストリアに、バレッタも少し緊張が解け
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　もっと厳しい人物を想像していたため、このような優しい対応は意外だった。

　だが裏を返せば、すべてはバレッタのやる気次第とも受け取れる。

　甘い対応に気を緩めるのは非常に危険だ。

「早速始めよっか」

　シルベストリアは兵士が持ってきた木剣を受け取ると、バレッタに投げた。

　バレッタは片手でそれを受け取り、少し困ったような顔をする。

「えっと……」

「ん？　どうかした？」

「できれば場所を変えたいのですが……」

「そう？　なら、場所を移そっか。どこでやる？」

「村はずれの森の中がいいです。いつもそこで練習しているので」

「りょーかい。アイザック、後は私がやるから、もう行っていいよ」

「かしこまりました。よろしくお願いします」

　２人はアイザックをその場に残し、森へと足を向けた。

　

「よし、始めよう」

　森に着くと、シルベストリアは剣をかまえた。

　左手は握りこぶしを作って腰の後ろに回し、腰に密着させて固定する。

　右手に持つ剣は剣先を相手の顔に向け、右半身を前にした中段のかまえだ。

　木剣はいつもバレッタが使っているものと同じ、刃渡りが60
 センチ程度のものである。

「私が攻撃するから、上手く受けてみてくれる？　形は習ってるよね？」

「はい、一応は……アイザックさんとの練習では盾を使ったものが主だったのですが、盾は使わないのですか？」

　剣をかまえながらそう言うバレッタに、シルベストリアが
頷
 うなず

 く。

「盾が使えない時だってあるからね。むしろ、使えない時のほうが多いんじゃないかな？　だから、こっちを優先しよう」

「わ、分かりました」

「よし。始めるよ」

　そう断りを入れると、シルベストリアはバレッタに中段の突きを入れた。

　それほど速いものではなく、受け止められることが前提のスローな一撃だ。

　バレッタはその剣の動きをしっかりととらえ、アイザックに習っていたとおりに剣の腹でいなすように受け止めた。そして捻りを加え、払うように受け流す。

「足も動かすよ」

　シルベストリアは少しずつ横に歩きながら、真っ直ぐにバレッタを見据える。

　バレッタもそれに合わせ、間合いを取りながら右方向に足を動かした。

　２人は剣先を中心にして、円を描くようにゆっくりと動く。

「少しずつ速くするから、全部受け止めてね」

「はい」

　先ほどと同様に、シルベストリアが中段の突きを繰り出す。

　再びバレッタが受け止めると、すぐに剣を引いて上段の袈裟斬り。

　これもスローな攻撃だ。

「連続でいくよ」

　上段、中段、下段とリズミカルに加えられる攻撃を、バレッタはすべて受け止める。

　斬撃、突きと交互に繰り出されるそれらを受け止めていると、シルベストリアが小声で「おお」と漏らした。

　一撃を重ねるごと、少しずつ攻撃速度が速まっていく。

「いち、に、いち、に……ほら、ちゃんと足も動かして」

「は、はいっ！」

　がんがん、と木剣同士のぶつかる音の間隔が、シルベストリアの声に合わせて徐々に狭まる。

　やがて彼女は無言になり、攻撃の順番も不規則になった。

　バレッタは必死に手と足を動かし、彼女の攻撃を受け流す。
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　だが次第に動きに乱れが生じ、受け止めきれない攻撃が目立ってきた。

　そしてついに、バレッタが受けるよりも速く滑り込んだ剣先が、その喉元に突きつけられた。

「ほい、ここまで。よくできました」

　すっと剣を引き、シルベストリアは笑顔を見せた。

　バレッタは緊張からか、身体は疲れていないのに口の中がからからに渇き、息が上がってしまっていた。

「きみ、すごいね。聞いた話だと指導してもらう時間なんてほとんどなかったはずなんだけど」

「あ、ありがとうございます」

「それに、見た目と違ってずいぶん力があるんだね。まともにぶつかったら私が押し負けちゃいそうだよ」

「え、えっと……」

　つい力が入ってしまっていたことに気づき、バレッタは口ごもった。

　シルベストリアは特に気にする様子もなく、よし、と
頷
 うなず

 く。

「受けの基本は大丈夫みたいだから、次はきみが打ち込んできて。焦らなくていいから、じっくりやっていこう」

「はい！」

　元気よく返事をするバレッタに、シルベストリアは
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　

　そうしてバレッタが訓練に励んでいる頃。

　イステリアの中心部に近い街なかを、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが並んで歩いていた。

　今日のリーゼは鎧姿ではなく、普段着のドレス姿である。

　ナルソンやジルコニアからの強い勧めで、今日は２人とも休みを取ることにしたのだ。

　そこで、かねてより約束していた街へのおでかけをしようとリーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 を誘い、今に至る。

　河川工事も本日は休みとなっており、職人たちや使用人たちにも一斉に休みを取らせている。

　エイラとマリーにも休みが命じられ、それぞれ休暇を楽しんでいるはずだ。

　ちなみに、２人に休みを命じたのはリーゼである。

「ここのお店がすごく
美味
 おい

 しいんだ。よくエイラと２人でお昼を食べにくるの」

　木造のこぢんまりとした建物の前で、リーゼが足を止めた。

　入口には石版が置かれており、本日のおすすめメニューが値段とともに石筆で書き連ねられていた。

　以前は食料価格が高騰していたが、今はだいぶ下がってきているようだ。

　領主側が備蓄食料を放出して配給および市場介入をしたことと、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の収穫量増加や水車の導入によって広がった安心感が影響している。

　それらを受けて食料の買占めをしていた富裕層が慌てて備蓄食料の売却に走ったことも、価格低下に拍車をかけたのだろう。

「おー、お
洒落
 しやれ

 な店だな」

　入口から中をのぞいてみると、小奇麗な店内にはちらほらとしか客がいないようだった。

　お昼になると混んでいて入れないということでかなり早めに来たのだが、それが功を
奏
 そう

 したようだ。

「よかった、空いてるみたい。入ろっか」

　そう言うと、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の腕に自らの腕をからめた。

　突然の行為に、
一
 かず

 
良
 ら

 はぎょっとして目を向ける。

「ちょ、何で腕を組むんだよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が腕を引っ込めようとすると、リーゼが不安げな表情で見上げてきた。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 の動きが止まる。

「嫌？」

「い、嫌じゃないけど……」

「ん、よかった」

　リーゼはすぐに笑顔になり、そのまま店に入った。

「リーゼ様！　おひさしぶりで……え!?
 」

　２人が店に入ると、カウンター裏の石釜からパンを取り出していた女が驚きの声を上げた。

「おひさしぶりです。席は空いていますか？」

「は、はい。では、奥の席へ……あの、もしかしてそちらのかたは、お付きあいされているかたですか？」

「違います」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が即座に否定すると、リーゼがつややかな眼差しで
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げた。

「あら、照れなくてもいいんじゃない？」

「いや、お前、何言ってるんだ……」

「まあまあ、いいじゃない」

　リーゼはいたずらっぽく笑うと
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を離し、席に座った。

　
傍
 はた

 から見ると、冗談だから離したのか席に着くために離したのか判断に苦しむタイミングだ。

　店内に数人いた客も注目していたが、２人が席に座ると目をそらした。

　時折ちらちらと視線は感じるが、話しかけてくるような者はいないようだ。

「何食べよっかなー」

　リーゼは壁の高い位置に掛けられた木板のメニュー表を見上げた。

　川魚のパン包み焼きやポテトパンといった、パン麦を使った料理が多いようだ。

　店の奥に目を向けると、石でできたカウンターに壷が埋め込まれていた。

　壷の下では火が
焚
 た

 かれ、スープや
粥
 かゆ

 が作られているようである。

　２人が座る席は窓際で、開け放たれた窓からは通りを行き交う人びとが見えた。

「オムレツパンとパン麦のサラダと果実酒と……んー、スープも頼んだら多すぎるかな」

「前から思ってたんだけど、リーゼって酒好きだよな」

　屋敷での食事の際、リーゼは必ずといっていいほど果実酒を飲んでいた。

　飲みやすくするために水で薄められてはいるのだが、アルコールには違いないので飲めば酔うはずだ。

　だが、リーゼはいくら飲んでもけろりとしており、酔ったり顔が赤くなったりしている様子を見たことがなかった。

「うん、好きだよ。果実酒が一番好き。穀物酒も好きだけど」

「毎日飲んでるみたいだけど、酔ったりはしないのか？　いつも顔色一つ変えないけどさ」

「飲めば少しは酔っ払うけど、気持ち悪くなったり潰れたりするってことはないかな。いくら飲んでも平気だと思う」

「それはすごいな。ナルソンさんも強かったりするのか？」

「お父様が飲んでるのは見たことないかな。でも、死んじゃったお母様はお酒が大好きで、すごく強かったらしいの。たぶんそれを受け継いでるんだと思う」

　容姿もそうだが、どうやらリーゼは母親の血を強く受け継いでいるのだろう。

　14
 歳という若さで飲酒をして成長に差し支えないのだろうかとも思うが、今のところ問題ないようだ。

「でも、最近は前に比べて飲む量が減ったよ。夜は飲まないことのほうが多いし」

「え、そうなのか。なんでだ？」

「疲れてる時に飲めばやっぱり眠くなるし、最近は遅くまで仕事してるから。あと、何かよく分からないけど前ほど飲みたいとは思わなくなった気がする」

「へえ、そんなことってあるのか」

「うん。ここ１ヶ月くらいで急に」

　そんな話をしながらメニューを決め、店員を呼び寄せて注文する。

　店員は２人に興味津々のようで、特に
一
 かず

 
良
 ら

 のことをちらちらと見ていた。

「それにしても、リーゼは本当に人気あるな。どうやったらそんな人気者になれるんだか」

　先ほど街なかを歩いていた時、道を行き交う人びとのほぼ全員が、リーゼに気づくとすぐに道を空けて笑顔で
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしていた。

　マスメディアの発達していないこの世界でこれほどにまで顔が売れているというのも驚きだが、その人気には目を見張るものがある。

「別に何も難しいことはしてないよ。カズラだってやってるじゃない」

「俺も？」

「うん」

「……まったく思い当たらないんだけど」

　少し考えたが見当もつかず、
一
 かず

 
良
 ら

 は首を傾げた。

「『ありがとう』と『ごめんなさい』をちゃんと言う。相手の目を見て話す。相手の名前をちゃんと呼ぶってこと。いつもカズラがやってることだよ」

「え、それだけ？　普通やるもんじゃないのか？」

「貴族の人間は誰もやってないよ」

「……そうか？　皆やってるように思えるんだけど」

　普段接する顔ぶれを思い起こしてみるが、皆がきちんと
挨
 あい

 
拶
 さつ

 や受け答えをしているように思えた。といっても、
一
 かず

 
良
 ら

 が接する貴族の人間はごく少数に限られるのだが。

「市民にも
奴
 ど

 
隷
 れい

 にもってことだよ。身分で態度を変えてるようじゃ、信頼なんて得られないわ。もし自分が逆の立場だったら、ぞんざいな受け答えをされたらいい気分しないでしょ？」

　リーゼが答えると、
一
 かず

 
良
 ら

 は感心したように
頷
 うなず

 いた。

「なるほどな……確かに、リーゼみたいに誰にでも丁寧に接してる人は見たことないな」

「まあ、貴族の皆が市民や
奴
 ど

 
隷
 れい

 に丁寧に接してたら、それはそれで上手くいかなくなると思うけどね。私はこの状況を利用してるだけ。性格悪いでしょ」

　あははと笑うリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 はふっと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「そんなことないって。誰にでもできることじゃない。立派だと思うぞ」

「お、
褒
 ほ

 めてもらっちゃった」

　そんなことを話していると、注文しておいた果実酒が運ばれてきた。

　リーゼは銅のコップを手に取り、テーブルの中ほどに突き出す。

「はい、お疲れー」

「まだ昼にもなってないぞ」

　カズラは苦笑しながらコップを手に取ると、カチンとリーゼのコップに当てた。

　

　その後、２人は食事を終えた後も、しばらく店でだらだらと雑談をして過ごした。

　主にリーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 の話を聞きたがり、特にグリセア村でどんな生活をしていたのか、興味があるようだった。

　昼近くになって店が混み始めたので、そろそろ出ようと街に繰り出した。

　食事の代金はリーゼがささっと払っていた。

「お、塩が売ってる」

　行きたい店があるというリーゼに連れられて高級商業区画を歩いていると、荷馬車の簡易露店で塩が売られているのを見つけた。

　皿に盛られた純白の塩と、壷に入れられた灰色の塩の２種類が売られていた。

　純白の塩の前には『焼塩』と書かれた木板が立てかけられていた。

　灰色のものと比べて、かなり値段が高い。

「あれはフライス領の塩だね。焼塩はグレゴルン領のものより高いけど、その他の塩は少し安いよ。その分、質は悪いけど」

　軽く見物してからその場を離れると、リーゼが小声でそう言った。

「へえ……焼塩って、湿気で溶けないように一度火を通した塩だっけ？」

「そうそう」

　火を通していない塩は空気中の湿気を吸収してしまい、時間が経つとべちゃべちゃになってしまう。

　溶けた塩から出た水は『にがり』と呼ばれ、古来より日本では豆腐を固める際に用いられてきた。

　塩が溶けるのを防ぐために塩壷という壷に入れて外気と遮断して保管されるのだが、それでも湿気てしまうことは避けられない。

　そこで、
焙
 ほう

 
烙
 ろく

 （平たい素焼きの土鍋）などを使って塩を
炒
 い

 り、水分を完全に飛ばしてしまうことで長持ちさせるという手法が考え出された。

　その時に、火を通すことで塩の性質が変わって吸湿性がほとんどなくなるということが発見され、一般化したものが焼塩である。

　ちなみに、日本で売られている一般的な食塩は精製塩と呼ばれるものであり、吸湿性を心配して
炒
 い

 る必要はない。

「グレゴルン領の塩が２割引になってからは、フライス領の商人も競争して値段を下げてきたんだ。ただ、明らかにグレゴルン領のものに比べて質が悪いから、値段が安くてもあんまり人気はないんだけどね」

「質が悪いって、具体的にどういうふうに悪いんだ？」

「
酷
 ひど

 いのだと砂とかゴミが思いっきり混じってるよ。量をこなすために雑に作ってるからだと思うけど」

「そりゃ人気でないわ……グレゴルン領のものにそういうのはないのか？」

「うん。色は付いててもゴミとか混じってるのはあんまりないね。味も
美味
 おい

 しいよ」

　そんなことを話しながら街なかを歩き、一軒の
小
 こ

 
洒落
 じやれ

 た店の前にたどり着いた。

　店は小物屋のようで、女性用のアクセサリーや雑貨品がたくさん陳列されていた。

　そこそこリーズナブルな品物を取り扱っているらしく、高級商業区画の店にしては低価格のものが多かった。

　リーゼは嬉しそうに店に入ると、棚の商品を見て
瞳
 ひとみ

 を輝かせる。

「ねえねえ、これかわいくない？」

　棚からラタをかたどった銀の耳飾りを手に取り、指でつまんで揺らしてみせる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそれをじっと見つめて、小首を傾げた。

「リーゼはこういうのが好きなのか？　俺にはかわいいっていうよりかっこよく見えるけど」

「うん、私もそう思う」

「なんだそりゃ」

　リーゼは意味の分からない返しをしながらも、嬉しそうににっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「こっちのほうがかわいいんじゃないか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は棚を見渡すと、花をかたどった銅のペンダントを手に取った。

　細工が細かく、ピカピカに磨かれた上品な一品だ。

「お、いいセンスしてるね。かわいい」

　その後もあれこれと手にとっては、かわいいかわいくない談義を続けた。

　そうして店内を端から端まで巡ると、リーゼは先ほど
一
 かず

 
良
 ら

 が手に取った銅のペンダントがかけられた棚に戻った。

　花をかたどったペンダントを手のひらに載せ、しげしげと眺める。

「これ、買っちゃおうかな」

「そんなに気に入ったのか」

「うん。今日という日の思い出にと思って」

　隣に立つ
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げ、楽しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「その表現はいくらなんでも大げさだろ」

「そんなことないよ。こうやって男の人と２人だけで出かけるの、初めてだもん」

「え、そうなのか。面会相手とかと出かけたこともないのか？」

「どうしても出ないといけない時は、必ず従者を付けるようにしてるよ。ていうか、そういう人と２人で出歩くって抵抗あるし」

「ああ、身分的にそうだよな……今日は誰も付けてないけど、いいのか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、リーゼは店の入口を振り返った。

　遠目に、道を行き交う人びとの姿が見える。

「たぶん、あの辺に私服の護衛兵がいると思うよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 もそちらに目を向けてみるが、一見してどれが護衛兵なのか分からない。

　だが、以前イステリアでリーゼとぶつかった時に現れたような私服の兵士が、どこかにまぎれているのだろう。

「本当は誰の目も気にしないで出かけてみたいけど、仕方ないよね」

「……」

　そう言って少し寂しげな表情を見せたリーゼだが、すぐに明るい笑顔に戻った。

「
一
 かず

 
良
 ら

 は何か欲しいものないの？　あれば買ってあげるよ」

　近場にあった銀の腕輪を取り、「これとかどう？」などと言いながら
一
 かず

 
良
 ら

 の腕に添えてみせる。
台詞
 せりふ

 を言う立場が逆な気がする。

「俺は特には……あと、そのペンダントは俺が買ってやるよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、リーゼの表情がぱっと輝いた。

「えっ、いいの!?
 」

「おうよ。他にも何か欲しいものがあったら言いなさい。お兄さんが買ってあげよう。遠慮しなくていいぞ」

「うわー、どうしよっかなー。実はあっちの金のペンダントが……ていうか、お金持ってるの？」

「わけあって、現金で７５００アルほど持ってる」

「な、なんでそんなに持ってるの？　ていうか、それはいくらなんでも持ち歩きすぎでしょ……出所はどこなのよ」

「出所は前にクレアさんに売り払った宝石だ。こんなこともあろうかと、ごっそり持ってきた」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼが目を向けた棚に行くと、金のペンダントを手に取った。

　枝にとまった鳥をモチーフにした、とてもかわいらしい一品だ。

「うお、これ
革
 かわ

 
紐
 ひも

 じゃなくて金の鎖を使ってるのか」

「うん、
綺
 き

 
麗
 れい

 だよね。
革
 かわ

 
紐
 ひも

 もつやがあっていいけど、金の鎖もすごく
綺
 き

 
麗
 れい

 。銀もいいよね」

　店主を呼び寄せ、代金を払う。

　さすが金細工というべきか、３５００アルもした。

　新米警備兵の初任給の３・５倍の価格である。

　滅多に売れない品物なのか、金を受け取った店主はホクホク顔だ。

「わあ、ありがとう！　ねえ、着けて着けて！」

「ええ……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がペンダントを渡そうとすると、リーゼが満面の笑みでそんなことを言った。

　不満げな声を漏らす
一
 かず

 
良
 ら

 に、彼女は
頬
 ほほ

 を膨らませる。

「何よ、それくらいしてくれてもいいじゃない」

「分かった分かった。とりあえず今着けてるやつ外せ」

　リーゼの首に手を回し、長い髪の下から鎖を通す。

　留め金をかけようとしてもぞもぞといじっていると、リーゼはどこか
感
 かん

 
慨
 がい

 深そうに、「おおっ」と声を上げた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が離れると、リーゼはペンダントを指で触り、満足そうに
頷
 うなず

 いた。

「なるほど、確かにかなりドキドキする」

「何の話だ」

「前にうちの屋敷でお茶会してた時に、友達の娘が言ってたの。『デート中にドキドキしたシチュエーションはこれだ！』って」

「そ、そんな話するのか」

「そういう話ばっかりだよ。どこの男の人が素敵だとか、誰が誰と付きあってるとか別れたとか」

「どこの世界も、女の子の話す内容って同じなんだな……。ていうか、お茶会なんてやってたんだな」

「うん。時々呼んだり呼ばれたりしてる。ああいうのってけっこう重要なのよ」

「ふうん……ところで、これってデートだったのか？」

「これがデートじゃなかったら何をデートっていうのよ」

「確かに」

　その後、リーゼは店の銅鏡の前でペンダントをいじりながら、しばらくニヤニヤしていた。

　２人は店を出た後もあちこちを見て回り、夕暮れ時になってから屋敷へと戻った。

　

　その日の夕食後。

　食器の片付けられた部屋で、
一
 かず

 
良
 ら

 はイステール一家とお茶を飲みながら数個の鉢植えを囲んでいた。

　鉢植えの植物は薬に使われる薬草や苗木で、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合が街なかで栽培しているものと同じものだった。

「これが薬草ですか。あまり特徴のある草じゃないんですね。雑草みたいな見た目というか」

「確かに、ぱっと見では分かりにくいですな。この薬草は春になると黄色い花を咲かせるので、それを目印に探すことが多いです。その隣のものは、晩秋になると赤い実を付けますな」

　薬草は数十種類あり、採取できる場所は高地の岩肌や切り立った崖などが多いとのことだった。

　そんな場所に生えているにもかかわらず、貧弱なものが多く、平地に持ってきて増やすことはかなり難しいらしい。

　一般的にそのまま花や葉を煎じて飲むと薬効があると知られているが、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 たちが作る薬は効能の具合が段違いとのことだった。

「なんだか育て難そうですね……
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 たちはどうやってるんでしょうか」

「カズラが持ってきたような肥料を使っているんじゃない？　もしくは、それに近いものを自分たちで作ってるとか」

　リーゼの言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 は以前バレッタから聞いた『豊作のおまじない』を思い出した。

　グリセア村では豊作祈願として、
粉
 ふん

 
砕
 さい

 した動物の骨を撒いていたらしい。

　肥料の概念すらなかったこの世界で、すでに肥料を使用していた者たちが存在していたとしたら驚きだが。

「でも、そんなに上手くできるものかしら？」

　リーゼの言葉に、ジルコニアが首を傾げた。

「カズラさんの持ってきた肥料みたいなものを作れるなんてとても思えないし、もし作れていたとしたら、薬草の栽培以外にも手を出していると思うんだけど」

「確かにそれはそうですが、効果の薄いものなら作れるとか……他の手段となると、なんらかの呪術でしょうか。まじないの効果で、薬草の成長をうながしているのかもしれません」

「呪術ねえ……あら、そのペンダントどうしたの？　前から持ってたかしら？」

「あ、これですか？」

　ジルコニアはふと、リーゼの胸元に輝く金のペンダントに目を留めた。

　リーゼはそれをつまみ、
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けてにこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「今日、街でカズラに買ってもらったんです」

「まあ、そうだったの。よかったわね」

「はい」

「……ふむ」

　嬉しそうにしている２人を眺め、ナルソンは小さく
頷
 うなず

 いた。

　その顔には「これはこれでいいか」と書いてあった。

「え、ええと、呪術はともかくとして、色々と試してみましょうか。まずは肥料を与えてみて、増やすことができるか調べるってことで」

「そうですね。上手く増やせたら、それを使って
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 たちのように栽培できる手法を探ってみましょう」

「うむ、それがよさそうですな。呪術を試すのもその時でいいでしょう」

　そんなこんなで話はまとまり、薬草を栽培することになった。

　薬草は貧弱なので他の植物とは離したほうがいいだろうということで、屋敷の屋上で栽培されることになった。

　上手い栽培手法が見つかった暁には、その情報を
手
 て

 
土産
 みやげ

 に
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合に協力を申し出る予定だ。

　
既
 き

 
存
 そん

 のやり方で大量生産したとうそぶいて、実際は日本の肥料も使って増産し、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合に薬の精製を依頼するという寸法である。

　

「えっ、
侍
 じ

 
女
 じよ

 服ってそんな効果があるんですか!?
 」

「食料品や
消
 しよう

 
耗
 もう

 品を買う場合はそうですね。
侍
 じ

 
女
 じよ

 服を着ていれば手っ取り早いという話で、自ら雇われ元の家名を名乗れば割引してもらえるはずです」

　翌日の昼、
一
 かず

 
良
 ら

 は街なかの飲食店のテーブルを１つ借り、アロンドと食事をとっていた。

　昼近くに工房を訪れていた際、たまたま付近を通った彼が
一
 かず

 
良
 ら

 の存在を聞きつけて、食事に誘ったのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の食べているものは、朝のうちにマリーが用意してくれたホットサンド（小麦と具材は日本製）である。

　現在、マリーは別の場所で作業監督をしているため、この場にはいない。

　アロンドは店で注文した、薄焼きの肉を挟んだサンドイッチを食べている。

「買出しをする使用人は買い物内容を一任されているうえに購入量が多く、しかも店の選定はその者の気分次第です。店としては多少
儲
 もう

 けが少なくなっても、お得意さんになってもらえれば大助かりなんですよ。使用人たちは値引きされた差額から小遣いをちょろまかせますから、持ちつ持たれつの関係ですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は席について早々、アロンドならば市場にも詳しいだろうと、最近のグレゴルン領との取引状況について尋ねた。

　彼はすらすらと問いに答え、グレゴルン領の食料価格の推移や一般市民の購買意欲の見解まで話してくれた。

　沿岸の天候不順についても聞いてみたのだが、彼もその話は聞いているとのことだった。

　塩取引の主担当は父親のノールが行っているらしく、今度詳しく聞いておいてくれるそうだ。

　今は話の流れから、『物を安く買う方法』といったものに話題が移り、彼が商売のノウハウを
一
 かず

 
良
 ら

 に説明しているところだった。

「な、なるほど。
侍
 じ

 
女
 じよ

 服を着ていればどこかの使いだとすぐに分かりますもんね……でも、差額をちょろまかすなんて、雇い主にばれたら大変なんじゃないですか？　帳簿からばれたりしないんですかね」

「そうですね……年数が経ってくると使用人もだんだん大胆になってきて、ちょろまかしかたが雑になってきますね。いくらなんでもそれはガメすぎだろという事例も
稀
 まれ

 に見受けられます」

「そういう時はやっぱりクビにするんですか？」

「額が大きければ役人に引き渡して裁判ですね。中には裏帳簿を作って主人に隠れて豪遊したあげく、手懐けた使用人に『よくこんなにお金がありますね』と聞かれて、『お前も羽ペンを持つようになれば、金の作りかたが分かるだろう』という名言を残した大物もいます」

「うげ、それはとんでもない使用人ですね……」

「そこまでやられると困りますが、２アル３アルといった小額をちょろまかすくらいなら必要経費だと私は思っています。そして、そういった者たちが少し調子に乗ってきたなと感じたら、こう言うのです。『最近買い出し貯金の額が増えてきたようだが、何か欲しいものでもできたのか？』と。すると、たいていの場合は驚くほど真面目になりますよ』

「なるほど、それは震え上がりますね」

　すぐに叱りつけるのではなく、後々のための
脅
 おど

 し文句としてとっておくということのようだ。

　何ごとも、使う好機というものがあるのだろう。

「そういった使用人たちが買い物で有利なのは分かりましたが、普通の市民の場合はどうなんです？」

「一般市民の場合はまた違います。子どもの使いではまず値引きはききませんし、主婦の場合は彼女たち独自の情報網があるので、その時値引きしてあげたからといって
贔
 ひい

 
屓
 き

 にしてくれるとは限りません」

「客層によって店側は対応を変えるんですね」

「ええ、彼女たちは値段と品質にシビアですからね。かといって主婦相手にあまりにも値引きしないと、結託されて誰も寄り付かなくなるので店が潰れてしまいます。適度に頃合を見計らってちょこちょこ値引きしたり、おまけをするのがよいでしょう」

「物を売るって大変なんですね。心理戦までしないといけないのか……」

「買いにきた客だけでなく、売りにきた客に対してもそうですよ。例えば遠くの村から品質のいい薪を売りにきた者には、ギリギリまで高い値段で買い取ってあげるんです。次も優先して売りに来てくれるかもしれませんし、いい印象を与えておけば、そのお客は地元に戻ってから仲間にその出来事を話して聞かせます」

「話を聞いた者たちが次に街に来た時に、店に寄ってくれるかもしれないってことですか？」

「そのとおりです。店をかまえて商売をするうえでは、こういった手法はかなり重要です」

　その話を聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は以前バレッタたちと一緒に街で薪を売った時のことを思い出した。

　他の店よりも１アル高く買い取ってくれた店があったが、あの時の対応はこういった意図があってのことだったのだろう。

　優しい店主だな、と何となく思っていたが、アロンドの話を聞いて
一
 かず

 
良
 ら

 は「なるほど」と納得した。

「勉強になります……ちなみに、服や雑貨はどうすれば安く買えるんです？」

「物にもよりますが、一番やりやすいのは古物屋ですね。ここには、多少無精ひげを生やした状態で独り身の男を装い、身なりもなんとなくみすぼらしくしていくとよいかと思います」

「ほう、それはどうして？」

「そういった客を見ると古物屋の店主は思うのです。『ああ、こいつはうちの客だな。しかも独り身と見える。仲良くしておけばこれからも顔を出してくれるだろう』と。そこで愛想よく応対したうえで多少値引きをして、懇意になってもらおうとなるわけです」

「どうして『うちの客だ』と思うんです？」

「小汚い身なりをしていれば貧乏を体現しているようなものですからね。そういった人が服とか靴を買う際に、いきなり新品を買いに行くといったことはないでしょう。まずは古物屋に向かうはずです」

　アロンドの説明に、
一
 かず

 
良
 ら

 は感心した様子で
頷
 うなず

 いた。

　周囲で食事をしている市民や使用人、護衛兵たちまでもが、アロンドの話に聞きいっている様子だ。

「では、高い服を安く買うにはどうすればいいんですか？」

「高級品を買いに行くのはたいていが富裕層です。そうなると値切るというのは格好が悪いですし、万が一知人に見られでもしたら
噂
 うわさ

 が立ちます。そこで活躍するのが小奇麗な若い女です」

「ほうほう」

「まず、街の反対側あたりで見つけてきた、これと思った若い女に小銭をつかませて事情を話し、服屋に出向かせます。その時になるべく店側の印象に残るように、目的の服をじっと見ている様を見せつけるのがポイントです。その後数日してから、再び女１人で服屋に行かせます。１つ例をお見せいたしましょう」

　まるで講釈師のように、アロンドは身振り手振りを加えて話し始めた。

　周囲の者たちが聞き耳をたてていることに気づいたのか、少し声を大きめにして１人芝居をしてみせる。

『こんにちは。見せていただきたい服があるのですが……』

『ようこそいらっしゃいました。どのような服をお探しで？』

『それが、先日訪れた際に見ていた服がありまして、それがどうしても入用で……ああ！　これです！』

『はいはい、こちらですね。これは本当によい品物でして、自信を持ってお勧めできる一品でございます。値段は７５０アルとなっておりますが……わざわざこれを探しに再度来店していただいたということですので、ここは大まけにまけて７００アルとさせていただきましょう！』

『な、７００アルですか……うっ……ぐすっ……』

『ええ、７００アルで……ちょ、ちょっとお嬢さん！　何で泣き始めるんですか!?
 』

『それが……私は屋敷に奉公に出ている身でして、それほどお給金を貰っているわけではございまん。７００アルなど、とても手が出る金額では……』

『……何か事情がおありですか？』

『はい……故郷に住む妹が、王都のとある名家の方に見初めていただきまして……』

　声色を変えて若い女と店主を演じ分け、講談のような調子で話を進める。

　話の内容はいささか突飛なものだが、聞いていると本当にあった話のように感じられてしまう。声にもメリハリがあり、一言も噛まずにすらすらと話す様の、なんと器用なことか。

『遠くの地へと旅立つ妹に、せめて最後に何かしてあげたくて……この服を、はなむけとして贈ってあげたいのです……』

　話が進むにつれて、周囲で聞いている者たちからの話し声が完全に途絶えた。もはや芝居見物のような状態だ。

「このようにあれやこれやと情に訴え、店主に分割払いの提案をさせてしまえばこっちのもの。最初の頭金だけ払って商品を受け取り、依頼主に服を引き渡して女は二度と店に来なければ万事解決で……」

「いや、それ安く買う手法っていうか、たちの悪い
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 じゃないですかね!?
 」

「まあ、自らの首をかけた最終手段といったところですかねえ」

　２人のやり取りに、話に聞き入っていた周囲の者たちから笑い声が響く。

　アロンドは一緒になって楽しげにひとしきり笑うと、残りのサンドイッチを
頬
 ほお

 
張
 ば

 った。

「さて、そろそろ私は失礼させていただきます。少しばかり遠くの取引先に顔を出さないといけないものでして。楽しく一緒にお食事をさせていただき、ありがとうございました」

「いえいえ、こちらこそ楽しいお話をありがとうございました。またご一緒させてください」

「ありがとうございます。ぜひ、またお願いいたします」

　アロンドは
一
 かず

 
良
 ら

 ににっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと立ち上がり、周囲の席に顔を向けた。

「皆さん、お食事中にもかかわらずお騒がせしてしまい、申しわけございませんでした。この場の代金は私、アロンド・ルーソンが持たせていただきますので、なにとぞご容赦ください」

　彼がそう言って軽く頭を下げると、聞いていた者たちから歓声が上がった。

　彼はその声にさわやかな笑顔で応え、店主に金の入った小袋を手渡すと
一
 かず

 
良
 ら

 に一礼して去っていった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその後、護衛兵や使用人たちと先ほどの話を肴にゆったりと食事を済ませ、仕事に戻ったのだった。

　

　それから数日後。
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアとともに、イステリア北西の山岳地帯の森の中にいた。

　そこにはすでに大工職人や使用人たちが数十人おり、数メートルほど掘られた地面に柱を建てているところだった。

　ここに
氷
 ひ

 
室
 むろ

 を建設し、冬の間に氷を運び込んで保存しようというわけだ。

　本当はもっと標高の高いところに作りたいのだが、山道が険しすぎてイステリアまでの輸送に時間がかかってしまいそうなので、この場所に落ち着いた。

「ここからイステリアまで荷馬車で氷を運んだとして、どれくらいかかりますかね？」

　隣で作業風景を見守るジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 が問いかける。

　当初、
一
 かず

 
良
 ら

 は１人で作業を見にくるつもりだったのだが、ジルコニアが同伴を希望してついてきていた。

　
氷
 ひ

 
池
 いけ

 や
氷
 ひ

 
室
 むろ

 建設の手法に、とても興味があるらしい。

　リーゼも一緒に来たそうな様子だったが、工事優先ということでイステリアに残っている。

「荷馬車だけで急いで運ばせれば、１日もかからずに着くと思います。夕刻に出発させて夜通し走れば、昼には着くのではないでしょうか」

「ふむ……それだと、間に中継地点を作ってラタを交換させたほうがよさそうですね」

「そうですね、それがいいと思います。
氷
 ひ

 
室
 むろ

 の管理はどうしますか？」

「イステリアで専門の業種を立ち上げて、管理と販売をさせるってのはどうです？　完全に季節限定の商売になりますけど」

「それでしたら、ここに来るまでに通り過ぎた村にお願いしてはどうでしょう？　彼らにとって、現金収入にもなりますし、喜んでもらえるかと」

「なるほど、それはいいですね。
氷
 ひ

 
室
 むろ

 の管理はその村にさせることにしましょう。販売はこちらで商人を雇って……」

「あ、それならいっそのこと、
氷
 ひ

 
室
 むろ

 だけではなく
氷
 ひ

 
池
 いけ

 の管理から販売まで、すべてあの村に任せてしまってはどうでしょう？　作業を一元化したほうが、何かとスムーズに進むと思いますが」

「んー……分かりました。そうしましょうか」

　思い切った提案をするジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は少し考えた後で
頷
 うなず

 いた。

　それを見て、どこかほっとしたようにジルコニアは
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「売上金の何割かを彼らに渡すようにすれば、きっと一生懸命働いてくれると思います。街から離れた村では現金を得ることが難しいので、きっと喜んでくれますよ。話は私がつけておきますね」

「お願いします。余裕ができたら、イステリアから村と
氷
 ひ

 
室
 むろ

 までの道も石材か何かで舗装してしまいたいですね。輸送速度が速くなりそうです」

「そうですね。早く工事ができるように、他の作業も急いで進めないと」

　２人が話している間にも作業は進み、柱の間に日干しレンガが積み上げられていく。

　モルタルを使ってレンガを接合し、ドーム型の
氷
 ひ

 
室
 むろ

 を作る予定だ。

　その上から土を分厚く被せ、さらに断熱性を高めるのである。

　レンガは耐久性に非常に優れるため、今後何十年も活躍する
氷
 ひ

 
室
 むろ

 となるだろう。

「夏の間でも、
氷
 ひ

 
室
 むろ

 に入れておけば氷はまったく溶けないのですか？」

「まったく溶けないというのは無理ですが、中に入れる氷におがくずをたっぷりかけておけば、かなり持つはずです。もちろん保存する氷の量にも大きく左右されるんで、できる限りたくさん入れておきたいですね」

「おがくずですか……もしこれが上手くいったら、来年はもっとたくさん
氷
 ひ

 
池
 いけ

 と
氷
 ひ

 
室
 むろ

 を作って、氷販売事業を拡大しましょう。きっと大人気になります」

「いいですねえ。一大産業になったりして」

「カキ氷屋さんを出したら大繁盛すると思いますよ。真夏に冷たい氷が食べられるなんて、夢のようですから」

　ここに来る道すがら、２人は氷の用途について話し合っていた。

　その中でカキ氷や冷やしうどんといった話題を
一
 かず

 
良
 ら

 が出したのだが、ジルコニアは興味津々の様子だった。

　特にカキ氷に心ときめくものがあったらしく、『果物を煮詰めて作った甘い汁を雪にかけて食べるようなもの』と説明すると
瞳
 ひとみ

 を輝かせていた。

　ちなみに、こちらの世界には麺類はないらしく、パン麦を練って茹でたニョッキのようなものはあるとのことだった。

「じゃあ、帰ったらカキ氷を……って、カキ氷機が必要か」

　冷蔵庫の製氷機で氷は作れるが、カキ氷機が手元にない。

　日本のカキ氷屋の機械を思い起こし、はて、と
一
 かず

 
良
 ら

 は首を
唸
 うな

 った。

　大昔の日本でもカキ氷があったことは知っているのだが、カキ氷機がなかった当時は、いったいどうやって硬い氷を削っていたのだろうか。

「専用の道具が必要なのですか？」

「ええ、氷を押さえつけてごりごり削る道具があるんですけど、それも作りたいですね。構造は簡単なんで、後で作ってみましょう」

「では、来年までのお楽しみですね。今から楽しみです」

「あ、そうだ。私が持ってきた食べ物の中にカキ氷もあるんですけど、帰ったら食べてみますか？」

　日本から持ってきた冷凍食品の中には、イチゴ味のパックカキ氷があったはずだ。

　カキ氷機で作ったものとはだいぶ食感が異なるが、カキ氷には違いない。

　相変わらずジルコニアは連日働きづめなので、リポＤとセットで与えてもいいだろう。

「えっ、よろしいのですか!?
 　ぜひ食べてみたいです！」

　ジルコニアはよほど嬉しい提案だったのか、ぱっと表情を輝かせた。





第４章　ずっと欲しかった言葉

　

　数日後の夜。

　
氷
 ひ

 
室
 むろ

 と
氷
 ひ

 
池
 いけ

 の工事視察を終えてイステリアに帰還した２人は、
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋でテーブルを囲んでいた。

　現在時刻は24
 時を回っているが、まだ屋敷に戻ってきてから30
 分も経っていない。

　当初、長旅で疲れていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、すぐに風呂に入って寝るつもりだった。

　だが、屋敷に近づくにつれてジルコニアがそわそわし始めたので、もしやと思ってカキ氷を食べるか聞いてみた。

　彼女はその言葉を待っていたと言わんばかりに「食べます」と即答し、今に至る。

「冷たくて甘くて
美味
 おい

 しいです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の対面で、ジルコニアは嬉しそうにイチゴ味のパックカキ氷を
頬
 ほお

 
張
 ば

 っている。

　よほど気に入ったのか、
頬
 ほほ

 が緩みっぱなしだ。

　対する
一
 かず

 
良
 ら

 は、テーブルの上に広げた製粉機の図面をじっと見つめていた。

「本当はその氷よりも細かく削ったやつに、いろんな味のシロップをかけるんですけどね」

　製粉機と違い、カキ氷機は氷を上から押さえつけて刃に押し当てる必要があるが、構造は簡単だ。

　要は回転する氷に刃が当たって削れればいいだけなので、刃の角度さえ気をつければ他は
大
 おお

 
雑
 ざつ

 
把
 ぱ

 な造りでも大丈夫だろう。

「もっと細かくですか。どうやって削るんです？」

「刃物を固定した板の上に氷を載せて、それを上から押さえつけるようにして……」

　カキ氷機の説明を、ジルコニアはふむふむと氷を
頬
 ほお

 
張
 ば

 りながら聞く。

　料理に特殊な機械を用いるという発想が面白いのか、とても感心している様子だ。

「なるほど、便利な道具ですね。氷の代わりに肉とか野菜を挟めば、料理がすごく楽になりそうです。包丁で刻むのはとても手間ですから」

「そういえば、この国で料理に使ってる道具ってどんなものがあるんです？　包丁とかおたまくらいしか見たことないんですけど」

「道具ですか？　すり鉢と穴あきボウルと……調理場に行けば、たいていの物はあると思います。行ってみましょうか」

　パック氷を手にしたまま、上機嫌な様子でジルコニアは立ち上がった。

「あ、なんかすみません。行ったついでにお茶でも作りますかね」

　つられて
一
 かず

 
良
 ら

 も立ち上がると、自分のパックカキ氷と近くにあったティーセット入りの木箱、そしてリポＤを手に取った。

　

「お湯を
沸
 わ

 かしますね」

　調理場に着くと、ジルコニアは
竈
 かまど

 の炭を掘り起こして鍋に水を入れた。

　そして、棚から料理道具を取り出し、大きな調理台の上に並べていく。

　その間に、
一
 かず

 
良
 ら

 は近くにあった丸椅子を２つ運んできた。

「包丁とのし棒とおたまと……このあたりは普段からよく使うものですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は何度かマリーと一緒に料理をしたことがあるが、その時は刻んだ野菜をレトルト食品に混ぜるといった程度のことしかしていなかった。

　そのため、道具を色々と見るのはこれが初めてだった。

「この、
雫
 しずく

 型の陶器はなんですか？」

「それは計量器ですね。細かく砕いた木の実や、刻んだ香草などの乾物を量る時に使います」

「ふむふむ……この、ギザギザのついた四角い棒は何ですか？」

「硬いものを叩いて砕いたり、
擦
 す

 り潰す時に使います。あと、手際の悪い新人を折檻するのにも使いますね」

「え!?
 」

「ふふ、冗談です」

　
一
 かず

 
良
 ら

 と並んで調理台の前に座り、ジルコニアはカキ氷を食べながら器具の説明を続ける。

　よほど機嫌がいいのか、普段よりも態度が砕けた感じだ。

「これが果物を
搾
 しぼ

 る時に使う穴あきボウルで、こっちは調理時間を計るための水時計です」

　日本でも見たことのあるものもいくつかあったが、歴史の教科書でしか見たことのないようなものもあった。

　穴あきボウルは木製のボウルに細かい穴がいくつも開けられたもので、日本でも同じ形のステンレス製の物が使われている。

　水時計は足の付いた青銅製の大きなボウルの底に穴が１つだけ開けられたもので、内側に目盛りがふってあった。

　目盛りの間隔は一定でなく、水圧によって変化する水の排出量も計算されているようだ。

「こうしてみると、いろんな種類の道具があるんですね。あ、このカキ氷も食べていいですよ」

　カキ氷を食べ終わったジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は自分のカキ氷を差し出した。

　まだフタを開けておらず、手付かずのものだ。

「あら、ありがとうございます。いただきますね」

　ジルコニアは遠慮なくそれを受け取ると、嬉しそうにフタを外す。

「そんなに気に入りました？」

「はい。今まで食べてきたものの中で、一番
美味
 おい

 しいです」

「そ、そんなにですか」

「そんなにです」

　しゃりしゃりと音を立ててカキ氷を食べる彼女は、実に幸せそうだ。

　この分なら、一般市民に対して売り出しても大ヒットすることだろう。

「えっと、野菜を薄く刻む時って、簡単にできる道具ってあるんですか？」

「そういった道具はないですね。手でまな板に食材を押さえつけて、包丁で切るのが一般的かと思います」

「なるほど……スライサーっていう、野菜を薄く切る道具があるんですが、それを作ってみましょうか」

「先ほど説明していただいた、カキ氷機みたいな道具ですか？」

「あそこまで大掛かりな道具じゃなくて、板の中に刃を取り付けただけの簡単な道具です。野菜を押し付けて前後に動かせば、刃の隙間から薄切りされた野菜が出てくるんですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が説明すると、ジルコニアはふむふむと
頷
 うなず

 いた。

「それなら簡単に作れそうですね。主婦や料理人に人気が出そうです」

「あと、おろし金っていう、いくつも開けた穴に細かい突起を付けた道具も作りたいですね。硬い野菜を磨りおろす時とか、かなり便利ですよ」

「色々な道具があるのですね。これが文化の違いというやつでしょうか」

「そうですね。場所によって、道具も違いが出ますよね」

「カズラさんは、普段から料理をされていたのですか？」

「一時期ハマってたこともありましたけど、だんだん面倒に……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそこまで話し、何やらまずいことを話しているぞと気づいて言葉を止めた。

　ジルコニアは特に気にした様子もなく、にこにこと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいる。

「まあ、そうなのですね。でも、男性の１人暮らしだと毎食外食で済ませるような人も多いですから、自分で作るなんて偉いです」

「え、ええと……ジルコニアさんも料理はするんですか？」

「結婚するまでは毎日していましたよ。でも、最近はめっきりやらなくなりましたね……たまにはやらないと、包丁の持ち方も忘れてしまいそうです」

「あ、そうなんですか。調理道具のある場所がすぐに分かってたんで、時々やってるのかと思いました」

「昔、兵舎で使用人に混ざって料理の手伝いをしていたことがあるんです。そこと道具の配置がほとんど同じだったので、すぐに分かりました」

　そんなことを話しているうちに、お湯が
沸
 わ

 いた。

　すぐにジルコニアが席を立ち、
竈
 かまど

 から鍋を取る。

「そういえば、リーゼもけっこう料理が上手なんですよ」

　ハーブ入りのティーポットにお湯を注ぎながら、何気なくジルコニアが言う。

「あ、やっぱりそうなんですか」

「あら、ご存知でした？」

「この間グリセア村から帰ってきたら、部屋のテーブルにクッキーが置いてあったんです。わざわざ作っておいてくれたみたいで、とても
美味
 おい

 しかったですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、ジルコニアは嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「リーゼはエイラから料理を習っているらしくて、たまにお菓子を作ってくれるんです。夜勤の兵士にも時々配っているみたいで、評判がいいんですよ」

「そうだったんですか。本当にマメですね……」

「ええ。その辺の貴族の娘みたいにお高くとまっているといったこともないですし、本当にいい娘だと思います。仕事ぶりも真面目で機転も利きますし、それでありながら相手を立てるということもちゃんと心得ています」

「確かに、それはありますね」

「あんなにいい娘、なかなかいないと思いますよ。あの娘と結婚する人はとても幸せだと思います」

「そうですね」

「カズラさんは、ご結婚はされているのですか？」

「え？　してませんが……」

　何やらものすごい勢いでリーゼを持ち上げ始めたジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
若
 じやつ

 
干
 かん

 気圧されながらも返答した。

　にこにことかわいらしく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んではいるが、その笑顔が逆に怖い。

「まあ！　それでしたらぜひリーゼを……」

「ジ、ジルコニアさんはどういった経緯でナルソンさんと結婚したんですか!?
 」

　このままではまずいと、食い気味に
一
 かず

 
良
 ら

 が言った。

　とっさに思いついたまま口にしたのだが、話題を変えられれば何でもよかった。

　ジルコニアは突然話を振られ、きょとんとした表情をしている。

「経緯ですか？」

「はい、前にジルコニアさんは元平民だって言っていたので、貴族のナルソンさんとどういう馴れ初めがあったのかなって」

「ただの政略結婚ですよ」

　なんでもないことのように、ジルコニアがさらりと言った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリアクションをとることができず、思わず彼女の顔を見返してしまう。

「あの時……10
 年前の戦争開始直前のことですが、この国には旗印が必要だったんです。開戦間近と
噂
 うわさ

 のたっていたあの時期に、平民が領主と結婚して軍を率いれば、民は貴族に従うだけの戦いではないということに気づきます。あの時私がナルソンと結婚することは、この国にとって必要なことだったんです」

「……」

　どう反応していいのか分からず、
一
 かず

 
良
 ら

 は押し黙ってしまった。

　その様子に気づき、ジルコニアは困ったように
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「ごめんなさい。色気のない話で」

「い、いえ……あの、どうしてジルコニアさんだったんですか？　他に候補はいなかったんですか？」

　あまり聞いてはいけない内容にも思えたが、
一
 かず

 
良
 ら

 は我慢できずに問いかけた。

　今ここで聞かねば、もう聞く機会はないだろうと感じたからだ。

「候補者は
野
 や

 
盗
 とう

 に
扮
 ふん

 したバルベール軍に襲われた村の出身者に限られていたようですが、皆が心の傷が深すぎたり、小心者すぎたりでダメだったようです。幸い私は図太いというか、そういったことはなかったので、声をかけられたみたいですね」

「……ごめんなさい」

　そこまで聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 はとんでもないことをしでかしたと後悔した。

　前に
氷
 ひ

 
池
 いけ

 の建設地でリーゼから聞いた話や、自室にジルコニアを呼んだ際に異常に
怯
 おび

 えていたことの辻褄がようやく合った。

　彼女は自らのことを図太いと言ったが、きっとそれは嘘だろう。

「いえ、いいんですよ」

　ジルコニアは
微
 ほほ

 
笑
 え

 むとティーポットを取り、２つのティーカップにハーブティーを注いだ。

　そして、ハーブの優しい香りに表情を綻ばせる。

「次の戦争が終わったら、私はイステール家を出て平民に戻るつもりなんです」

「……え？」

　予想外の
台詞
 せりふ

 に
一
 かず

 
良
 ら

 が聞き返すと、ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 に視線を移した。

「私があの娘の母親でいられるのは、その時までです。それまでに、良縁に恵まれてくれたらと思って」

「あ、あの、どうしてイステール家を出るんですか？」

「元々、そういう約束でしたから。それに、私には貴族なんて向いていませんし」

「その……行くあてはあるんですか？」

「一応、『帰っておいで』と言ってくれた人はいます。厚かましいですが、そこにお世話になろうかなと思っています」

　どう返せばいいのかと口ごもっていると、ジルコニアは先ほどと同じ笑顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた。

「それで、どうですか？」

「え、何がです？」

「リーゼなら、とても素敵なお嫁さんになると思いますけど」

「いや、あの、何を言ってるんですか」

「今なら一緒にエイラも付けますよ」

「だから、付けるとか付けないとかじゃなくてですね」

「足りないようでしたら、私も付けましょうか？　マリーも付けます？」

「あの、私の話聞いてます？」

　途端にほぐれた場の空気に話はぐだぐだになり、その後も深夜まで２人は雑談に興じた。

　ジルコニアはハーブティーやリポＤの効果で体力全快になったが、
一
 かず

 
良
 ら

 は完全に寝不足になった。

　

　２週間後の朝。

　ナルソン邸の屋上で、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは数個の植木鉢の前にしゃがみ込んでいた。

　鉢の中の薬草は、そのどれもが元の倍近くの大きさにまで成長している。

　根元からは新たな芽が顔を覗かせていて、このぶんなら株分けもできそうだ。

「やっぱり肥料ってすごいね。これだけ一気に大きくなるなら、薬も作り放題だよ」

　嬉しそうなリーゼをよそに、
一
 かず

 
良
 ら

 は薬草を見つめて考え込んでいた。

　薬草は肥料の効果で急成長しているのだが、グリセア村の野菜のような爆発的な成長はしていない。

　これから考えるに、薬草自体の生命力はその他の植物よりも弱いということなのだろう。

　高地の崖や岩肌に生息していることが多いというのも、他の植物に生存圏を追いやられた結果なのかもしれない。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない。とりあえず上手くいったみたいだし、株分けするか」

「うん」

　薬草の鉢の横には、空の植木鉢と土の入った布袋、そして
一
 かず

 
良
 ら

 の持ち込んだ肥料が置かれていた。

　鉢は土器製で、特に柄もなくシンプルなものである。

「ていうか、何で使用人に土を入れておくように言っておかなかったんだ？」

　布袋を持ち上げて鉢に土を移しながら、
一
 かず

 
良
 ら

 が言う。

　リーゼはそれを手伝って、鉢の外に土がこぼれないように袋の口を押さえていた。

　使用人に植木鉢や土を用意するように指示を出したのはリーゼだ。

「カズラと一緒にやりたいなと思って」

　その言葉に
一
 かず

 
良
 ら

 が少しどきりとしてリーゼを見ると、リーゼはにやりとした視線を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた。

「どきっとした？　どきっとしたよね？」

「ええい、するかそんなもん」

「嘘はよくないなー。誠実さが足りないなー」

　いつものように軽口を叩きながら鉢に土を入れていると、屋上に強い風が吹いた。

　風は冷たく、思わず２人は身を縮める。

「……なんだか、ここ数日で一気に気温が下がったな。秋の期間がほとんどなかったような気がする」

「ほんとそうだよね。９月の終わりぐらいからようやく涼しくなってきたと思ったら、もう冬みたいな風が吹いてるし」

　今は10
 月下旬であり、ここ２週間の間に一気に気温が下がってきていた。

　
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯では芋類の収穫が終わり、つい先日麦や豆の種
蒔
 ま

 きを行ったところだ。

　気温の低下に合わせて雨も何度か降ったので、冬に収穫する作物は問題なく育つだろう。

「そういえば、フライス領に製塩手法を教えるのはいつにするの？　夏も終わっちゃったし、また来年かな？」

「いや、こっちの工事が一段落したら、向こうに職人を何人か送って、頃合を見計らって新しい製塩手法を提案させようと思うんだ。かなり効率のいい方法で、冬でもできるんだよ」

「え、冬でも製塩できるの？」

「できるできる。
枝
 し

 
条
 じよう

 
架
 か

 っていう道具を使うんだけど、それだとむしろ風が強くて乾燥してる冬のほうが効率がいいんじゃないかな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が道具の構造を説明すると、リーゼは「なるほど」と感心した様子で
頷
 うなず

 いた。

　
枝
 し

 
条
 じよう

 
架
 か

 とは、柱に竹の小枝を束にしたものを結びつけ、そこに海水を流して風で水分を蒸発させ、塩分を濃縮させる装置だ。

　真夏であれば、敷き詰めた砂利の上に海水を流し、ある程度水分を蒸発させたものを
枝
 し

 
条
 じよう

 
架
 か

 にかけることで効率化を図ることもできる。

　そうして集めた海水を大鍋で煮詰めれば、塩が出来上がるというわけだ。

「竹があれば作りやすいんだけど、こっちの世界に竹ってあるかな？　筒状で表面がつやつやしてる木なんだけど」

「私は聞いたことないけど……南の島国からはいろんなものが入ってくるから、もしかしたらフライス領になら輸入されてるかもしれないよ」

「そっか、じゃあ後で調べておかないとな。まあ、なくても俺が持ってくればいいし、代わりのものを何か探してもいいし、なんとかなるだろ」

　竹は温暖で
湿
 しつ

 
潤
 じゆん

 な気候の土地にしか生息しないため、この辺りでは生えていないようだ。

　もしこちらの世界でも竹が手に入ればそれに越したことはないが、なければないで木材などで代用するか、日本から竹を持ってきてしまえばいい。

　日本の屋敷の裏は深い竹林になっているので、そこから切り出せば調達できるだろう。

「フライス領かあ……ヘイシェル様、元気にしてるかな」

　リーゼはそう言うと、懐かしそうに目を細めた。

「ん、フライス領の領主と顔見知りなのか？」

「うん、何度かお父様に連れて行ってもらったことがあって、その時に話したことがあるの。年末になるとどこかの領地が主催して宴を開くんだけど、そこでも会うね」

「どこかの領地って、毎年違うのか？」

「うん。特に決まってはいないんだけど、王都と各領地が順番に主催してるね。そんなに形式ばったものじゃなくて、年越しに合わせて朝まで飲み食いするって感じ。国中の有力者が集まるから、
挨
 あい

 
拶
 さつ

 して回ってるうちにいつも夜が明けちゃうんだけどね」

　要は、忘年会と新年会が合わさったような行事なのだろう。

　そういった場でしか顔を合わせないような貴族も大勢いるはずなので、
挨
 あい

 
拶
 さつ

 合戦になるというのも
頷
 うなず

 ける。

「ヘイシェル様とお父様は特に仲がよくて、前はよく行き来してたんだよね。最近はこっちの領内が大変だから、そんな余裕なくなっちゃったけど」

「まあ、今のナルソンさんを見てると出かけてる余裕なんてなさそうだもんな……」

　
飢
 き

 
饉
 きん

 と財政難で領内が危機的状況にあっては、ナルソンも領地を離れることはできなかったのだろう。

　その間にヘイシェルがイステール領を訪れたという話はないようなので、気を使って自粛していたのかもしれない。

　最近は領内の状況もやや落ち着いてきているので、年末の宴にはナルソンも参加できるだろう。ちなみに、次に
一
 かず

 
良
 ら

 が日本に戻るのはちょうど年末頃になる予定だ。用件は物資の補給と河川工事図面の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 確認である。

「それにしても、支援してくれてる地域の領主と仲良しっていうのは心強いな」

「うん。今も一生懸命支援してくれてるし、本当に助かってるよ。この間の戦争の時もかなり無理して食料支援を続けてくれてたみたいだし、フライス領がなかったらこの国はとっくに滅んでたんじゃないかな」

　どうやら、アルカディアにおいてフライス領はかなり重要な立ち位置にあるようだ。

　敵国の矢面に立つイステール領の足元を、後方支援というかたちでしっかりと支えてくれているのだろう。

　グレゴルン領や王都に対しても、似たような支援を行っていたのかもしれない。

「フライス領はイステール領と違って土地が肥沃で食べ物もすごく
美味
 おい

 しいし、南側は海だから海産物とか交易品も入ってきて裕福なんだよね。街の市場はいつもにぎやかだし、市民に活気があってすごくいいところだよ」

「そりゃすごいところだな……そういえば、こっちは日照りで
飢
 き

 
饉
 きん

 になってるっていうのに、フライス領からの食料支援量は増えてるんだっけ」

　以前ナルソンから領内の話を聞いた際、西のグレゴルン領からの食料支援量は急激に減っているが、南のフライス領からのものは増えていると説明を受けたことがあった。

　この日照りにも負けずに食料生産量が増えているということは、領内には水源が豊富にあるのだろう。

　水不足で大変なことになっていたイステール領とは対照的だ。

「フライス領は
飢
 き

 
饉
 きん

 知らずだからね。逆に日照りを利用して塩の生産が少し増えて
儲
 もう

 かってるくらいだし、国の中じゃ一番恵まれてるんじゃないかな」

「でも、そんなに経済的に強いのに、よく王都の指示に従って税金を
納
 おさ

 めたり他領への食料支援を頑張ったな。少しは反発しそうに思えるけど」

「フライス領は鉱物資源が全然採れないうえに土地がほとんど平坦だから、防衛の要衝になるところが何もないんだよ。だから最初から資金を経済に多く割り振って、
儲
 もう

 けたお金を支援に回して他領に守ってもらってるって感じ」

「なんでも得手不得手があるってことか」

「でも、その分農業と街の発展ぶりはすごいよ。中心都市のフライシアは周囲に簡易的な柵しかないんだけど、街の拡張をしたい時は簡単に撤去できるから、発展が早いの」

「なるほど、しっかりした城壁は街の発展を阻害するのか……でも、柵だけだと通行税とか払わずに街に入ってくる奴らがいそうだな」

「確かにそれは問題になってるみたい。まあ、仕方がないよね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 いていると、リーゼが「そうだ！」と思いついた様子で
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向けた。

「今度時間を作ってさ、２人でフライス領に遊びに行ってみない？　川を使って行けるから、２日もあればフライシアに着くよ」

「うーん……」

　リーゼの提案は魅力的なものだが、この忙しい状況でイステリアを離れて長期間遊びに出るというのはかなり気が引ける。

　せいぜい理由を付けるとしても『製塩装置と水車の視察』くらいしか思いつかないが、領内の仕事を放置してまで行くというのは考えものだ。

「すぐにってわけじゃなくてさ、機械作りとか工事とかが一段落してからなら行けるんじゃないかな？　冬場はできることも減るだろうし、少しは暇になると思うんだけど……ダメかな？」

　渋い顔をしている
一
 かず

 
良
 ら

 に気づいたのか、リーゼがその表情を
窺
 うかが

 うように言葉を付け足す。

　リーゼは時折、このような何とも不安げな表情をすることがある。

　本人が意識して表情を作っているのかは分からないが、この表情で頼みごとをされると非常に断りづらい。

「……まあ、手が空いたら行ってみてもいいかな」

「やった！」

　途端に笑顔になったリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑しながらも一言付け加えておくことにした。

「ただし、本当に手が空いたらだからな。往復だと何日もイステリアを留守にすることになるんだし、ちゃんと予定を組まないと」

「うん、分かってる」

　リーゼは心底嬉しそうな笑顔を向け、
頷
 うなず

 いたのだった。

　

　その後、２人は２時間ほどで薬草の株分けを済ませると、
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋に戻ることにした。

　部屋の扉を開けると、ジルコニアとエイラが机の上に置かれた四角い木箱を使い、ごりごりと音を立てながら氷を削っていた。

　ジルコニアは木箱から生えたクランク型のハンドルを握っており、エイラはその下の箱を両手で押さえている。これは、つい先日職人に作らせたカキ氷機だ。

「ま、またカキ氷を作ってるんですか。よく
飽
 あ

 きないですね」

「あら、お邪魔してます。カズラさんも食べますか？」

　ごりごりと氷を削る手は止めずに、ジルコニアが２人に笑顔を向ける。

「いや、私は」

「……食べないんですか？」

「い、いただきます」

　その悲しそうな表情に思わず
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 くと、すぐにジルコニアの笑顔が戻った。

「リーゼはどのシロップがいい？」

「えっ、私は今日は……」

　リーゼの言葉など聞こえていないかのように、ジルコニアは冷蔵庫を開けると銀のボウルを取り出した。もう完全に使い慣れている様子だ。

「これなんてお勧めだけど。焼いた芋をミャギのミルクで煮込んで
濾
 こ

 した新作シロップなの。果実酒も少し入ってるわよ」

「あ、はい。ではそれで」

　カキ氷機が完成してからというもの、ジルコニアは毎日必ず１回は
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋を訪れて、カキ氷を作っていた。

　いろんな果物の汁を煮詰めてシロップを作り、いい組み合わせはないだろうかとあれこれ試している。

　今日はエイラが捕まったのか、カキ氷作りに付きあわされているようだ。

　ちなみに、
一
 かず

 
良
 ら

 は毎日付きあわされている。

「そ、そういえば、最近寒くなってきましたし、カキ氷はそろそろ控えたほうがいいんじゃないですか？　お腹壊したら大変ですよ」

「確かにそうですね。では、これからは一緒に温かいお茶も飲むことにしましょうか。ふふ、何か贅沢ですね」

　まるで真夏にエアコンを全開にして、毛布に包まりながら恍惚とする現代人のような
台詞
 せりふ

 をのたまうジルコニア。

　あまり身体によくないと思うのだが、本人があまりにも喜んで食べているので強く言いにくい。

　エイラは苦笑いしながらも、言うに言えず
諦
 あきら

 め気味の様子だ。

　一度に食べる量はお茶碗１杯分くらいなので、そこまで心配することではないのかもしれないが。

「そうそう、カズラさんたちが屋上に行っている間に報告が上がってきたのですが、スライサーが市民の間で評判になっているようですよ」

「おっ、そうなんですか。売れそうですかね？」

　２週間前にジルコニアとスライサーの話をした後、
一
 かず

 
良
 ら

 は簡単な図面を描いて大工職人に渡していた。

　カミソリの刃を流用して板にくっつけるだけで簡単に作れたので、一般市民でも気軽に買える値段になったと聞いている。

　おろし金は製造に手間がかかるのでまだ作っておらず、売り出すのはしばらく後になりそうだった。

「物珍しさからか、作ったそばから売れているようです。継続して売れるかはまだ分からないですが」

「あ、たぶん売れると思いますよ。すごく便利ですから」

　２人が話していると、エイラが横から話に加わってきた。

　最近少し肩の力が抜けてきたのか、
一
 かず

 
良
 ら

 と２人きりでなくても雑談交じりの会話には加わってくるようになってきていた。

「包丁使いが下手でも簡単に薄切りができるので、誰でも料理の手伝いができるのが素晴らしいです。これは人気が出ると思います」

「エイラさんがそう言うなら間違いないですね。大工さんのいい小遣い稼ぎになりそうだ」

　そんな話をしていると、扉がノックされてアイザックが部屋に入ってきた。

　数枚の皮紙を手にしており、何やら報告があるようだ。

「カズラ様、鍛造機の製造の
目
 め

 
処
 ど

 がつきました。数日中に製材機や動力水車と合わせて数台完成品をそろえますので、現物のご確認を……あ、カキ氷ですか。器械ができたんですね」

「アイザックも食べる？　
美味
 おい

 しいわよ」

「ありがとうございます。では、報告の後でいただきます」

　アイザックはカキ氷を受け取ると、机に置いた。

「……むう」

　ジルコニアはアイザックがすぐに食べないことが気に食わないのか、少し不満げだ。

　カキ氷信者を増やそうとしているらしい。

「製材機と鍛造機ですが、部品の調整を円滑にするために工房をグループ分けして個々で製作させました。精度には細心の注意を払うように指示しましたが、グループによって動作にムラがあるようです」

「そうですか……職人さんの技量にもばらつきがあるようですね」

「はい。なので、製造工程か人員の配置を見直す必要があるかと」

「分かりました。現物を見てから考えてみましょうか」

「かしこまりました。あと、製造工程を検討し直して機械を再設計したグループが１つあります。そちらが参考になるかもしれません」

「えっ、そんな職人さんがいるんですか！　それは見るのが楽しみですね！」

　驚いて目を
剥
 む

 く
一
 かず

 
良
 ら

 に、アイザックはにこやかに
頷
 うなず

 く。

　その額には、薄っすらと汗が浮かんでいた。

　

　数日後、
一
 かず

 
良
 ら

 はアイザックとともに、街なかに建設中の製材所にやってきていた。

　作りかけの建物の中には製材機が設置されており、外には動力水車が置かれている。

　製材機はノコギリが縦に往復運動する縦型製材機だ。

　動力水車から小屋の中に延びた心棒には車輪が取り付けられており、その車輪の上に
跨
 またが

 るかたちで製材機が置かれている。

　車輪には、クランクと呼ばれる可動式の青銅製の板がとりつけられていた。

　これはクランク機構と呼ばれる構造で、自動車のシリンダー部分に使われているものと同じかたちのものだ。

　車輪の回転に合わせてクランクが上下に動き、その上に設置されたピストンが押し引きされることで、回転運動を直線運動に変換するのである。

「今動かしますので、少々お待ちください」

　アイザックが職人に命じて水車を動かすと、製材機のノコギリが上下に往復を始めた。

　動きはゆっくりで、人が手で動かすものと大差ない。

「あまり早く動かすと動作部分が磨耗してしまいますが、この程度の速さなら問題ないようです。ご指示どおり油も挿していますので、長持ちするかと思います」

「ふむ、あとの問題はノコギリの刃の耐久性くらいですかね。それにしても、この製材機は精度が良さそうですね」

　見たところ問題はないようで、このまま実作業に使うことができそうだ。

　腕のいい職人のグループが作ったものなのか、素晴らしい出来栄えである。

「これが一番出来のいい製材機ですね。製作が上手く行かなかったグループは作業を中断させておりますが、いったんグループを解散させて他のグループに人員を割り振ってもよろしいでしょうか」

「それだと彼らのプライドを傷付けないか心配ですが……あ、前に言ってた、再設計したグループのものってあります？」

「はい、用意してあります。そこの端に置いてあるものがそうですね」

　アイザックの指す方を見ると、他のものとは
若
 じやつ

 
干
 かん

 見た目が異なる製材機が置かれていた。

　切断する木材を横たえる場所に、革で作られたベルトが付属されている。

　ベルトはズボンに付けるものと同じ構造で、木材の厚みによって長さが調節できるような仕組みになっていた。

　このベルトで木材を固定しなければ、ノコギリの刃が木材に引っかかった時に跳ね上がってしまって危険だろう。

「しまった、固定具のことにまで頭が回らなかったな……あれ、これってもしかして、ほとんどの部分がクサビで固定してあるんですか？」

「はい。釘だと不具合が出た時に分解するのが難しいのと部品を傷めてしまうとのことで、ほぼクサビを使って固定したと聞いております」

　驚いて目を
剥
 む

 く
一
 かず

 
良
 ら

 に、アイザックは少し緊張した様子で答えた。

　ここで言うクサビとは、木の板を斜めにカットした固定用部品のことだ。

　斜めに切られた木材を接合部にめり込ませる固定法で、接合する部品との接触面積が広いため、釘をはるかに上回る強度を発揮することができる。

　精巧に作られたクサビは接合する木材と一体になるような状態になるため、まったく緩みが発生しない。

　日本では一般的な接合法であり、木製の椅子やテーブルなどをよく見てみると、クサビで固定されたものを多く見つけることができる。

「こりゃすごいな……ていうか、クサビって普通に使われているものだったのか。確かカンナがないと……あ、スライサーが市場に出回ったからか」

　クサビの加工や仕上げにはカンナがあると非常に便利だ。

　つい最近、イステリアの市場にはカンナと似た形状であるスライサーが出回ったため、それをヒントにしてカンナを作ったのだろう。

　クサビの打ち込まれた穴は反対側に
貫
 かん

 
通
 つう

 しており、打ち込んだ逆側から板などを当てて
木
 き

 
槌
 づち

 でクサビを叩けば取り外すことができるようになっていた。

　かなり精度よく作られているようで、どこから見ても隙間はまったく見当たらない。

　クサビの先端が飛び出たはずの接合面も、
綺
 き

 
麗
 れい

 な平らに仕上げられている。

「これはメンテナンス性がよさそうですね。それに、可能な限り構造をシンプルにするように頑張った跡が見られます。上手いことできてるな……」

「そのかたは鉱石を砕く鉱石
粉
 ふん

 
砕
 さい

 機という機械も開発したそうです。ここに現物はありませんが、図面は預かってきております」

「ま、マジですか。その職人さんすごいですね……製材機とかの仕組みを見て思いついたのかな」

「すごく頭のいいかたで、機械の設計や製造手腕には目を見張るものがあります。しかるべき地位に据えれば、きっと活躍してくれると思いますが」

「そうですね、ぜひ一度会ってみたいです。呼び出してもらうことはできますか？　そのかたが忙しいようなら、私が出向いてもいいですよ」

　そこまで頭がよく腕のいい職人なら、街の一職人としておくのはもったいない。

　職人たちを取りまとめる職人頭として、機械の製造や開発を任せてしまいたいところだ。

「それが、今は色々と予定が立て込んでいるようでして、すぐに会うというのは難しいと思います。都合をつけて屋敷に呼び寄せますので、それまでお待ちいただいてもよろしいでしょうか？」

「あ、それなら私が出向きますよ。ジルコニアさんかリーゼにも付いてきてもらったほうがいいかな」

「い、いえ、そのかたは街から少し離れた場所に住んでいるかたでして、そこまで行くのには時間がかかります。私のほうで調整しますので、お待ちいただきたいのですが」

　少し焦ったように、アイザックが言う。

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 不自然な受け答えだったのだが、
一
 かず

 
良
 ら

 はそれよりも話の内容に驚いていた。

「えっ、イステリアの職人さんじゃないんですか！」

「はい、イステリア以外にも優秀な人はいるようです。とてもやる気のあるかたなので、ぜひカズラ様の下で働かせていただければと」

「そっか、ここ以外にも職人はいますもんね。他の街にも目を向けるべきだったか……性格はどんな感じです？　気難しい人じゃなければいいんですけど」

「とても素直で、周囲に気遣いもできるかたです。それに前向きで明るいので、きっとカズラ様とは気が合うと思いますよ」

「おお、よかった。早く会ってみたいです」

「今のお言葉、そのかたにお伝えしておきます。そのかたもカズラ様にお会いしたい様子でしたので、きっと大急ぎで準備をしてくれると思います」

「え、私のことを知ってるんですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が首を傾げると、アイザックは慌てた様子で手を振った。

「い、いえ！　今回の機械の製作を依頼した際に、街のことで雑談しまして！　他国から技術提供をしてくれているかたがいると、少し話したんです」

「そうなんですか。でも、協力してくれそうなようでほっとしました。会うのが楽しみです」

　なおも製材機を眺めながら感心する
一
 かず

 
良
 ら

 に、アイザックはほっと息をついた。

　

　その頃、ナルソン邸の談話室では、リーゼがニーベルとソファーに向かい合って座っていた。

　ニーベルから商業取引についての打ち合わせも兼ねたいとの申し出があり、人払いをしているため部屋には２人きりだ。

　微笑をたたえるリーゼとは対照的に、ニーベルはいぶかしんだ表情だった。

「ほう。塩を通常価格に戻してもよろしいと？」

「はい」

　ニーベルは値踏みするようにリーゼを見ると、わざとらしく首を傾げてみせた。

「失礼ですが、イステール領の財政はかなり厳しいのではありませんか？　今ここで塩の値段を元に戻すと、ナルソン様は大変お困りになるかと思うのですが」

「確かにそうなのですが、グレゴルン領でも天候不順で塩の生産がままならないのですよね？　それなら、私のわがままでニーベル様にご迷惑をおかけするわけにはいきません。なんとか自分たちで切り詰めて頑張ろうと思いますので、どうかお気になさらないでください」

「……そうですか。いや、確かに我々も今は大変な状況にありましてな。リーゼ様がそう言ってくださるのなら、少々調整させていただこうかと思うのですが……」

　ニーベルはそう答えると、腕組みして考えるように
唸
 うな

 った。

　リーゼは答えを待ち、じっと彼を見つめる。

「では、塩の価格は従来の水準に戻し、取引量も５割ほど減らさせていただこうかと思います。また、今後はクレイラッツとも我々が直接取引をさせていただこうかと思います。しかしそうなると、たとえ天候が戻ったとしても、今までのような取引はできなくなります。……それでもよろしいですかな？」

　薄く笑みを浮かべて言うニーベルに、リーゼはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「分かりました。こちらは大丈夫ですので、どうかお気遣いなく」

「なっ……！」

「どうかいたしましたか？」

　一瞬表情をなくしたニーベルに、リーゼはわざときょとんとした表情を作ってみせる。

　ニーベルは慌てて表情を取り
繕
 つくろ

 うと、一度咳払いをした。

「か、価格は元より、一度取引量を減らすと、いつ元の量に戻せるかは分かりませんぞ」

「はい。残念ではありますが、仕方ありませんね」

「リーゼ様がご協力くださるのであれば、今までどおり２割引の価格で……いや、もう１割値引きすることもやぶさかではありませんが」

「申しわけございません。私も最近忙しくて、ニーベル様をお手伝いできるような余裕はないのです」

　リーゼが答えると、ニーベルは怒りの
篭
 こも

 った視線をリーゼに向けた。

「……この状況で私の申し出を断るということが、どういう結果を招くか分かっておいでか？」

「もちろんです。卸による収入がなくなるのは辛いですが、他の分野に力を入れて
補
 おぎな

 おうと思います」

「塩の取引量が減れば価格が高騰し、民はさらに困窮しますぞ。それに、価格の高騰でよからぬ
噂
 うわさ

 でも流れれば、イステール家が民から非難を受けることになるかもしれません」

「……
噂
 うわさ

 、ですか？」

　リーゼが目を細めると、ニーベルの顔がにやりと
歪
 ゆが

 んだ。

「例えばの話です。急に市場に出回る塩が減って価格が高騰を始めたとあれば、イステール家が何か不手際を起こしたといった
噂
 うわさ

 が流れてもおかしくないと思いましてな。経済的に苦しい時に、さらに民の不満を増大させると色々と不穏なことにも繋がりかねません」

「……」

「ですが、リーゼ様がご協力くだされば、取引量と価格は従来のまま据え置きにさせていただきます。それに加えて、数ヶ月後からはイステール家には通常価格より３割引で販売すると約束しましょう。クレイラッツへの卸でさらに
儲
 もう

 けることができれば、その資金を領内の事業に回すことができるはずです。ご両親も喜ばれるかと思いますが？」

「協力とは、いったい何をすればよろしいのですか？」

　リーゼの言葉に、ニーベルの表情が喜色に染まった。

「お分かりいただけませんかな？　少し私を満足させてくだされば、それでよいのですよ」

「……気持ち悪い」

「……は？」

　ぽかんとするニーベルに、リーゼは心底軽蔑したような表情を向けた。

「気持ち悪いと言ったのです。そのようなふざけた提案に、私が乗ると本気で思っているのですか？」

　リーゼが言い終わるのと同時に、ニーベルは額に青筋を浮かべて立ち上がった。

　リーゼは冷めた表情で、じっと彼を見上げている。

「どうなさいました？　顔色が優れないようですが」

　リーゼがさらに挑発すると、ニーベルは表情を
歪
 ゆが

 めてずかずかと彼女に歩み寄った。

　ソファーに座るリーゼの正面で立ち止まり、ギロリとリーゼを
睨
 にら

 みつける。

　リーゼは
怯
 ひる

 まず、キッと彼を
睨
 にら

 み返した。

「あまり調子に乗るんじゃない。自分が何を言っているのか分かっているのか？」

「立場をわきまえなさい。誰に対してものを言っているのです」

　リーゼが言い終わるのと同時に、ニーベルは無言でリーゼの口へと手を伸ばした。

　リーゼは反射的に右手を左手の
袖
 そで

 口に突っ込み、隠し持っていた短剣を引き抜く。

　ニーベルの手がリーゼの口に微かに触れるのと、リーゼの短剣が彼の喉元に突きつけられるのは同時だった。

「うっ」と声を漏らして後ずさるニーベルを追って立ち上がり、その喉元に刃を突きつけたまま、リーゼは彼を背後のソファーまで追い詰めた。

　倒れこむように再びソファーに座ったニーベルの喉に刃先を当て、くいっと手首を捻る。小さくできた傷口に、ぷつっと血の玉が浮かんだ。

「ひっ」

「……今、何をしようとしたのですか？」

　静かに冷たい口調で言うリーゼだったが、内心
酷
 ひど

 く動揺していた。

　身体の外に音が漏れてしまうのではないかというほど、心臓はバクバクと
早
 はや

 
鐘
 がね

 を打っている。

　それを無理やり圧し殺し、表情は一切変えずにニーベルを
睨
 にら

 みつけた。

「今まで必死に我慢してきましたが、もうやめにします。二度と私のところに来ないでください」

「……っ！」

　それでも鋭い視線を向けてくるニーベルに、リーゼはもう一度短剣を小さく捻る。

　傷口がわずかに広がり、赤い筋が喉に流れた。

「や、やめっ」

「聞こえましたか？　声が出しにくいようなら、口をもう１つ喉に作って差し上げましょうか？」

「わ、分かった！　分かったからやめてくれ！」

　リーゼはその返事を聞くと、短剣を引いて一歩下がった。

「ご理解いただけてよかったです。どうか、お気をつけてお帰りくださいませ」

　ニーベルは首に手を当てると、手のひらに付いた自分の血を見てリーゼに怒りの眼差しを向けた。

「よくもこのようなことを……後悔することになるぞ！」

　そう吐き捨てるように言うと、足音も荒く部屋を出て行った。

　リーゼはしばらく扉を見つめると、深く息を吐いてしゃがみ込んだ。

「あ、危なかった……」

　よくあそこで身体が動いたと、リーゼは自分に驚いていた。

　ニーベルの態度があまりにも頭にきて、思わず
脅
 おど

 しに対して挑発で返してしまったのだが、まさか掴みかかってくるとは思わなかった。

　もしあのまま掴まれていたら、と考えると心底ぞっとする。

　ジルコニアの勧めで日頃から左手の
袖
 そで

 には小型の短剣を忍ばせているのだが、これがなかったら今頃
酷
 ひど

 い目にあっていたに違いない。

　口を押さえられて、助けを呼ぶこともできないまま辱められていただろう。

　だが、自分がニーベルを挑発さえしなければ、このような事態にはならなかったはずだ。

　こんなことなら、何と言われようとも護衛を付けて面会をし、塩取引の話を出させないようにすればよかった。

「……何で震えてるのよ。あんな奴相手に」

　自分の身体が小さく震えていることに気づき、リーゼは唇を噛んだ。

　両手で身体をきつく抱き締め、大きく深呼吸をして気持ちを落ち着かせる。

　少ししてなんとか平静を取り戻すと、
袖
 そで

 の中に短剣を戻した。

「……カズラのとこ行こう」

　気を取り直すようにそう言って立ち上がり、足早に部屋を出るのだった。

　

　数日後の昼、
一
 かず

 
良
 ら

 はアロンドとともに、街なかの飲食店で食事をとっていた。

　いつものように
一
 かず

 
良
 ら

 はマリーが作ってくれたお弁当で、アロンドは店で注文した料理を食べている。

　先ほどまでマリーも一緒にいたのだが、今はリーゼの下に向かわせている。

　というのも、アロンドが来ると伝えた途端にマリーが表情を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせたので、これはいかんと席を外させたのだ。

　ちなみに、最近では工事は軌道に乗り、ほぼ職人任せでも問題ない状態になっていた。

「えっ、値段を元に戻したうえに取引量が５割減ですか？　何かの間違いではありませんか？」

　先日リーゼから聞いたニーベルとのやり取りを
一
 かず

 
良
 ら

 が伝えると、アロンドは合点がいかないといったように眉をひそめた。

「いや、リーゼがそう言ってたんですよ。面会の時にニーベルさんからそう伝えられたらしいんです。正式な通達はまだみたいですけど」

「そうなのですか……しかし、５割減はいくらなんでも……」

　アロンドは
一
 かず

 
良
 ら

 に依頼されてから、グレゴルン領の天候不順について調べていた。

　確かに天候不順が起こっているという情報はあり、父のノールからも話を聞くことができた。

　だが、取引量を半分にしなければならないというほどにまで、天候が悪化しているといった話は聞いていなかった。

「グレゴルン領で何かあったといった話は聞きませんか？　製塩作業に問題が生じたとか」

「
若
 じやつ

 
干
 かん

 の天候不順が続いているという話は聞きましたが、それ以外は何も聞いておりません」

「ふむ……なんだか分からない話ですね」

　アロンドは神妙な面持ちで考え込んでいたが、やがて顔を上げると口を開いた。

「カズラ様、リーゼ様のご様子に何か変わったところはありませんでしたか？」

「変わった様子、ですか？」

「はい。以前より、ニーベル殿はリーゼ様に執心しているという
噂
 うわさ

 を聞いております。面会を始めた４年前から塩が２割引でイステール家に販売されているということと照らし合わせて考えると、取引を盾にして結婚や付きあいを強要したといったこともありえるかと。おそらくですが、リーゼ様はそれを突っぱねたのではないでしょうか」

「え、それって、今回
脅
 おど

 しをかけるために、４年前から準備してたってことですか？」

「かもしれません。断言はできませんが」

　リーゼはニーベルに
脅
 おど

 されたり襲われかけたということを、
一
 かず

 
良
 ら

 を含めた誰にも言っていない。その時の状況を証言できる者が他にいないため、何かされてしまったのではと思われることが嫌だったからだ。

　リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 に伝えたことは、塩の取引量が半分になるということと、値段が通常と同じ水準に戻るということだけである。

「でも、面会をする時は必ず護衛を付けるようにするってこの間言ってたんで、
脅
 おど

 されたってことはないかと思うんですけど……」

「その時の面会でも、確実に護衛は付いていたのですか？」

「それは……分かりませんね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、アロンドは真剣な表情で
頷
 うなず

 いた。

「もし先ほど申し上げたような状況で面会がされたならば、
脅
 おど

 されたことをリーゼ様は他人に話すことは避けたいはずです。他領の重鎮とはいえ、平民である一商人に大貴族の娘であるリーゼ様が
脅
 おど

 されるということ自体が、大変不名誉なことですから。カズラ様に何もお話ししていないことにも納得がいきます」

「なるほど……だとしたら、彼のことは許せませんね」

「はい。ニーベル殿に対しては私が探りを入れておきます。場合によっては先手を打たねばならない事態に発展する可能性もありますが、対処は私にお任せいただければと」

「分かりました。でも、私も何か手伝いますよ。できることはありませんか？」

「ありがとうございます。では、力をお借りしたい時は遠慮なく頼らせていただきます」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の申し出に、アロンドは柔らかく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んで答える。

　人を安心させるような、実に見事な
微
 ほほ

 
笑
 え

 みだ。

「ナルソンさんとジルコニアさんにも相談をしたほうがいいですね。後で私から話を……」

「いえ、この件は我々だけで対処するのがよいかと。ナルソン様は大変多忙なご様子ですので、心労をかけさせるようなことは避けるべきです。それに、ジルコニア様に話が伝わると、場合によっては直接的な手段に訴える可能性があります。二ヶ領が険悪になる結果を招きかねません」

　提案を否定するアロンドに、
一
 かず

 
良
 ら

 が首を傾げる。

「直接的な手段というと？」

「ジルコニア様は容赦がないおかたなので、もし
脅
 おど

 されたことが事実だと判明した場合、それらの情報が露見する危険を冒してでも徹底的な報復をするでしょう。あのかたはそういうおかたです」

　そう言われ、
一
 かず

 
良
 ら

 は最近よく見るようになったジルコニアのほんわかとした表情を思い起こした。

　確かに、捕らえた
野
 や

 
盗
 とう

 を
尋
 じん

 
問
 もん

 後に処刑（ジルコニアが自ら拷問まで行ったことを
一
 かず

 
良
 ら

 は知らない）して
晒
 さら

 し首にしたことはあったが、アロンドの言うような手段に出るかと言われるといまいちピンとこない。

　それに、彼女たちに秘密でことを進めるというのは、悪手に思えて仕方がない。

　たとえジルコニアが直接的な手段に出ようとしても、自分やナルソンが諌めれば大丈夫だろう。

「いや、ここはナルソンさんたちにも話をしておこうと思います。ジルコニアさんのことは私が見ておきますから」

「そうですか……かしこまりました。何かあれば申しつけていただければ何でもいたしますので、お声掛けください」

「分かりました、その時はよろしくお願いします」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くと、以前から気になっていた可能性についても相談してみることにした。

「ところでアロンドさん、〝塩湖〟って聞いたことありますか？」

「〝えんこ〟ですか？　いえ、聞いたことがありませんが……ご説明いただいてもよろしいでしょうか？」

「塩湖とは、塩分を大量に含んだ湖のことです。湖の底や周辺からは塩の結晶が直接採取できることもあります。もしグレゴルン領に塩湖があれば、塩の生産量や品質についても説明がつくと思いまして。ごく
稀
 まれ

 にですが、内陸にそういった場所が存在するんです」

　以前、リーゼからグレゴルン領には野生動物が他領よりもかなり多いと聞いたことがあった。

　そのことから、塩の品質や生産量と照らし合わせて、『もしかしたら』と考えていたのだ。

　塩を
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 できる場所がある地域では、野生の草食動物の生存率がかなり高くなる。

　塩には消化吸収を助ける役割があるので、頻繁に塩を補給できる環境では動物の栄養状態がぐっと良くなるからだ。食料の
乏
 とぼ

 しい冬は、その傾向がより顕著である。

「……いえ、そういったものがグレゴルン領にあるとは聞いたことがありません。それに、もしそのようなものがあれば
噂
 うわさ

 になっているはずです」

「確かにそうなんですが、もしやと思いまして。私のほうでも調べますが、アロンドさんも探りを入れていただけると助かります」

「かしこまりました。もし塩湖が存在したら、場合によっては交渉の材料に使うということですね？」

「ええ。彼が自分だけの判断で塩の取引量を決定できるほどの権限をもっているとすれば、塩湖を保有しながらも領主には存在を隠している可能性があります。もしそうなら、それが公表されると彼にとって都合が悪いことが起こるはずです」

「そうですね、そのようなことを隠していれば財産没収の
憂
 う

 き目にあってもおかしくありません。そちらについても、早急に調査してみます」

　アロンドは食事を済ませると席を立ち、
一
 かず

 
良
 ら

 に一礼した。

「それでは、私はこれにて失礼いたします。情報が入り次第、すぐにご連絡いたしますので」

「はい、よろしくお願いします。……あの、アロンドさん？」

「何か？」

　立ち去ろうと背を向けたアロンドに、
一
 かず

 
良
 ら

 は声をかけた。

　アロンドはすぐに振り返り、いつもどおりの穏やかな表情を
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「……いえ、何でもありません。よろしくお願いしますね」

「はい、お任せください。失礼いたします」

　もう一度深く一礼して去っていくアロンドを見送り、
一
 かず

 
良
 ら

 は小首を傾げた。

「……なんだかアロンドさん、怒ってなかったか？」

　塩湖の説明をした際、ほんの一瞬だけアロンドの
瞳
 ひとみ

 に怒りの色が浮かんだように見えた。

　それで思わず呼び止めてしまったのだが、結局なんだったのか分からずじまいだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は首を傾げながら食事を再開し、先ほどの会話を
反
 はん

 
芻
 すう

 するのだった。

　

　――あ、やばい。

　その日の夜。

　自室にナルソンとジルコニアを呼び出した
一
 かず

 
良
 ら

 は、アロンドの忠告を無視したことをさっそく後悔していた。

　リーゼの件を話した途端、ジルコニアの目付きが明らかに変わったからだ。

「そ、それでですね、今アロンドさんに探りを入れてもらっているところでして」

「おそらく黒です。殺してしまいましょう。彼が次に領地にやってきた時、薄暮を狙って移動中のところを襲撃し、連れの者ともども皆殺しにします。これなら目撃者も出ませんから」

「おいおい、そんなことすれば大問題になるぞ。どう見ても我らが手を出したということが丸分かりだろうが」

「そうかしら？　
野
 や

 
盗
 とう

 にでも襲われたと思われるんじゃない？」

「いや、基本的に使者はかなりの数の護衛を連れているから……というか、たとえ少数でも護衛が付いている集団を
野
 や

 
盗
 とう

 が襲うことなんてまずないだろう。明らかに不自然すぎる。むしろ、どうしていきなり暗殺にまで話が飛ぶんだ」

「そ、そうですよ。それに、まだ本当に黒だと確定したわけじゃないんですから」

　２人が諌めると、ジルコニアは不満げな表情になった。

「なら、どうするというのですか？　娘を辱められて、このまま黙っていろとでも？」

「ですから、まだ辱められたと決まったわけじゃないんですって。
脅
 おど

 されたかもしれないっていうだけで」

「今までのニーベルの振る舞いを考えれば、ありえない話ではないでしょう。最近のイステール領の状況を見て、好機とばかりに弱みに付け込んで、リーゼに手を出したに違いありません！　塩取引の話からしても、それくらいのことがあったと考えるのが普通ではないですか!!
 」

「落ち着け！　声を荒らげたって仕方がないだろうが！」

　今にも立ち上がらんばかりにまくしたてるジルコニアを、ナルソンが怒鳴りつけた。

　ジルコニアは、はっと我に返ると、ばつが悪そうに
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「……ごめんなさい。つい興奮してしまって」

「い、いえ……」

　まさかここまで彼女が激昂するとは思っておらず、
一
 かず

 
良
 ら

 は面食らってしまっていた。

　ナルソンは一つ咳払いをすると、黙ってしまった２人に代わって口を開いた。

「取引量の減少が取り消されたならともかく、半減するという話をリーゼがしているということは、たとえ
脅
 おど

 されたとしてもリーゼはそれを突っぱねたのでしょう。ただ、面会の時はニーベルと２人きりだったというのがどうも……」

「私が直接リーゼに聞くわ。
埒
 らち

 が明かない」

「いや、それはやめておけ。自分から言わないということは、たとえ親にでも知られたくない理由があるのだろう。本当に
脅
 おど

 されたのだとしたら、の話だが」

「……」

「とりあえずは様子見ということにしましょう。後ほど、私からアロンドに話をして、今後の対策を再度調整することにいたします。リーゼの様子はエイラに注視させることにしたいと思います。ジルもそれでいいな？」

「……ごめんなさい。少し頭を冷やしてきます」

　ジルコニアはつぶやくように返事をすると、立ち上がって部屋を出て行った。

　残された２人はぱたんと閉まった扉を見つめ、しばし沈黙する。

「……カズラ殿、申しわけございませんでした。ジルは時折、あのように感情的になることがありましてな」

「いえ……でも、彼女の心配することも分かりますよ。母親ですもんね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、ナルソンは少し困ったような表情を浮かべた。

「まあ……そうですな」

　歯切れ悪く返事をするナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 も以前ジルコニアから聞いた２人の馴れ初めを思い出して
曖
 あい

 
昧
 まい

 に
頷
 うなず

 く。

　再び、短い沈黙が流れた。

「今までリーゼのおかげで商業取引や支援回りではだいぶ助かっておりましたが、少し頼りすぎてしまっていたようです。カズラ殿のおかげで領内は持ち直すことができましたし、今後面会するかどうかの判断は、極力リーゼ本人に任せようかと思います」

「分かりました。そうしてあげてください」

　その後、ジルコニアが戻ってくるまでの間、２人は対策について話し合うのだった。

　

　それから10
 日後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自室で、ハベルから街なかの井戸掘りの報告を受けていた。

　部屋にはリーゼとエイラ、そしてマリーもおり、皆で３時のおやつを食べていた。

　お茶はチョコレートフレーバーティー（ノンカロリー）で、お茶菓子はエイラお手製のフルーツクッキーである。

　最近になってマリーもようやくこの空気に慣れてきたのか、くつろいだ様子でクッキーをぽりぽりと齧っていた。

　近頃は工事の監督業務もほとんどしなくてよい状態に落ち着き、
一
 かず

 
良
 ら

 の食事を作るたびの試食も相まって、身体は健康そのものだ。

　精神的にも余裕が出てきたようで、普段からよく笑顔を見せるようになっていた。

「そっか、５つだけですか……」

「はい。全部で１５０カ所近く掘ったのですが、それ以外はすべて
岩
 がん

 
盤
 ばん

 に当たってしまいました」

　残念で仕方がない、といった表情でハベルが
頷
 うなず

 く。

「水が出た場所に特徴はないだろうかと調べてみたのですが、特徴らしい特徴はありませんでした。このまま手当たり次第掘り続けるしかないかと思いますが……続けますか？」

「いっそのこと街なかの試掘は全部取りやめて、別の場所で井戸掘り機を使ったらどうかな？１５０カ所掘って５カ所しか水が出ないんじゃ、効率が悪すぎるよ」

　２人が
唸
 うな

 っていると、リーゼが口を挟んだ。

　リーゼはあれからも普段どおりで、
一
 かず

 
良
 ら

 も気をつけて見ていたが特に変わった様子は見られなかった。

　エイラから見ても何もおかしな点は見られないということで、ニーベルについての話題がリーゼとの間で出たこともないらしい。

　しいて挙げるとすれば、リーゼは前よりも
一
 かず

 
良
 ら

 の後を付いて回るようになってきたということだろうか。

　
一
 かず

 
良
 ら

 にはだいぶ気を許しているのか、２人きりになるとソファーでうたた寝していることも何度かあった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその都度毛布をかけ、寝かせたままにしていたのだが、リーゼはものの30
 分もすると目を
醒
 さ

 ましていた。

「そうだな……
岩
 がん

 
盤
 ばん

 だらけの街なかを掘るより、そのほうがよさそうだ。国境付近に建設途中の
砦
 とりで

 にでも持っていくか」

「それならば、
砦
 とりで

 の周囲に作っている畑も効率よく広げることができますね。あちらでも
岩
 がん

 
盤
 ばん

 に当たることが時々あるらしいので、役立つかと思います」

　しばらく話していると、部屋の扉がノックされてアイザックが入ってきた。

「カズラ様、以前お話しした職人が間もなく……あ」

「お、ついに来ましたか。……どうかしました？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が首を傾げると、アイザックは慌てた様子で表情を取り
繕
 つくろ

 った。

「い、いえ……間もなく職人が屋敷に到着しますが、こちらにお連れすればよろしいでしょうか？」

「いやいや、無理言って来てもらったんですし、出迎えますよ」

　立ち上がる
一
 かず

 
良
 ら

 に続き、他の４人も席を立った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼを先頭に、ぞろぞろと連なって廊下へと出る。

　皆で出迎えなければならないというわけではないのだが、２人が立ったので皆が続いたかたちだ。

「職人って、前に言ってた機械を再設計したり自分で新しいのを作ったりしたっていう人？」

「そうそう。イステリアから離れたところに住んでるらしいんだけど、無理言って来てもらうことにしたんだ」

　広場へと続く廊下を隣り合って歩きながら、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが言葉を交わす。

　その様子を、アイザックは背後から『ヤバイ』といった表情でちらちらと見ていた。

「かなり頭のいい人みたいだから、なんとかお願いして職人の取りまとめをしてもらおうと思ってるんだ。イステリアの職人でも機械の改良を提案してくれた人はいたけど、その人の発案してくれたものはそれよりも数段優れてたからね」

「そうなんだ。性格もいい人だといいね」

「話を聞く限りでは、すごくいい人らしいぞ。素直で明るいんだってさ」

「職人なのに素直って珍しいね。どんな人なんだろ」

　和気あいあいと話す２人の後ろで、アイザックはこっそりとハベルに顔を寄せた。

「……おい、リーゼ様は今日、面会じゃなかったのか？」

「そう聞いておりましたが、急遽キャンセルしたとのことです。何でも、『何だか今日はカズラの部屋にいたい気分』とのことで」

「そ、そうか……」

「……アイザック様、何かやらかしたんですか？」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 顔色の悪いアイザックに、ハベルが問いかける。

「ああ……いや、たぶん大丈夫だ。すんなり終わるはずだ。たぶん」

　そうこうしているうちに、６人は広場に到着した。

　それと同時に、１台の馬車が騎兵に連れられて広場へと入ってきた。

「お、あの馬車か。さて、どんな人かな」

　ぱからぱからと蹄の音を響かせて、馬車がゆっくりと近寄ってくる。

　以前
一
 かず

 
良
 ら

 が乗ったような個室タイプの豪勢な馬車で、上段にはスラン家の家紋が描かれていた。

「……ん？」

　目の前に横付けされた馬車の窓からのぞく青い
瞳
 ひとみ

 と目が合い、
一
 かず

 
良
 ら

 が声を漏らした瞬間。

　馬車の扉が、ばんと開いた。

「カズラさんっ!!
 」

「げふっ!?
 」

　小奇麗な衣装に身を包み、満面の笑みを湛えたバレッタが、体当たりするかのような勢いで
一
 かず

 
良
 ら

 の胸に飛び込んだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は危うく吹っ飛びそうになりながらも、なんとかその場に踏みとどまる。

「バ、バレッタさん!?
 　どうして……」

「私、いろんなことができるようになりました！」

　驚いて目を
剥
 む

 く
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に被せるように、バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 を見つめて一気にまくし立てる。

「機械設計も建物の建築も、武術も医学も薬品の精製も！　もう、絶対に足手まといにはなりません！　きっと役に立ってみせます!!
 　だから……」

　そしていっそう強く、
一
 かず

 
良
 ら

 の服をぎゅっと握った。

　目尻には
若
 じやつ

 
干
 かん

 涙が浮かび、
縋
 すが

 るように
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げている。

「だから、カズラさんの
傍
 そば

 にいさせてください」

「あ、はい。お願いします」

　鬼気迫る様子で言うバレッタに、思わず
一
 かず

 
良
 ら

 は気の抜けるような返事をしてしまう。

「ほ、本当……ですか？」

「もちろんです。それこそこっちからお願いしたいくらいで。ていうか、職人ってバレッタさんのこと……ってちょっと!?
 」

「ふえええん」

　ぼろぼろと大粒の涙をこぼして泣き出したバレッタを、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌ててなだめる。

　皆が
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とその様子を見守るなか、アイザック１人だけが頭を抱えるのだった。
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転章

　

「失礼いたします！」

　深夜、カイレンとティティスがいつものように事務仕事に追われていると、１人の兵士が部屋に入ってきた。兵士はカツンとかかとを合わせると、
顎
 あご

 を引いて姿勢を正す。

「ラッカ将軍とラース将軍がご到着されました！」

「お、来たか。入ってもらってくれ」

「はっ！」

　軽快に返事をして出て行く兵士を、ティティスは不思議そうに見送る。

「いつの間にお２人を呼んでいたのですか？　あのかたたちの軍はエルタイル王国方面に展開していたはずですが」

「こっそり呼び出しておいたんだ。ちょっと話したいことがあってな」

「ちょっとって……あんな遠いところからでは、ここまで２週間以上はかかるんですよ？　それに、両将軍と勝手に接触したことが元老院に知られたら……」

「大丈夫だって。ばれやしねえよ。ばれたって何もできないって」

「ですが、せっかく彼らの態度が軟化してきたのに……」

　そんな話をしていると、ガチャガチャという鎧の音とともに２人の男が入ってきた。

　１人は筋骨隆々とした、いかつい顔の大男。もう１人は細身で物静かな雰囲気の男だ。

「よう！　よく来て……」

「うおお！　２人ともひさしぶりだなあ！」

　立ち上がったカイレンとティティスに大男はドカドカと歩み寄ると、上から押さえつけるように２人の頭をがしがしと
撫
 な

 でた。

「痛ってえ！　ラース、少しは加減しろ！　頭を潰す気か!!
 」

「……髪がぐしゃぐしゃです」

「かたいこと言うなって。せっかく３年ぶりに会ったんだからよ！」

　抗議する２人に、彼――ラース――が意味不明な理屈を述べながら豪快に笑う。

　そんな彼の頭を、後ろに立っていた男――ラッカ――がコツンと小突いた。

「兄上、調子に乗りすぎです。ティティスさんが
睨
 にら

 んでますよ」

「ん？　おお、嬢ちゃん美人になったなあ！」

「ありがとうございます。頭から手を離してください」

「うはは、悪い悪い！」

　ラースはもう一度２人の頭をがしがしと
撫
 な

 でると、ようやく手を離した。

　そして、近くにあった椅子にどかりと腰を下ろす。

「まったく、ここまで来るの大変だったんだぜ？　ラタに乗りすぎてケツが痛くなっちまった」

「遠いところすまなかったな。どうしても２人に見てもらいたいものがあったんだ。ラッカとティティスも座ってくれ」

　カイレンは２人を座らせると、
懐
 ふところ

 から小さな布袋を取り出した。

　それをテーブルの中央に置き、自身も椅子に腰掛ける。

「これは？」

「開けてみてくれ」

　カイレンにうながされ、ラッカは布袋の口を広げた。そして、驚いたように目を見開く。

「何だ？　俺にも見せてくれ」

　ラースはラッカから布袋を受け取ると、中を覗きこんで同じように目を見開いた。

「それ、どう思う？」

「どうってお前……こんなものよく手に入ったな。目玉が飛び出るくらい高かっただろ」

　ラースはそう言うと、袋の中から美しく透き通った
歪
 いびつ

 な形の青いガラス玉を３つ取り出した。

　それを見て、ティティスも驚いた顔をカイレンに向ける。

「で、これがどうしたんだ？　わざわざこれを自慢するために俺たちを呼んだってわけじゃないんだろ？」

　ラースはガラス玉を袋に戻し、カイレンに投げた。

　それを受け取ったカイレンは、神妙な顔をラースに向ける。

「これな、おそらく人工物なんだ」

「……なんだって？」

　袋からガラス玉を取り出し、テーブルに並べる。

「首都の
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人たちが
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 の精製に成功したって話は知ってるか？」

「……初耳だ。ラッカは知ってたか？」

「私も初耳です。この
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 は、その職人たちが作ったものなのですか？」

「そうならよかったんだけどな……」

　カイレンは
懐
 ふところ

 からもう１つ布袋を取り出すと、中から数粒の平たいガラスを取り出してテーブルに並べた。そのどれもが
楕
 だ

 
円
 えん

 
形
 けい

 で平べったく、色は黄色と紺色の２種類だ。透明度は低く、気泡も複数混じっている。

「首都の職人たちが作った
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 はこれだ。今のところ、これ以上の品質のものを作るのは難しいらしい」

　ラースはそのガラスをつまみ、
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の灯りに照らした。

「ふむ……これもなかなかだが、そっちの透き通った青い
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 と比べたら天と地だな」

「これは職人から直接手に入れたのですか？」

　ラースの持つガラスに目を向けながら、ラッカが問う。

「そうだ。しばらくの間は鉱山で採掘した天然ものってことにして、他国に売り払って荒稼ぎすることになっているらしい。実際売り出し始めるのは、もう少し先になるらしいがな」

「
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 を作るのにかかる費用は？」

「売値に比べたらかなり安く作れると言ってたな。作り方や材料についてはほとんど教えてくれなかったが、
石
 せつ

 
灰
 かい

 を使うとだけは教えてくれた」

「
石
 せつ

 
灰
 かい

 ですか……あんな床下の虫除け程度にしか使わないものが材料になるとは……」

「で、そっちの透き通った青い
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 はどこで手に入れたんだ？」

　ひとしきり眺めて満足したのか、ラースがガラスを袋に戻してカイレンに投げた。

「闇市だ。かなり値は張ったが、これはと思って大枚はたいて買ってきた」

　それを聞いて、ラースとラッカは呆れたような表情になった。

　黙って聞いていたティティスも、
睨
 にら

 みつけるような視線をカイレンに送っている。

「お前、そんなところに出入りしてるのかよ……」

「カイレン、自分の立場を考えなさい。略奪品を転売していると
噂
 うわさ

 が立ったら、取り返しがつきませんよ」

「いや、そうは言うけどな、ああいう場所じゃないと手に入らない情報ってのもあるんだよ」

　あえてティティスから顔をそらしながら、カイレンは言う。

「まったく……それで、その
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 が人工物だっていう根拠は？」

「形だよ」

「形？」

　カイレンは
頷
 うなず

 くと、テーブルに並べられた青いガラス玉を１つ手に取った。

「ここをよく見てくれ。
綺
 き

 
麗
 れい

 な平らになってるだろ？」

　そう言って、皆にガラス玉の平たい部分を向ける。

「どれどれ……確かに平らになってるな。それがどうかしたのか？」

「他の２つも同じ形なんだよ。まるで何かに押し付けたような形に見えないか？」

　その言葉に、３人は顔をつき合わせてしげしげと３つのガラス玉を観察する。

　カイレンの言葉どおり、ガラス玉の平らな部分はすべて同じ形になっていた。

「確かに同じ形だな……だが、それだけで人工物って判断するのは早計なんじゃないか？」

「そうですね。たった３つだけなら、ただの偶然かもしれません」

　そう言うラースとラッカに、カイレンは首を振った。

「通いつめたんだよ、何日もな。ここにあるのは３つだけだが、俺が見ただけでも合計20
 個は同じ色の
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 が売りに出されていた。それらすべてに同じような平らな面があったんだ」

「……どこの国のものか、検討はつきますか？」

「アルカディアのイステール領だ」

　その答えに、他の３人が驚いた表情を向ける。

「断言できるのか？」

「できるさ。調べ上げたからな」

　カイレンはそう言うと、テーブルの端から書類を１枚引っ張り出し、ラッカとラースへと滑らせた。

「数ヶ月前から、イステール領で
石
 せつ

 
灰
 かい

 の産出量が急激に増えてるんだ。それに、今までカツカツ状態だった財政も急激に持ち直している。まず、間違いないだろう」

「マジかよ……てことは、あっちはとっくの昔に
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 の製造に成功してたってことか？」

「いや、それがよく分からなくてな……色付き
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 は、今まで数えるくらいしか闇市には出回ってなかったんだよ。それが、ここにきて急に数が出てきたんだ。それも最高品質のものがな」

「……まるで、高品質な
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 の製造方法をいきなり編み出したかのようですね」

　ラッカの意見に、カイレンが
頷
 うなず

 く。

「まあ、不自然ではあるよな。もしかしたら形に似通った部分があるのは偶然で、すべて天然物なのかもしれない。それとは別に、近頃アルカディアでは水車とかいう道具が発明されたらしい。水を低地から高地に勝手に
汲
 く

 み上げ続ける道具らしいんだ。その他にも、色々と新しい道具が作られているらしい」

「なんだそりゃ、どうしていきなりそんなことになってるんだ？」

「さあな……まだなんとも言えないが、とりあえずエサは撒いてみようと思う」

　ラースの問いにカイレンが答えると、皆がいぶかしんだ表情になった。

「エサ？　何をやるつもりなんだ？」

「こっちで作った
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 を、闇市に少しずつ量を増やしながら流すのさ。もし奴らが
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 を作れるようになってるとしたら、値崩れする前に稼ごうと、流す量を増やしてくるはずだ」

「……そんなに上手くいくものか？」

「いくさ。向こうは元から数を絞ってるし、品質もこっちとは段違いだ。ばれるなんて思っちゃいないだろう。こっちが
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 を作れるようになったってことを勘付かせれば、まず上手くいく」

　カイレンはそう言うと、まだ納得がいかない顔をするラッカとラースに目を向けた。

「これは別の職人に言われたことだが、もしかしたら早急に動かないとまずいことになっているかもしれん。もしもの時は協力してくれ」

「別の職人って誰のことです？　いったい何を言われたんですか？」

　眉を寄せるラッカに、カイレンは真剣な表情を向けた。

「フィレクシアっていう名前の兵器職人だ。兵器開発以外はあまり詳しくはないが、
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 の精製ができる技術力があるのなら、おそらく鉄の精製は容易だろうと彼女は言っていた。下手をしたら、こっちが鉄器を持っていることを秘匿しているように、アルカディアも鉄器を隠し持っている可能性がある」

　それを聞き、ティティスがピクリと眉を上げた。

「マジかよ……ていうか、その女は元老院にそのことを忠告してないのか？」

「してない。彼女と俺は知り合いでな。元老院への忠告は俺が止めてるんだ」

「何でお前が止めるんだよ。もし本当にアルカディアが鉄器を持ってたら、このまま開戦したらえらいことになるぞ」

「……カイレン、まさかあなた、元老院をはめる気ですか？」

　ぽつりと言ったラッカに、皆の視線が集まる。

「相手の鉄器開発に気づかずに開戦すれば、当初予想していたよりも甚大な被害が生じるでしょう。その責任を全部元老院に押し付けて、前回辞職せずに残った議員を糾弾するつもりですね？」

「いやいや、そんな性格の悪い真似はしねえよ。第一、それだと被害を受けるのは直接戦闘をする俺たちじゃんか」

「なら、どうするというのです？」

　眉を寄せるラッカに、カイレンはニヤリと笑ってみせた。

「国境沿いにある、奴らの
砦
 とりで

 をぶっ潰す。奴らの準備が整う前にな」





番外編　虹の彼方

　

　穏やかな日差しが降り注ぐ、春の昼下がり。

　芽吹き始めた緑があふれる中庭で、ジルコニアはリーゼと草の上に座り込んでいた。

　小さな花の付いた茎を器用に編んでいくジルコニアの指先を、リーゼは
瞳
 ひとみ

 を輝かせて見つめていた。

「はい、完成」

　出来上がった草の冠をリーゼの頭にそっと載せ、青銅の手鏡を向ける。

　リーゼは鏡に映った自身を見つめ、満面の笑みを浮かべた。

「お母様、すごいです！　私、こんな素敵な冠、初めて見ました！」

「ふふ、
綺
 き

 
麗
 れい

 でしょう？　リーゼも作ってみる？」

「はい！」

　ジルコニアが領主婦人となってから、約半年が過ぎていた。

　バルベールとの関係がきな臭くなり、暗い
噂
 うわさ

 ばかりが囁かれていた中での、久々の明るいニュース。市民はもろ手を挙げて２人の結婚を歓迎した。式は大々的に執り行われ、ナルソンの計らいでパンと酒がすべての家庭にふるまわれると、街はお祭り騒ぎとなった。

　彼女が平民の出であり元兵士であるという点も大きく宣伝され、市民の関心を誘った。

　また、『時に
噂
 うわさ

 は大々的な宣伝よりも大きな効果を生む』と言ったナルソンの言葉を受け、結婚までの経緯はあえて伏せ、ジルコニアの悲惨な生い立ちだけを切り取って、
噂
 うわさ

 として少しずつ広めていくらしい。

「こっちの茎を、こうやって反対側に巻きつけるの」

「はい」

　リーゼは見よう見まねで茎を編もうとするが、なかなか上手くいかない。

　何度も何度も失敗するが、むくれたりせず、根気よく挑戦し続ける。

「……」

　一言も言葉を発さず、真剣な表情で茎を編むリーゼ。ジルコニアも手を出すような真似はせず、黙ってその様子を見ていた。

　そうしてたっぷり10
 分ほどかけ、ついに１つ目の茎を編み終えた。

「できました！」

「よくできました。えらいわ」

　優しく頭を
撫
 な

 でられ、リーゼは
誇
 ほこ

 らしげに
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　続けて彼女が２つ目の茎を編んでいると、若い
侍
 じ

 
女
 じよ

 が歩み寄ってきた。

「ジルコニア様、オーラン様がお呼びです」

「ん、分かった。リーゼ、ちょっと行って来るわね」

　そう声をかけると、リーゼが顔を上げて
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「はい。行ってらっしゃいませ、お母様。エイラ、一緒にやろう？」

「かしこまりました」

　そしてリーゼをエイラに預け、ジルコニアはその場を後にした。

　

　扉を開けて廊下に出ると、オーランが窓枠に
肘
 ひじ

 をついて中庭を眺めていた。

「上手くやっているみたいだな」

　隣に立ったジルコニアに、彼は視線をそのままに口を開く。

　かなり遠目にだが、リーゼとエイラが草の上に座り込んでいるのが見えた。

「なんとか、ね。リーゼがすごく気を使ってくれるから、助かってるわ」

　そう答えると、オーランは驚いた目をジルコニアに向けた。

「気を使うって、彼女はまだ５歳になったばかりだろう」

「そういう娘なのよ。周りをよく見てる。とても５歳に思えないわ」

　ジルコニアは少し笑うと、彼を横目で見た。

「それで、用件は何？」

「クレイラッツとの国境近くの村が襲われた。警備の兵は全滅だ」

「……生き残りは？」

「10
 人だ。全員が軍に志願した」

「ずいぶん多いわね。上手く逃げ出したの？」

「いや、たまたま近くの街に出かけていたらしい。村にいた者たちは全滅している」

　ここ数ヶ月の間、国境沿いの村落に対する襲撃事件は１件も起こっていなかった。

　襲われる危険があると思われる村には最大で数十人の兵士を配備し、これなら大丈夫だろうとようやく一息ついた矢先の出来事である。

「全員、兵舎に連れてきてある。会ってやってくれ」

「使い物になりそう？」

「使えるようにするさ」

　志願兵の訓練は、彼の役割だ。

　規律を叩き込み、武器の扱いを教え、連帯感を持たせるために共同生活を送らせる。

　ジルコニアの役割は、彼らの精神的支柱になることだ。

　同じ
境
 きよう

 
遇
 ぐう

 の仲間として。彼らを導く旗印として。

　目的のためならば死をもいとわないという覚悟を、彼らに植えつけなければならない。

　

「ま、待て、もう一度だ。もう一度勝負しろ」

「別にいいけど、そろそろ
諦
 あきら

 めたほうがいいんじゃない？」

「ふざけるな。やられっぱなしで引き下がれるか」

　ある日、街なかにある訓練場で、ジルコニアはオーランと
対
 たい

 
峙
 じ

 していた。

　２人をぐるりと囲むようにして、部下の志願兵たちが観戦している。

　少し前までは皆が２人に声援を送っていたが、オーランのあまりのボロ負けっぷりと執拗な再戦要求に、「いい加減
諦
 あきら

 めたらどうだ」といった空気が蔓延し始めていた。

「次が最後だ。これで負けたら今度こそ負けを認める」

「認めるも認めないもないと思うんだけど……」

　ジルコニアは特注で作らせた直径30
 センチほどの小型の盾を突き出すようにしてかまえ、やれやれといった様子で苦笑する。対するオーランは、かなりむっとした様子で中型の円盾と木剣をかまえた。始め、の合図とともに、オーランが踏み出しながら鋭い突きを繰り出す。

　それをジルコニアは盾をかすらせるようにしてかわし、突き出された腕めがけて剣を振り下ろした。負けじとオーランは腕を引きながら体当たりするように盾ごと突っ込むが、ジルコニアはそれすらもサイドステップでひらりとかわす。

　オーランは先ほどから何度も、この足さばきと縦横無尽に動く盾に翻弄され続けていた。

　昨日までは、ジルコニアもオーランと同じ中型サイズの盾を使っていた。

　その状態ではオーランが勝っていたのだが、今日になってジルコニアが小型の盾を持ち出してからは、なぜかまったく勝負にならない状態が続いていた。

「くそっ！」

　左側に回りこんだジルコニアに、オーランはいったん距離をとろうと後ずさりする。

「うわっ!?
 」

　だが、下げるはずの足がまったく動かず、バランスを崩してぶざまに後方へと転倒した。

　慌てて頭を起こすと、足元にしゃがみこんだジルコニアがにこにこと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。

「これで認める？」

「違う、今のはバランスを崩しただけ……」

「オーラン、下がる時につま先を踏んづけられてたぞ」

「……」

「認める？」

「ジルコニア様！」

　黙り込むオーランにジルコニアがもう一度問いかけた時、観客の輪を掻き分けるようにして、１人の兵士が駆け寄ってきた。

「ナルソン様がお呼びです。至急、お戻りください」

　その兵士の
強
 こわ

 
張
 ば

 った表情を見て、ジルコニアは慌てて立ち上がった。

　

「それで、教えていただいたとおりに作ろうとしているのですが、お母様みたいに
綺
 き

 
麗
 れい

 にできないんです。上手くできたと思っても、他のところを編んでいると解けてしまったりして」

「そうかそうか。だが、リーゼならきっと上手くできるようになるさ」

　数週間後の夜。ジルコニアは家族３人でテーブルを囲み、いつものように夕食をとっていた。

　普段と何ら変わらない光景なのだが、３人にとって、今夜は特別な夜だった。

「はい。お父様がお帰りになるまでには、もっと上手に作れるようになっておきます。かわいい冠を作って待っていますから、早く帰ってきてくださいね」

「おお、それは楽しみだな。できるだけ早く帰って来るよ」

　明日、ナルソンは第１軍団の後続を率いて、バルベールとの国境に向けてイステリアを発つ。

　今にも攻めてきそうな動きを見せるバルベール軍を迎え撃つためだ。

　すでに国境沿いには軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 が築かれ、攻撃に備えた準備が急ピッチで進められていた。

　ジルコニアも第２軍団を率いて同じ場所へ向かうが、出発は何日か後になる予定だ。

「少ししたら、お父様のところへ遊びに行ってもよろしいですか？」

「……とても遠くて来るのは大変だから、リーゼはここで待っていなさい。エイラや他の
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちもいるし、寂しくはないだろう？」

「……はい。大丈夫です。いい子にしています」

　リーゼは一瞬寂しげな目をしたが、すぐに笑顔でそう答えた。

「でも、時々でいいので、お手紙をください。私も書きますから」

「ああ、分かった。必ず送るよ」

「手紙が遅かったら、怒りに行きますからね」

「それは怖いな。ちゃんとサボらずに書くよ」

「絶対ですよ？　ちょっとでも遅かったら……っ……ぅ……」

「お、おい、どうしたんだ？」

　急にぼろぼろと涙を零し始めたリーゼに驚き、ナルソンが慌てて駆け寄る。

「……置いて……いかないで……」

「リーゼ……」

　声をかみ殺すようにして泣き出したリーゼを抱き締め、ナルソンは苦悩の表情になった。

　壁際に控える
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちも、その様子を見て涙をこぼしている。

　ジルコニアはそっと席を立つと、静かに部屋を後にした。

　かりそめの家族である自分は、今この場には不要だろう。そう感じたからだ。

　

　数日後。ジルコニアは
隷
 れい

 
下
 か

 の第２軍団の先発隊と志願兵部隊を率いて、国境へと向かっていた。

　着慣れない鎧に身を包み、乗り慣れないラタに騎乗しての移動である。

　遠目には軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 が見えてきており、周囲の平地には急造された畑が広がっていた。

　畑で作業をしていた農夫たちは皆が手を止め、部隊に向かって手を振っている。

「……」

　その光景をぼんやり眺めながら、ジルコニアはリーゼのことを考えていた。

　ナルソンがイステリアを発った後、リーゼは一切悲しい顔を見せず、いつもどおり明るく周囲に振舞っていた。それはジルコニアに対しても同様で、ジルコニアはそのリーゼの振る舞いを見るたび、どこか
空
 くう

 
虚
 きよ

 な気持ちになっていた。

「どうかなさいましたか？」

　ぼうっとラタに揺られていると、隣を進む副官のマクレガーが小声で話しかけてきた。

「どうかって、何が？」

「失礼ながら、どうにも覇気がないように見えたもので」

「そう……そうかもしれないわね」

「元気をお出しください。弱気は兵に伝染しますぞ」

「……」

　その言葉に周囲を見渡してみると、いくつもの視線が自分に向かっていることに気が付いた。

　中には、不安げな眼差しを向けてくる者も見て取れる。

「……不便なものね。ため息もつけない」

「じきに慣れます。どれ、少し気分を切り替えてみましょうか」

　マクレガーはそう言うと、周囲の兵士たちに向けて声を張り上げた。

「お前たち！　北の国と南の国、どちらが強いか知っているか!?
 」

　あまりの声量に驚いたジルコニアが肩を跳ね上げていると、すぐ近くの兵士が声を上げた。

「南の国であります！」

「ほう、理由を言ってみろ！」

「南のほうが、土地が豊かだからであります！　恵まれた土地は強い国を作ります！」

「なるほど、一理ある！　だが、こと戦に関しては間違いである！」

　その答えに、ジルコニアは首を傾げた。

　兵士の言っていることは正しいように思えるし、今は北のバルベールと一触即発の状況である。それなのに、北に位置するバルベールのほうが強いととれる発言はいかがなものか。

「北国は寒く、貧しい土地がほとんどである！　太古より、彼らは少しでも
豊
 ほう

 
潤
 じゆん

 な土地を得るため、生き残るために絶えず戦い続けてきた！　こと戦ごとに関して、北国より強く残虐な国は南には存在しないだろう！」

「それは、我が国がバルベールよりも弱いということでありますか!?
 」

　先ほど質問した兵士が、同じ調子で答える。

　まるで打ち合わせでもしたかのように、軽快なテンポでやり取りは進んでいく。

「そうではない！　確かに我らは、
過
 か

 
酷
 こく

 な北国で常に生き残るために戦い続けてきたバルベール人よりも戦に慣れておらん！　だが、我らは奴らが持っていない、最も重要な武器を持っている！　それは愛国心だ！　飢えた獣のような野蛮人である彼らとは違い、我らには豊かな国を愛する
滾
 たぎ

 る情熱がある！　戦場で一番重要なのは、戦いに対する心構えだ！」

　マクレガーは一息にまくし立てると、息を大きく吸い込んだ。

「お前たち！　国を愛する心は持っているか!?
 」

「「「「オー!!
 」」」」

　耳が痛くなるほどの馬鹿でかいマクレガーの声に、兵士たちは声をそろえる。

「野蛮な侵略者に立ち向かう勇気はあるか!?
 」

「「「「オー!!
 」」」」

「友のために死ぬ覚悟はあるか!?
 」

「「「「オー!!
 」」」」

　兵士たちの上げる声は、回数を重ねるごと、格段に大きくなっていった。

　不安げな表情をしている者は１人もおらず、皆の
瞳
 ひとみ

 に自信が宿っている。

「よろしい！　ならば勇気と覚悟を持った我らが敵に負ける道理はない！　我らの国を奪おうとする愚か者どもに、攻めて来たことを後悔させてやろうではないか！」

　マクレガーが言い切ると同時に、兵士たちから大地を揺らすような
鬨
 とき

 の声が上がった。

「……すごいわね。これが鼓舞ってやつかしら？」

　一気に明るい雰囲気に包まれた部隊を見やり、ジルコニアが感心する。

　それぞれが口々に明るく言葉を交わしながら、まるで行楽にでも行くかのように軽やかに歩を進めている。

「そんなところです。ジルコニア様もすぐにできるようになります」

「まったくできる気がしないわ……」

「なあに、気楽にかまえていればいいのです。何事も前向きさが大事ですぞ」

　豪快に笑う彼にジルコニアは返事を返さず、周囲を歩く兵士たちに目を向けるのだった。

　

　数時間後。
要
 よう

 
塞
 さい

 に到着したジルコニアは、ナルソンから下された作戦命令を
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした表情で聞いていた。隣では、マクレガーとオーランが表情一つ変えずに説明を聞いている。

「生還の見込みはきわめて低いが、作戦が上手くいけば敵に大打撃を与えられるだろう。何か質問はあるか？」

　ナルソンはそう言うと、ジルコニアに目を向けた。

「……こんな作戦、
酷
 ひど

 すぎる。それに、志願兵たちを捨て駒にするの？」

「ジル、これが戦争なのだ。彼ら以外にこの作戦を実行できる者たちはいない」

「でも……」

「忘れたか？　先に手を出してきたのは奴らだ」

　なおも食い下がろうとするジルコニアに、オーランが口を挟む。

「奴らは手段を選ばなかった。だったら、俺たちも手段を選ばない。それだけのことだ」

「……」

　ジルコニアが黙り込むと、ナルソンは「よし」と
頷
 うなず

 いた。

「山越えに必要な物資の準備は整っている。すぐに出発してくれ。ジル、山道の先導と、作戦開始までの部隊の指揮はお前に任せる。できるか？」

「……できるわ」

「しっかり頼む。それと、そんな顔をするのはこの場だけにしろ。いいな？」

　有無を言わせぬその言葉に、ジルコニアはうなだれるように
頷
 うなず

 いた。

　

　数日後、ジルコニアは志願兵部隊と少数の正規兵を従えて、山中を進んでいた。

　木々の生い茂る道なき道を、ジルコニアを先頭にして山肌を
縫
 ぬ

 うように進む。

　皆が息を切らしながら歩を進めているが、ジルコニアだけは表情一つ変えていなかった。

　志願兵たちの性別や年齢はばらばらで、皆が鎧ではなく平民の格好をしている。

「ジ、ジルコニア、もう少しペースを緩めてくれ。後続が付いてこれん」

　少し離れた後方から、オーランの声が響いた。はっとしてジルコニアが振り返ると、途切れ途切れになった兵士たちの列が木々の合間から見て取れた。マクレガーの姿はもう見えず、だいぶ遅れてしまっているようだった。

「ごめんなさい。ここで少し休憩にしましょう」

　ジルコニアがそう言うと、
傍
 そば

 を進んでいた兵士たちはその場に倒れこむようにして腰を下ろした。皆がぜいぜいと息を荒らげ、汗だくになっている。

　オーランはよろよろとジルコニアの隣にまで来ると、どかりと腰を下ろした。

「はあ、はあ……お前、どうしてそんな平気な顔をしてるんだ？　疲れないのか？」

　疲労
困
 こん

 
憊
 ぱい

 といった様相で、うらめしそうにジルコニアを見る。

「……山育ちだからかな？　子どもの頃から岩だらけの崖とかで遊んでたから、慣れてるのよ」

「高山地帯の獣か何かかよ……訓練の時も、どうりで身軽だったわけだ……」

　げんなりしたようにうなだれるオーランに、ジルコニアは困ったように苦笑した。

　山育ちのジルコニアは、生まれてからずっと高地で生活していたため、心肺機能が非常に強い。それに加えて幼い頃から山中を駆けずり回って遊んでいたので、足腰もかなり丈夫だった。

　盾を替えて身軽になったジルコニアにオーランが勝てなかった原因は、ここにあったのだ。

「道は合っているのか？」

「方向は合ってるわ。心配しなくても大丈夫」

「どうして分かるんだ？　あちこち障害物を迂回しているし、方向感覚が狂わないのか？」

「狂わないわよ。周りの景色と、葉の隙間から見える光の具合を見れば分かるでしょう？」

「分かんねえよ……」

　そんな話をしているうちに後続も集まりだしたが、皆が疲労
困
 こん

 
憊
 ぱい

 で一歩も動けない状態になっていた。

　

　軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 を出発してから約半月後。

　山越えに成功したジルコニアたちは、森の中で隠れるようにして野営をしていた。

　水は細い沢を見つけてあるため心配はないが、食料は極力節約している。

　深い森の中とはいえ、ここはバルベール国内だ。物資の補給は一切できない。

「ジルコニア様」

　木の柱に布を掛けただけの簡素な雨避けの中でジルコニアが眠っていると、マクレガーに揺り起こされた。

「斥候が戻りました。国境にバルベール軍が進撃し、我が軍は丘に陣を築いてこれを迎え撃ったようです」

「……とうとう始まったのね。戦闘結果は？」

　もそりと身を起こし、ジルコニアが尋ねる。

「我が軍の完勝です。敵はだいぶ我らを甘く見ていたようで、数を頼みに正面からぶつかってきたようです。高地にかまえた我が軍の長槍兵が、敵の中央を完全に突き崩したとのことです」

「そう……ナルソンの言ったとおりになったのね。私たちも動かないと」

　そう言いながら、ぼりぼりと頭をかく。

　ずっと屋外で生活をしているためか、皆かなり身なりが小汚くなっていた。

　とてもではないが、正規の部隊には見えないだろう。

「目をつけておいた村の様子は？」

「今のところ変わりはないようですが、バルベール軍の敗北を知れば村を捨てて北へ逃げる可能性があります。今夜にでも動くべきです」

「ならそうしましょう。私は志願兵と一緒に行くわ。あなたはこの場所をお願い」

　ジルコニアがそう言うと、マクレガーは渋い顔になった。

「ジルコニア様はこの場に留まり、作戦はオーランたちに任せるべきかと。危険すぎます」

「嫌よ。それに、前にナルソンは私に言ったわ。『最前線で戦ってもらう』って」

「それはあなた自ら剣を振るうという意味では……」

　マクレガーはそこまで言うと、やれやれといったように苦笑した。

「何よ。何で笑うの？」

「いえ、諌めても無駄だと目が言っているので、つい」

　そう言い、笑みを湛えたまま手を差し出した。

「あなたの代わりは他にはおりません。死ぬのならもう少し後にしていただきたかったのですが、仕方ありませんな」

「心配しなくても、そう簡単に死ぬつもりはないわ」

　マクレガーの失礼な言葉を気にするでもなく、ジルコニアはその手を取って立ち上がった。

　

　日暮れを待って森を出た一行は、
闇
 やみ

 の中を夜通し走り、小さな村にたどり着いた。

　空は白み始めており、間もなく地平線に太陽が顔を出すだろう。

「迅速に動け。絶対に誰も逃がすなよ。１人でも逃げられたら俺たちはお終いだ」

　皆を見渡し、オーランが言う。兵士たちは皆
外
 がい

 
套
 とう

 を羽織り、その中で抜き身の剣を握り締めている。それはジルコニアも同じだった。

「ジルコニア、大丈夫か？」

　額に脂汗を浮かべるジルコニアに、皆の視線が降りかかる。

「……大丈夫よ、行きましょう」

　その言葉に皆が
頷
 うなず

 くと、一斉に駆け出した。

　ジルコニアはオーランとともに一軒の家の戸口にたどり着くと、そっと扉に手をかけた。

　当然ながら
閂
 かんぬき

 が掛けられており、ビクともしない。

　ジルコニアが目配せすると、オーランは家の陰に身を潜めた。

　一つ深呼吸をし、扉を強く叩く。

「隣村の者です！　開けてください！　大変なんです！」

　いかにも焦っているといった声色で、大声で叫ぶ。

　すると、すぐに中からばたばたと足音が聞こえてきた。

　覗き窓から中年の男が顔を見せ、焦燥した表情のジルコニアと目が合った。

「大変です！　アルカディア軍が！」

「な、何!?
 　ちょっと待ってくれ、今開ける！」

　ガタガタと
閂
 かんぬき

 が外されて扉が開き、中から男が姿を見せた。

「どうした、何があったんだ!?
 」

「アルカディアとの国境に向かった軍が、どうやら負けてしまったらしいんです！　早く逃げないと、きっと敵は近くの村々を略奪してまわります！」

　ジルコニアが切羽詰ったように言うと、男の顔が一気に青ざめた。

「た、大変だ！　早く皆に知らせないと！」

　すぐにでも他の家に走ろうとする男の腕を、ジルコニアはがしっと掴む。

　右手は
外
 がい

 
套
 とう

 の中に入れたままだ。

「待ってください。家の中に家族はいますか？　いるなら先に起こさないと」

「いや、俺は１人暮らしだ、あんたも他の家に……」

　男が言い終わる前に、どすっという衝撃が彼を襲った。

「がっ……!?
 」

　背後から首筋に短剣を突き立てられ、男はわけも分からず振り返ろうとする。

　だが、すぐに
瞳
 ひとみ

 がぐるんと白目を
剥
 む

 き、がくんと膝をついてその場に倒れ込んだ。

「死体を片付けて次に行くぞ」

　オーランは男の死体を家の中に引きずり込むと、まだ兵士が向かっていない家に向かって駆け出していった。

「……」

　ジルコニアは家の戸を
一
 いち

 
瞥
 べつ

 すると、深く息をついて駆け出した。

　

　約半日後。

　月明かりが辺りを照らす中、村はずれに数十名の村人が集められていた。

　
傍
 そば

 には大穴が掘られており、中には複数の死体が投げ込まれている。

　死体はすべて、家族を持たない者たちのものだった。

「もし私たちに逆らったら、その者の家族は全員こうなるわ。よく見ておきなさい」

　ジルコニアが冷たい声色で、恐怖に震える村人たちに言い放つ。

　必死に冷徹さを装ってはいるが、額には脂汗が浮かび、今にもその場で
嘔
 おう

 
吐
 と

 しそうなほどに最悪の気分だった。目の奥がチリチリと痛み、耳の奥ではいまだに頭にこびりついた家族の悲鳴や叫び声がわんわんと鳴り響いていた。少しでも気を抜けば、膝が震えてしまいそうだった。

　だが、そんな感情を血が滲むほどに唇を噛んで押さえつけ、乱れかけた呼吸を整える。

「……これから、あなたたちには私たちとここで生活してもらうわ。ただし、それは家族のうちの１人だけ。残りの者は、人質として連行する。少しでも逆らったら、人質の命はないものと思いなさい」

　ジルコニアの他に、声を上げるものはいない。

　村人たちはうなだれるか、恐怖を帯びた視線を向けてくるだけだった。

　なぜこのようなことをするのか、ジルコニアたちが何者なのか、彼らは何も知らないのだ。

　ジルコニアは兵士たちに命じ、死体に土を被せた。

　

　それから約１ヶ月後。

　人質として連れ出させた村人たちと入れ替わり、ジルコニアを含めた志願兵たちは村で生活をしていた。人質たちはマクレガーの待つ森の野営地へと正規兵たちが連れて行き、残ったのは少数の村人たちと志願兵たちだけだ。

　村人たちは、今のところ一切歯向かう様子を見せていない。

　村人の７割以上が人質に取られ、その穴埋めをするように入ったジルコニアたちに常に監視されていては、反抗する気すら起きないのだろう。

「『アルカディア軍があちこちの村を略奪して回っているから、村を捨てて逃げたほうがいい。国境には絶対に近づくな』……か。そろそろだな」

　村の
片
 かた

 
隅
 すみ

 で、ジルコニアはオーランと話をしていた。

　先ほど他の村から使いがきて、今オーランが言ったような情報を伝えていった。

　外部の者への応対は村人たちにやらせており、ジルコニアたちは顔を見られないようにしていた。

「後はナルソンからの伝令を待つだけよ。上手くいくといいのだけど」

「……なあ、やはり作戦は俺たちだけでやるよ。お前は野営地へ戻ったほうがいい」

　オーランがそう言うと、ジルコニアは不快そうに彼を見た。

「絶対に戻らない。私も行くわ」

「いや、戻れ。お前は替えが利く立場じゃない。俺たちにとっても、それ以外の人にとっても」

「この手でやらなきゃ意味がないのよ。それくらい分かるでしょう？」

　聞く耳を持たないジルコニアに、オーランは深くため息をついた。

　

　数日後。本隊からの伝令により、バルベール軍の大軍が国境に到着したとの知らせを受け、ジルコニアたちはすべての村人を連れて村を出た。

　休憩を挟まず歩き続け、丸１日かけて国境近くでバルベール軍の巨大な陣地を発見した。

「止まれ！」

　ぞろぞろと陣地へ向かって歩いていると、数騎の騎兵がやってきて制止をかけた。

「お前たち、どこから来た!?
 　この辺りには近づくなと知らせが行っているはずだろう！」

　ジルコニアは村人から奪った出身証明書を取り出すと、兵士に手渡した。

「知らせは受けています。ですが、アルカディア軍が付近の村々を略奪して回っていると聞いて……とても村にはいられず、保護してもらおうと思ってやってきたのですが……」

　ジルコニアがそう説明すると、兵士は苦々しく顔を
歪
 ゆが

 めた。

「我々が来たからには、もうそのような心配はない。さっさと自分たちの村へ戻れ」

「分かりました。ですが、着の身着のままで出てきたうえにずっと歩きどおしで、皆疲れています。数日でいいので、陣地の中で休ませてはいただけないでしょうか？」

　それを聞くと、兵士はちらりと後方を振り返ってため息をついた。

　陣地の周囲には、野営をしている集団がいくつか見える。

　ジルコニアが言ったものと同じような理由で集まってきた者たちが、何組もいるのだろう。

　すべて、ナルソンの立てた計画どおりだった。

「悪いが、陣地の中に入れるわけにはいかない。だが、近くで野営するくらいなら大丈夫だろう。水と食料は分けてやるから、ついてこい」

　兵士はそう言うと、皆を先導するように陣地へと向かった。

　ジルコニアたちは目配せすると、黙ってその後を付いていった。

　

　その日の深夜。陣地のすぐ
傍
 そば

 でジルコニアたちが
焚
 た

 き火を囲んでいると、陣地の中から
鐘
 かね

 を鳴らす音が響き渡った。途端に、周囲に喧騒があふれる。

「何かあったのですか？」

　陣地の入口に群がる人々をかき分け、ジルコニアが見張りの兵士に尋ねた。

　新兵らしいその兵士は、動揺した様子を見せながらも皆を落ち着かせようとしていた。

「アルカディア軍が接近しているらしい。夜戦になるかもしれないから、お前たちは騒がず静かに……」

　兵士がそこまで言うと、ジルコニアの背後で仲間の誰かが「中へ入れろ！」と大声を上げた。ジルコニアも恐慌状態に
陥
 おちい

 ったように慌てふためいてみせ、大声で兵士に迫る。

「お願いします、中へ入れてください！　外にいたら殺されてしまいます！」

「そ、それはできない。それに、ちゃんと部隊が応戦するからここは安全だ」

　兵士はそう答えるが、皆が興奮したように騒ぎ立てて収拾がつかない。

「ふざけるな！　普段は
搾
 さく

 
取
 しゆ

 するだけ
搾
 さく

 
取
 しゆ

 しておいて、今度は見殺しにするつもりか！」

　誰かが発した怒声を皮切りに、騒ぎはさらに拡大する。

　陣地内からも兵士が出てきて応対し、仕方なく一時的に中に入れる運びとなった。

　陣地に入り、並んで張られた大きな天幕の一つに連れて行かれると、絶対に外に出ないようにと厳命されて中へ押し込まれた。

　天幕内にはジルコニアたちの他に、村から連れてきた者以外の姿がいくつかあった。

　ざわざわとした雰囲気の中、ジルコニアたちがじっと押し黙っていると、陣地の前方から進軍太鼓の音が響き始めた。アルカディア軍の夜間攻撃が開始されたのだ。

「……やれ」

　オーランが言葉を発すると同時に、皆が一斉に
外
 がい

 
套
 とう

 の下に隠し持っていた剣を抜き、天幕内にいた他の避難民と人質に襲い掛かった。

　突然の凶行に、哀れな被害者たちは抵抗らしい抵抗もできず、わけも分からないうちに喉を切り裂かれ、一瞬のうちに絶命する。

「行くぞ」

　オーランに続き、皆が天幕を飛び出した。兵士たちはほとんどが戦闘の起こっている陣地前方へと駆けつけており、今のところ周囲に兵士の姿は見えない。

　味方はこの場にいる、性別も年齢もばらばらな数十人の志願兵たちだけだ。

『思ったんだけど、敵の
兵
 ひょう

 
糧
 ろう

 を焼くことに成功しても、敵がいったん撤退して
兵
 ひよう

 
糧
 ろう

 を補充してしまったら無意味なんじゃない？』

　ふと、森を出発する前にマクレガーと話したことを、ジルコニアは思い出していた。

　不安そうな表情で聞くジルコニアに、彼は言った。

『先遣隊が壊滅させられたところに、圧倒的な兵力を持って来援した将軍が
兵
 ひよう

 
糧
 ろう

 を焼かれたからといって即撤退ですか？　私がその将軍の立場なら、恐ろしくてとてもそんなことはできませんな。それほどの戦力を持っているのなら、一気に攻めて敵を
粉
 ふん

 
砕
 さい

 し、汚名返上をしようとするのが普通でしょう。攻めるしか道はないのですよ』

「食料庫は!?
 」

「こっちだ！　急げ！」

　オーランを先頭に、陣地内をひた走る。アルカディア軍が敵の注意を引きつけている間に、敵の食料を焼き払わなければならない。

　陣地内の詳細は、先日ナルソンの本隊が破壊した敵陣地の見取り図を伝令から受け取っていて
把
 は

 
握
 あく

 していた。作りは同じはずなので、食料庫も同じ場所にあるはずだ。

「おい、そこで何している！　止まれ！」

「っ！　こいつら武器を持っているぞ！」

　しばらく走ったところで数名の兵士と鉢合わせになった。あらかじめ決めておいたとおりに梅雨払い役が敵に突撃し、ジルコニアたちはそのまま全力で走る。

「止まれ！　何だ貴様らは!?
 」

　最短距離で食料庫へとたどり着き、息を付く間もなく警備兵と戦闘になった。

　数名が彼らに斬りかかり、他の者は立ててあった松明を担ぎ上げて食料庫に火を放った。火はまたたく間に燃え広がり、中の食料にも引火して、巨大な黒煙が盛大に立ち上った。

「撤収するぞ！　走れ！」

「オーラン、彼らが！」

「無理だ！　
諦
 あきら

 めろ！」

　仲間を救おうと駆け寄ろうとするジルコニアの腕を掴み、オーランが叫ぶ。

　騒ぎを聞きつけた敵兵が、早くも駆けつけ始めていた。

　敵兵と剣を交えている者や、負傷した者がまだ何人もいるが、彼らを助けに行く余裕はない。一刻も早く逃げなければ、あっという間に包囲されて皆殺しにされるだろう。

「捕らえろ！　絶対に逃がすんじゃない！」

「行ってください！　早く!!
 」

　ジルコニアにすんでのところまで迫った敵の
剣
 けん

 
撃
 げき

 を受け止めながら、若い女が叫ぶ。

「行くぞ！　もたもたするんじゃない！」

　オーランに怒鳴られ、自分たちが入ってきた出入口を目指して走りだす。

　陣地前方からの喧騒は、すでに聞こえなくなっていた。友軍は陣地内から立ち上る黒煙を見て作戦の成功を察し、撤収を開始したのだろう。

　わずか数秒走ったところで、目の前に新たな敵兵が立ちふさがった。

　迷うことなく数人の味方が捨て身で切り込み、文字どおり道を切り開く。

　皆が、ジルコニアを生かすために当然のように命を捨て、敵に向かっていく。

　
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 のために同行したはずの自分が、仲間に死を振りまく死神となってしまっていた。

「そ、そんな……私は……」

「馬鹿野郎！　足を止めるな！」

　
憔
 しょう

 
悴
 すい

 して立ち止まりかけたジルコニアの手を、オーランが強引に掴んで走り続ける。

「てめえら邪魔だ！　どきやがれ!!
 」

　ようやく出口付近にたどり着くと、そこは大量の避難民であふれかえっていた。

　修羅のような形相で血濡れの剣を持ったオーランの姿に、避難民たちは悲鳴を上げて逃げ惑う。広がっていく人の波を裂くようにして、ジルコニアたちは陣地を飛び出した。

「出てきたぞ！　逃がすな！」

「っ！　待ち伏せだ！　突破しろ！」

　飛び出した先で待ちかまえていた敵兵の一団に、味方が一斉に襲い掛かる。倒すためではない、ただただ時間を稼ぎ、１人でも多く仲間を逃がさんがためにとった行為だった。

　オーランはそんな彼らが作った道を、ジルコニアの手を引いて迷うことなく突き進む。

　少しでも遠くへ逃れようと、
闇
 やみ

 の中を全力で走る。仲間の数は10
 人ほどにまで減り、全員が傷だらけで体力も限界だった。背後からは剣がぶつかり合う金属音と、誰のものかも分からない悲鳴や怒声が響き続けている。

「ああ、くそ、騎兵かよ」

　しばらく走ったところでオーランは吐き捨てるように漏らし、立ち止まった。

　他の仲間も呼応するように立ち止まり、暗闇の中から近づく蹄の音に身体を向ける。

「……３騎か。迎え撃つぞ、覚悟を決めろ」

　オーランが言い終わるのと同時に、３騎の騎兵が
闇
 やみ

 の中から姿を現した。先端が幅広になった長剣と中盾を持った軽騎兵だ。隊形を組んで突っ込まれたら勝ち目はないが、敵はばらばらに突っ込んできている。もし敵が冷静になって距離をとってしまったら、一巻の終わりだ。

「ラタの足を狙え！」

　オーランの叫びと同時に、全員が騎兵に向かって突進した。普通に考えれば自殺行為だが、敵が隊形を組んでいない今なら勝機はある。

　オーランは敵が剣をかまえる右手側を避けるため、騎兵と接触するギリギリのところで反対方向に跳んだ。勢い、裏拳の要領で身体を回転させながら、ラタの後ろ足があるであろう場所を剣でなぎ払う。

　がつんという衝撃とともにラタが悲痛な声を上げ、後ろ足から崩れるように転倒した。

　騎乗していた兵士は地面に投げ出され、ジルコニアはそんな敵兵に駆け寄って剣を突き立て、急ぎ振り向く。

「後ろ！」

　味方の攻撃を切り抜けた一騎が、方向転換して後方からオーランに迫る。猛烈な勢いで接近し、横なぎに剣を振るう。オーランは振り向きざまに剣で防ごうとしたが、鈍い金属音とともに彼の剣は半ばから切断され、左肩をざっくりと大きく切り裂かれた。

　同時に、両脇から味方の兵士が体当たりする勢いでラタの腹に剣を突き立てた。

　ラタは痛みに大暴れし、転げるようにして兵士とともに地面に倒れ込む。

「オーラン！」

　ジルコニアが駆け寄ると、オーランは右手で裂けた肩を押さえて地面に
蹲
 うずくま

 っていた。

　だらりと垂れ下がった腕をすさまじい量の血が伝い、地面にぼたぼたと
滴
 したた

 っている。

　腕は半ば千切れかかってしまっているようで、傷口からは裂けた骨がのぞいていた。

　見ると、ラタから投げ出された敵兵が味方に止めを刺されているところだった。

　周囲には、別の味方に倒された残りの一騎と、すれ違いざまに斬り殺されたであろう味方の死体が２つ転がっている。これだけの犠牲で済んだのは、奇跡としか言いようがなかった。

「オーラン、立って！」

　支えようとするジルコニアに、オーランは首を振った。

「かまう……な、行け」

　激しい出血のあまりに喉が張り付いてしまっているのか、かすれるような声を漏らす。

「ふざけないで！　立ちなさい！」

　肩を貸そうとするジルコニアにかまわず、オーランは後方に顔を向けた。つられてジルコニアもそちらに顔を向け、表情を引きつらせた。
微
 かす

 かにだが、地面を叩く蹄の音が聞こえてくる。

　まだ見つかっていないようだが、この場にいては遅かれ早かれ見つかってしまうだろう。

「ジルコニア様！　お急ぎください！」

　仲間の１人がジルコニアに駆け寄り、オーランから引き
剥
 は

 がすように腕を引く。

「オーラン、私は……」

　ジルコニアがそう言いかけると、オーランは血だらけの手でジルコニアの肩を掴んだ。

「後は任せたぞ。奴らに地獄を見せてやれ」

　彼ははっきりとした声でそう言い、にやりと笑みを浮かべた。

　ジルコニアは何も言葉が出ず、ただただ涙をこぼしながら必死で
頷
 うなず

 く。

　そして、突き放されるように肩を押され、仲間に引きずられるようにして走り出した。

　走りながら振り向くと、オーランが自身の腹に剣を突き立て、
闇
 やみ

 の中に倒れるところだった。

　

　長く続いた日照りが終わり、雨上がりに白む朝の街並みを、ジルコニアはナルソン邸の屋上で眺めていた。

　あの後のことは、よく覚えていない。後から聞いた話だが、兵糧の大半を失ったバルベール軍は撤退を選択せず、短期決戦を選んだらしい。

　だが、食料に余裕がないために正面からの強引な力押ししか選択できず、準備万端で防塁に寄り徹底的に受身の戦闘を継続したアルカディア軍を相手に大損害を被った。

　その後の反転攻勢で敵は壊走。そう聞かされている。

「あの時、私は
頷
 うなず

 いたけど」

　まるでそこに誰かがいるかのように、ジルコニアは語りかける。

「実はね、少し前まで
諦
 あきら

 めてたの。これ以上はもう、ダメだろうって」

　ふと、空を見上げる。厚い雲の隙間からは、幾筋もの光が街に降り注いでいた。

「でも、頑張ってみる。あなたの下へ、必ず奴らを送り出してみせるわ」

　そう言うと、
踵
 きびす

 を返して屋上を後にした。

　朝霧に包まれた街の空には、薄っすらと虹がかかり始めていた。





あとがき

　

　皆さんこんにちは、こんばんは。締め切りギリギリまであとがきを執筆できていないすずの木くろです。いつもご購読、ありがとうございます。

　皆さん、『水槽の脳』というお話を聞いたことはありますでしょうか。実は自分が今見ているこの世界は現実ではなく、培養液に満ちた水槽に入れられた脳みそが見せられているバーチャルリアリティなのではないだろうか、という仮説です。

　すべてはバーチャルリアリティ。そう考えると、多少不自然というか理解に苦しむ出来事が起こったとしても、『全部バーチャルリアリティだから仕方がない』と納得することができます。

　例えば、『一点集中全力買いしている銘柄の株価が、前回のあとがきから２回も業績上方修正を出してるのに、毎度毎度ビクンビクンと
痙
 けい

 
攣
 れん

 発作のような動きを見せるだけで、今では買った時の値段よりも下がっている』なんて怪奇現象も『バーチャルリアリティだから仕方ないよね』と、ココロオダヤカニナットクデキルジャナイデスカ？　ジュウタクローン？　ナニソレ？　バーチャルノセカイニジュウタクローンナンテアルノ？

　ゴメンナサイ。本当は「株価爆上げで左団扇でごめんなさい！　富豪の仲間入りしちゃってごめんなさい!!
 」といった、ひんしゅくを買いそうな内容のあとがきを書く気満々でした。

　そんな邪なことを考えているから、いつまで経っても株価が上がらないんですかね。心を入れ替えて清い精神を持つようになれば、水槽を観察している科学者さんたちもたまにはアメを与えてくれるようになりますかね。

　などという、ある意味、夢も希望もない（死ぬまでバーチャルリアリティだと気づかせないでおいてくれるなら、それはそれで別にいいんじゃないかなと思う）水槽の脳の話はさておき、「宝くじ～」シリーズも今巻で５巻目でございます。

　応援してくださっている読者の皆様、前巻同様に惚れ惚れするような素敵なイラストを描いてくださった黒獅子様、素晴らしい装丁デザインに仕上げてくださったムシカゴグラフィクス様、ポンコツなすずの木を支えてくださっている担当編集の荒田様、皆様の応援およびご支援のおかげで、無事５巻を発売することができました。本当にありがとうございます。

　今後も精一杯頑張ってまいりますので、応援およびご支援のほど、何とぞよろしくお願いいたします。

　

２０１６年１月　　すずの木くろ





すずの木くろ（すずのき くろ）

埼玉県在住の兼業作家。好んで読むものは第二次世界大戦のノンフィクション戦記と架空戦記だが、自身で執筆する作品はファンタジーものばかり。（二〇一六年三月現在）

　

イラストレーション

黒獅子（くろじし）

熊本県出身、東京都在住。シリーズ「ゲート―自衛隊彼の地にて、斯く戦えり」（アルファポリス文庫）のイラストレーションなどを担当しています。（二〇一六年三月現在）
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